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　ある学者はもう人類は進化しないと言った。

　ここが知的生命の進化における限界点だと。

　私は当時の彼を傲ごう慢まんだとは思わないし、浅せん薄ぱくとも思わない。というのは、彼が進化に関する思想の土台を自然に据えているからであり、その領りよう域いきで考える限り、彼の説は力強さに満ちていたからである。

　人類の進化は、自然環境に適応しようとする旧きゆう来らい的てきで生物学的な方法をとらなかった。

　そうではなく、人じん為い的てきに為なされたのである──




　　　　　※




　犬は色を判断できないと一般的に言われる。つまり犬にとって色は存在しないし、説明しても理解できる要素ではない。しかし、世界に色が存在しないわけではない。彼らと異なる眼球構造を持つ我々人類の目には、物の色しき素そがはっきりと映っている。進化の溝みぞを隔へだてて、同様のことが、人類という種しゆの中においても起こっている。




　初めに言葉があった──聖せい書しよにはそう記されている。

　果たしてそれはそのとおりだった。

　この世の物質はすべて一つの体系で記された言葉によって構成されていることが確認され、その言語は現在では世界言語と呼ばれている。

　進化した人類の瞳には、この〝世界言語〟という要素が、それこそ〝色〟という要素と同じように映っている。これは犬に色を説明しようとしても困難なように、世界言語を認識できない者にとって、完全な理解は不可能と思われる。

　ただ、それでもあえて言げん及きゆうするならば、世界言語は感覚的にはコンピュータのプログラミング言語──あれに近いかもしれない。

　人は特殊な言語によってコンピュータの中に世界を形作ることができるが、一般の人間がそれを見ることはない。一般の人間がコンピュータの画面に見るのは、言語によって表現される現象や出来事の方である。

　無む味み乾かん燥そうなことを言ってしまえば、この現実世界は、神が記したプログラミング言語、つまりは世界言語によって体系づけられ、規則を与えられているに過ぎないのかもしれない。





『世界変換──著・阿あ万ま野の湫しゆう市いち』より















　　第一章　不良フォント　──現実と仮想世界の類似性──
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　語かた羅ら部べ鵬ほう珠じゆが一週間前に届いた本をようやく読み始めたのは、それまで読んでいた小説が「え、それって都合よすぎない？」という暗あん雲うんを生じさせ始めたことに端たん緒しよを発する。

　もともと我慢強い方ではない鵬珠は、違和感に耐え切れなくなって、その小説を途中で放っぽり出し、唯ゆい一いつ手元に残していた最後の一冊に手を伸ばしたのだった。

　鵬珠は、これまで学術的な本は一切読んだことがなかった。見るからに堅っ苦しいし、ただでさえ退屈しのぎに読書をしているというのに、なぜまた退屈な思いをしなければならないのだ、というのが理由だった。

　だから最初、阿あ万ま野の湫しゆう市いちという学者が書いたこの本に、期待などまるでしていなかった。

　本は一章の始まりで生物の進化に言げん及きゆうしていて、鵬珠はやっぱりな、と眉をひそめた。やっぱり例の如く、退屈で眠くなる類たぐいの本だぞ、と。そもそも、人類の進化がどのように為されたかなど、先に進んだ側にいる鵬珠には何の興味もない。

　そんなことより、心こころ躍おどる冒険が読みたいのだ。

　特に、いまは。

　しかし阿万野湫市の文章には、鵬珠に先を読ませる不思議な力があった。それが何か、なぜ気になるのか、まではわからなかったけれど、先ほど読むのを止めてしまった小説のように、「放り出したって、痛くもかゆくもないし」とうそぶけるほど安っぽくなく、読むのが苦痛になるほど難しいというわけでもない。

　例えば『初めて〝進化〟した人間は、外がい側そく膝しつ状じよう体たいに悪あく性せいの腫しゆ瘍ようを持つ視覚障害者だった』、という文章があり、進んだはずの人間が障害を持っていたという意外な事実に鵬珠が興味を持ちながらも、一方で難解な用語のためイライラしていると、すぐ次の文で『外側膝状体とは中ちゆう枢すう神経系の網もう膜まくから情報を受け取り、視覚情報の処理を行う脳の領りよう域いきである』、と丁てい寧ねいな補足解説が加えられる。

　そんなこんなで結局、鵬珠は生かさず殺さずというような調子のまま、〝進化の兆し〟と銘めい打うたれた第一章を読まされていた。

「鵬珠」と声をかけられたのは、そのときだった。

　鵬珠は呼ばれた方にふいっと視線をやり、見知った顔に「もう？」と訊たずねる。

「そうだ。約束よりもちょっと早いけど、待たせるわけにもいかないだろう」

　男の役割は鵬ほう珠じゆのスケジューラーだった。ご飯や自由時間を教えてくれて、その際鵬珠が望めば、ちょっとした雑談に付き合ってくれたりもした。彼は毎日、まったく同じ厳げん格かくそうな黒い服を着ていたが、もっとおしゃれをすればいいのに、というのが鵬珠の率直な感想だった。

　彼はちらりと鵬珠の手に収まる本を見て、「それ、読んでるのか」と続けた。

「うん、結構面白くてさ。意外？」

「いや」

「こんなことなら、前の小説より先に読むんだった」

「気になることは、書いた本人にすべて聞けばいい。早く行こう。阿あ万ま野の教授がお待ちかねだよ」

　男の後ろに付き添って廊下を進みながら、いよいよこの施設ともお別れなのだ、と感かん慨がい深ぶかくなる。九つのときにこの施設に来て、もうじき五年。退屈な日々が続いたけれど、それはそれで悪くなかった。前を歩く男は鶴つる野の浩こう司じといい、最初は確かにいけ好かなかったが、毎日顔を合わせる内に、他の人間よりも好意的な印象を持つようになった。

　鵬珠は、浩司が抱える大きな悩みを知っていた。周囲にいた彼の同どう僚りようは苦く悶もんする彼に対し、異い物ぶつをはじき出すかのような態度を取った。

　しかし鵬珠は違った。むしろ、浩司を一緒に外に連れて行けたらな、とさえ考えている。

「わたしがいなくなったらさ、浩司は寂しくなるんじゃない？」

「厄やつ介かい者ものが減って、大助かりだよ」

　彼は面会室、と表示された部屋のドアの前に立ち、こちらを振り返った。寂しげな笑いが浮かんでいる。「元気でな、鵬珠」

「意地っ張り！」

「外に出たら、もっと女の子らしくしろよ」

　そして浩司は餞せん別べつ、と言って手て鏡かがみをくれた。光が差し込むと赤みを増す琥こ珀はく色いろの瞳が、自分を見返している。癖くせっ毛けの目立つ髪は赤茶色で、顔立ちはまだ幼さがある、と思う。

　浩司に「ありがと！」と、お礼を言ってからドアをノックし、部屋に足を踏み入れる。

　鵬珠を援助したいという人が現れたのは一週間ほど前だった。

「こんにちは」と挨あい拶さつをすると、部屋の中にいた老人は視線を窓の外から鵬珠に移した。

「ああ、こんにちは」

　目の前の人は、七十をもう超えているというのに、老いというものを感じさせなかった。眉み間けんに厳げん格かくそうな皺しわが刻まれているが、それは老齢に責任があるわけではないだろう。頭髪も口ひげも確かに白いものが混じって来ているものの、年ねん齢れいを考えれば少ない方だと思う。

「随ずい分ぶんと久しぶりだ。私のことを覚えているかね？」

　男の言葉に、鵬珠はこくりと頷うなずいて返した。

「うんっ！　もちろん!!　阿あ万ま野の教授、わたしにチャンスを与えてくれてありがとね。教授のおかげで、わたしは外の世界に出ることができるんだから。実はね、さっき教授の本を読んでたんだ。まだ一章の最初だけだけど、結構面白いと思ったよ。わたしたちの原点があんなところにあったなんて、全然知らなかったし」

　すると、男は意外そうな顔をする。「理解できたのかね？」

「む、馬鹿にしてる？　そりゃ、機械の名前とかはよくわかんなかったけど……」

「粒りゆう子し線せん癌がん治ち療りよう装そう置ち」

「そう、それ」

　周囲の組織を傷付けず、特定の細さい胞ぼうだけを死滅させる！　……だっけ？

「二十世紀の末には実用化が可能な装置だった。だが偶然の事じ例れいが起こって人類に進化の兆しが訪れるまで、それから二十年ほどかかった」

「ちょうど、そこくらいまで読んだんだよ！」

「ならば続きは私の屋敷で読むといい」と素っ気なく言って、教授は手を大きく振る。

「悪いが、ここに長居するつもりはないんだ。もう出発する準備はできているね？」

　できている。大量にあった本も、最後に読もうと思っていた小説と阿万野教授の学術書以外のものはすべて処分したし、荷物もまとめた。しかし、まだ鵬珠にはこの施設でやることが残っていた。慌あわてて時計を見る。

「ちょ、ちょっとだけ待って！　後、五分……いや、三分だけ！」

「？　みんなにお別れは済ませておくように言っておいたはずだろう」

「いや、でも、あなたが来てわたしを連れて行くって聞いてるだけで、理由とか知らないし。せめて、そのことぐらい話してくれてもいいんじゃないの？」

「そんなことは屋敷に帰ってから話せばいい。いま話す意味がない。その理由が君にとって不ふ都つ合ごうなものなら、私の提案を蹴けろうとでも言うのかね？」

「そんなつもりは……でも理由を聞いてるのと、聞いてないのとでは今後の扱いに差が出ると思う。これはきっと、教授のためでもあるんだ」

　老人は啞あ然ぜんとして口を半開きにし、次いで駄だ々だっ子こをあやすように言った。

「……私の心しん証しようを悪くしない方がいいぞ。ただ説明がどうしても必要で、それがなければ梃て子こでも動かぬというのなら言おう──。

　君が法を破る能力を持っているからだ。世界言語に生命を取り入れる人間の精神構造を深く知る必要がある」

　それだけ言って、ため息をつく。「先は思いやられるが」

「わたし、いまは世界言語なんて使えないよ」

「特定の状況ならば使えるようになる。私に考えがあるから、これ以上我わが儘ままを言わないでくれ」

「教授が全部悪いくせに。わたし、知ってるんだ」

　鵬ほう珠じゆは、目の前の男を睨にらみ付けた。彼のしらじらしい物言いに、腹が立った。

「……何のことを言っているのかね？」

　もう一度時計を見ると、予定の時間まであと一分ほど。鵬珠は、もういいかな、と思った。

「わたしが五年も力を失ってるのって、教授のせいなんでしょ？」

「……どうして、君がそのことを知っている？」

　彼は意い表ひようをつかれたらしく、眉まゆをひそめた。

「一週間くらい前に、わたしをここから出したいって言ってくれる人が来てさ。せっかくそれまで楽しく言葉をいじれてたのに、こんな色を失ったような場所に閉じこめられて、可か哀わいそうだなって同情してくれて。その人が全部教えてくれたんだよ」

「だ、誰だね？　それは……？」

　彼の顔色が、じわじわと変わる。先ほどまでの余よ裕ゆうは消え、緊張の色が濃くなってきている。

　鵬珠は彼の質問を無視し、援助を申し出た人の言葉を復唱した。

「〝来るべき時間に、君のいる場所の世界言語が、失っていた力を一時的に取り戻す〟」

　眼がん前ぜんの男の、息を吞のむ様よう子すが小気味いい。

「ねえ教授、〝来るべき時間〟って、いつだと思う？」

　鵬珠は意地悪をして、困惑した様子の男をからかった。

「その人はこうも教えてくれたよ。一週間後、諸悪の根源がわたしのところに来るって。つまり、阿あ万ま野の湫しゆう市いち、あなたが。ずっとわたしから、世界言語を奪っていた障害──そして、わたしが世界言語を完全に取り戻すのを、邪じや魔まする人が」鵬珠は、にっこりと笑う。

「わたしの力で阿万野湫市を壊す……それができれば、その人はこれからの生活を援助してくれるって言うんだ。もうこんな場所で、我慢してなくていいんだって」

　時間が来た。途と端たん、援助者に伝えられていたとおり、世界が失われた要素を取り戻す。

　ことばあれフイーアート・ロゴス。

　眩まぶしさを錯覚する瞬間。目を細め、久しぶりの感覚に体の奥が熱くなっていく。

　同様の現象が、目の前の男にも起こっているらしい。ただ、その表情に浮かぶのは、限りなく絶望に近きん似じした色だった。

「せ、世界言語……！　あ、あり得ない……どうして、こんなことが……？」

「あなたは嵌はめられたんだよ」

　いまや鵬珠の瞳には、阿万野湫市を構成する言語がはっきりと映っている。

　まず意識されるのが、彼を表現する集合的統一体ゲシユタルト。

　そして目を凝らせば、その最大の文字を描くラインが、より細やかな文字によって構成されているのが見える。

　文字列の織りなす層。

　それらのすべてが、阿あ万ま野の湫しゆう市いちという男を理解させるための情報を伝えてくる。

　色素、熱量、硬度──

　そして何より、彼自身を成すかたち。鵬ほう珠じゆにとって、見ていてもっとも飽きない文字は、このかたちの意味を含がん有ゆうする文字だ。

「ね、教授。さっき、わたしは扱いに差が出るって言ったでしょ？　教授はいい人だ。ちゃんとわたしに理由を説明してくれたし。だからさ──あんまり痛くないようにしてあげるね」

　その言葉は音として届き、男の恐怖を増大させたことだろう。

　だが、鵬珠の使える別種の言葉は発声を必要としない。

　世界言語。

　それはこの世の事物を表現する文字だ。あらゆる物質を、成り立たせる根源。そしてその文字に干かん渉しようできる者にとっては、声帯などよりも、より簡単に、より強烈に、現象に意思を届かすことのできる媒ばい体たい。

　事物を書き換えるために力を伸ばし、阿万野湫市という男のかたちに触れる。正確には、かたちを表現する文字に。

「待て！　わ、私は──！」

　男は上ずった声を上げた。

　彼の言葉が終わらぬうちに、集合的統一体ゲシユタルトから、いくつかの文字が切り離され、彼の胸元から、拳こぶし大だいほどの肉にく片へんが奪い去られる。

　この作業を行うとき、鵬珠は自分の名前が、月二つと鳥、王、朱しゆという文字の集合体であることを連想する。

　個の意味はそのままに、全体は意味を失う。いま阿万野湫市を襲った現象が、まさにそれだった。

　ぽっかりと開いた胸の空くう洞どうから、血が噴き出した。そしてほんの一瞬前まで、血をせき止めていた肉片が、二人の間に浮かんでいる。

　男は自分の胸に手をやり、べっとりと赤く濡れた手のひらを確認して困こん惑わく顔がおをつくった後、何かを悟ったように「……トラ……」とつぶやいた。それが彼の最後の言葉となった。

　壊れた体が膝ひざから崩れ落ち、床に赤い染みをつくった。集合的統一体ゲシユタルトが急激に冷え始め、熱量を意味する文字が、床のそれと調和しようとする。冷たい部屋は、たったいままで異彩を放っていた文字群を、寛大な態度で受け入れようとする。

　しばらくして、鵬珠は男からひきはがし、認識の中で宙に固定していた文字を、持ち主に返してあげた。こうして、彼のかたちは元に戻った。

　しかし、失われた情報は元に戻らない。

　床に拡がる血液は、輪りん郭かくを広げ、かたちを表す文字を次々と書き換えていく。少し戻し忘れた肉片には、血液にはない固体特有の〝硬さ〟があった。

　鵬ほう珠じゆは横たわる教授に近付いて携帯端たん末まつを探し出すと、それを自分のポケットの中に入れた。




　部屋を出た鵬珠は、いつもと変わらぬ風景が、いつもと違う新鮮な情報を伝えてくるのを楽しんだ。すべての物質に文字が戻っている。見たとおり──そして思いどおりの世界だ。

　鵬珠は、自分を自由にしてくれる人が現れた幸運を思い出した。一週間前にここを訪れた協力者の少年。彼はいま鵬珠を外で待っていて、この島から抜け出すための援助をしてくれる。

　はやく、ここから出なくちゃ！

「鵬珠？」

　振り向くと、怪け訝げんそうな顔をした浩こう司じが立っていた。

　鵬珠は嬉き々きとして言った。「浩司！　一緒に行こ！」

「一緒に？　何を言ってるんだ、お前。教授はどうした？」

「鶴つる野の！　逃げろ！」廊下の奥から、誰かの声が響く。

　きっと浩司と同じく、この収容所で働く刑けい務む官かんの一人だろう。

「文字だ！　文字が見える！　特区のメタグラムが機能してねえ！　いまそいつは危険だ！」

「教授なら部屋の中だよ」鵬珠は声を無視して言った。「壊した。また直しておいたけど」

「こ、壊した……？」

「そう。わたしね？　いまなら何だってできる。浩司の望みを叶えてあげることだってできる。そうだ、あの白しら川かわはどこにいるの？　浩司を仲間外れにしてた他の人もそうだけど、あいつだけは絶対に許せない。知ってる？　あいつ、浩司がいないとき、浩司のこと気持ち悪いって言ってたんだよ」

　見る見るうちに、浩司の顔が青ざめていく。

「どこにいるの？」再度、鵬珠は訊たずねた。

「き、北館の詰め所に」

「よし、じゃあ一緒に行こ」

　浩司の大きな体の横を素通りして、鵬珠は北館に足を向ける。

　彼は後をついてこない。それどころか、彼の体は鵬珠の視界を離れた瞬間、根元から折れた建物のように、地面へと傾けい倒とうを始める。

　どさり、と大きな音。

　寝転がったそれは、頭部の分だけ背が縮んでいた。

　そして鵬珠の手には、鵬珠が浩司と認識していたものが収まっている。すべての文字を連れていくのは骨が折れるし、不要な言語は邪じや魔までしかない。

　混乱は鵬珠に味方した。この施設では、文字の存在する環境下では適切な生活が送れないと判断された者達が、不当な拘こう留りゆうを受け続けていた。

　しかしいまや世界言語の復活とともに、これまでぼんやりとしか形を成していなかった憤ふん懣まんが、その輪りん郭かくをくっきりと浮かび上がらせている。いたるところで言語が書き換えられ、それに事物が対応する。

　道どう理りの崩ほう壊かい──無理の顕けん在ざい──次いで、悲鳴。

　ただ、鵬ほう珠じゆに直接触れようとしてくる文字は一文字としてなかった。

　北館に足を踏み入れたとき、鵬珠は通路の向こうを走る白しら川かわの姿を捉とらえた。

「いた！　浩こう司じ、ほら、あそこ！」

　大っ嫌いな奴！　のっぺりと色の薄い顔には、常に青い血管が浮かんでいる。彼も、浩司が先ほどまで着ていたのと同じ、黒い服を着ていた。

　腕に力を込め、抱きかかえた浩司を落とさないように気を使いながら、全力で追いかける。胸が熱く、浩司が熱を伝えてくるかのようだった。

　それは、英雄的行為を成すための義ぎ憤ふんだった。浩司を侮ぶ辱じよくした過去を、後悔させてやる！

　角を曲がると、白川が大おお仰ぎような扉の据え付けられた部屋に入っていくのが見えた。彼と入れ替わるように、黒い筒つつのようなものを持った人が、大おお慌あわての様よう相そうで部屋から出ていく。

　部屋に近付くと奥から声が漏れ出してくる。「何がどうなってる！　こんなの聞いてねえぞ！」

「知るか！　とにかくぶち込んでやりゃいいんだ！」

　ガチャガチャと、何かが荒々しい音を立てている。

「異常者どもめ！　全員ぶっ殺してやる」

　再び扉が開かれ、いきり立った男が目の前に現れる。彼も黒い筒を持っていた。鵬珠はその筒の痛さを、身をもって知っていた。というのも、ママが、あれと似た筒を鵬珠に向けたことがあるからだ。そこから放たれた見えない衝しよう撃げきにおなかを貫かれた後、気がついたときには、鵬珠はこの施設にいた。嫌な記憶だった。

　なんだか、不用意にこの先に進むのはためらわれた。

「ねえ、あなた、わたしを守って？」

　鵬珠の言葉とともに、扉の前に立つ男の首が１８０度回転する。一瞬でこと切れた即席の肉の壁は、首の動きに倣ならって、くるり、と半回転してから、部屋の内部へと入って行く。

「……おい、どうした？」

　向こうから誰かの怪け訝げんそうな声。

　鵬珠はそれに応えるように、ひょっこりと壁から顔を出した。

　ばあ、と舌でも出せば驚かせることもできたろうが、いまの鵬珠は真剣そのものだったので、一瞬の認識で、力の及ぶ範囲にいた全ての肉にく塊かいを無力化する。その数、三つ。

　少し物のかたちを歪ゆがめてやるだけで、均きん衡こうを保っていた情報は拡散する。

　この光景は不思議に思うけれど、きっとそういうルールなのだ、と鵬珠は深く考えないようにしている。世界はきっとそういう風にできているんだ、と。

　言語の束そく縛ばくを解くと、弛し緩かんした肉体たちから液体が溢あふれ、すえた臭においが部屋に充満した。

　鵬ほう珠じゆは部屋の内部を見渡した。壁に大きな棚がいくつも据え付けられている。半開きになった棚から先ほどの黒い筒つつがいくつか姿を覗のぞかせ、なるほど、この部屋があの痛いやつの保管庫のようなものだと得とく心しんが行く。

　そして視線が、一人の男を捉える。先ほど、鵬珠の力の及ばない場所にいた悪運の強い男。

　彼の瞳には、いつも誰かを見下す輝きがあって、視線が合うといつも不快な気持ちになった。

　だが、今回は違う。彼は怯おびえ、ただひたすらに戸惑っていて、その滑こつ稽けいさに、鵬珠は悪戯いたずら笑わらいを浮かべずにはいられなかった。肉の壁をどかし、ついに白しら川かわと対たい峙じする。

「ここに浩こう司じがいます」そう切り出し、浩司の頭を高く掲げる。

「……鶴つる野の？」

　白川はハッと息を吞のみ、弱々しい声を出した。「……ま、まじかよ」

「浩司に謝って。ひどいこと言ったの、覚えてるよね？」

「……た、助けて」

「はあ？」

「助けて、ください……し、死にたくない」

「助けるとか、助けないとか、そんな話してないでしょ。わたしは浩司に謝ってって言ってるの」
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「まだ……まだ、死にたくない。頼むよお」

　白しら川かわはおかしくなったのだろうか。

　鵬ほう珠じゆは困惑してしまった。彼はガタガタと震え、こちらの声が届いていないらしい。

　そこで、別の言語を試してみる。かたちに触れ、文字を書き換え、現象を歪ゆがませる。

　鵬珠の力の及ぶ範囲はそう広くないものの、その中で、ことかたちに関する限り、できないことはないように思えた。

　文字に数値を表す概がい念ねんはない。だが、事の大小を示す表現はいたるところに見られる。それは線の長さ、曲がり方であったり、止め方、はね、また点が表す。もちろんその表現も、より小さな文字の集合によって成される。どこまでの文字を読み取れるかは、個人の資質や、意識の集中具ぐ合あいや、視覚の人じん為い的てき強化（レンズ等の利用）によって異なってくる。

　鵬珠は白川の集合的統一体ゲシユタルトを、自分にとって適当な大きさの文字群で認識し、やや空間に余裕を持たせた状態で、部屋の壁の文字列に混ぜ込んだ。

　今度、鵬珠の言葉は届いた。

　しかし、やはり返答はなかった。

「……あ……」と呻うめいて動かなくなった白川の顔に、ぴしりとコンクリートのひびが入る。

　少し文字が大き過ぎて、構成に無理が生じたのだろう。

　亀き裂れつから、赤い液体が染み出してくる。

　鵬珠は、だんまりを決め込む白川をしばらくじっと見つめてから、あやすように浩こう司じの髪を撫でた。

「こいつ、謝る気ないみたい。もういいよ、行こっか？」

　胸に抱く浩司の頭は重かった。ひょっとすると、がっかりして気落ちしているのかもしれない、と鵬珠は思った。




　公こう安あん警察に淡あわ路じ特とく別べつ収容所より通達があったのは、三月十五日の午後二時頃だった。収容番号二七、語かた羅ら部べ鵬珠が収容所より逃走した、と。

　その折、彼女は七名を殺害した。これは防犯カメラの映像で明らかになったことだった。

　犠牲になったのは本日当収容所を訪ねていた阿あ万ま野の湫しゆう市いち氏と、刑けい務む官かんの六名。

　刑務官の一人──白川治はる夫おは、およそ尊そん厳げんある死とは言い難い姿で絶命している。彼の肉体は、壁とパッチワークを作り上げていた。




　　　　　２




　卒業式が終わって数日がたったある日、阿万野虎とら風かぜは、中学時代を通して所属していたクラブ──ゲーム研究会の部室に顔を出していた。

　家にいてもやることがないし、最近のゲームについて駄だ弁べっているだけの時間でも、四月を迎えて進学という明確な変化が起こるまでは、それはそれで貴重な時間に思えたからだった。

　部室にはいま三人の人間がいて、うち二人、虎とら風かぜと友人の山やま本もとがゲームの話題で盛り上がっている。

「隊長！　ピンチであります！」

　そのとき突然、部屋の隅で一人、パソコンに向かっていた少女が叫んだ。華きや奢しやな体型で、真っ白な肌が印象的な一方、せっかくのその儚はかなげな容姿を台無しにするほど、よく言えば人ひと懐なつっこい、悪く言えば面めん倒どくさい性格をしている。彼女はこれまでの会話に参加せず、何やら黙々と作業に取り組んでいたが、いつものことなので、二人は放っておいたのだった。

「どうした、うーやん」

「新しん歓かん用ようのゲームが、命令を聞きません！」

「あれ、それってもう昨日には出来上がったって言ってなかったっけ？」

　虎風は眉をひそめた。昨日味わった、はしゃぐうーやん、宇う佐さ美み由ゆ香かの鬱うつ陶とうしさは相当のものがあった。有う頂ちよう天てんになった彼女は、探せばどこにでもあるような自分のゲームを指して「革命的なゲーム」と評し、否定的なコメントをまるで受け付けなかったのだ。

　うーやんは天を仰いだ。「過信だった！」

「潔いさぎいいな」と山本は頷うなずいた。「好感が持てる」

「惚ほれないでえ！　ってか、そんな場合じゃない！　何で何で？　何でこんなときにバグが見つかるの!?」

「日頃の行いが悪いからだろ」虎風は、鼻で笑った。

「タイガーウインドォォォォ！」

　謎の奇声を発し、うーやんが近くのゴムボールを握り、こちらに向かって全力で投とう擲てきする。

　ボールを構成する言葉が、虎風の眼前に迫る。表面はつるりとしていながら、研けん磨まされた金属が与える同イメージのものより摩ま擦さつ力りよくは大きい。球体は自身の柔らかさで歪ゆがみ、全体としての印象は黄色。

　すべて世界言語が伝えてくる情報だ。

　虎風は意識を集中させ、そこにある文字に影えい響きようを与えようとした。

　……しかし文字を『書き換える』という感覚がわからない自分では、もちろんできるわけもなく、次の瞬間には、ゴムボールを媒ばい体たいにしたうーやん怒りの一撃を顔で受け止めてしまう。

「──ってえ！　何すんだ！」

「トラ、トラ、トラ！　私はハルとの交信を希望します！」

「黙れ、電波女！」

「いや、冗じよう談だんではなく」

　うーやんは両手を上げた。「もう私じゃ無理。ハルの力を借りないと、このゲーム完成しないよ～。完成しないと、新入生を確保できないよ～。確保できないと、部が潰つぶれちゃうよ～」

「二個目おかしくないかな。多分このゲームじゃ、完成しても新入生は入ってこないと思う」

「旧時代人に、この感覚は理解できないよね」

　彼女はやれやれとばかりに、虎とら風かぜに憐あわれみの眼まな差ざしを向ける。

　虎風は痛む鼻を押さえながら、パソコンをちらりと見た。画面の中をボールが飛びまわっている──飛びまわっているが、ぶつかって跳ね返るべき障害物をすり抜けてしまっている。

「あれ、ブロック崩しだろ。大おお昔むかしからあるゲームなんですけど」

「メンデルが評価されたのは、他の二人が遺伝を追つい発はつ見けんしたから」

「いや、もうあの手のゲームは一通りの評価を受けてるんだって。お前が知らないだけで」

「このゲームオタク！」

　なんとゲーム研究会の次期部長にあるまじき発言！　もちろん冗じよう談だんだろう。

　ただできれば、彼女の作ろうとしているゲームも冗談であって欲しい。

　ゲームの世界はプログラミング言語で書かれる。あのブロック崩しのボールだって、言語によって操あやつられている。しかし下手へたな創造主が配列した文字は、ときにゲームの規則を滅め茶ちや苦く茶ちやにしてしまう。

　虎風はボールを拾い、うーやんに投げ返した。

　彼女の肩にあたったボールは、床に落ち、転々と転がる。

「──効かぬ！」

「いやいや、もっと世界に責任を持てって話だよ、自慢するくらいなら。世界言語を見習え。ボール、すり抜けないだろ？　人に頼ろうとすんなって、新部長。ハルだって忙しいんだぞ」

「トラは可愛かわいい娘こに弱いんだ」

　これまで静観を決め込んでいた山やま本もとが、大おお真ま面じ目めな顔で頷うなずいた。

　うーやんは、キッと山本を睨にらみつけた。「どういう意味よ！」

「よせ、俺の良心をいじめないでくれ」

「はあ！　こんな可愛い子をつかまえて、失礼しちゃう！」

「落ちつけ。統計では、お前のような存在の集まりが二次曲線の頂点を形成するだろ。頂点だぞ、頂点。その点なら、自信持っていい」

「え、頂点……？」

「平均顔ってことだ」

　一瞬嬉うれしそうにしたうーやんを、山本は改めて叩たたき落とした。

「もっと言い方を変えよう。地球にいる限り、太陽より明るい恒こう星せいはない。絶対光こう度どを問題にしちゃいけないってことだ」

「言いたいことは一緒じゃない！　何よ、いちいち変化球投げて！」

「オブラートに包んでいると言ってくれ。これぞ処しよ世せい術じゆつ」

　すると、うーやんは山やま本もとを睨にらみつけ、次いで虎とら風かぜにも凶きよう悪あくな視線を送りつけてから、のそのそとパソコンの前に戻った。

　虎風は、部屋の隅でぶつぶつと何かを呟つぶやくうーやんを、ちらりと見た。

　経験から、彼女を本気で怒らせてはダメだと知っていた。と言うのも、彼女の行動は度を超すことが多々あるからだ。この間も、プログラミング言語をかじり、クラブのホームページ基き盤ばんへのアクセス権を能力的に取得した彼女は、復ふく讐しゆうと称した行動で、とんでもないことをやらかした。

「あれ、覚えてるだろ？　不良フォント事件」虎風は、ぼそりと言った。

「嫌な事件だった」山本はフッと笑い、遠い目をしている。

　ＯＳのフォントファイルにデータ過剰なフォント（不良フォント）があるとき、そのたった一種類のフォントのために、ブラウザ上のすべての文字が見えなくなってしまう現象がある。

　彼女の怒りの理由は忘れたが、うーやんは、この不良フォントを利用して、ホームページ上の文字をすべて消し去ったことがあった。

　皆大おお慌あわてでなくなったプログラムを探したが、実はなくなっていたのではなく、付け加えられていたところに事の巧こう妙みようさがある。

「まさか〝特区〟をつくり出すとは思わなかったよなあ」と、山本はしみじみと言った。

　その言葉に虎風は頷うなずき、「メタグラムだ」と返す。

　メタグラムとは、言ってしまえば現実世界における不良フォントのことだ。

　一般的に期待される役割は、周囲に存在する文字を消すこと。

「なあ、やっぱトラって、そういう関係の進路を考えて高校を決めたわけ？」

　虎風の真ま面じ目めな物言いに何か思うところがあったのか、山本がそう訊たずねてきた。

「そういう関係って？」

「メタグラムとか、世界言語とか、そういうのだよ」山本は、目を輝かせた。

「有名だもんなあ、トラのじいちゃん。いわゆる第一人者だ」

　虎風は乾いた笑いを発した。先ほど自分を直撃した黄色いボールを、無む意い識しきに探してしまう。自分に周囲からの期待に応えられるだけの能力があれば、是非ともそうしたい。

　肩をすくめ、「俺が明石あかし特区の学校に通うの、知ってるだろ」と答えた。

　二一五二年現在、日本にはＭＰＷＬ（Meta-Physical World Language）指定特区と呼ばれる地域が五つほどある。そのうち、最も有名なのが明石特区だ。

　それは正確には、東とう経けい一三五度日本標準時上にある旧きゆう明石市し天文科学館──現明石発電研究機関を中心とした円の半径約六キロ圏内を指す。その基準によると、神こう戸べ市しの領りよう域いきの方が大きくなるのだが、中心を明石に据え置くために、明石特区と呼ぶのが一般的になっている。

　明石特区を含む五つの指定特区は、中心にメタグラムという特殊な文字──現実世界でいう不良フォント──が据え置かれることでつくられる。

　その、もっとも大きな特徴としては──

「……あそこじゃ、世界言語は見えない。俺はそういうのとは無縁の場所に行くんだ」

「でも特区に研究者がいないわけじゃないじゃん。むしろ、そういうところでしか研究できない内容だってあるんだろ？　俺、不良フォント事件があるまで、特区の仕組みなんて全然知らなかったぜ。トラが急に笑い出したときは、いったい何事かと思ったしな」

　山やま本もとは感心したように言った。

　そう──うーやんの仕組んだ不良フォントを見つけたのは虎とら風かぜだ。あるべき文字が消されているということから、特区とメタグラムの関係を連想した虎風は、その観点からプログラムの海に潜ひそむデータ過剰のフォントファイルを探し出したのだ。

　世の中の生活基盤を当たり前のものとして受け入れていても、その仕組みを本当に理解している人はほとんどいない。特区や、その源である世界言語もそうだ。

「俺は別に世界言語の研究者になりたいから、特区の学校に行くわけじゃない」

　山本の期待を、虎風は改めて否定した。「じいちゃんにだって、そう伝えてる。俺には才能がないんだ」

「じゃあ、トラ、お前がわざわざそこに通うのは、別の理由があるわけだ」

　山本のにやけ顔が、今度は虎風の核心をついた。「ハルだろ」

「……ハ、ハル？」

「あの子もトラと同じ学校に通うんだろ？　その点はどうなんだよ」

「ぐ、偶然じゃないかな」

「それで周りが納得すると思うか？　少なくとも、俺は納得できない」

　虎風は山本を無視しようと努めたが、このように冷やかされて否定できないのが弱いところ。というのも、虎風が進路を住まいのある神こう戸べでなく明石あかしの高校に決めたのは、確かに明石に住む〝ハル〟の影えい響きようが大きかったからだ。

「あんな可愛かわいい娘こが凄すご腕うでのプログラマーだなんてなあ」山本がぽつりと呟つぶやく。「お金をもらってなくても、意味が通じるところがまた」

「は？　アマってこと？　そりゃ、ハルはフリーゲームばっかりアップしてるけど……」

「いや、グラマーだってこと。実に扇せん情じよう的だ」

「……いや、お前、一回死んだら？」

　山本の手には、小さな携帯端たん末まつが収まっている。その上に半透明なディスプレイが浮かび、いつ撮ったのか、ハル──御み渡わたり姫き晴はるの画が像ぞうが映し出されている。

　柔らかい雰ふん囲い気きの女の子。目が大きく、肩までの長さに整えられている髪が、先端に向かってふわりと内側にウェーブしている。

　山本がディスプレイを操作すると、画像に映る彼女の胸元がアップになった。

　山本は中学三年生のスリーサイズの統計的データを取り出し、あくまで学術的な知的好奇心と前置きしてから、姫き晴はるがその統計のどの位置にいるのかを知りたがった。

　ディスプレイ上に、今度は三つのグラフが映し出される。

「俺の見立てではハルはいまこの辺に位置する」

　山やま本もとがディスプレイに触れると、そこに赤い点が付く。バストを表す二次線グラフの、大分ふもとの方──しかも登山で例えるなら、下山した後の方である。

　まあ……すごいと思う。

「しかし、一年後はこうだ」

　指がスライドされ、今度は十六歳のデータが表示された。山は右に寄ったものの、赤い点は先ほどの点があった位置のままだ。山本は、赤い点をＸ座ざ標ひようをそのままに、ｙ座標の正方向に動かし、赤い点を曲線に接触させた。

「何てこった」山本が、絶望的な声を出した。「随ずい分ぶんと、統計に追いつかれちまう！　……おい、トラ、聞いてるか？」

「俺は何も聞いてないから」

「そうか、でも安心しろ。彼女も成長することを忘れてはいけない」

　山本は鼓こ舞ぶするように言う。

「今度はハルと同位置にいた少女が、翌年どれだけ成長したかを示すグラフに移ろう」

「もう、勝手にしろよ……」
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　虎とら風かぜは山やま本もとを無視し、自分の携帯端たん末まつを取り出した。そして、有名プログラマーも参加するＳＮＳのサイトへとアクセスする。そこに虎風が使用している〝トラ〟というアカウントから書き込みがあった場合、姫き晴はるの携帯端末にプッシュ通知が入る設定になっている。

　虎風がこのページを開いたのは、姫晴に先ほどのうーやんのプログラムバグの案件を聞いてみようかと思ったからだった。もちろん頼み込むほどのことでもない。興味があったら、と頭に付ける気でいた。

　ゲーム研究会はこれまで、虎風を通してハルの恩おん恵けいに浴してきた。

　連絡ぐらいならメールでもいいのだが、基本的にゲームデータは大容量になりやすいので、やり取りをする際、このＳＮＳを使うことにしている。

　しかしＳＮＳのページを見たとき、虎風ははたと動きを止めた。急激に違和感が膨ふくれ上がる。

〝トラ〟というアカウントで、すでに何やら書き込まれていたからだ。

　おかしい、と思った。しばらく、自分はこのページに書き込みはしていない。騙かたりアカウントだろうか？

　しかしページをスクロールすると、ハルがトラの次に書き込みを行っている。

　トラの書き込みから時間が経たっていないところを見ると、プッシュ通知が入っているのだろう。騙りアカウントの可能性は低い。そして、ハルの書き込みの内容は──

『……トラくん、どうしちゃったの？』

　虎風は嫌な予感を覚えて〝トラ〟の最初の書き込みを見てみる。

　……そこには、執しつ拗ようという表現が生ぬるいほど、ハルに対しスリーサイズの開示を迫る変へん態たいがいた。「な、なんだあぁぁっァァ！　これはぁぁぁぁぁ！」

「うわ！　ビビったあ……トラ、何だよ、いきなり大声なんか──」

「お前かぁぁぁぁぁ！」

　虎風は山本に摑つかみかかり、胸倉を激しく揺さぶった。

「な、ちょ──はあ？　どうした──いたい──やめて──揺すらないで」

「この野郎！」

「お、落ちつけよ……！　どうしたんだよ、いきなり」

「しらばっくれるんじゃあない！」

　虎風は携帯端末を山本に突き出し、ＳＮＳのページを見せつけた。

「〝君の曲線を独り占めしたいんだ！〟……？」

　頭を抱える虎風の横で、山本のテンションが爆発する。

「……すげえ！　トラ、お前はやるときはやる奴だと思ってたぜ！」

「違う、俺じゃない！　てか、お前だろ……？」

「違うって」

「え？　じゃあ、誰が……？」

　そのとき、虎とら風かぜは部屋の隅から誰かの視線を感じた。そちらに目をやると、うーやんが悪魔じみた笑いを顔に張り付けている。

　瞬時にこいつだ、と直ちよつ感かんする。でも、どうやって？

「……俺のアカウントにはパスワードがあったろ……？」

「観察眼、観察眼。トラくんったら、いっつも同じパス使ってるんだもーん」

　うーやんは、ひらひらと手を振った。

「私悪くないもーん。仕返しなんだから、因いん果が応おう報ほうって奴だもーん」

「さっきの件に俺は関係なかっただろ!!　っていうか、うわああああ、どうするんだよ！　これじゃ俺が変へん態たいみたいじゃないか!!」

「なーんだ、うーやんの仕業かよ。ま、面白ければどっちでもいいけど」

　山やま本もとはニヤニヤと笑いながら、画面をスクロールする。

「あはは、俺たちがさっき言ってることまで書き込んでら！　ご丁てい寧ねいにスリーサイズの統計データのサイトＵＲＬまで載のっけて！　ハルは……『学術的な意味なの……？』　だって！　あはは、可愛かわいいな──『トラくんのことだから、きっといやらしい意味じゃないんだよね……？』ってさ。くっく──て……え？」

　山本は瞬時に、真顔になった。

「これ、書き込むんじゃないか……？」

「う～ん、ハルは、ちょっと天然入ってるからね。どうだろ」うーやんは言った。

「ま、まじか！　更新だ、更新！」

　山本はしばらく、狂ったようにわけのわからない言語を発していたが、あるときを境に、彼の周りに収束していた熱が、一瞬で拡散してしまう。

　気付いたときには、なぜか虎風は、無言の山本に詰め寄られていた。

「な、何だよ……？」

「こんな裏切りは初めてだ、トラ」

　目の前に突き付けられたディスプレイには、こう書かれている。

『ここじゃ恥ずかしいから、今度会ったときに教えます　[image: ]』




　　　　　※




　概おおむね虎風の日常は、友人と馬鹿話をして笑ったり、怒ったり、また意中の異性に心をときめかしたり……と、平凡なものだった。それは卒業という大きな区切りを迎えても変わらない。

　周囲から特別な才能を期待され、しかしそれに応えられなかった自分には、平凡な日常こそがふさわしい。望んだわけではないけれど、これはこれで悪くない。

　しかし、事の始まりはいつでも突然だ。

　学校を出て、ボーリング場で三ゲームほど遊び、友人と「次はカラオケかなあ」などと、そんな会話をしている最中のこと。

　携帯に着信が入った。

　周りの皆はきっと姫き晴はるだ、とはやし立てたが、ディスプレイに映った文字を見て、虎とら風かぜは気を沈ませることになった──父からだった。

　きっと社しや交こう辞じ令れいのように、お祝いの言葉を言うだけだろう。父親として、最低限の責任を果たすために。そう思った。

　すぐ終わる、すぐ終わる、と念じて、携帯を耳に当てる。

　期待はしない。高く飛べば飛ぶほど、落ちたときの痛みも増すから。

　懐かしさすら感じる男性の声が、鼓こ膜まくを揺らす。明めい瞭りようで、一いち言ごん一いつ句く違たがわずに聞き取れた。

「……えっ？」

　しかし、最初虎風には『じいさんが、亡くなった』という父の言葉が、いったい何を意味するのか、まるで理解ができなかった。




　　　　　３




　阿あ万ま野の湫しゆう市いちを手にかけてから、施設の外に出てしばらくすると、あの教授から奪った携帯に着信が入った。耳に持って行くと、「上手うまくいったようだね」と、性別不明の電子音が囁ささやく。

　変声器の耳みみ障ざわりな声を不ふ審しんに思った鵬ほう珠じゆは、「あなた、誰？」と訊たずねた。

『私は〝魔法つかい〟だ。君をあの施設から救い出そうと最初に考えた人間だよ。君は私の言うことを聞き届けてくれたんだね。本当ならすぐに君を迎えに行きたいところだが、実はまだやらなければならないことがあってね。そのために、もう少し手伝って欲しいことがある』

「魔法つかい？」鵬珠は眉をひそめた。

　一瞬ふざけていると思ったものの、阿万野湫市の書いた本に同じことを言げん及きゆうしている箇所があったことを思い出し、そのように伝えると、逸いつ樹きが贈った本を読んでくれたんだね、と嬉うれしそうな声が返ってくる。

『そう、そっちの意味の魔法つかいだ。まあ私を呼ぶときは、法ほう務む官かんと呼んでくれたらいい。さすがに魔法つかいでは君も呼びにくいだろうから』

　これまで読んだ本の中でたくさん〝魔法つかい〟という言葉に慣れ親しんできた鵬珠にとって、〝法務官〟という名前の方が違和感を覚えたけれど、別にそう呼ぶことに心理的な苦痛を感じるわけでもないし、援助者は鵬珠の中で〝法務官〟として収まった。

　それから法務官は、宮みや本もと逸樹という少年と早急に合流するように、と鵬珠に指示を出した。それが、一週間ほど前に鵬珠のもとを訪れた少年の名前らしい。

『教授の携帯端たん末まつを持ったまま、近くの墓地に向かって欲しい。そこで逸樹は待っているから。ああでも、道中、身の危険を感じないことで必要以上に力を使ってはいけないよ』

　鵬ほう珠じゆは目を輝かせた。何だか、いまの自分の状態が小説やゲームの主人公とおなじように感じたからだった。

　鵬珠はわくわくしながら墓地を目指して出発した。道は法ほう務む官かんが教えてくれた。法務官は千せん里り眼がんでも持っているのだろうか、とぎょっとしたものの、携帯を逆探知し、衛星からのマップを頼りに鵬珠を導いているだけ、とのことらしい。

　幼いころからずっと外の世界を知らない鵬珠にとって、道路を走る車、周りの自然などすべてのものが新鮮だった。

　森を見たときには、世界の秩ちつ序じよ立だった姿に思わず震え上がった。

　文字がより大きな文字を構成し、全体へと導かれて行く。そんな視し覚かく現げん象しようが、葉の集合体が木を成し、木の集合体が森を成す構造と、並行して起こっている。世界は奇き跡せきを表現する一つの文字だ、と思った。いったいこの世界をつくった創造主は、何を考えてこの巨大な文字を表現したのか。

　あの教授は、こんな素敵なものをわたしから奪ってたんだ！

　いまさらながら、彼に向かって言った「諸悪の根源」という言葉に満足する。彼の不在が永久的に決定されたいま、自分の物語はハッピーエンドにしかなり得ない！

　鵬珠に刺激を与えたのは視覚だけではなかった。法務官に導かれるまま進むうちに、施設の運動場に薄く漂ただよっていた香りが強くなっている。

「なんだろ……変なにおいがする」

『それは潮の香りだろう』と、法務官は教えてくれた。『海の匂においだ』

　墓地に着くと、法務官は、近くに少年がいるかどうかを鵬珠に確認した。

　こちらに手をひらひらと振る少年に気付いた鵬珠が、「うん、いるよ！」と返すと、法務官は『それでは、しばらく君を逸いつ樹きに任そう』と言って通話状態を切った。

　少年は、手に二リットルのペットボトルを持ち、「いやあ、今日は暖かいね」と、旧知の人間に挨あい拶さつするような自然さで話しかけてきた。

「久しぶり。何とか出られたみたいだね」

「やっほー」鵬珠は、片手を上げて応じた。

　少年の年は鵬珠と同じか、少し上くらいだろうか。

　柔和な顔つきで、常に口元が緩んでいる。少し攻撃的な黒のジャケットと、同色のストレートパンツで身を固めている。ただ彼の印象を一週間前に会ったときとまったく異なったものにしているのは、瞳の色だった。黒かったはずの瞳が、青くなっている。

「今日はカラーコンタクトをしているんだ。皆は意味ないって言うんだけど、モノの印象が変わるって大事だろ？　君ならわかってくれるんじゃないかな」

　そう言った後、逸樹は「こっちへおいでよ」と鵬珠を先導し、近くの海岸へと案内した。

　そのときの感動は忘れられない。ハッと息を吞のみ、しばらく呼吸を忘れた。

　視界に広がる、無限の海うな原ばら。無限の文字。日を浴びて、きらきらと輝く水面みなも。胸がドキドキした。

「僕たちはあそこを通って行く」逸いつ樹きは海を指差す。「船があるんだ」

　それは、ロマンティックな響きだった。人生に抗あらがえぬ道があるとすれば、いまがそうだと思った。鵬ほう珠じゆはうっとりとして、選択を放棄した。

「ねえ、初潮は迎えてる？」逸樹は、にっこりと笑う。

「？　何それ？」

「残念、知らないか。まあ、最初は怖いかもしれないってこと」




　明石あかし海かい峡きようを越え、対岸に辿たどり着くと、逸樹は鵬珠を待たせたまま近くのスーパーに入り、目ま深ぶかに被かぶれる帽ぼう子しと可愛かわいくないジャケット、それに大きなリュックサックを買って出てきた。

「君の友達はこの中に入れておいた方がいい。色々と目立つからね。後、この帽子と上着は君用」

「ねえ、いまからどこに行くの？」

「法ほう務む官かんの次の指示を受け取りに行く」

　これを聞いて、鵬珠はびっくりしてしまった。「あなたは全部知ってるんじゃないの？」

「これは法務官と僕たちのゲームでもあるんだ。ほら、ごらんよ」

　彼はポケットの中から鍵を取り出す。

「僕は鍵を渡されていたんだ。メモと一緒に。駅のロッカーの鍵らしい」

　鵬珠は逸樹に連れられるようにして、朝あさ霧ぎりという近くの駅に向かった。施設を出て、どれくらいになるだろう。普段こんなに歩くことなどなかったので、段々足に疲労がたまってくるのを感じる。おまけに背負う荷物が結けつ構こう重いものだから、余計に体力を消しよう耗もうする。

　駅に辿たどり着いたとき、もう街は赤い光に包まれていて、見知らぬ環境の中、鵬珠は自分の胸中がじわりと不安に浸食されるのを感じた。

「大丈夫……？　大丈夫……？」と何度も逸樹に念を押す。「わたし、きっと、この赤い色が悪いんだと思う。世界言語を使って、塗り替えようか……？」

「大丈夫だって。法務官にも、変なことで力を使うなって言われたんだろ？」

　彼はやんわりと対応しながら、ロッカー置き場に向かった。

　鍵が同じ番号のロッカーを開くと、中に小ぶりなナップザックが置いてあった。鵬珠は、逸樹がナップザックの中から、新しい携帯端たん末まつ、短いケーブル、ノートパソコン、「鵬珠への指示」と書かれた封筒、長い棒がついた鍵を取り出すのを確認した。

「ほら、これはきっと君のだよ」

　そう言って、逸樹は携帯を鵬珠に手渡した。

「この封筒も君きみ宛あての手紙みたいだね。一緒に読んでいいかい？」

「ダメー！」鵬ほう珠じゆは、べっと舌を出し、逸いつ樹きの手に収まる言語を引き寄せた。

　空間的な認識として、手紙と鵬珠の手の距離が限りなく小さくなるよう世界言語を書き換えることで、手紙のゲシュタルトを、個を成した姿のまま自分の手へと移動させる。

　逸樹は慌あわてた様よう子すで手を引いた。もとより彼の手は鵬珠の認識する〝かたち〟の対象に入っていなかったので、そうする必要はまったくなかったのだが、鵬珠の視点からものを見ていない逸樹は、身の危険を感じたのかもしれない。

「……びっくりしたなあ。力を使うなら言ってくれよ」

「わたしが先に見るの！」

　鵬珠は封筒を破いた。ひっくり返して底を叩たたくと、一枚物の紙がひらりと出てきて、表にいくつか指示が書かれているのがわかる。





①　トイレ等の個室に入って周りの視線を排除してから、ノートパソコンの電源を入れ、ケーブルを使って阿あ万ま野の教授の携帯と接続すること。

②　ノートパソコンの画面に〝コピー完了〟の文言が出たら、携帯を切り離し、それを認識できる最小の単位までバラバラに分解すること。

③　できる限りの変装をして電車に乗り、神こう戸べ駅えきまで来ること。到着次第この紙の裏に記載された地図を頼りにホテルへ向かい、鍵が示す番号の部屋に入ること。

④　最後に、交付した携帯のアドレス帳にある『法ほう務む官かん』を選択し、私に連絡をとること。






「何て書かれてる？」

「電車だって！　電車！　ほら……ここ見て！」

　紙を地面に置き、③の文章を指でなぞった。

「ちょっと失礼」と、逸樹は紙を手にとる。しばらくして、彼は楽しそうに言った。

「う～ん。法務官の書く物語の主人公は、やっぱり君みたいだね、鵬珠」

「……電車ってどんな乗り物？　怖くない……？」

「それは君の認識に依よる」




　それからの時間は永遠のようにも感じられたし、あっと言う間にも感じられた。

　鵬珠が、逸樹の手助けを借りながら④を除く指示をやり終えたとき、もうくたくたになっていて、真っ白いシーツがピンと張られたベッドを見かけるや否や、思い切り飛び込まずにはいられなかった。すっかり日は暮れていて怖かったし、精神的な消しよう耗もうも激しかった。

　とはいえ本来楽天的な性格の鵬珠が、ここに来るまでずっと怯おびえていたわけではない。帽ぼう子しを被かぶった自分の姿が電車の窓ガラスに映ったときは、初めておしゃれをしたような気分になって、前にかけたリュックの中にいる浩こう司じに、小声で「わたしって、結けつ構こう可愛かわいいんじゃない？」と訊たずねた。返答はなかったけれど。

　鵬ほう珠じゆはベッドから体を起こし、ナップザックの中から携帯を取り出した。もちろん、最後の指示を果たすためである。

　すぐに通信はつながり、電子音が『もしもし』と、囁ささやく。

「任務完了～」と、鵬珠は間延びした声を出した。

『ご苦労だった。すばらしい働きだったよ』

　声こわ色いろのわからない機械じみた声は相変わらずだったが、受話器の向こう側の法ほう務む官かんはどこか興奮しているようにも思えた。

『いや、君から受け取ったデータが、予想以上のものだったから』

「え、わたしから？　わたし、何かしたっけ？」

『君に渡していたパソコンにコピーされた教授のデータが、私に送信される仕組みになっていたんだ』

　法務官はもう一度鵬珠の労をねぎらった後、今後の連絡はこの携帯を通して行う、と続けた。しばらくの間あいだ鵬珠は待たい機きで、必要なものがあれば、逸いつ樹きを頼るか、携帯の電子マネーを使って買うよう指示を出される。

　音を発しなくなった携帯をベッドに放り出し、鵬珠は、先ほどから夢中になってノートパソコンをいじっている逸樹に目をやった。

「ねえ、何してるの？」

「いやあ、後学のためにね。このパソコンには、携帯のアプリデータを開くための特殊なソフトが入っているみたいなんだ。つまり、阿あ万ま野の教授が常に傍そばに置いていたデータが、いまこのパソコンから閲えつ覧らんできる。こんなに興味深いことはないよ」

　鵬珠は興奮の熱に引き寄せられるように、ふらふらと彼の傍に行き、パソコンの画面を覗のぞき込んだ。

　そこには〝連絡先〟や〝アースマップ〟と表示されているデータがずらりと並んでいて、なるほどこれが阿万野湫しゆう市いちの携帯からコピーされ、法務官に送信されたものか、と納得する。

「ね。これ、何だろ？　……りゅう……？　たつ……？」

　鵬珠は〝龍たつ雲ぐも〟と表示されている一つのファイルを指差した。

「たつぐも──かな。何のファイルだろう。タップしてくれるかい？」

　逸樹に言われるまま、鵬珠はファイルを指でちょん、とつついた。すると、突然画面に『お使いのデータを開くためには新しいソフトをインストールする必要があります』と謎の文もん言ごんが出る。鵬珠は一瞬恐怖心にかられ、すぐに手をひっこめた。

　他のデータの中には、開くとすぐへんてこなゲームが始まるものもあったし、直接インターネットのページにつながるものもあった。〝フラスコ〟という名前のデータがそれで、ゲームをダウンロードするサイトにつながった。

「研究者の中では有名なんだけど、彼はゲーム好きだったんだよ。一度会って話してみたかったなあ。趣味が合ったかもしれない」逸いつ樹きは半分楽しそうに、半分残念そうに、そう言う。

「わたし、あの人と会ったことあるよ」

「そりゃ会わなきゃ、物語は始まらないよ」

「ううん、そういう意味じゃない！　ずっと昔……わたしがママと一緒に暮らしてた頃」

「へえ」彼は好こう奇き心しんを刺激されたようだった。「彼と、どんなことを話したの？」

「ドーナツの話」

「何だい、それ」逸樹は声を立てて笑った。

「ああ！　馬鹿にして！　すごく難しいドーナツなんだから！」

「ドーナツを〝難しい〟で修しゆう飾しよくする感性は、今後も大切にした方がいいよ」

「噓うそだと思ってる？　でも、本当のことだもん」

　それ以上、逸樹は聞かなかった。

　彼はそれから、次々とデータを開いていった。そして、それらのデータが何を意味するものかを鵬ほう珠じゆに説明するときは、何度も検索エンジンを利用した。

　数あるデータの中で鵬珠が一番興味を持ったのは、結局のところ最初の方に目にとまった〝連絡先〟と表示されたもので、要はアドレス帳だった。

　一人の人間がこんなに他の人間とつながりを持てるなんて！　と感動を覚えるほど、そこには膨ぼう大だいな個人名が並び、電話番号やメールアドレス、中には現実世界での住所が記載されているものもある。

「……う～ん、こんなのは普通なんだけどね。まあ、君は特別ってことなんだろう」

　逸樹の言葉を聞いて、鵬珠は嬉うれしさと寂しさが手をつないで歩いているような、複雑な気持ちになってしまった。「あなたは特別なのよ」というのが、ママの口くち癖ぐせだったから。

　そのとき携帯がベッドの上で振動して、鵬珠の意識を現実へと引き戻した。

　おやっと思ってベッドに駆け寄ると、法ほう務む官かんからメールが来ているのがわかる。

『言い忘れていたけど、クローゼットの中にプレゼントが入っているよ。ようこそ、外の世界へ』

　何事だろう、とホテルのクローゼットを開いた鵬珠は、先ほどまでデータなどという無む味み乾かん燥そうなものに興味を抱いていた自分が、遥か昔の姿ではないかと思えるほどの勢いで、新しい対象に意識を持っていかれてしまった。そこには、これまで見たこともないような可愛かわいらしい服がいっぱいに詰まっているではないか！　これ全部、わたしの!?

　鵬珠は狂きよう喜きし、万ばん歳ざい三さん唱しようを唱となえ──結局その日、どうしようもないほどの眠気に襲われてベッドに倒れ込むまで、法務官からのプレゼントを前に「こっちの方がいいかな」「これって男の子から見てどう思う？」と、逸樹にあれこれ訊たずねて過ごした。




　　　　　４




　病院には多くの人が集まり、人の波をかきわけて一室に辿たどり着くと、そこで祖父、湫しゆう市いちの白い顔が待っていた。死因は心臓発ほつ作さだと後ろで声がする。両親もすでに駆けつけていて、医師から説明を受けているところだった。

　虎とら風かぜは物言わぬ祖父の顔を、信じられない思いで、じっと眺ながめた。

　彼とは、三日前に会ったばかりだった。それなのに……。

「もう知ってるかもしれないけど、春から明石あかし特区の学校に行く。俺には、やっぱり世界言語を使う才能はないみたいだ」

　三日前、祖父にそう伝えるとき、虎風は彼の顔を見ることができなかった。祖父の失望が、虎風にとって、何よりつらかったからだ。

「……ごめん」

　しかし祖父の反応は、両親と真ま逆ぎやくだった。

「お前に謝られるのが、私にとって一番こたえる。進学のお祝いを言えるようにと、きてくれたんじゃないのかね？」

「え？」

　驚いた虎風は、顔を上げた。祖父は笑顔だった。

「おめでとう、トラ。あの小こ坊ぼう主ずが、もう高校生だなんてなあ」




　途と端たんに、虎風の中で何かがぐにゃりと歪ゆがみ、それまで実感を伴っていなかった悲しみが、急速に重みを増し、奔ほん流りゆうとなって一気に外の世界に飛び出した。

　悲しかった──泣いた──虎風は言語の非力さを痛感した。現状を理解し、表現するためには、自分の使う言語には圧倒的に語ご彙いが不足していた。

　泣き疲れて眠ってしまい、起きたときには目の周りが腫はれていた。携帯には不在着信が五件も入っていて、うち二件が今日──いや、もう昨日か──一緒に遊んでいた山やま本もとだった。

　事情を告げずに、血けつ相そうを変えて帰った虎風を心配しているのだろう。

　祖父の眠る部屋から少し離れたソファに座ったまま、虎風は友人に、何もない、大丈夫、と自分の心情をまるで表していないメールを打ち、訃ふ報ほうを聞き駆けつけてきた人々の対応に追われる両親を、ぼんやりと眺めていた。




　虎風は、俗にいうおじいちゃんっ子だった。一方で、両親には苦にが手て意い識しきを持っていた。

　それには、祖父と両親の関係がうまくいっていないことも関係していたのだろう。

　虎風はある程度の才能もあったし、人並み以上の努力もできる人間だったけれど、それは頭に超が付くほど優秀な父と母から見れば理想的な息子むすことは言い難かった。

　自らの行為を正しいものと信じる両親は息子にプレッシャーを与え続け、ついに虎とら風かぜをノイローゼにまで追い込んでしまったことがある。

　虎風が、人の正しよう真しん正しよう銘めいの怒りを知ったのは、このときだ。〝期待に沿う息子〟を演じ切れない自分が精神的に参まいってしまって、何物にも興味が持てなくなってしまったとき。

　祖父の湫しゆう市いちが、家に怒鳴り込んできた。

　それまでも虎風は密かに祖父のところを訪ねて近況を知らせていたし、メールを打てば一日以内に返信があった。

　彼が教えてくれた〝フラスコ〟というフリーゲームのダウンロード・サイトで落としたゲームで、得点を競い合ったこともある。友達と呼ぶには年が違い過ぎるけれど、親友というものができたなら、こういう感情を抱くのかもしれない、と密かに思っていたのが祖父だった。

　そんな彼が、虎風のピンチに駆けつけてくれたのだから、あのときは涙が出るほど、どうしようもなく胸が熱くなった。




　味方を見つけた虎風が、ある程度自信を取り戻したとき、彼は「お前たちはこの子の人生の設計図を描いているつもりかもしれんが」と切り出した。

「無茶なことをすると不具合が出るぞ。製作者の意図が乱暴だったり、空から回まわりしたりすると、システムにはバグが出る。これほど厄やつ介かいなものはない」

　そして悪戯いたずらっぽい輝きを湛たたえた祖父の目が、ちらりとこちらを見る。「なあ、トラ？」

　彼の意図がわかって、両親が胡う乱ろんな顔をしているのにもかまわず、虎風はクスクスと笑ってしまった。祖父は一つの言葉で外部の人間に正当性を論じながら、内うち輪わには別の意味を持たせてニヤリとさせる、そんなユニークな才能があった。

　少し前、〝フラスコ〟に新しくアップされたフリーのＲＰＧで進めない箇所があり、掲示板や他の書き込みサイトでも不具合に違いないと噂うわさされていて、虎風と祖父も「こればっかりはダメだ」と匙さじを投げたことがあったのだ。

　ちなみにそのゲームの真相を究明するには時間がかかったものの、一人の猛も者さが先に進む方法を見付け出し、情報を発信したおかげで、その箇所はバグではないと判明した。

　あまりにも無む茶ちや苦く茶ちやで、それまでの進行からはとても想像できない方法だったので、結局そのゲームはクソゲー呼ばわりされることになったのだが、祖父はまだそのことを知らないのかもしれない。

「じいちゃん、あれはバグじゃないよ。蒼そう龍りゆうを倒すには、専用の武器がいるんだ」

「それは本当かね？」

　祖父は、わざとらしさを感じさせるほど大げさに驚いて見せてから、「つまり私の言いたいことは」と咳せき払ばらいした。

「お前たちは、この子のこんな笑顔を見たことがあるのか、ということだ」

　その言葉で虎とら風かぜはハッとなった。何だか久しぶりに笑った気がして、自分の心が洗われるような気持ちになっていた。

　両親は苦にがい顔のまま沈黙していた。しかししばらくすると、父はしぶしぶといった様よう子すで、精神科で診断されたという内容を告げた。

「……医者が言うには、しばらく虎風は、僕たちと距離をおいた場所で生活した方がいいということらしい。何より、時間が必要だと」

　これは診断の結果を聞く際に別室へと移動していた虎風にとって、知らない話だった。

「その方がいいだろう」

　と、祖父は頷うなずき、それから話は虎風がどこで暮らすかに移った。両親が一度折れたことで事が簡単になるかと思うとそうではなく、その話は込み合い、中々前に進まなかった。




　当時、虎風はまだ小学生で、一人暮らしなど当然許容されなかったし、それならばと、虎風が祖父と一緒に住みたいと言い出すと、これには両親が烈れつ火かの如く猛もう反対した。

　厄やつ介かいなことに彼らから見て、祖父は世よ捨すて人びとも同然だった。

　そしてさらに厄介なことに、彼らから見て、どうやらまだ息子むすこはカットが済み切っていない宝石の原石のような扱いを受けているようだった。磨みがけば光るはずだ、みすみすこれまでの努力を無に帰す必要があるか、と。

　彼らには、確かに祖父のところへ虎風を送り出すわけにはいかない理由があった。

　祖父の住む場所が問題だったのだ。

　──明石あかし特区──すべての世界言語を認識できなくなる場所。

「父さん、虎風は必ず力を取り戻す。この子は特別なんだ。生まれたばかりで、あれだけの力を発する人間がいたか？　いま世界言語との触れ合いを断つのは、絶対に認可できない」

　祖父もそのことに関して考えるところがあったのだろう。結局、虎風は祖父の屋敷ではなく、祖父が所有していた神こう戸べの別荘に住まうことになった。そこでは使用人が数人雇やとわれ、彼らが規則を守らせようとするので鬱うつ陶とうしかったものの、前の生活に比べれば遥かに気が楽だった。

　小学校を卒業し、中学に入ってから、虎風は自分なりとはいえ必死に努力した。いまの自分とは違う何かにならなければならない、という焦あせりが常にあったからだ。けれどいよいよ中学校生活も終わりに差しかかり、ついに進路を決めようというその日が訪れるまで、自分にはついぞ両親の期待する力や技能は身に付かなかった。

　虎風は自分に深く失望した。

　失望したが、そのままではいられなかった。

　そんな虎風の選んだ代だい替たい案あんは、思想学問の研究職につくことだった。つまりは祖父と同じ道。

　祖父には昔二つの道があったらしい。

　片方に重点を置き、その行為が結果として両親を激げき怒どさせ、祖父は世よ捨すて人びと呼ばわりされることになったのだけれども、彼の選んだ研究も非難されるようなものではなかった。祖父はすでに思想家としての地位は相当のものだったし、伝え方さえ間違えなければ、両親も納得するに違いない、と思った。何せ、虎とら風かぜには彼らの期待した道など開かれていないのだから。




　──世界が本来的に持っている姿は、人間の認識するままの形で存在するわけではない。現に、人間の認識が広がったとき、世界はありようを変えたではないか。これはカントが彼の思想の中で使った〝悟性〟が、変容したことに近い。彼は人間の認識の制約として時間と空間を挙げたけれども、もっと直接的に変容する余地が、人類の前提条件には残されていたのである──




　これは三十代のときの祖父が書いた論文の一節で、本屋でも普通に買うことができる書物に載のっている。

　虎風はその本を聖せい典てん代わりにし、読みふけっては、自分でもこんな文章を書けるようになりたいな、と夢想した。いずれは祖父が職を置く大学に入学し、彼を教授とか先生とか呼んで困らせてやりたい、というのが虎風の密かな夢だった。

　しかしそんな祖父はもういない。永遠の世界へ、行ってしまったのだ。

　そのことを思い出して、虎風はまた泣いた。




　携帯にメールが入っているのに気付いたのは、どれだけ時間が経たったのかわからないくらい長い放心から、ようやく意識を取り戻したときだ。涙はいつの間にか乾いている。

　知らないアドレスからだったけれど、虎風は特に警戒せず、ぼんやりとメールを開いた。

　初めまして、虎風君、と文もん言ごんは始まっている。私は阿あ万ま野の教授に師し事じしていたものです。この度の事はお悔やみ申し上げます──長いメールだ。

　しばらく社しや交こう辞じ令れいが続き、わざわざ孫まごにまでこんなことを言ってくるなんて、律りち儀ぎな人だな、でもまだ名前を名乗ってないし、その辺は抜けた人なのかな、と考えた虎風が、いまは気分じゃないとメールを閉じようとしたとき、その文章が目に飛び込んできた。




『私が今日このような形であなたに連絡を取ったのは、事が緊急を要するからです。あなたがいま悲しみに暮れているのは痛いほどわかります。

　ですが実は取り急ぎ、阿万野教授のことでどうしてもお聞きいただきたいことがあるのです。教授がこれまで培つちかってきた成果が、失われようとしています。あなたがいま居住する家で、これから直じかにお会いしたい』




　それ以上、下にスクロールできなかった。少し上に戻り、また下に画面を動かし、最後の箇所を何度も読み返しているうちに、心がざわつきを覚える。

「……何だ、これ？」

　一瞬迷めい惑わくメールかと思ったけれど、それにしては書かれている事が具体的すぎる。それに、文ぶん頭とうには虎とら風かぜの名前もあった。他人ひと事ごとではない。誰かの悪戯いたずらにしては、度が過ぎてる。

　書かれていることが本当なら、メールの差出人は祖父の何を知っていたのだろう？　これまで培つちかってきた成果とは何？　彼はただの世よ捨すて人びとではなかったのだろうか？

　疑問が生まれては堆たい積せきし、ついに虎風を行動させるまでになった。何だかそわそわして、いても立ってもいられない。ちらりと向こうの部屋を見ると、両親は色々なことの対応に追われているようだった。まだしばらく落ち着かないだろう。

　そっとその場を離れ、親に気付かれないように病院の外に出てから、虎風は携帯の交通システムアプリを起動し、病院の正面玄げん関かんまで車を呼んだ。

　中学生で交通システムを利用する人は少数だが、虎風はすでに申しん請せいを済ませている。資格が与えられる十五になって、すぐに手続きを取った。ＡＩを搭とう載さいした無人車は納税する住民の共同財産で、一時期流行はやった自家用車を、いまだに保有し続けている人間はほとんどいなかった。

　家の場所を座席前のパネルに入力し、しばらく車の振動に身を任せていた虎風は、携帯を取り出し、メールの受信時間を改めて確認した。送信されたのは、まだ四十分ほど前。この調子なら相手が屋敷に到着するより、自分の帰宅の方が早いかもしれない。

　虎風は高校入学を機にいまの屋敷を出て、明石あかし市内のアパートで独り暮らしを始める予定だったので、三月のこの時期、すでに屋敷の使用人にはひまが出されている。屋敷にはいま出迎えの人間など誰もいないし、自分の方が遅くなってしまうと、相手は待ちぼうけをくってしまうだろう。

　摩ま耶や山さん付近までのルートに渋じゆう滞たいがないことを確認してからポケットに直そうとした携帯が、突然震え出した。今度は電話か、と携帯を見直すと、ディスプレイには御み渡わたり姫き晴はると表示されている──〝ハル〟だ。

　いま電話に出るのは止めておこうかと思ったものの、つい画面をタップしてしまったのは、誰にでも経験があるだろう例の精神的な脆もろさ、つまりは魅力的な異性に少しでも好意を抱いてもらいたいと思ってしまう、あの感情に責任がある。

『もしもし、トラくん？』携帯を耳に持っていくと、鈴のような声に鼓こ膜まくをくすぐられた。

「や、やあ、姫晴ちゃん。どうしたの？」

『いや、トラくんが何してるのかなって。気になるの。昨日も変なこと聞いてきたし』

　その言葉で、虎風は昨日の出来事を思い出した。

「あ、あれは俺じゃない！　うーやんが！」

　必死になって言うと、向こうからクスクス笑いが聞こえてきた。

『ごめんごめん、意地悪しちゃった。宇う佐さ美みちゃんから聞いてるよ、冗じよう談だんだって……あ、わかってると思うけど、私が書き込んだことも冗じよう談だんだからね』

「そりゃ、もちろん。お互い、昨日のことは忘れよう」

『うん、絶対だからね』と、念を押した後、姫き晴はるは続けた。

『ねえ、トラくん、そんなことよりさ。いま何してるの？』

「え？　──ああ、うんと……」

　虎とら風かぜは口ごもった。まさか、祖父が亡くなり、名前もまだ教えてもらっていない人間に、その祖父が生前取り組んでいた話を聞くため、家へ向かっているなどと言えるはずがない。

『あのね、もし何にも予定がないんだったら、どこか遊びに行かないかなって。私、今日は一日暇ひまなんだ。ずっと家でゲームばっかりってのも飽きちゃうし。ほら、もうすぐ一緒の高校に通うことになるんだし、色々揃えないといけないものもあるでしょ』

　姫晴はそこで一呼吸おいて、『あれ、トラくん、いま外にいるの？』と言った。

「え、どうして？」

『何か、車の音がする。ひょっとして、もう遊びに出てた？　邪じや魔ましちゃったかな』

「そんなことない！　いまはその……散歩に行ってて、もう帰るところだよ」

『何でそんなに言いにくそうなの？　あ、トラくん、ひょっとしてまた一人で車使ってる？　中学生の内から、そんなことばっかりしない方がいいって言ってるのに。あ、もう中学生じゃないって言うのもだめだからね』

「わかってるってば」

『ほんとかなあ……ま、いいけど。それで……どうかな』

「どうって、今日一緒にどっか行こうって話？」

『うん、あとどれくらいで家に着くの？』

　阿あ万ま野の邸ていは、いま車が進む大通りをあと五キロほど直進し、脇わき道みちに入ってから急な坂道を登り切った界かい隈わいに建っている。信号などを考こう慮りよに入れて、十五分くらいだろうか。

　虎風は「あと十五分くらいかな」と言ってから、今日屋敷に客人が来るのを思い出し、「あ、でもやっぱり、今日はだめだった」と続けた。

　電話越しの姫晴はしばらく無言で、虎風は自分が失敗を犯してしまったことを悟さとった。しかし、取りつくろうとして急いで言葉を探すも、本当のことを言うわけにもいかないし、結局、虎風は手をこまねいたまま、しばらく二人の間に痛い沈黙が流れるのを許してしまった。

　姫晴は『……そう、それなら仕方ないよね』と呟つぶやき、『じゃ、また今度、遊びに行こうね』という言葉を最後に、通話を切ってしまう。

　虎風は頭を抱えたくなった。

　背もたれから体を起こし、すぐに『今度、ちゃんと説明するからゴメン。今日は本当に大事な用があるんだ』とメールを打つと、ちょっとしてから、『どうして謝るの？　別に怒ってないよ[image: ]』と返ってくる。怒っているのかそうでないのか、判断の付かないメールだ。

　車が左折して細い一方通行の坂を登り始めた。ここからはまだ見えないが、その頂上付近に、赤あか煉れん瓦が造づくりの豪ごう奢しやな屋敷がそびえている。

　高級住宅地として有名な山の中ちゆう腹ふく部ぶよりも、さらに奥に行かなければならないそこは、高効率エネルギーと応用性のある特殊金属を世に送り出し、一ひと財産を築いた老学者が別荘を構えるのにふさわしい場所だった。

　屋敷の前まで車が進んだところで、虎とら風かぜは車を降りた。そして周りを見回してみて、客人はまだ到着していない様よう子すだと確認すると、改めてほっとする。

「よかった、まだみたいだ」

　と、独ひとり言ごち、黒い塗料の塗られた鉄製の格こう子し門もんを開いて、庭に入る。屋敷の庭はほとんど裏手の摩ま耶や山さんとしきりがなく、夏になれば虫が窓から漏もれる光に集まってくる。小さい頃夢む中ちゆうだったカブトムシ好きの熱がいまだに冷めず、毎年気温が上がってくる時期には、蜜みつの出る木をチェックしに裏山の細道を入って行くのが、この屋敷での日課だった。

　けれどもいまは三月。春が近いとはいえまだ肌はだ寒さむく、おまけに昨日はちゃんとした寝床で眠らなかったので、何だか体の調子がおかしかった。虎風はコートの首元に手をやると、暖を求め、足早に屋敷に入った。

　少し前までは出迎えの使用人がいたので、玄げん関かんがこんなに広く感じることなんてなかった。

　そんなことを思っていると、後ろから突然にゅっと手が伸びて来て、虎風は目を剝むいた。

「なっ……！　なん……！」

　混乱が出口を求める。けれど首元に回ってきた手に口を押さえられ、目の前に銀色の鋭利な物体をちらつかされては、喉のど元もとを出かかっていた声も引っ込んでしまうというもの。

「動かないで」声が囁ささやいた。「あなたが阿あ万ま野の虎風ですか？」

　虎風は必死になって頷うなずいた。混乱を通り越し、恐怖を悟さとった心臓が、早はや鐘がねを打ち始める。

「証明できるものは？」

　ポケットを大急ぎでまさぐり携帯を引っ張り出すと、宙に半透明なディスプレイを表示させた。そこに、中学の学生証を映し出す。

「なるほど、よかった。ご本人のようですね」声の主はそれで満足したらしい。

　突然拘こう束そくを緩められ、中腰の虎風は、バランスを崩して床に尻しりもちをついてしまった。すぐに後ろの気配がすっと動いて前面に回り込み、視界に影がかかる。

　虎風は首を傾け、その人を見上げた。声からわかっていたけれど、女の人だった。

　初めまして、とメールに書いてあったことの焼き直しをするかのように挨あい拶さつする女性は、艶つやっぽい黒髪を長く伸ばし、驚くほど整った目鼻立ちをしていた。

　見たところ、年は二十代の半ばほどだろうか。いささか庶しよ民みん的というには程遠く、私は女優です、と言われた方がしっくりくるような、そんな趣おもむきがある。白いカッターシャツにグレーのスラックスというシンプルな出で立ちは、変に着飾るより彼女のスタイルの良さを強調しているように思える。

「私は富ふ士じ城しろ雪ゆき乃のと申します。あなたをお待ちしておりました、虎とら風かぜ。驚かせて申し訳ありません。ですが、私たちはここに来るまで戦せん々せん恐きよう々きようとしていましたし、ここでも気を抜くわけにはいかなかったのです。あなたが早く帰って来てくれてよかった」

　言葉に反して、彼女には虎風を驚かせたことを悪びれる様よう子すが見受けられなかった。

「阿あ万ま野の教授の事、お悔くやみ申し上げます。私も胸が痛みます。まだまだ教わりたいことがたくさんあったというのに」

　虎風はメールにあった『私は阿万野教授に師し事じしていた者です』という文章を思い出し、こんな女性が祖父に教えを請こうていたのか、と驚く一方で、そんなことよりもっと重要なことを指摘せずにはいられなかった。

「な、何で……」

「はい？」

「何で、勝手に家の中に入ってるんだ……！」

　ふつふつと、彼女の非常識さに怒りが込み上がってくる。あんなメール一通で、人の生活圏けんを乱せるなどと思ったら大間違いだ。「何考えてるんだ。不法侵しん入にゆうじゃないか……！」

「申し訳ありません。私一人ならば外でお待ちしました。けれど実はもう一人、私には同行者がいるのです。その方に、安全な状態でいて欲しかった。来てください、紹介しましょう」

　富士城と名乗った女性はくるりと背を向け、廊下を奥に進んで行く。

　虎風はこのまま外へ逃げようかと思った。言い分がどうであれ、彼女は常じよう軌きを逸いつしている。刃物まで持っているし、これ以上関かかわると何をされるかわからない。

　ちらりと扉とびらに目をやり、ドアノブに手を伸ばす。静かに、気付かれないように……。

　その途と端たん、目の前の世界言語が、急速に変化を始める。虎風はぎょっとして、伸ばしていた手を引っ込めた。

　変化が収まったとき、そこは、扉の模も様ようの描かれた単なる壁に変えられてしまっていた。入り口と扉のつなぎ目が消え去り、どれほど力を込めても開くことができなくなってしまう。

　何でこんなことが起こる？　まさか、と虎風は思った。ゆっくりと視線を戻すと、暗がりの向こうから富士城がこちらを見つめているではないか。

「……どうしたのです？　早くこちらへ」

「あ、あんた、世界言語を……」

「使えますよ？　もちろん。あなたと違ってね」彼女は冷たい笑みを浮かべた。

　脳が危険信号を発するのと同時に、劣れつ等とう感かんが膨ふくれ上がる。

　逃げられない……。虎風は、ごくりと喉のどを鳴らした。

　そして、我がもの顔で他人の屋敷を歩く女性にわだかまりを感じつつも、いまは彼女の後を追うしかないと、渋しぶ々しぶ判断した。

　二階が吹き抜けになった広間を抜け、居間に入ると、ソファに一人の小こ柄がらな人が座っているのがすぐわかった。

　その人は、まったく奇き妙みような姿だった。

　何が奇妙かというと、その人自体を形容する部分が、ほとんど見つからないということ。イスラム圏内の女性が、宗教上の理由で皮ひ膚ふの露ろ出しゆつを避けることは知っているけれども、手袋をはめ、顔もスキー用のフェイスマスクを着用してニット帽ぼうを被かぶり、さらにその上からパーカーのフードで頭を覆おおう、などという徹底した戒かい律りつは聞いたことがない。目の周辺ですら黒く色の付いたゴーグルに覆われているため、その人自体を表現しようとすると、小柄、としか言いようがない。

　ただ──胸元のふくらみや体のライン、スカートの下に伸びるすらりとした黒タイツの足から、この人が女性であるということだけはわかった。

　富ふ士じ城しろは謎の女性の傍そばに立ち、口を開いた。

「彼女はナノカといいます」続いて、衝しよう撃げき的な事実を告げる。

「この方こそ、阿あ万ま野の湫しゆう市いち教授が生しよう涯がいをかけて守ると誓った女性です」
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「都つ筑づきさん、煙草たばこ吸わないで下さいよ。吸うんだったら窓くらい開けて下さいよ」

　国道二号線を走る警察専用車で、出雲いずも輝てる明あき巡査は同どう乗じよう者しやに苦く言げんを呈した。

「俺がこの前から禁煙してるの知ってるでしょ？　もっと気遣ってもらわないと。後こう輩はいを肺はい癌がんで殺す気ですか？　それ殺人ですよ、殺人。愛と平和はどこに行ったんですか」

　出雲がイライラして都筑流ながれ警けい部ぶ補ほに八つ当たりするのには、いささかのわけがある。といってもそれは自分たちがいま与えられている任務と比べれば平凡極まりないもので、目的地を目の前にして車が渋じゆう滞たいに巻き込まれているというだけの話。周りの車は先ほどからゆるゆるとしか前進せず、舌した打うちしたい気持ちになる。まったく、こんなときに！

　交通システムが渋滞を起こすなど、よほどの事態がない限りありえない。つまりいまは、そのよほどの事態が起こっているということだ。

　出雲は今回、阿あ万ま野の教授の事件を迎え張り切っていた。

　大学を出て、これぞ我が生しよう涯がいをかけるべき職業とばかりに警察官を選んだ出雲は、去年ようやく念願の部署──公こう安あん部ぶに配属になり、現在の士気は誰よりも高い。

　家族は出雲が警官になると言ったとき、皆難なん色しよくを示したものだが、それは別に自分の身を心配してくれたからという訳ではなく、どちらかというと公共を心配していたからだった。お前のような奴が秘密を守れるのか、と彼らは異い口く同どう音おんに言ったものだ。調査状況とか、犯人のこととか、黙ってないといけないことがあるんだろ、と。

　彼らは何もわかっていなかった。平凡で、ただ周りと足並みを揃えることを生きがいとする、都つ合ごうのいい人間だった。俺は違う、と出雲はずっと思い続けている。

　出雲の理想は、世界を平和にすることだった。何かにつけて愛と平和を持ち出す出雲は周りから煙たがられていたけれど、いま直接的に煙たいのは出雲の方である。都筑のふかす煙草を指差し、もう一度「愛と平和はどこに行ったんですか」と非難する。

　隣となりに座る都筑が、無言で車の窓を開ける。

「ああ……」出雲はげんなりした。「都筑さんにはいま愛と平和の手段として、煙草を消すって方法と、窓を開けるっていう方法があったんですよ。でも、楽な方法に逃げましたね。煙が肺に満ちる快感は、誰よりも俺がよく知ってるんだ。でもそんなことは関係なくて、いまだって、都筑さんが楽な方に逃げるから、俺が苦しい思いをしなくちゃいけないわけです。こんなゼロサムゲームをいつまで続けるんですか。愛と平和はどこに行ったんですか」

「吸いたいなら、素直にそう言え」

　都筑が煙草のボックスを取り出し、出雲の方に差し出してくる。

「いえいえ、吸いたいわけじゃないですから！　あ、ひょっとして催さい促そくしたように聞こえました？　気持ちは嬉うれしいですけど、断だん固こ拒否しますよ。俺だって優ゆう柔じゆう不ふ断だん、舌した先さき三さん寸ずん、七しち転てん八ばつ倒とう、とかいろんなこと言われてきましたけどね、意志薄はく弱じやくだけは言われたことないんだ。そう言えば、この前コンパに行ったんですけどね、そこでは蟬せみ男おとこって言われました。俺って自慢じゃないですけど、よく四よ字じ熟じゆく語ごで表現されるんですよね、蟬男は違いますけど。そもそも蟬男ってどういう意味ですか、俺子どものとき蟬超ちよう好すきで捕りまくってたんですけど、褒ほめられてると思っちゃっていいんですかね」

　そのとき、ようやく車が動き出した。次第に周りの流れが速くなり、先ほどまでの渋じゆう滞たいが噓うそのように解消される。都つ筑づきは窓の外に視線をやったが、出雲いずもはお構いなしにしゃべり続ける。

「蟬ってバルタン星せい人じんみたいな顔してますけど、滅め茶ちや苦く茶ちや努力家だと思いません？　ああ、バルタン星人が怠なまけ者ものだって言ってるんじゃないんですよ、もちろん。そうじゃなきゃ、あんなに地球に攻めて来ないですよ。分身だってね、生なま半はん可かな修行じゃ身に付かないんだ。あいつら、宇宙忍にん者じやですよ、宇宙忍者！　そりゃ、フォフォフォとか言いますよね。つまり俺が何を言いたいかって言うとね、蟬はたった七日間のため、バルタン星人はたった三十分の放送時間のため、土中なり宇宙なりで必死に頑がん張ばってるんですよ」

　都筑は煙草たばこを吸い終わり、携帯灰はい皿ざらに吸すい殻がらを入れてから窓を閉めた。

「ひょっとしてバルタン星人って知りませんか。クラシック・チャンネルとか見ません？　大昔の番組やってるでしょ」

「知ってるよ。ガキの頃よく見てた」都筑はぽつりと言った。

「人間が怪物の中に入って直接動かしてたんだろ。一種のロマンだな」

「おお、通じますか。バルタン星人と言えばね、俺、怪かい獣じゆうではレッドキングとかキングジョーとかも好きなんですよね。レトロって言うんですか、ああいうの。いまは何でもコンピュータとかデジタルとかですもんね。そう、ロマンがない。いまの怪獣は、キングはキングでもハッキングですよ、ハッキング！　情報班の話聞きました？　死んだ阿あ万ま野の先生の持ってたパソコンあったじゃないですか、あれのデータを情報班のパソコンにコピーしたんですけどね、その日のうちにハッカーがハッキング連れて来て、情報見られちゃったみたいですよ！　大目玉みたいだったらしいですね、あいつら。可か哀わいそうになあ。でも、何で上はあの先生が殺されたこと発表しないんですかね。まだ自然死扱いだし。やっぱりあの刑けい務む所しよが特別だからですか？　頭がイっちゃってる奴ばっかって話ですもんね。あのオオトリってのも、死んだ人間の頭だけ持って行って、何やってんだか」

　オオトリとは、事件の中心にいる少女のことだ。カタラベホウジュと呼んでは、極めて有名な同どう姓せい同どう名めいの人間と紛らわしくなってしまうため、捜査上の通称として、そう呼ばれている。

　世界言語を扱う、怪物。捜査内容を聞いたとき、オオトリはそのように表現された。

　怪物か。ぞっとする響きだ、と思いながら、出雲は続けた。

「まったく、世界言語なんて、見つからない方がよかったんだ。あんな子どもが、人生を狂わすでしょ。オオトリなんて、まだ十四歳さいだって言うじゃないですか。それにね、あんなものが発見されてなきゃ、世界はいまごろもっと発展してますよ。自分で言うのもなんですけど、俺って色んな事言うけど全部浅いじゃないですか。一つのことに集中してりゃ、もっと深い意見だって言えるはずでね。つまり、世界中の学者先生たちが世界言語の研究なんかやらないで、もっと従来みたいな研究をそれぞれで集中してやってりゃ、もっと世界は発展して、もっとましな形になってたはずなんですよ」

「バベルの塔とうは、どうも逆さに立ってるらしいな」

　そう言った都つ筑づきに、出雲いずもはいたく感心した。

　聖せい書しよの話だ。もともと世界中の人々は一つの言語を話していて、その固い結けつ束そく力りよくで彼らは天に届くほどの塔をつくろうとした。しかし神はそれをよしと思わず、塔を破壊した後、二度と人々が結束することのないように、お互いの言葉を聞き取れないようにしてしまった。

「まったく、そのとおりですよ。皮ひ肉にく以外の何物でもない。神によって奪われた共通言語を発見した人間が、いまいち発展しきれてないなんてね」

　そんなことを一方的にぺちゃくちゃしゃべくっていると、都筑がまた煙草たばこを取り出して火をつけるので、出雲は「だから、煙草吸わないで下さいよ」と非難する。

　けれど今度は、隣の男は窓を開ける素振りすら見せなかった。

「ちょっと、ちょっと、都筑さん、愛と平和はどこに行ったんですか」

　煙を吹き出す都筑が、呆あきれたような声を発する。

「最初から、そんなものないって。神様が、書き忘れたんだろ」
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　しばらく虎とら風かぜは、富ふ士じ城しろが何を言っているのかさっぱりだった。

「……え？」

「言い換えましょうか。この方が、あなたのおじいさまがこれまでずっと大切に保護し続けてきた女性です。今回のことがなければ、これからもずっとその予定でした」

　言い直されても理解ができない。大切に？　保護？　じいちゃんが？

　虎風はナノカをじっと眺ながめ、いままで自分の人生でこんな人間と関わりがあったかどうかを考えた。虎風は、自分が祖父に一番愛されていたという自じ負ふがあったし、彼にとって大事な人なら、これまで必ずどこかで自分と接点があったはずだと思った。

　思い付かないぞ、こんな蓑みの虫むし。じわりと黒い感情が浮かんでくる。その責任を、嫉しつ妬とに押しつけたくなかった。自分はそう──何だか祖父を馬鹿にされたようで腹が立っているのだ。

「じいちゃんは、一人で暮らしてたんだ。ばあちゃんが死んで、ずっとそうだった。誰かを引き取ったとか、そんな話聞いたことない。いい加減なこと言ってると承知しないぞ……！」

「あなたがナノカを知らずとも、それはただ教授があなたを信頼されていなかっただけのこと。私ですら教授の信頼を得て、彼女のことを知らされるまで二年以上かかりました。虎とら風かぜ、私たちは口こう論ろんをするためにここに来たわけではありませんよ」

　その物言いに虎風がむっとすると、ナノカが富ふ士じ城しろを非難するかのように顔を動かした。そして事前に準備していたのだろう、テーブルの上に置いてある画用紙に何か書き始める。

『申し訳ない。我々の現状を知ってもらい、あなたの協力を請こえればと思って来た』

「しゃべれないの？」

「しゃべらないだけです。あなたが教授より彼女の存在を教わっていないということは、つまりそれだけの資格がないということ。資格のある者の前ではきちんと口も開きますし、こんな暑苦しい格かつ好こうもしません」

　ナノカが再び非難がましく富士城に顔を向け、何か書こうとするのを、富士城は手で制す。

「この際だからはっきりさせておいた方がいいでしょう。ナノカがどう思うにしろ、私はあなたに好意的ではありません。教授は尊敬すべき人物でしたが、たった一つの欠点は、仕事と私事をわけてお考えにならなかったことです。孫まごというだけで力も才能もなく、凡ぼん庸ようなだけの人間が、なぜ重要な役割を与えられるのか理解に苦しみます」

「……重要な役割って？」

「あなたはこれまでに教授から、何か大切なものをもらったことがあるでしょう」

　今日はそれを受け取りに来たのだ、と彼女は続ける。

「それが何かまではわかりません。しかし箱状のものではないか、とは推測しています」

『教授は、誰よりもあなたを愛していた』

　ナノカがさらさらと文字を書く。

「ご機き嫌げん取りは必要ありませんよ、ナノカ。この少年は教授の後こう継けい者しやというわけではありません。ただ教授のなさっていた仕事を、他の者へと滞とどこおりなく繫つなぐ役割を与えられているだけ。あなたをお守りする役目は私が引き継ぎますし、彼の唯ゆい一いつの仕事は我々に箱を渡すことです」

　それだけ言って、彼女はナノカから虎風に視線を戻す。

「教授が亡くなったのを知ってから、私は突とつ如じよ訪れた危機を回避するため、緊急の事態に陥ったときの対処法が残されていないかを探しました。用意周しゆう到とうな教授の事、必ず何かしらの準備をされていると思ったのです。果たしてそれは、教授のお使いになっていた情報機き器きの中にありました」

「情報機器？　要はパソコンとか、携帯とかか？　なんで、あんたが持ってるんだ？」

「いえ、つてがあったので、中身だけ手に入れました。その中に〝龍たつ雲ぐも〟と名付けられた３Ｄモデルのデータがあり、それを開いて見たところ、モデルは鍵の形をしています。決定的だったのは、教授がこれに沈黙の文字に至るための鍵であると注ちゆう釈しやくを付し、その鍵が開くべき秘密を秘めた箱の方は、すでに信用できる誰かに渡してあるとも書かれていたことです」

「で、その誰かってのを、あんたは俺だって思ったわけ？」

「そのとおり。理解が早くて助かります」

「どうしてわかるんだよ。それだけの情報じゃ、俺だって特定できないじゃないか」

　虎とら風かぜは口を尖とがらせた。

「そこが巧こう妙みようなところです。簡単に特定されては困りますからね……。虎風、あなたも教授の孫まごなら、あの方の好きだった言葉ぐらいは聞いたことがあるでしょう」

「は？　ああ、えっと……虎嘯うそぶけば風生じ、龍りゆう騰あがれば雲起きる……だっけ」

　すらすらと出たのは、祖父がこの言葉を普段から好んで使っていたからだ。

　もともと中国の言葉で〝虎こ嘯しよう風ふう生しよう、龍りゆう騰とう雲うん起き〟と書かれるこのことわざは、英えい傑けつが時を得て世に現れ、大きな影えい響きようを与える、という意味らしい。虎が吠ほえれば風が生じ、龍が昇れば雲が起きる。元を辿たどれば、祖父がつけてくれた虎風という名前も、このことわざから来ている。

　富ふ士じ城しろは大きく頷うなずいた。

「鍵の名前は〝龍たつ雲ぐも〟というんですよ。ならば鍵かぎ穴あなは〝虎風〟で決まりでしょう」

「そんなもん、完全にこじつけだろ」

「あなたがどう思うかは問題ではありません」彼女はぴしゃりと返した。

「それに、こじつけかどうかは、これからわかりますよ。で、心当たりはありませんか？」

　虎風はイライラしながら、首を横に振った。

「そうですか……なら、よく思い出して下さい。何か箱状の物……いえ、この際、箱は比ひ喩ゆの可能性もあります。何か大事に取っておくよう言われた物。思い付きませんか」

「……いや、何も？」

「何かあるでしょう。あるはずなのです。誕生日は？　クリスマスは？　毎年それぞれのときに、何をもらったか挙げてみて下さい」

　我慢の限界だった。虎風は彼女の高圧的な物言いに辟へき易えきしていた。

　そもそもなぜ協力しなければならないのか。祖父が自分に何かを残していたとしても、それを今日初めて会った人間に、はい、と渡すようなことをしては、そちらの方が道どう理りに背くことになるのではないか。この富士城という女性は一方的に自分の要求を伝えるだけで、まるで説明をしていない。

「どうして俺があんたの命令に従わないといけないんだ。初しよ対たい面めんの人間にこんな態度をとられて、人が協力なんてすると思うの？」

「……はあ？」富士城が、片かた眉まゆをピクリと動かす。

「あんたはメールで、じいちゃんのこと話すって言ってたじゃないか。俺はまだ、じいちゃんが何をしてたのかだって聞いてないんだぞ」

「事態は一刻を争うのですよ。説明ならこの危機を回避してからゆっくりして差し上げます。教授のこれまでの成果を、あなたの我わが儘ままで台無しにしてもいいとおっしゃるのですか？　あなたは教授を尊敬しておられなかったのですか？」

「……そりゃ、もちろんしてたけど」

「ならば、教授が守ってきた大切な女性という説明では、あなたをナノカのために動かす力になり得ませんか？」

「大切な女性ね」

　虎とら風かぜは、ふんと鼻で笑った。

「それが本当かどうかも疑わしいもんだ。あんたの態度を見てると、さ。じいちゃんはただの学者だったんじゃないの？　この蓑みの虫むしの何が秘密で、どうしてじいちゃんが保護する必要があったんだ？　それに、二人はどんな関係だったのか？　そもそも、危機ってなんだ？　これだけ疑問を抱えてる人間を、思いどおりにできるなんて本当に考えてるなら、頭おかしいぜ」

「埒らちが明きませんね」

　富ふ士じ城しろは立ち上がった。

「ナノカ、平和的に解決しようとした私の努力を評価していただけますね」

　ナノカは、眉を吊つり上げる富士城の腕を引っ張って、彼女の行為を止めようとした。少なくとも虎風の目にはそう映った。

「安心してください。別に必要以上の苦痛を与えるわけではありません」

　しかしナノカは富士城の腕を放そうとしない。そのときようやく虎風は、ナノカが逆の手に持つ紙を、必死に富士城に見せようとしているのに気付いた。

「……あのさ」

「何です？　話す気になりましたか？」

「いや、それ、見てあげたら」

　富士城は、そこでようやくナノカの紙に気付いたようだった。

　ちらりと見えた画用紙には、乱暴な字でこう殴なぐり書かれている。

『メールとは何？』

「メール……」富士城は呟つぶやいて思し案あん気げな顔をつくり、「メールとは何です？」と虎風に訊たずねた。

「何言ってるんだ。あんたらのどっちかが、俺の携帯にメールを送ったんだろ。だから俺は急いで帰って来たんじゃないか」

「……そう言えば確かに、あなたはさっきメールとおっしゃいましたね。どういうことです？」

「どういうことは、こっちの台詞せりふだって」

　何だか、話がかみ合っていない。虎風は携帯を操作し、先ほど送られてきたメールの画面を開いて付き出した。言い逃れなんて、させないぞ。

　富士城は煩わずらわしそうに舌した打うちし、こっちへこいとばかりに指を動かした。もちろん虎風を呼んだわけではないことはわかる。

　言語を書き換えたのだ。次の瞬間には、携帯が彼女の手に移っている。

「……いちいち言葉をいじらないと気が済まないの？」

　虎とら風かぜの言葉は無視された。

　瞳を動かす富ふ士じ城しろの顔は最初不ふ愉ゆ快かいそうで……しかし途中から次第に青ざめていく。

「……ナノカ、あなたはこの少年にメールなど打っていないですよね……」

　こくり、と、ナノカが不安そうに頷うなずく。

「私もですよ。こんな……いったい、誰が……？」

　──あなたがいま居住する家で、これから直じかにお会いしたい──

　そのとき部屋の中に、ピンポーン、と間の抜けた音が響き渡った。
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「～♪」

　眼前に広がるのは、歪ゆがんだ文字。そして、それに付ふ随ずいする歪んだ世界。

　目に入った水滴が、認識を屈折させる。

　好きな時間にシャワーができるだけでも、外の世界に出た甲か斐いがあるというものだ。

　それに特区の中にあった施設では、濡れた自分の体に文字など認識できなかった。

　久しぶりに、鵬ほう珠じゆは自分が世界の一部だということを思い出す。文字がぼやけ、他の文字と境界線が曖あい昧まいになり、個別に独立した文字など存在しないことを再認識する。すべては巨大な集合的統一体ゲシユタルトの一部だ。

　昔、阿あ万ま野の教授と話したときに知った記き憶おくと意志の織りなすドーナツを思い出しながら、鵬珠は自分の外がい郭かくを眺ながめた。あの教授に言わせれば、これは、自分に後こう天てん的てきに与えられた表ひよう層そう情報ということになるらしい。

「暗号を知っているかね？」と、教授は訊たずねた。

　鵬珠が首を横に振ると、彼は「秘密を、知るべき者以外から隠す方法だよ。人間の体に現れた文字群は、実は複雑に暗号化された情報を隠している」と、説明した。

　確かに人間の身体は、繁栄のために効率的に進化してきた生命の結果だろう。しかしそれが正しい姿だと決めつけるのは早計ではないだろうか？　一見すると何気ないことを言っている手紙を、文章どおりに受けとることは簡単だ。ただ、読むべき人間が読めば、その手紙に秘められた真の意図に気付く。

「人間の体は、何を隠しているの？」鵬珠は訊ねた。

「心──すなわち、記憶と意志を」

　鏡には濡れた自分が映っている。文字情報が、鵬珠自身を伝えてくる。

　体型に女性的な起伏は少ないけれど、まったくないわけではない──と思う。

　瞳が瞳を認識し、そこから視線は唇くちびる、首筋、乳ち房ぶさをなぞり、へそにまで辿たどり着く。

　その周辺に大きな傷がある。いまとなっては、その傷を治すのは簡単に思えたけれど、ママとの思い出として取っておくことに決めていた。

　しかし心はどこにもない。少なくとも、そう感じる場所は見つからない。

[image: ]

「お～い、鵬ほう珠じゆ。まだかい」

　自身の身体を食い入るように見つめていた鵬珠は、その声で我に返った。

　慌あわててすぐに、「女の子のお風ふ呂ろは長いの！」と返す。「逸いつ樹きって、デリカシーない奴！」

「まあ僕にとっても、君がそこにいるときが一番落ち着くんだけどさ。でも、僕たちにはゲームがあるだろ？　法ほう務む官かんのメール、はやく転送したいんだけどな」

「わたしが送信するんだから、絶対触さわらないでよ！」

「わかったから、早く出ておいでよ」呆あきれるような、逸樹の声が響いた。

　今朝けさのことだ。鵬珠は携帯の着信で目を覚ました。

　前日までと景色が違うので一瞬何事かと戸惑ったものの、昨日自分がやり遂げた冒険を思い出し、自由を実感してすぐ上じよう機き嫌げんになった。

「はーい、もしもし？」

『おはよう、よく眠れたかな』と、いつもの電子音。法務官だ。

「ぐっすり。でも昨日は驚いちゃった！　あんなに服いっぱいくれるなんて、すごい太っ腹なんだね！」

『お気に入りの服は見つかった？』

「そりゃ、もう！」

　電子音が笑い声を発する。他愛たわいない会話を続けるうちに鵬珠の頭がすっかり冴さえて来たところで、法ほう務む官かんはさて、と話を切り出した。そして昨日の事件が一晩で驚くような新展開を迎えたことを説明し、鵬ほう珠じゆにいい知らせと悪い知らせが一つずつあると告げる。

『悪い方の知らせは、待機と言っていた指示を取り消さなければならないこと』

「ふーん。ま、別にいいよ。それで、いい方は？」

『お気に入りの服を着て、外に出る機会を与えられるということ』

「どっちも一緒じゃん」

　鵬珠は唇くちびるを尖とがらせたが、とりわけ悪い気はしていなかった。

　鵬珠は昨晩、プレゼントの中にあった、さらさらの生き地じのワンピースに虜とりこになってしまった。身につけて鏡の前に立つと、胸がどうしようもなく高鳴る。あとは、丈たけ下したの短さを黒のニーハイソックスで補い、かっこいいハイネックコートを羽は織おって完かん璧ぺき！

　逸いつ樹きは「何か、ちぐはぐ……」と言ったものの、そんな言葉を意に介さないほど、初めてのおしゃれを完了した鵬珠は舞い上がっていた。

　あのコーディネートを試してみるいい機会！

「それで、わたしは何をすればいいの？」

　法務官は答えた。

『君はこれから、ある少年と待ち合わせをすることになる。彼は阿あ万ま野の湫しゆう市いち教授の孫まごで、教授から重要な品物を譲ゆずり受けている。それを引き取ってきてもらいたい』

　その品物が何かはわからないが、箱状のものではないかと推測される。これから君のノートパソコンに送るメールを、彼のアドレスに転送することで事前準備は完了。

　詳細を聞き終え、通話を切ろうとする鵬珠の耳に、その言葉が飛び込んできた。

『命を奪わない程度で、力を使っても構わない』




　目的地につく車の中で、鵬珠は訊たずねた。

「法務官って、どんな人なんだろ？　逸樹も会ったことないんだよね」

「まあね。でも──これは僕の勝手な考えだけど──ひょっとすると、彼は個人ではないかもしれないよ」

　逸樹は手に持ったペットボトルを、ゆらゆらと揺らしている。

「個人ではない？　どういうこと？」

「たくさんの人間が彼を演じているかもしれないってことだよ。君が聞くのは奇き妙みような電子音なんだろう？　誰がしゃべっていても、区別がつかないじゃないか。君の友達を、君は〝浩こう司じ〟だって認識しているだろう。でも本当は、彼はもっと大きな存在だったはずなんだよね。彼はいま、君の認識に必要なところだけに圧縮されている。つまり、そういうこと」

「ああ、なるほど」

　逸樹はペットボトルを座席に置くと、楽しそうにあごをさすった。

「もしくは法ほう務む官かんは一人でも、彼の背後にはたくさんの思おも惑わくがうごめいているのかもしれない。意い思し決定が遅いような気がするしね……。ま、人は見たいように物事を見るものさ。世界言語を認識してからは、特に。僕にとって、そっちの方が都つ合ごうがいいってだけで、真実は、彼に会ってみるまでわからない。もしかしたら、年とし端はもいかない美少女かもしれない」

「む」と、鵬ほう珠じゆは唇くちびるを尖とがらせた。「逸いつ樹き、また、見たいように物事を見てるよ」

「君にだけは言われたくないけど、まったくそのとおりだ」

　彼はにっこりと笑った。そのとき、車が急な坂を登り始める。

「──おっと、もうすぐ着くよ。いいかい、インターフォンっていうボタンがあるから、それを押すんだ。君が、主人公なんだからね」
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　富ふ士じ城しろの反応は早かった。

「虎とら風かぜ、あなたはここに帰ってきていない……！　祖父を失った悲しみに打ちひしがれ、メールなど確認する余よ裕ゆうがない……！　そうですね」

「え？　どういうこと？」

「この家はいま留る守すだということです！　気付かれないうちに裏の森へ入りましょう」

「ちょ、ちょっと待てよ！　全然話についていけないんだけど……ほら見ろよ、外にいるのは女の子じゃないか」虎風は、インターフォンのカメラが映し出す映像を指差して言った。

「でも知らない子だなあ、誰だろ？」

「吞のん気きなことを言っていないで、急ぎなさい！」

　富士城は青ざめ、ごくりと唾つばを吞のみ込んだ。「……あれは怪物ですよ」

　外にいる活発そうな少女は寒そうに手の平をこすり合わせ、そこに息を吐きかけている。何だか彼女が可か哀わいそうに思えてきた虎風は、富士城にまた悪い印象を抱くようになった。

「俺にとっちゃ、あんたの方がよっぽど怪物じみて見える」

「口こう論ろんしている暇ひまはありませんよ……！」

「またそれ？」

「いいでしょう！　教授と同じ目にあいたいというのなら、ここに残りなさい！」

「だからさっきから何で、ずっと命令──え？」

　言葉が尻しりの切れたトンボのようになってしまう。彼女の言う台詞せりふの内容が、まるで理解できなかったからだ。教授と同じ目に……？

「え……な、何言ってんだ……？」

「教授は殺されたのです……！　いま、外にいるあの怪物に」

　また、ピンポーンと音が鳴る。カメラに少女が近付き、赤い瞳がアップになった。ゆっくりと動いていた大きな瞳が、ある瞬間、ピタリと止まる。

　そのとき虎とら風かぜは、背筋にぞっと寒さむ気けを覚えた。

　まさか、本当に……？　そう思って、富ふ士じ城しろの顔を見る。

　画面を睨にらみつける彼女には有う無むを言わせぬ迫力があった。「いいから、急ぎなさい！」

　そのとき玄関の方から、キキキ、キィ、と、細く、無む機き質しつな音が居間に届いた。

　富士城はハッと息を吞のんだ。そして大おお慌あわての様相でナノカの手を取り駆け出したが、音に気を取られていた様よう子すのナノカはバランスを崩し、その場で転んでしまった。

　な、何の音だ？　虎風は咄とつ嗟さに、音のした方を覗のぞき込んでいた。少し向こうにある広間の端に、うっすらと外からの光が差し込んでいるのがわかって、青くなる。

　扉はぴったりと閉められていたはずだ。富士城が、言語を書き換えて。

「……！」

　虎風は焦しよう燥そうにまかせナノカの手を握ると、強ごう引いんに立たせた。

「は、早く！」

　三人が外へ出て裏口の扉を閉めるとき、向こうから「おじゃましまーす」と場違いじみた声が聞こえてくる。

　虎風は、自分の家が立て続けにわけのわからない人間たちの勝手な訪問を受け、今後ここが自分にとって安心できる場所であり続けることができるだろうか、と不安になった。

　急な山道の登り斜面は、焦る気持ちと裏うら腹はらに歩みを遅らせ、何度も虎風に後ろを振り向かせた。虎風の頭の中に、あの大きな赤い瞳がこびりついて離れなかった。




　しばらくの間、三人は戦せん々せん恐きよう々きようとしながら山道を進んだ。

　岩が天然の橋を架かける小川を渡り、高い針葉樹が周りを囲う開けた場所に出てようやく、富士城は歩みを止めた。「……ここまで来れば、何とかなるでしょう。迂う回かいしてどこかの道路に出て、安全な場所まで向かいましょうか」

　虎風はそのときようやく、いまのいままで夢中になっていたせいで、ずっとナノカの手を引いてしまっていたことに気付いた。顔をしかめ、少しばかり強引に彼女の手を振りほどく。

「おい！　じいちゃんが殺されたってどういうことだよ」苛いら立だちながら、富士城に訊たずねる。

　富士城はまたか、とばかりに冷たい目を向け、それから呆あきれるようなため息をついた。

「教授は昨日、あの少女を引き取るつもりで、淡あわ路じのとある施設に向かいました。まあ、刑けい務む所しよのようなところです。彼女の名前は語かた羅ら部べ鵬ほう珠じゆと言い、名前からわかるように、あの著名な語羅部女史とも関係が深い少女……ただその一方で、過去に大きな罪を犯して、その施設に収容されていた咎とが人にんでもあります。彼女は施設にいれば、つまりは阿あ万ま野の教授の力の及ぶところにいれば、何ら普通の少女と変わりありません。絶対に安全なはずだったのです。けれど、教授が会いに行ったとき、想定外のことが起こってしまった」

「ちょっと待て。じいちゃんの力？　何だよ、それ。もうじいちゃんは世界言語に直接関わったりしてなかったんだろ」

　世よ捨すて人びと。その才を持ちながら、関わりを断った人間。祖父は、そういう人だったはず。

「……阿あ万ま野の教授は、あなたの家族やあなたが考えている以上に、大きな役割を背負っていた方だったのですよ」

　なおも食い下がろうとする虎とら風かぜをいなすように、富ふ士じ城しろは手の平を向けて『待て』のポーズを取った。そして二人よりも動き回りづらい服装をしているせいで、苦しそうな様よう子すのナノカに声をかける。

「大丈夫ですか？　少し休みましょう。もう安心してくださって結けつ構こうですよ。私たちがあの屋敷にいたことなど、わかりようがありませんから」

　ナノカはわかってる、大丈夫、と態度で示そうというのか、何度も深く頷うなずいた。

　けれどもそのとき、富士城があることに気付いた。

「ナノカ……？　画用紙はどうしました……？」




　　　　　※




「何だろうね、これ」

　廊下に無む造ぞう作さに置いてある画用紙を見て、鵬ほう珠じゆは首を傾げた。

『申し訳ない。我々の現状を知ってもらい、あなたの協力を請こえればと思って来た』

『教授は、誰よりもあなたを愛していた』

『メールとは何？』

「ふ～ん？」逸いつ樹きは、興味深そうに言う。

「どうも筆談が必要な人が、この屋敷にいたらしいね」

　同じものを見ていても、自分と彼では異なった印象を抱くらしい。

　鵬珠はと言えば、よくわからないし、後で法ほう務む官かんに報告しておけばいいよね、とだけ思った。

　そんなことよりも、この屋敷に来た目的を果たすのが先決だった。阿万野虎風に会い、彼から〝箱〟を受け取ること。

　しかし玄関にも鍵がかかっていたし、まだ彼は帰っていないのかもしれない。

　ひとしきり屋敷を探し終わった鵬珠は、ふかふかのソファに腰を下ろし、「逸樹、待たせてもらおうか」と少年に声をかけた。

　けれども彼は携帯を耳元に寄せ、誰かと電話をしているようだった。

「ああ、僕だけど？　うん、面白いものを見つけて。そうそう、〝あの人〟だよ。まさか、お守りの僕が法務官よりも先に見つけるなんてね。これはチャンスだ。交通システムのデータを引っ張ってさ、十時くらいから──そうだな、いまから一時間くらい見ようか──十二時くらいまでに、摩ま耶や山さん山さん頂ちよう付近から車を利用した人の情報を調べて欲しいんだ。うん、個人名でいい。住民データとの突き合わせはこっちでできると思うし。ついでに、昨日の特区異い変へんから、今日の十一時までに摩耶山山頂付近に車で来た人も調べてくれる？　でも、こっちはまた後でいいよ。優先して欲しいのは、先に伝えた方──」

　どうやら、通話は長引きそうだった。鵬ほう珠じゆは、彼の顔の動きをじっと見ていた。文字のラインが縦たて横よこにうごめき、長さを変え、伸しん縮しゆくを繰り返す。

　複雑だが、できる、と思った。実は昨日から、彼の顔を観察していたりする。

「いいもーん。逸いつ樹きだけがわたしのおしゃべり相手じゃないし」

　鵬珠は、背負っていた荷物を開いて中の物体を引っ張り出した。ソファの上に置くと、ごろん、とそれは転がる。

「お話ししてようか、浩こう司じ」




　　　　　２




『世界が本来的に持っている姿は、人間の認識するままの形で存在するわけではない。現に、人間の認識が広がったとき、世界はありようを変えたではないか。これはカントが彼の思想の中で使った〝悟ご性せい〟が、変容したことに近い。彼は人間の認識の制約として時間と空間を挙げたけれども、もっと直接的に変容する余よ地ちが、人類の前ぜん提てい条件には残されていたのである』

「ふむふむ」と相あい槌づち。

『犬は色を判断できないと一般的に言われる。つまり犬にとって色は存在しないし、説明しても理解できる要素ではない。しかし、世界に色が存在しないわけではない。彼らと異なる眼球構造を持つ我々人類の目には、物の色しき素そがはっきりと映っている。進化の溝みぞを隔へだてて、同様のことが、人類という種の中においても起こっている』

　しゅるしゅる、と小さな音が絶え間なく続いている。それは、小さな空間を無理やり風が通ろうとしたときの、隙すき間ま風かぜのような音だった。

『初めに言葉があった──聖せい書しよにはそう記されている。

　果たしてそれはその通りだった。

　この世の物質はすべて一つの体系で記された言葉によって構成されていることが確認され、その言語は現在では世界言語と呼ばれている。

　進化した人類の瞳には、この〝世界言語〟という要素が、それこそ〝色〟という要素と同じように映っている。これは犬に色を説明しようとしても困難なように、世界言語を認識できない者にとって、完全な理解は不可能と思われる。

　ただ、それでもあえて言げん及きゆうするならば、世界言語は感覚的にはコンピュータのプログラミング言語──あれに近いかもしれない。

　人は特殊な言語によってコンピュータの中に世界を形作ることができるが、一般の人間がそれを見ることはない。一般の人間がコンピュータの画面に見るのは、言語によって表現される現象や出来事の方である。

　無む味み乾かん燥そうなことを言ってしまえば、この現実世界は、神が記したプログラミング言語、つまりは世界言語によって体系づけられ、規則を与えられているに過ぎないのかもしれない』

「えー、じゃ、わたしもただの現象なの？　世界言語で書かれた？」

『この本に沿うと、そうなるんだろう』

「うへえ、むみかんそー」

『世界言語を初めて認識した新人類は、旧きゆう世せい紀きの初頭に現れた。

　いまでは〝イヴ〟と世界中から呼ばれるその女性の人生は、決して明るいものではなかった。生まれつき外がい側そく膝しつ状じよう体たいに悪性の腫しゆ瘍ようを持つ視覚障害者だった彼女は、当時の最新技術を用いて治ち療りようを受けることでしか、回復の手段を持ち合わせていなかった。

　外側膝状体とは中ちゆう枢すう神しん経けい系けいの網もう膜まくから情報を受け取り、視覚情報の処理を行う脳の領りよう域いきのことで、大だい細さい胞ぼう層そうと小しよう細胞層の合計六層が連なっている構造をしている。その大小の細胞層の間に視覚情報を濾ろ過かする顆か粒りゆう細胞という非常に小さな細胞体が挟まっており、いまでこそこの顆粒細胞は膨ぼう大だいな視覚情報を制約して視し覚かく野やに伝える役割があることがわかっているけれども、当時はどのような機能があるのかわかっていなかった。

　イヴの治療は、この顆粒細胞を中心に出来上がった癌がん細胞を、周りの細胞を傷つけずに、粒りゆう子し線せん癌がん治療装置と呼ばれる高度な装置による粒子線の集中放ほう射しやにより死滅させることだった』

「ふふーん、ねえ、知ってる？　その何とかっていう装置って、二十世紀の末にはあったんだって。浩こう司じは外にいたから、聞いてなかったでしょ」

『……鵬ほう珠じゆは物知りだ』

「まあね。さ、お話を続けて？」

『治療が終わり、イヴが目を開いたそのときこそ、神によって守られてきた人類の発展が、ついにその御み手てを離れた瞬間だった。人じん為い的になされた治療は、彼女に新たな知的生命体としての道を開いた。人類が知恵を得た理由を、神の庭に生えていた木の実をかじったこととするなら、いまや人類は新たにかじるべき知識の木の実を、自らの力で作り出したということになる。

　顆粒細胞を失い、新たな種として目覚めたイヴは、最初にこう言った。




　──文字が見える──




　その文字こそ、人類の瞳それ自体が人類に制約をかけ、認識させまいとしていた世界の要素の一つだった。二十一世紀のとある言語学教授は〝この世界のシステムを直接認識できる人類と、神との違いとして、この世界の中にいるか外にいるかというもの以外に何も挙げることはできない〟とまで話した』

「鵬ほう珠じゆ、何やってるの？」電話を終えたらしい逸いつ樹きが、話しかけてくる。

「浩こう司じに、本を読んでもらってるの。ほら！　上じよう手ずでしょ？」

『イヴの進化から世界言語が一般的な概がい念ねんになるまで、半世紀ほどの時間を要した。顆か粒りゆう細さい胞ぼうを除去する手術の安全性が確認され（現在においては、六カ月の胎たい児じの状態でその細胞を取り除くのが一般的になっている）またイヴの血が二世代ほど下ったのがこの辺りの時代である。

　彼女は五人の子を産み、内うち二人が先天的に世界言語を認識することができた。イヴの形質が受け継がれたのは、彼女が生まれながらにして顆粒細胞の機能を持つ細胞を癌がん細胞に侵され、正常な細胞として保有していなかったからだと論じられている。通常の人間が持っているべき遺い伝でん情報、つまり世界言語を不純物としてこし取るフィルターの作成を命じる因子を、生まれつき彼女は持っていなかったのである。

　能力とともにイヴの血を受け継ぎ、欠落した遺伝情報を持つ人間は、保護と科学技術の恩おん恵けいを受け、現在では世界に六万人ほど存在している。

　この者たちは、一般的に他の人類と区別するためオフスプリオリという呼び方で言い表されることが多い。これは、子孫＝オフスプリングと先天性＝ア・プリオリからの造ぞう語ごである。

　彼らは世界言語を認識できるという意味では、手術を受け顆粒細胞を喪そう失しつした人間と同じだけれども、決定的に異なるのは、彼らの中に世界言語を認識するだけではなく、扱うことのできる者が現れ始めたことだ。

　彼らは脳の運動野やに、ソフトウェアでいうコンパイラ的な領りよう域いきを発達させ、そこを刺激することで、我々の言語と世界言語の隔へだたりを取り除く──すなわち〝翻訳命令コンパイル〟することを可能とする』

　鵬珠は得意気に逸樹を見た。「どう？」

「……すごいね、鵬珠。やっぱり君は色々と特別だよ。でも、読書はそれくらいにしてさ、ちょっと僕の話を聞いてくれないかな」

　鵬珠はべっと舌を出した。いま浩司とおしゃべりしているのは、逸樹が自分をほったらかしにしたからではないか。

「いまいいとこなの。黙ってて！」

『旧きゆう来らい的な意味合いにおいても、言語は読むためだけに存在しているわけではなかった。それは意思伝達の手段であり、読み、書き、聞き、話すためにあった。このイヴの子孫たちもやっていることは同じである。ただ世界言語の特質として、物質世界のそれぞれの概念に必ず文字が対応しているため、彼らが言語を発信することは、既き存そんの言語に触れ、改かい竄ざんし、物質世界に影えい響きようを及ぼすことを意味する』

「う～ん……僕もよく人から変わってるって言われるけど、そんな僕でもたまに君の感性がわからなくなる。終わったら呼んでくれよ。ちょっと二階を見てくるから」
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「うん、わかった」と生なま返事を返し、鵬ほう珠じゆはさらに意識を集中させる。

『旧きゆう世せい紀き──二十一世紀は人類が生命体としての階段を二つ登った世紀だったと言えるかもしれない。新たな要素の認識と、新たな要素への発信。世界の謎がまた一つ解き明かされ、中ちゆう世せい欧州の時代から久方ぶりに視点が人間それ自体に向いた時代だった。

　けれども研究の対象が人間に向いた結果、物質面での発展はほとんど成されなかった。当時の豊かな想像力が、五十年後、あるいは百年後と期待を込めて夢想した、人間の脳とネットワークの接続も可能になっていないし、ロボットが人間にとって代わるような時代も到来していない。前世紀の初頭に世界言語が発見されて以来、ほとんどの科学技術が進歩の足を緩めた。

　というのも、人類はこれまで成された発展を世界言語という新たな物差しで測り直す必要があったからだ。いまに至るまでの人類史を新しく体系づけることが何よりも重要だった。人々はこの百年、後ろ向きだったかもしれない。だがそれは目を上に向ける前に、足場を固め、より跳ちよう躍やくするための準備期間だった。言わば〝復習の時代〟である。

　科学が、これまでの帰き納のう的てき方法から演えん繹えき的方法に変わったことも要因の一つである。現象を集め、それらの結果から法則を推定し、実験により真実へとすり合わせる従来の方法は確かに行われたけれども、それよりも、その法則自体が記された世界言語の文章を直接探す方法が、より確実なものとして権けん威いを持った。これは〝復習の時代〟において整理された、いままでの人類が為なした成果のうちのいくつかを、世界言語で書かれた法則の中に見つけ出すことができたからである。

　要するに、答えの載のっているページを手に入れ、それをめくれば真実を見付け出せる人が、わざわざ世界が現象によって提示する問題を解いて答えを見つける方法を選ぶか、ということだ。

　結果、人の使う労力が別のベクトルを必要としたのは想像に難かたくないと思う。発展を目指して使われていた力は、ほとんどすべて世界言語の解かい読どくにあてられるようになった。異い言げん語ごの解読には、まず既き知ちの言葉が異言語でどのように記されているかを知ることから始まる。そのためにまずは、これまでの人類史に目を向けることが必要だったということだ』

「阿あ万ま野の教授って、世界言語が嫌いだったのかなあ。人が発展できなかった責任を世界言語に押し付けて、言い訳ばっかりしてるし。でも、そう考えると何だか納得できるかも。わたしから言葉を奪ってたのは、あの人だったんだから。ねえ？」

『物質世界のそれぞれの概がい念ねんに必ず世界言語が対応すると先ほど述べたが、逆の矢印、つまり全ての世界言語に物質の概念が対応している、ということは成り立たない。

　人類の瞳に映るのは、いまや物質的な概念だけではない。例えば、人間が世界言語で書かれた法則を見つけてくるのは、大だい体たい空間で言えば国立図書館ほどの小さな建物であるが、この建物は物質によって構成されていない。

　それは感覚的には、人が小さな情報端たん末まつから世界中の情報にアクセスできるのに近く、百年ほど前にはまだ始まったばかりだった物質的概がい念ねんの地位失しつ墜ついは、現在の社会になるまでの間に大きく進んでしまったと言わざるを得ない。

　また、もともと物質界に存在しなかったにもかかわらず、世界言語を通すことによって初めて、非物質界から物質界に持ち込まれた概念も存在する。

　メタグラムと呼ばれるその概念──人の目から他の文字を隠す力が、特性の一つとしてよく知られる──その具体的な話は後の章に任せるが、人間自体の研究成果以外に人類がこの百年のうちに為なした大きな進歩と言えば、これくらいだろう……』




　　　　　３




　長い──本当に長い言葉を終え、つい昨日まで鶴つる野の浩こう司じを構成していた頭部は沈ちん黙もくした。

　いまのいままで、まるで本当に生きているかのように、本の一章部分を読んでいたのが噓うそのような沈黙。息いき継つぎもせず、ただ淡々と文章を読んでいた頭部のうつろな瞳は、もはや焦点を合わせておらず、口も半開きのまま静止している。

　傍かたわらに座り、本を膝ひざの上で広げていた鵬ほう珠じゆは、そっと手を伸ばして浩司の頭を愛あい撫ぶすると、彼の黒い髪を優しく指ですいた。

「わたしね？」鵬珠は胸がいっぱいになっていた。熱っぽい声が出るのを、抑えられない。

「昔、身の回りの世話をしてくれてた女の人がいてさ。その人が毎日本を読んでくれたんだよね。もちろん、こんな難しい本じゃないよ。わたしだってまだちっちゃかったし、絵本とか、そんなの。でも内容なんてどうでもよくって、わたしのために誰かが本を読んでくれてるっていうのがすっごく嬉うれしくて、その時間が毎日の楽しみだったんだ」

　柄がらにもなく顔に血が昇ってくるのを感じて、浩司から目を逸そらしてしまう。

「いつか、また誰かにそうしてもらうのが夢だったんだ……だから、その……ありがと」

　はにかんだ気持ちを悟さとられないよう、誤ご魔ま化かすように本のページに目をやる。

　オフスプリオリ、という言葉がもう一度目に入り、鵬珠は自分たちがこのように呼ばれている人種だと知った昨日の感動を思い出した。無自覚に使っていた力の正体も、言語化されてみるとなるほどそのとおりだ、と納得する。〝彼らが言語を発信することは、既き存そんの言語に触れ、改かい竄ざんし、物質世界に影えい響きようを及ぼすことを意味する〟……。

　でもいまはそんなこと、どうでもよかった。内容なんて、どうでもいい。

　鵬珠は目の前の頭部にちらりと目を戻し、そわそわした気持ちで彼の返答を待った。

　しかし──

「浩司？」

　すでに自じ意い識しきを失っている頭部は口を半開きにしたまま、しゃべらない。

「あ、そっか」

　鵬ほう珠じゆは、浩こう司じを構成している言語を複雑に動かし、『……どういたしまして』としゃべらせた。剝むき出しになった細い気き道どうが空気を迎え、しゅる、と音が出る。

　鵬珠は満足して、にっこりと笑顔になった。

「わたし、浩司にお礼がしたいな。ね、何かわたしにして欲しいことある？」

『……いや』

「遠えん慮りよなんてしなくていいんだよ。わたしって、浩司が思ってるよりもすごいことがたくさんできるんだから。きっと、何かあるでしょ」

『……』

「ひょっとして照れてる？　恥ずかしいことでも、わたしには隠しっこなし。ほんとはね、わたし知ってるんだ。浩司がして欲しいこと」

　鵬珠は施設にいた時代、浩司から彼の過去を聞いたことがあった。浩司が刑けい務む官かんの職についたのは、彼自身も昔、罪を犯して少年院に入れられていたことに一つの原因があるという。彼は更こう生せいのきっかけをつくってくれた刑務官を尊敬し、その人のようになりたいと思うようになったということだ。

　白しら川かわという別の刑務官にそれとなく話を聞いてみると、彼は大笑いして「尊敬なんてもんじゃねえって。あいつは惚ほれてんだよ、男に。写真とか持ってんだぜ？　まったく気持ちわりいったらねえよな」と、言った。

　浩司に好意を抱いていた鵬珠は、その物言いにむっとしてしまった。

「どうして男の人を好きになったら気持ち悪いの？」

「あ？　決まってんだろーが。男が男に惚れるなんて、異常だよ、異常。あんな変へん態たい野や郎ろうと同じ職場にいなきゃいけねえなんて、本当についてねえよ、まったく」

　言われてみれば、鵬珠は浩司が他の仲間と談笑する場面など見たことがなかった。

「ま、無視しときゃ問題ねえし。でもお前らはそうはいかねえもんな。同情するぜ？　そう言えば、あいつの声ってどんなだったっけか？　しばらく聞いてねえから、もう忘れちまったよ」

「仲間外はずれにしてるってこと？　浩司と仲良くしてあげなよ」

「あ？　無理だって」白川は鼻で笑った。「異常者は異常者とつるんでりゃいいんだよ」

　その夜、鵬珠は悔くやしさで眠れなかった。腸が煮えくりかえり、体内で炎ほのおを飼っているかのような感覚だった。このときほど本来の力を発揮できない自分に、苛いら立だちを感じたことはない。

　世界言語さえ認識できれば、白川のようなくだらない人間などばらばらにできるし、浩司だって──彼が異常だというのなら──正常な状態にしてあげることができるのに。

　それから鵬珠は毎日、いつか自分が力を取り戻すその日を夢む想そうし、浩司を正常な状態に導くことのできる日が来るのを待ちわびていたのだ。

　そして、ついに。

「いままで苦しかったでしょ、みんなに馬鹿にされて……でも、もう大丈夫だから」

　随ずい分ぶんと小さくなった浩こう司じに、そう話しかける。彼はいま、異常と罵ののしられる原因となっていた体を捨てた。いまこそ、自分が彼を生まれ変わらせるときだ。

「女の人の体、つけてあげるね」




　鵬ほう珠じゆはノートパソコンを起動し、阿あ万ま野の教授の携帯からコピーしたデータの〝連絡先〟を選択した。画面にずらり、と名前が並ぶ。

　浩司の体になる人を、この中から選ぶつもりだった。どこの誰かわからないような女性ではしっくりこないし、何でもいいけれど、鵬珠を納得させる特別な要素が欲しかった。ひょっとすると、結婚相手を見定める親の気持ちがこんな風なのかもしれない。

　阿万野教授はそれぞれの人をきっちりとカテゴリーにわけていたので、漠ばく然ぜんとではあるものの、その人が教授にとってどのような人かわかった。〝研究仲間〟や〝同どう僚りよう〟、〝生徒〟というものもある。

　画面を下にスクロールしていくと、ア行の最後の方に、鵬珠たちに待ちぼうけを食わせている阿万野虎とら風かぜの名前を見つけることができた。カテゴリーは〝家族〟──そして〝フラスコ〟。

「フラスコって何だろ？　あ、そう言えば……」

　確か、昨日逸いつ樹きとノートパソコンを色々いじっていたときに、同じ名前を見つけたはずだ。データを選択すると、ゲームをダウンロードするインターネットのサイトに繫がったはず。確認するために、一いつ旦たんいまのページを画面の隅に追いやってデータを探すと、確かに〝フラスコ〟を見つけることができる。

　でも、どういうことだろう、そんなカテゴリーに入れられるというのは？　ゲーム仲間か何かだろうか？

　鵬珠は最初のページに戻って、〝フラスコ〟を選択してみた。すると画面の上部が〝ア行〟から〝フラスコ〟に変わり、そのカテゴリーに振り分けられている名前だけが並ぶ。他のカテゴリーよりも所しよ属ぞく人数が少ないようだった。見たところ、十人ほどしかいない。

　その中から、鵬珠の目は自然と女性の名前を探している。

　ちょうどよく、条件に当てはまるのはたった一人だった。

「この人にしようか、浩司。虎風君と同じカテゴリーにいるし、きっと教授にとって大事な人なのは間違いないよね。〝フラスコ〟が何なのかも気になるし。一いつ石せき二にち鳥ようってやつ」

　問題は、阿万野虎風と会ってから彼女のところに向かうべきか、それとも先にこの個人的な用事を済ませてしまうべきか。これは悩むところ。

　そのとき、鵬珠は閃ひらめいた。連絡先がわかるのだから、虎風に電話をかけてみればいいではないか。すぐ帰ってくるかどうか確認できれば、予定を立てやすい。

「おほん、あー、わたしは阿あ万ま野の教授の弟で子しである。すぐに君と話がしたいのである。こんな感じでいいと思う？」

『……ああ』

「よっし。なら、いまからかけちゃうよ。わかってると思うけど、しゃべるのは浩こう司じだからね」

　鵬ほう珠じゆは携帯とイヤホンを接続し、自分の耳に端たん子しを突っ込むと、電話口を浩司の口元に持っていって支えた。すぐにプルルル、と呼び出し音が鳴り始め、十秒ほど続いた後、留る守す番ばんメッセージが聞こえてくる。どうも、いま彼は電話に出られないらしい。

　そこで、とりあえず、と思って留守番電話にそれらしいことを吹き込んでおく。

　電話を切ってから、鵬珠は頭をひねった。

「残念。う～ん、どうしようかな」

　逸いつ樹きはどこ？　まだ二階？　いや、それとも、法ほう務む官かんに相談しようか。

　そんなことを思っていると、逸樹が携帯を片手に、リビングへと戻ってくる。

「あ、鵬珠。終わった？」

　何だか彼は嬉うれしそうだった。しかし鵬珠が、浩司の体を探しに行きたいと告げると、もともと柔にゆう和わな顔の上に、さらにニヤリと笑いを重ねる。

「いや、実は僕も行きたいところがあるんだよね」

「えぇ……どこ？」

「いまのところそう遠くない町だね。まあ、目的地は変わるかもしれないけれど。僕はそっちの方に行かなきゃならない。君に待っていてもらうのも悪いと思っていたし、ちょうどいいね」

「え、別々に行動するの？　……わたし、一人は怖い」

「浩司がいるじゃないか。彼の為ために頑がん張ばるんだろう」

　鵬珠はちらりと浩司を見た。そして法務官にもらった洋服をあれこれ思い出し、それのどれが浩司に似合うかどうかを想像する。

　着せ替え人形で遊んだことはなかったけれど、いまの鵬珠は母性に溢あふれていた。

　可か哀わいそうな浩司。大丈夫、わたしが何とかしてあげる。

「……わかった」と、鵬珠は決心した。

「浩司と一緒に行く。でも、どうやって行けばいいの？　また車？　それとも電車？」

「交通システムの使い方を教えてあげるよ。と言っても、車を呼んで、行きたいところを入力するだけなんだけどね。法務官なら、君の携帯でシステムを使えるようにしているだろう」

「あ、そうだ、法務官！　あの人に何か言っておいた方がいいかな？」

「いや、逆に何も言わない方がいい。浩司のことは彼の想定に入ってないだろうから。勝手なことをしたのがばれて、怒られたくないだろう？」

　それはそのとおりだ。鵬ほう珠じゆは、慌あわててコクコクと首を縦に振った。

「でも、虎とら風かぜ君にはちょくちょく連絡取った方がいいよね。で、繫つながったらこの家で待っててもらおうよ」

「いや、それもかけなくていい。そっちの方は、きっと、もう何の心配もいらない」

　さっき一回かけたけど、という言葉を鵬珠は吞のみ込んだ。何だか、彼の言葉に「むしろかけるな」というニュアンスが含まれているように感じたからだった。

　鵬珠は、リュックに浩こう司じを詰めて背中に担かついだ。そしてもう一度パソコンのディスプレイを覗のぞき込み、そこに表示される名前と住所を確認してから、逸いつ樹きにもそれを見せる。

「おっとっと…女の人にするの？」というのが、逸樹の感想だった。

「もちろん」

　逸樹に交通システムの使い方を教えてもらい、その通りに携帯を操作すると、あまり間を置かずに、一台の車が屋敷の前にやってきて停車する。

　鵬珠が車のシートに腰を下ろすと、「もうちょっと詰めて」と言って、逸樹が車の中に半身を入れてきた。彼は窮きゆう屈くつな姿勢のまま、座席の前にあるデジタルパネルを指差す。

「ほら、このパネルに住所を入力するんだよ。えっと、確か明石あかしだったよね」

「わたしがする！　このやり方は朝あさ見たもん。もう自分でできるよ！」

「そうかい、でもシートベルト忘れてるよ。それじゃ、僕はこれで。鵬珠、またね」

「うん、それじゃね」

　逸樹と別れ、車がゆっくりと動き出してから、鵬珠はぽつりと呟つぶやいた。

「どんな人かなあ、御み渡わたり姫き晴はるさんって。わたしと同じぐらいの体格の人だったらいいな」




　　　　　４




　虎風が膝ひざの上で小刻みな振動を感じたのは、山の小道からアスファルトに舗ほ装そうされた道路に出て車を呼び、とりあえず脅きよう威いが遠ざかるのを実感して、ほっと安あん堵どの息をついたときだった。

「？　あれ、電話？　……非通知の番号からだ」

「！　出てはいけませんよ！」

　携帯をポケットから取り出し、怪け訝げんに思いながら画面を見つめる虎風の手から、富ふ士じ城しろは携帯をひったくった。

　携帯はしばらく富士城の手の中でブブブ、とバイヴレーションの音を響かせていたが、ピタリと止まって留る守す番ばんメッセージを流し始める。ただいま、電話に出ることができません……。

「だ、誰からだったんだろ……？」

　虎風は青ざめて訊たずねた。富士城は携帯を虎風に返し、無言で顎あごをしゃくった──再生しろという意味だろう。

『……虎とら風かぜ君くんだね？』

　再生をタップすると、携帯が低い男の声を流し始める。

『……私は先ほど君にメールを出した者だよ。そこでも書いたが、君に至し急きゆう伝えなければならないことがある。教授のことだ。君がいまどこにいるのか知りたい。またしばらくしてからかけ直すから、今度は出てくれることを願う』

　相手方が通話を切るプツリという音が聞こえ、携帯は静かになる。車の中が二、三度冷え込んだように感じ、もともとしゃべらないナノカはもちろんのこと、虎風も富ふ士じ城しろもしばらく口を開くことができなかった。やっとの思いで、虎風が疑問を呈ていす。

「女の子の声じゃなかった。誰だろう……」

「声など、いくらでも変えることができます。タイミング的にも、語かた羅ら部べだと思いますよ。彼女と行動を共にしようなどと考える狂人はいるはずもありませんし、表おもて立だった協力者はいないでしょうから」




　車は海岸に近い小さな町まで走り、人ひと気けの多い商店街で三人を下ろした。

「どこに行くんだ？」虎風は訊たずねた。

「ひとまずカラオケボックスにでも隠れましょう。あまり外にいたくありません。目立ちますからね」

　三人は商店街のアーケードをくぐり、カラオケ屋を探した。

　途と中ちゆう文具屋で、ナノカが今後も意思の伝達を行えるようにと、阿あ万ま野の家けに忘れてしまった画用紙の代わりを買う。当のナノカは終始フードを被かぶった顔をうつむかせ、居づらさを感じているのが痛いほど伝わってくる。

　彼女は外に出たことがないのだろうか？　このような状態で、いままでどこで、どのように生活していたのだろう？　祖父が、秘密の場所で彼女の世話をしていたのだろうか？

　この人に心を許したわけではないが、これまで過ごしてきた不自由な生活を思うと、少しだけ──本当にほんの少しだけ──可か哀わいそうに思った。

「そこまで変な格かつ好こうには見えないから、そんなに居づらそうにしなくても大丈夫だよ。俺の友達にも重度の花か粉ふん症しようがいて、そいつ、この時期は似たような格好してるし」

「デリカシーのないことをおっしゃるのですね。ナノカは病気ではありませんよ」

「あんたに話してない。それに、俺は何も病気だなんて言ってないだろ」

「私はあなたがナノカに対して、同情の念を抱くのはおかしいと思うのです。彼女は特別優れているために、普通の人間に見えるようこのような姿をしているだけ。イヴの血を色濃く受け継ぎながら、できそこないとして生まれたあなたとは違いますよ」

　富士城のするどい言葉が、虎風の古傷をえぐった。

『どうしてできないなんて言うんだい？　お前は父さんと母さんの子どもなんだよ。できなければおかしいんだ』

　父の言葉が、頭の中で何度も反はん芻すうする。

　虎とら風かぜは世界言語を認識できるが、使うことはできない。認識に関しては確かに先せん天てん的てきな能力には違いないものの、単にそれだけでは胎たい児じの状態で手術を受け、世界言語を認識できるようになって生まれてくる普通の人間と変わらない。

　口の悪い者の中には、オフスプリオリでありながら世界言語を扱えない人間を〝失語症のアフエイジツクオフスプリオリ〟と呼ぶ者もいる。口にさえ出していなかったけれど、富ふ士じ城しろが患者という言葉に反応して虎風を皮ひ肉にくったのは、暗にこの呼び方を虎風に意識させようとしてのことだろう。

　虎風は悔しさで唇くちびるを嚙かみながら、視線を下に移した。

　幼い頃から自分は父母からだけでなく、周りからの期待も相当のものがあった……そう思う。

　不可能を求められているのではないか、と疑念を抱きながらも、それを努力不足に違いないと信じていた昔の自分は、失語症患者アフエイジツクのレッテルを極度に恐れていた。

　けれども虎風が成長するに従って、その言葉が現実味を帯び〝期待〟を〝失望〟へと書き換えられた周りの人間は、自分に憐あわれみの視線を浴びせてから離れていったのだ。

　そのとき、パン、と乾いた音が響き、虎風の意識を過去から引き戻した。

　何事かと顔を上げると、そこには、啞あ然ぜんとした表情で頰ほおをおさえる富士城の姿がある。

「ナ……ナノカ……？」

　富士城に向かい合って立つナノカが、何かをぼそりと呟つぶやいた。

「え？　あ、い、いけませんよ、しゃべっては……」

　一連の流れをポカンと眺ながめていたに過ぎなくても、どうやらナノカが怒って富士城の頰をはったのだということだけはわかる。

　商店街の空気がどよめき、周囲の人たちが、三人に好奇の視線を投げかけてきた。

　富士城はあたふたと戸惑いながら、「わ、わかりました、私がどうかしていました。彼に謝しや罪ざいをしますから、どうか落ち着いてください」と、言葉を選ぶように言う。そして虎風の傍そばにきて「申し訳ありませんでした。言葉が過ぎたことをお詫わびします」と頭を下げた。

　彼女の声はことさら大きく、虎風に向かってというより、ナノカに向けて発せられているようだった。その証しよう拠こと言うつもりはないが、すっと元の位置に戻った女性の顔には、調子に乗るなよ、と言わんばかりの表情が張り付いている。しかし彼女はそれ以上口を開かず、くるりと虎風に背を向け、何事もなかったかのように先頭を歩き出した。

　しばらく歩いていると、ナノカが歩調を緩め、最さい後こう尾びの虎風と並ぶような形になる。

「あ、その、ありがとう……って言うべきなのかな」

『私は差別的な言動が嫌い。私の異常性も生まれついてのものだから。でも、彼女のことも許してあげて欲しい。彼女はあなたに嫉しつ妬としているだけ』

「嫉妬？　どうして？」

『教授が、万が一のために用意しておいた対応策の中心に、あなたを置いているから』

「……でも、俺はじいちゃんから何にも教えてもらってないよ。普通、そんなに重要なことがあったら教えとくと思うけど」

「おしゃべりはもう少し後で」

　先導していた富ふ士じ城しろが振り返り、カラオケ屋の看板を指差した。「ほら、ありましたよ」

　するとナノカは富士城のカッターシャツの袖そでを引っぱり、画用紙を見るよう態度で促うながす。

「何です？」

『すべて説明すべき。いま敵が狙っているのは彼なのだから、もう無関係ではない』

　富士城は眉まゆをひそめ、ナノカの意図を汲くみ取るようゴーグルの奥をじっと眺ながめていたが、先ほどの一件も少し影えい響きようしていたのだろう、結局「……わかりました」と呟つぶやき、建物の中に入って行った。




「まず、何から説明しましょうか」

　外に不審がられないための措そ置ちとして、個室内には富士城が適当に選んだ曲が流れている。

「教授が任されていた任務から──ん？」

　富士城の隣となりに座るナノカが、さらさらと画用紙に何かを書いている。

『まず、私の異常性から見せる。その方が、話を信じてもらえると思うから』

「！　ナノカ！」

『いずれ知らせることになる。なら、早い方がいい』

「……わかりました。虎とら風かぜ、ここで見たことは他た言ごん無む用ようですよ。いいですね」

　そんなことを言われると緊張してしまう。虎風はごくりと唾つばを飲み込み、富士城の次の言葉を待った。彼女はまだ戸惑っているようだったが、ついに意を決したように説明を始めた。

「物質と世界言語の関係性はご存知ですね」

　祖父の本を暗あん記きするほど読んだ虎風にとって、それは簡単な質問だった。

「物質世界のそれぞれの概がい念ねんに必ず世界言語が対応する。でも、全ての世界言語に物質の概念が対応しているということは成り立たない」

「そのとおりです。物にはかならず世界言語が対応しています。というよりも、世界言語のそれぞれの言葉について、物質界で発現し得るものにだけ物質が対応する、という方が正しいかもしれません」

　そして物質界で発現し得ない言葉には、物質の形は与えられない。これはいまさら誰かに教えられるまでもない大原則だ。

　このカラオケボックスの壁も、マイクも、テレビも、すべて言語で構成されている。現に虎風の目には無数の文字が映っている。〝初めに言葉があった〟──これに、例外はない。

　しかしおもむろにナノカが手袋を外し、袖そでをぐいっと引っ張り上げたとき、虎風の常識は崩ほう壊かいした。それまでの彼女は確かに言語で構成されていた。しかしそれは手袋や服が、物質に違いないから、という理由に過ぎない。虎とら風かぜはそのときになって初めて、なぜナノカが自分自身の体を外部から一切見えないようにしていたのかを理解した。

　文字がない。彼女の手は、世界言語で表現されていなかった。

「右手だけではありませんよ。彼女の全身は、この世に存在する物質でありながら、世界言語で記されていないのです」

　呆ぼう然ぜんとして口を聞けなくなっている虎風に、富ふ士じ城しろは説明を続ける。

「世界言語が神の記した言葉だと言うのなら、ナノカは──彼女は、神の書き忘れた女性と言えるでしょうね」
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「昨日の午後二時頃に明石あかし特区で起こった、消えているべき文字が顕けん在ざいしてしまっている事態は、丸一日を経過してもいまだ収まる気配を見せません。政府は原因の解明を急ぐとともに、今回のことが事前に予測できなかったのかどうかを、公こう安あんに改めて問う姿勢を示しています」

　目的地に向かう車のカーナビが映すニュース番組を見て、出雲いずもは眉まゆをひそめた。

　またか、と思う。この手の事件が起きたとき、公安が叩たたかれるのは毎度のことだった。

　ゲストのコメンテーターが、自説を展開している。ある程度の知識はあるらしい。

「明石特区は寿じゆ命みようを迎えているのかもしれませんよ」と、彼は言った。

「というと？」キャスターの女性が、説明を促うながす。

「皆さんご存知のように、日本には五つのＭＰＷＬ指定特区がありますよね。そのうち明石特区がもっとも有名ですが、その理由としては、他の四つに先駆けて明石がその制度を取り入れたからです。明石特区は特区指定を受けてから三十七年の歴史を持ちます」

「そうですね。私の生まれたときから明石特区はありましたし、最も早はやあって当然の感覚です」

　そこで画面が、明石市を中心とした円えん形けい領りよう域いきから、いくつかの文章が並ぶボードに切り替わる。コメンテーターは、頷うなずいて言った。

「特区の構造は単純かつ明確です。ある特殊な文字を〝不良フォント〟として用い、領域内のすべての世界言語を消す。七十年ほど前に発見された非物質性の世界言語──メタグラムと言いますが──これを物質界へと移し取ることに成功した日本が、その文字を安置するため、三十七年前に選んだ初めての地区が明石ということになります」

　そこで、画面上の『Meta-Physical World Language』という文字がクローズアップされる。

「これがメタグラムの正式名称です。日本語では〝形けい而じ上じようの世界言語〟と呼ばれている、物質に対応してない文字のことを言います。

　翻ひるがえって、物質に対応しているのはPhysical World Language……フィジグラムと呼ばれ、我々の周りで認識できる文字の九割九分は、このフィジグラムになります。

　と言うのも、メタグラムは地球上に存在しないから……と言っていいのかはわかりませんが、いま確認されているメタグラムは、すべて宇宙資源とされているからです」

「火星探索チームは、いつも我々に大きなニュースを持ち帰りますよね」

「最近で言えばプロフェット号の業績が、記き憶おくに新しいと思います。彼らはモノリスの謎をまた一つ紐ひも解とき、我々の言葉でいう重じゆう力りよく子しの概がい念ねんを〝解答〟の中に見出しました」

　モノリスとの接触が、種の進化を引き起こす。かつての名作映画では、そう示された。

　現実は逆だった。進化した人間の認識が、モノリスを正しく捉とらえるようになったのだ。

「火星にある不ぶ気き味みな黒い一枚岩ブラツクモノリス。その周辺にメタグラムは密集して存在しています。人間の視覚が進化する前から、火星でモノリス自体は発見されていました。しかし、物質で表現されないメタグラムを、旧来的な視覚で認識することはできませんでした」

　モノリスを離れ、物質的フイジカルな世界と混在したメタグラムは、通常の──つまりは形けい而じ下かの──フィジグラムと異なる二つの性質を持つ。

　それは、自らの姿を消す性質と、そこを中心とした円えん形けい領りよう域いきにあるフィジグラムにその性質を伝でん播ぱさせる性質。

　その性質を利用した特区は、現在において、どうしてもその言語になじめない者たちの生活圏けんを確保するのに利用されるとともに、昔の人類がどのように物を見ていたかを知りたがる観光客がよく訪れる土地として、歴史的な価値を持っている場所でもある。

「また、世界言語を認識できるだけではなく、使用できる方々が出生を義務づけられる場所となっています。そしてさらに、世界言語に関わる罪を犯し、文字の認識できる場所にいると危険だと判断された者たちの、収容所を据え置く場所でもあります」

　コメンテーターは説明を続けた。

「メタグラムの沈ちん黙もく効果の領域半径は取り出した言語の量などの要素によって異なると言われていますが、大体が一～十キロほどの範囲で収まります。明石あかし特区の領域は約一一三平方キロメートル。これはつまり、メタグラムを中心とする円形領域が、半径約六キロ圏ということです。中心の発電研究機関では、メタグラムを利用した高こう効こう率りつ発電の研究が続けられていて、研究段階においてすでに、原子力、太陽光発電に次ぐ電力供きよう給きゆうシェアを誇っています」

「はあ、改めて聞くと、メタグラムは社会に大きな影えい響きようを及ぼしているんですね」

「そうですね。しかし今回の異変によって、メタグラムの未来が暗あん雲うんに満ちたものになるのではないか、という意見をお持ちの方の声が、いま現在非常に強くなっているんです。

　物質は朽くちます。メタグラムは物質的な概念でないため、そういったものはないと信じられていましたが、我々の認識と世界言語の付き合いは、まだまだ浅い。つまり、メタグラムにも耐たい用よう年数があったのではないか、と、そう疑われているのです。メタグラムは文字であり、文章であり、同時に本でもあります。〝バベルの図書館〟はご存知でしょうか」

「えっと……モノリスを覆おおう建物ですよね。物質で構成されていない」

「ええ、そのとおり。火星の建物──もちろん、これも便べん宜ぎ上じよう建物と呼ぶに過ぎませんが──この〝バベルの図書館〟は、大量のメタグラムが層を成す構造をしており、空間的な概がい念ねんを当てはめたところ、大きさは国立図書館と同等ほどとのこと。

　それとの出会いは、人類にとって衝しよう撃げきでした。物質を表現しないこの文字群は、いったい何を表現しているのか？　火星において物質化していない膨大な量の世界言語を目にした人類が、まず直ちよつ観かんしたのは、ここには世界の〝解答〟が記されているのではないか、ということでした。

　言い方を変えれば、この建物には意味を表現し得るすべての組み合わせがあるのではないか、と」

「何だかそれは、少し突とつ飛ぴな発想にも思えますが……」

「そう思われる方がいても不思議はありません。しかしもう少し補足しておくと、〝バベルの図書館〟の名前自体は、これは二十世紀のアルゼンチン作家、ホルヘ・ルイス・ボルヘスによって書かれた短編作品の中に同じ名前を見つけることができます。

　ボルヘスの書く図書館の中に収まる本は、すべて二十二文字のアルファベット、空白、コンマ、ピリオドの合計二十五種類の文字によって表現され、また同じ本は二つとないとされているんです。だからそこで働く司し書しよたちは、〝バベルの図書館〟が二十五文字で表現し得るすべての組み合わせを納めていると考えています」

「ん？　二十世紀と言うと、世界言語は……」

「ええ。もちろん、発見されていません。いまのは旧きゆう来らい的な言語の話だということ。実は、火星にある建物の名前の由ゆ来らいは、ここにあるんですよ。発見から少し経たって、その建物の呼称が必要になったとき、ボルヘスの書いた作品を連想する者が多かったため、〝バベルの図書館〟の名前が付いたとのこと。その連想の理由が、先に述べた直観ということです」

　世界の〝解答〟。

　ほとんど期待と言っていいものに過ぎなかったその直観は、〝バベルの図書館〟に内ない包ほうされるいくつかの世界言語が解読された結果、その箇所が、これまでの科学者が発見提示した証明済みの法則を表現しているとわかったとき、確信に変わった。

　もちろんこの図書館が一つで世界すべての規則を表現しているわけではなかったとしても、これだけの量の世界言語があれば、まだ人類が発見していない法則を見出すことができるのは確実と信じられた。

「モノリスは触れた存在を高次へと導く。人間は、ついにその秘密を認識できるところまでやってきたのだ！　──熱ねつ狂きようした人々はそういった経けい緯いで半世紀以上、火星に出向き、未知の言語の解かい読どくに力を費やしています」

「ただここまでのところ、あまり成果は芳かんばしいとは言えないようですが……。プロフェット号の成果を入れても、確か解読は二割ほどしか進んでいないんですよね？」

「おっしゃるとおりです。加えて、その二割もほとんど既き存そんの法則を確かめるだけに終わっているので、これを順調と呼んでしまっては、いささか自己に課すハードルが低いと言わざるを得ませんね。だから、その解かい読どく作業が別の形で思わぬ要素を社会にもたらしたことを考こう慮りよの対象外にしてしまうと、人類がメタグラムとの遭そう遇ぐうからいままでに発見できた新事実は、ほとんどなかったことになってしまいます」

「それが、メタグラムの不良フォントとしての特性ですね」

「そうです。思わぬ要素──これは解読を済ませた文章の取り扱い方によって生じました。現在、〝バベルの図書館〟において解読が済んだメタグラムは、世界言語に直接影えい響きようを与えることのできるオフスプリオリによって物質界に移し出されます。彼らのコンパイル機能が利用されるのです。これは初め、他の文章の解読の邪じや魔まになるため、図書館を形成するメタグラムを少しでも減らそうとした結果に過ぎなかったのですが、取り出された文字が極めて特殊な作用を物質界に及ぼすことがわかってからは、積極的に採用されるようになりました」

「特区の誕生。そして増設ですね。メタグラムの利用価値は計り知れません」

「阿あ万ま野の湫しゆう市いち教授の発見した、フレイムアウト・エネルギーの研究もその一つですね。完全にクリーンで、かつ高効率なエネルギーというのは、人類の理想です。物理的概がい念ねんを完全に超えてしまっている。私のいま紹介した説が正しくないことを祈りますよ。〝メタグラムは、未来永えい劫ごう力を失わない〟──この前ぜん提ていが崩れてしまうと、すべての理想が成り立たなくなりますからね」

「なぜ明石あかし特区に、ないはずの世界言語が現在発生しているのか。いまのところ大きなトラブルは報告されていませんが、住民からは今後の生活を危ぶむ声も出てきており、事態の早急な収しゆう束そくが望まれています。おや、そろそろお時間のようですね、今日はありがとうございました」

「ええ、ありがとうございました」




「……知らぬが仏ほとけってのは、このことですね」

　カーナビの画面から目を離し、出雲いずもはため息交じりに呟つぶやいた。

　いまこの明石特区を、公こう安あん警察に所属する出雲と都つ筑づきが走り回っているのは、ここで昨日起こり、現在も進行中の異変を解決するためだ。

「人が七人も死んで、オオトリみたいな怪物が野放しになってるってのに。上は、いつそのこと発表するんでしょうね。あの教授はある程度体も修復されてたから、心臓マヒとか言って適当に誤ご魔ま化かせたとしてもですよ？　白しら川かわなんて壁と一緒くたにされてたし、鶴つる野のは頭が欠けてるんだから。遺い族ぞくへの説明もあるでしょう」

　特区の責任者は、法ほう務む省しようの公安調ちよう査さ庁ちようとそれぞれの地域の公安警察が務める。二つは世間から〝公安〟と一くくりにされるけれども、情報の行き来はほとんどないし、弊へい害がいの方が強いくらいだ。今回の対応が不明確なのも、そのことに起因しているのだろう。

　問題が起こるたび、逮たい捕ほ権けんや強制調査権けん限げんを持たない公こう安あん調ちよう査さ庁ちようを置いて先に動くのは決まって現場の公安警察の方だし、もう法ほう務む省しようは特区から手を引いてくれないか、というのが出雲いずもの率そつ直ちよくな感想だった。

「……そりゃあ、俺達ぺーぺーは言われたことをやることしかできないですけど、だからって納得できないですよね。明石あかし研究所の〝本〟だって、公安調査庁の管かん轄かつじゃないですか。きっとあいつら、ずさんな管理をしてたに決まってるんだ。何で俺達があいつらのケツを拭ふかなきゃならないんですか。ねえ」

　同意を求めて隣となりにちらりと視線をやったものの、何の返答も返って来ない。黙って煙草たばこをふかす都つ筑づきに対してイライラがつのってくる。

「都筑さんは悔しくないんですか？」

「十三年前は、俺もお前と同じ気持ちだったよ」

「十三年前？」

　都筑は頷うなずいて、煙草を携帯用の灰皿にしまう。

「そう。その時分、十分くらい明石特区で世界言語が見えるようになったことがあったろ」

「噂うわさには聞いてます。俺、そのときはまだ学生で大阪にいました……十三年前かあ、そう言や、あのときは良かったなあ。学校前の道には安い定食屋が多くって、ゲーセンだって三つもあったんです。毎日クレーンゲームに明け暮れて、取った商品をネットオークションで売りまくってましたよ。ああ、すいません、明石特区の話でしたね」

「……俺もまだ公安部に入りたての頃だ。当時は、俺もお前と同じように悔しかったよ。結局調査庁の奴らに〝原因不明〟のまま片づけられてしまったからな」

「今回も、その手で来るんですかね」

「いや、無理だろう。今回は異変の時間が長すぎる。どこかに責任を取らせて世論を納得させないと、社会の追及が厳しくなる。不ふ確かく定てい要素を持ち込んでいることへの不満ってのは、常にあるからな。原発に不ふ具ぐ合あいが生じるたびに、その管理者が槍やり玉だまに挙げられてたのと一緒さ」

「責任って……まさか調査庁の奴ら、公安警察の方にそれを投げてくるんじゃないでしょうね」

「さあな、そこまでは知らん。でもな、責任を取るのは数人でいいんだ。まず架か空くうのテロリストを用意するだろ。この領りよう域いきを形作ってるのは研究所の本だってことくらいみんな知ってるんだし、このテロリスト連中にその本を奪われたってことにすればいい。特区の領域が復活したら本を取り戻したって発表して、そいつらを罰すればいいだけだ」

「都筑さん、それ本気で言ってるんですか？」

「冗じよう談だんに決まってるだろ」

　そんなことをするのは先の時代の特とつ高こうや公安の話だ。陰いん謀ぼうをでっち上げ、虚きよ構こうを罪として人を罰する。国家の強い後うしろ盾だてもあり、それらは余計始し末まつが悪かった。

　出雲いずもは、ふと気になったことを訊たずねた。

「ところで都つ筑づきさん、本はちゃんと明石あかしの科学館にあるんですよね」

「さあな。そいつの状態はじきに、法ほう務む省しようを通して公こう安あん調ちよう査さ庁ちようから連絡が入るだろ」

「そんなこともわからないのに、よく上は俺達に働けなんて言えますよね」

　出雲と都筑が行っている捜査も、また妙なものだった。それは昨日、世界言語が特区に姿を現したときを起点として、行方ゆくえがわからなくなっている人間を探す、というもの。恐らくはオオトリが行く先々で起こすであろう事件を調べ、彼女を追いかけるという意味合いがあるのだろうが、もっと効率よく彼女を確保する方法もあるのではないか、とも思う。

　彼女の確保はそれほど念入りに、ということだろうか？　伝えられたオオトリの能力には、確かに信じられないところもある。

　そんなことを考えていると、都筑が「大丈夫か、腐るなよ」と声をかけてくる。

「何言ってるんですか。そりゃ、もちろんですよ。俺は上に行かなきゃいけないですからね。不ふ貞て腐くされて滞とどこおってる時間なんてないんです。俺がこの体制を変えてやりますよ。愛と平和が、この世界には必要なんですから」

「そうそう、お前はさっきいいこと言ったよ」

　都筑は煙草たばこを取り出した。

「俺達はいま、言われたことをやることしかできないさ」
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「あなたはなぜ教授が明石特区で生活を始めたかご存知ですか？」

　ナノカの秘密を知り、いまだ興こう奮ふんが冷め切っていない虎とら風かぜに向かって、富ふ士じ城しろは訊たずねた。

「……隠いん居きよしたいって、そう言ってた。父さんは無む茶ちや苦く茶ちや怒ってたけど」

「それが事実なら、あなたのお父さまがお怒りになるのも仕方のないことでしょう。世界言語の第一人者が引退などと」

　祖父の研究テーマのもっとも大きいものは、世界言語と存在の関わりを知ることだった。言語は存在を表すが、同時に隠してもいる。真の姿を知るためには、その言語を正しい姿に直してやらなければならない。プラトンを引用するならば〝影から原型イデアを知る〟ことが、彼の目的だった。

　そこから、二つの分ぶん岐きが生まれた。一つは、構成要素を言語レベルで組み立て直した〝銀〟を利用した新エネルギー開発。祖父に言わせれば、それは銀のイデアに辿たどり着く過程で得た副ふく産さん物ぶつだそうだが。

　祖父の発見した金属は、正式名称をコンパイラ銀といい、オフスプリオリの命めい令れい行こう為い自体を保有する特とく性せいがある。この特性は文字を認識していたオフスプリオリが特区において力を失ったとしても失われない。

　コンパイラ銀と、その力の対象となるメタグラムを利用した電力研究は〝枠の外フレイムアウト〟エネルギー開発と呼ばれ、物質的概がい念ねんの外に崩ほう壊かいや悪あく影えい響きようを置き去りにできるため、完全にクリーンなものとして高い評価を受けている。

　このコンパイラ銀の民間利用及び、エネルギー開発が阿あ万ま野の家けに大きな栄えい誉よをもたらしたもので、両親が祖父より受け継ぎ、いまも継続されているものだった。

　分ぶん岐きした研究のもう一つは、人の真実に迫ろうとするものだ。

　祖父は物質と精神の関わりをこれまで以上に明らかにすることで、理想への到達が可能だと考えた。人の精神を物質的観かん点てんから観察可能なものと論じ、実際に精神の認識を果たしたとまで言った。その研究は物質的精せい神しん論ろんと呼ばれ、実際それは、「思想家としての阿万野湫しゆう市いち」の考えに大きな影響を及ぼしているという。

　前者が世に喝かつ采さいをもって受け入れられている一方で、後者にはみな眉まゆをひそめ、大した評価は受けられなかった。中には、それを眉まゆ唾つば物ものと嘲ちよう笑しようする者さえ現れた。両親も祖父に、そんなわけのわからない研究よりも本来の研究を続けた方がいい、と何度も忠告し、それが亀き裂れつを生むことになった。

　しかし虎とら風かぜの見るところ、祖父が興味を持って取り組んでいるのは思想学問の方だったし、周囲の声が彼のモチベーションを下げ、身を引くことに繫がったのだと理解していた。両親──特に父は、祖父の力を借りたかったのだと思う。最後の最後まで、精神研究を止めるのは大いに結けつ構こうだが、引退などせず、担になうべき分野に帰って来て欲しいと訴えた。

　虎風がそのことを伝えると、富ふ士じ城しろは複雑な表情を浮かべる。

「確かに教授がエネルギーやコンパイラ銀の研究を続ければ、もっと世界に貢こう献けんできたはずでしょうね。しかしあの方は、さらに重要で、果たさなければならない役目をお持ちだったのです。そのために、特区の領りよう域いき内にい続けなければならなかった」

「役割……。じいちゃんが……？」

「そう。順を追って説明しましょう。虎風、あなたは図書館にある本を読みたいと思ったら、どうしますか？」

　唐とう突とつな質問に、虎風は戸惑った。「え……借りて読む？」

「もしくは図書館の中で読む、でしょうね。仮に、その図書館が本を貸し出していない場合、後者の方法しか取ることはできません。バベルの図書館もそうです。本来、ブラック・モノリスから一定の距離にある場合にのみ、メタグラムは自己の閲えつ覧らんを許すのです。そこから引き離された場合、自己を周囲のフィジグラムごと消す。これを利用しているのが特区というわけです。ここまではおわかりいただけますね？」

「うん」

「いままでが一般的に公開されているお話。ここからが、教授の役割のお話になります。しかしその前に、少しメタグラムの話をしなければなりません。不良フォントと呼ぶには、あまりにも理性的な文字の話を」

「理性的？」

「ええ。メタグラムは理解不能な存在などではなく、忠実に命令を実行しているだけの文字なのですよ。メタグラムの形状部分を読み解くと、常にその文字には所しよ与よの効果領りよう域いきがあり、その領域内に必ず一つ、基準点の概がい念ねんがあると示されていることがわかります。その基準点に関するプログラムは二に進しん数すうで組まれていて、そこに代だい入にゆうできるコードは、モノリスかそれ以外か、というもの。そして全体の文章は、我々がプログラムでよく使う〝If文〟にとても似ていて、基準点にモノリスが入力されている、もしくは効果領域内に基準点がない、という場合には〈領域内のすべての文字を顕けん在ざいさせる〉というコマンドが発動し、それ以外の〝何か〟が基準点に入力されると、そのコマンドが消え、〈領域内のすべての文字が消える〉現象が起こるのです。

　基準点への入力の方法はいたって単純。領域内に基準点がない場合に、新たな〝何か〟に力を行使されること。それで、その〝何か〟がメタグラムに新たな基準点として認識されます」

「はあ？　ちょっと、待って。急にわけわかんなくなったんだけど……」

「うーん、別の言い方をしましょうか。要は、メタグラムが略りやく奪だつ者しやを覚えているということです。自分を火星から連れ出した張ちよう本ほん人にんを。そしてモノリスを離れてからは、それを基準に閲えつ覧らんの許可を出すことをやめ、略奪者を基準に物事を捉とらえるようになります。

　一定の効果領域を展開し、その範囲内に略奪者がいる場合に、すべての世界言語を消し続けるようになるのです。言うなれば、基準を取ること以外は真ま逆ぎやくの性質に変わってしまう。そして、その略奪者が自己の領域を離れたときは、周りのフィジグラムと共に自らの情報を開放します。生き物みたいでしょう。近くに危険な略奪者の気配を感じなくなると、メタグラムは姿を現すのですよ」

　これなら、何となく理解できる。

「それって、つまり……特定の誰かが特区の中にいないと、特区は成立しないってこと？」

「正にそのとおりです。沈ちん黙もくの傘かさを支える人間が必要だということですね。そしてこの基準点は、コンパイラ銀では代用が利かないようです」富ふ士じ城しろは頷うなずき、続けた。

「メタグラムの基準点、つまり対象者は一人でもことたりますが、念を入れて三人体制で役割を果たしていたという話です。そして彼らが誰なのかは秘密とされていました。ただ特区がいま力を失っていることを考えると、すべて正体を暴かれ、領域外に連れて行かれてしまったり、命を落としてしまったのでしょう。

　その一人が阿あ万ま野の教授。十三年前、教授は、その二十四年前に火星から日本にメタグラムを持ち帰った前任者から引き継ぎを受け、新たな対象者の一人となったのです。ですが実は、私も教授がその任を与えられていたことを知ったのは昨日のこと。それまでは、もっと別の人間がその役目を果たしていると思っていました」

「……特区が力を失ってるって……」

「ニュースを見る余よ裕ゆうがなかったのですね。それも仕方のないことです。いま、明石あかし特区は期待される機能を一切失っていますよ」

　そう言って富ふ士じ城しろが携けい帯たい画面上に映し出す半はん透とう明めいなスクリーンには、彼女の言葉を裏付けるニュースが流れている。虎とら風かぜはぽかんと口を開けた。

「……大変な事態です。もう説明するまでもないと思いますが、ナノカはあなたが最初に言ったように、別に教授に引き取られて生活していたわけではありません。教授の支える領りよう域いき内で、普通の生活を送っていたのです。すべての世界言語が認識できなくなっていれば、彼女の体が世界言語で構成されていないことなど誰も気が付かないでしょう。教授がナノカを守り続けていたというのは、つまりそういう意味なのですよ」

　富士城はちらりとナノカに目をやる。

「恐らく何者かが明石研究所の本を移動させ、特区の中心をずらしたのでしょう。その結果、淡あわ路じの特別収容所が効果領域から外れてしまった。昨日、教授はそこにいたのです。運悪く、ではなく、確実に何者かが狙ってその状況を作り出した」

「ど、どうしてじいちゃんはそんな危ないところにいたんだ！」

　祖父の死が誰かによって仕組まれたものだと聞いて、どうしようもない理り不ふ尽じんさを感じてしまう。体が熱くなり、祖父をそんな目にあわせた奴を引き裂いてやりたい衝しよう動どうに駆られた。

「教授は語かた羅ら部べ鵬ほう珠じゆの力に興味を持っていました。彼女に社会の仕組みを教え、道徳と倫りん理りを再教育すれば、正しく力を使えるようになると信じていたのでしょう。もちろん、教授がなぜその力に興味を持ったのかは疑問ですが」

　虎風は、インターフォンのカメラに映っていた赤い瞳の少女を思い出した。

「馬鹿なことを考えてはいけませんよ、虎風。次に電話がかかってきたとしても、絶対にとってはいけません。いいですね」

「……」

「私たちは彼女を直接どうにかしようなどと考えてはいけません。危険すぎますから。そうではなく教授の任務を引き継ぐことで、世界言語を消す領域を復活させることを考えるべきです。もう一度力を失わせて収容所に入れ、司し法ほうの裁きを受けさせましょう」

「……そんなこと、できるのか」

「領域を維持する引き継ぎ自体は、日本にある既き存そんのメタグラムを利用すればできます。誰かを新たな基準点として認識させればいいだけです。その役目は私が引き継ぎます。私は世界言語を扱うことができますし、あとは動かすべきメタグラムが一ひと文も字じでもあればいいだけです」

「……でもメタグラムの載のってる本が、いまどうなってるのかは、わからないんだろ……？」

「〝龍たつ雲ぐも〟のファイルには、これが沈ちん黙もくの文字につながる鍵だと書かれていたのですよ。沈黙とはすなわち世界言語を消すという意味に相違ありません。私はこれを読んだとき、教授が明石あかしの研究所以外の場所にも文字を隠していたと確信しました。これを探し出せばいいだけです」

　だけ、という言葉を富ふ士じ城しろは強調して言った。

「その文字を再び明石特区のメタグラムとして運用すれば、語かた羅ら部べ鵬ほう珠じゆに力を失わせる領りよう域いきを確保できます。そして何より、ナノカの生活を守ることも。私たちは、今回の騒動を起こした何者かがナノカの存在に気付くまえに、沈黙の文字を見つけ出さなければなりません」

「それが、あんたのいう〝箱〟の中に入ってる……？」

「ええ。その文字は教授からある程てい度ど離れた場所に保管されている必要がありました。というのも、その文字の領域に教授が入ってしまうと、もう一つ特区が出来上がってしまうため、文字を秘密のままにしておくことができないからです……そして、虎とら風かぜ、あなたは確か特区の外にお住まいでしたね。教授が文字を隠す場所としてあなたを選んだのは、そういう整せい合ごう性せいがあったということでしょう」

　それからしばらく、富士城は押し黙っていた。

　自分の中に大量の情報が入って来て戸惑っていた虎風は、その時間を使って、富士城の話が本当かどうかを考え続けることになった。彼女の話は確かに真しん実じつ味みがないわけではないけれども、にわかには信じがたいことも事実。特区がそんな仕組みで形作られていたなんてとても信じられないし、祖父の役割も何だか現実離れしすぎているような気がする。

　しかし虎風の理性的な物もの差さしは、ナノカによって完全に使いものにならなくなっていた。

　常識外の存在。彼女がこの世界で〝有り〟なら、どんな突とつ拍ぴよう子しのないものでも常識の範はん疇ちゆうに収まってしまうように思える。

「……言語で体が構成されてないことの、何が問題なんだ」

　何を聞けばいいのかわからない虎風が思いついたのは、そんな質問だけだった。

「一般的な感覚として、人が理解の外にあるものに好奇の眼まな差ざしを向けてしまうことは御理解いただけませんか？　そして不必要にそんな注目の対象になりたくない、と思うことも」

　噓うそは言っていないが、本当のことも言っていない。富士城の態度はそんな感じだった。

　結局、色々な疑問に答えを見出せないまま、虎風はうつむき、祖父を思い出してもう一度悔し涙をこぼした。




　時刻が午後四時を迎え、流石さすがにカラオケボックスで夜を越すことはできないと判断したのだろう、富士城は今日の宿を探してくると言って出て行った。

「いまは夏のシーズンも外れていますし、海水浴場の近くを探せば一晩を過ごせるくらいの空き家があるかもしれません」

　その際、彼女は四つほど指示を出した。ここから絶対に出ないこと。非通知の電話がかかってきても、絶対に取らないこと。もう一度よく考え、思い出せるものは思い出しておくこと。そしてナノカに不ふ埒らちな行為を働かないこと。

　最後は冗じよう談だんかと思ったけれど、富ふ士じ城しろの顔からは本気としか読み取れない。

「そ、そんなことするわけないだろ！」

「当たり前です。ですが、私があなたに好意的でないことは十分ご理解いただけていると思いますし、万一──万一ですよ、ナノカがあなたによって精神的な苦痛を受けるようなことがあったら、そのときは覚かく悟ごしていただくことになります」

　しつこいほど念を押し、富士城はようやくその場を後にする。

　ドアが閉まってから、虎とら風かぜは脱だつ力りよくして、席に深く沈み込んだ。ナノカはあきれたように肩をすくめながら、次の曲を入力している。

　虎風はスピーカーから流れる曲を聞き流し、ぼんやりとしたまま携帯の画面を表示させた。すると、いつの間にかメールが入っているのがわかった。送り主は姫き晴はるだった。

『さっき伝え忘れてたけど、トラくんの記録抜きました[image: ]』

　それを見て、そのメールが遠い過去から送られてきたような感覚に陥ってしまう。

　虎風と姫晴は〝フラスコ〟に最近アップロードされたゲームで、点数を競せっていた。自分の日常はいたって普通のはずで、可愛かわいらしい女の子に胸をときめかせたりする時間があれば、それで幸福を感じることのできる平々凡ぼん々ぼんとしたものだったはずだ。

　何気ないそんな生活が、ひどく懐かしいものに感じてしまう。

　姫晴はもはや、虎風にとって別べつ次じ元げんで生活している存在だった。昨日までの日常であり、平和な生活の象しよう徴ちようと言っても過か言ごんではない──ゆえに、数時間後自分のガールフレンドの不幸を聞くことになるなどと言われても、夢にも思わなかっただろう。




　　　　　※




　物入れを漁ると、大きな旅行用のトランクケースを見つけることができた。容量は申し分なし。帰りは大荷物だ。

　トランクの中に荷物を放り込み、ケースをパチンと閉める。望むものを手に入れた鵬ほう珠じゆは興こう奮ふんしながら、はやく神こう戸べに戻らなきゃ、と思った。

　リビングから出ようとしたとき、自分と浩こう司じにとって唯ゆい一いつ必要ないパーツが、こちらに恨めしげな視線を送っているのに気付いて、おやっとなる。

「何？　何か言いたいことでもあるの」

　彼女とじっと見つめ合ううちに、不ふ愉ゆ快かいな気持ちがむくむくと膨ふくれ上がってくる。

「もうこの体はあなたのものじゃないもん。いままでずっと使ってきたんだから、そろそろ必要な人に譲ってくれてもいいでしょ」

　鵬ほう珠じゆはトランクを後ろ手に持ち、彼女の視線から隠すようにした。

　嫌らしい娘だな。過ぎてしまったことをぐずぐずと責めてくるなんて。

　鵬珠は彼女を無視することにして、ふん、と鼻を鳴らしてからその場を後にした。

　リビングにはもう一人、彼女の母親と思われる女性だったものが転がっていて、通路に出るためにそれを避けなければならなかった。

　玄げん関かんまでトランクを転がして行った鵬珠が、そこで予期せぬプレゼントに遭そう遇ぐうしなければ、帰路はもっとイライラしたものになっていたかもしれない。家に入ったときには気付かなかったけれど、玄関脇わきに細長い箱が置かれていて、その中にきちんと折りたたまれた状態で、新品の衣類が入れられている。白色を基調としていて、胸元に赤いリボン。

　鵬珠の目は釘付けになった。

「可愛かわいい！　セーラー服だ！」

　法ほう務む官かんからもらった服の中にはこんなものはなかったし、この体のサイズにピッタリ合うように作られた服を持っておきたかったし、もう誰もこの服に袖そでを通さなくなるのは絶対に寂しいことだと思ったし──とにかく、結局鵬珠はセーラー服を持って行くことにした。

　けれども一つ手に入れてしまうと、もっと欲しくなるのが人間の性さが。

　セーラー服を見るまで早く帰ろうと思っていたにもかかわらず、気付いたときには、鵬珠はもう一度階段を上り、洋服ダンスを物ぶつ色しよくしようと、『姫き晴はる』とプレートのかかった部屋に入り込んでいた。きっとこの体に似合う服が、取り揃えられていることだろう。

　部屋からは年とし相そう応おうの女の子の雰ふん囲い気きが感じられる。ところどころにピンク色や黄色が使われ、ベッドやタンスの上には、ゆるいキャラクターのぬいぐるみが置かれている。

　服を探そうと部屋を横切った鵬珠は、本棚に見たことのない種類の本がたくさん並んでいるのを見つけた。近付いてみると、本はその題名に『プログラミング』や『ゲーム』という言葉が書かれているものが多い。最近の女の子はこんな専門書を読むほど頭がいいのだろうか。

『ゲームと現実の境きよう界かい』と題された本を抜き出してパラパラとめくっていると、黄色いマーカーが引かれている箇所を見つけて、ピタリと手を止める。




　──ゲームには様々な制約があるが、それを定めるのは当然のことながら、そのゲームをつくる製作者であって、彼らは自分の世界に好きなだけ手を加えることができる。

　そして世界を提供されたプレイヤーは製作者によって定められたルールに従いながら、そのゲーム内を動きまわる。

　これは現実世界でも同じことだ。現実でもあらかじめルールは決まっていて、発見することができるにしても、そのルールに抗うことなく生活しなければならない。ここでいうルールとは人間が定めた法律や規律を言うのではなく、自然界の現象や物理法則のことである。ゲームと現実との違いは、現実では世界の提供者を見つけることができないところにあった。

　けれども、世界言語、とりわけ火星で発見された非物質性の言語（ＭＰＷＬ＝メタグラム）が、ゲームと現実の境界をあいまいにしたように感じる者は多い。

　というのも、世界のルールが表記されていると信じられるその文字群が発見されてから、そこに別の新しいルールを追加しようとする研究が続けられてきたところ、ついに人類がその試みを成功させたからである。

　人類はメタグラムの力によって、新しく世界を縛るルールを一つだけ作り出した。

　神秘的、あるいは魔術的とも言えるこの法は、一般的に〝魔法〟と呼ばれる。

　人類は〝プレイヤー〟としてルールを受け入れるだけの存在から脱却し、この世界のルールを形作る〝製作者〟としての地位を築き始めている──




　魔法！

　鵬ほう珠じゆはその箇所を読んでハッとなった。同じ言葉が阿あ万ま野の湫しゆう市いち教授の本にも出ていたはずだ。

　確かこう書いてあった──新たな法を〝魔法〟と呼ぶなら、我々はみな〝魔法つかい〟になる。ただ我々は魔法を〝使う〟のではない。そうではなく、魔法に〝仕える〟のだ──

　あの教授の本は随ずい分ぶん前に書かれたらしく〝魔法〟は概がい念ねんに過ぎず、それは、世界にルールを追加する研究だったはずだ。

　しかしこの本には『ついに人類がその試みを成功させた』とある。

　それにしても、何だか最近こんな本ばかりを読んでいる気がする。ひょっとして、またあの教授が書いた本かな、と思った鵬珠は、著ちよ者しや名めいを確認しようとして本をひっくり返した。

　その名を確認した途と端たん、鵬珠は天地が逆さまになったような感覚に陥ることになる。

　背せ筋すじに悪お寒かんが走り、体の震えが止まらなくなった。

「え……ど、どういうこと……？　これ……？」

　そこにはこう書かれていたのだ。一文字だけ、違う。

　──語羅部鳳珠、と。




　　　　　※




　富ふ士じ城しろがカラオケボックスを出て、一時間ほどが経たった頃だった。

　虎とら風かぜはナノカに他愛たわい無ない話を振り、彼女は画用紙に答えを返す。そんなやりとりが続いている。彼女との会話はゆっくりとしたものだったけれど、時間の経過とともに発言権が失われていく普段の会話と違い、じっくりと考えて発言できるため、より思考がまとまるのを感じる。

　近くで、メールをしているような感覚だった。

　何度かの意い思し疎そ通つうを経て、虎風が彼女について思ったのは、この女性が富士城と違い、随分と理性的であるということだった。こちらへの細かな配はい慮りよを感じるし、何より、虎とら風かぜを巻き込んでしまったことへの責任も感じているらしい。富ふ士じ城しろとは随ずい分ぶん違う。

　そこで虎風は今度、あの無ぶ遠えん慮りよな女性について訊たずねてみることにした。

「富士城さんって、いつもあんな喧けん嘩か腰ごしなの？」

　するとナノカのマスクが、ふすっと音を立てる。どうやら笑ったらしい。

『彼女にとって〝否定〟がもっとも意味を持つということに関してなら、否定はしない』

　これまで明めい瞭りように回答を返していたにもかかわらず、ナノカは急に意い味み深しんになった。

「どういう意味？」

『能力に優れているため、他人の痛みに鈍感なところがある』

　虎風は眉まゆをひそめた。「あの人はオフスプリオリだ。それだけで自分が他の人より偉いとか、勘かん違ちがいしてるんじゃないの」

『それだけではない。彼女は昔、〝メフィスト〟に通っていたことがある』

「メフィスト？」

　唐とう突とつな単語に、しかし虎風は、思い当たるものがあった。

「……ああ、魔法の理論をつくったところだっけ？」

『世界言語の研究機関。彼女のことが知りたければ、都つ筑づき亘わたる教授の論文を読むといい。そこでは、オフスプリオリの中でも、特に変わった力を持つ者たちが紹介されている』

「それって、勝手に読めるの？」

『無理だが、私が持っている』

　虎風がどう反応していいかわからず黙っていると、ナノカは『読みたい？』と訊ねてくる。

「弱点とか、そういうのが載のってたりしないかな」

『むしろ、強みが載っている。あなたは彼女のことを正しく理解しておいた方がいい』

「はあ？　なんでさ？」

『あなたを巻き込んでしまった。今後、あなたは彼女に身を守られることもあるだろう』

　ナノカには、妙な凄すご味みがあった。

『雪ゆき乃のの力が紹介されている章のデータをアップロードしよう。どこかいいサイトは？』

　一瞬虎風の中に〝フラスコ〟が浮かんだが、あれはゲーム専用だ、と思い直す。そこでナノカには、うーやんが姫き晴はるにセクハラを働いたＳＮＳを教えることにした。

　ナノカの手て際ぎわは良かった。サイトページに更新されたデータファイルを虎風がダウンロードしたのを確認すると、間を置かず、すぐにそれを抹まつ消しようする。

『読んで、彼女の印象が変わればいいのだが。私は、あなたと彼女に仲良くなって欲しい』

　虎風は「それは無理かも」と言ってから、ざっと都筑亘という研究者の論文に目を通した。

　最初は認識について論じられ、次に、それが世界言語の領りよう域いきへと当てはめられている。

　しかし世界言語を扱うことのできない虎風にとって、中々、理解は難しい内容だった。




　事象を認識した脳が〝好ましい〟という正せい方ほう向こうの信号を発するとき、その信号の程度が同じ──要は〝好ましさ〟の程度が同じ──だったとしても、それぞれの視界が捉とらえている対象が同事物であるのは、実際のところ少ないという。

『そこは、異い性せいの顔立ちを評価するときと同じ』

　疑問を呈ていする虎風に、ナノカは画用紙に書いて答えた。

「異性の？　どういうこと？」

『目や唇くちびるのかたちを好意的に捉える人もいれば、全体のバランスを重視する人もいる。でも、彼らが得ている感覚自体は同じ』

「ああ、ここにも書いてあるな。なぜそのようなことが起こるのかと言えば、二人の〝認識〟が違うから、としか言いようがないって」

『〝世界言語についても同じことが言える〟』と、ナノカは続けた。『論文の九ページを』

　その箇所までページを飛ばすと、彼女の言葉と同じ文章を見つけることができた。

「えっと？　世界言語についても同じことが言える。同じ集合的統一体ゲシユタルトを見ていても、その中で、かたちを表す文字を印いん象しよう強く認識する者もいれば、硬度や熱の認識を得意とする者もいる。このことは、世界言語を扱うことのできる者にとって、さらに顕けん著ちよに表れてくる。彼らにとって〝好ましさ〟を与えてくる文字は、扱いやすい文字と等号で結ばれる……」

『つまり、扱うのが得意な文字ほど、オフスプリオリは強く認識する傾向があるということ。語かた羅ら部べ鵬ほう珠じゆで言うなら、彼女は〝かたち〟を表す文字を好んで認識し、異常に強く操作できる。もちろん、他の文字を扱えないわけではないけれど』

「できる、できないと、得とく意い不得意はまた異なる次元の話ってことか」と、虎風は小さく毒づいた。「俺は、二段階ぐらいあいつらの下にいるわけだ。そりゃ、見下すよな」

　しかし富ふ士じ城しろが得意とする文字は何なのだろう？

　虎風は今日の午前中からいままで、彼女がフィジグラムを書き換えるのを二度見ている。

　あれが彼女の本分なのか、あるいは単なる使用なのか、少しだけ気になった。

　続きに目をやると、彼女が好む文字は、一般的なオフスプリオリが強く認識するフィジカル領りよう域いきの文字とは異なっていた、と書かれている。

　彼女の強く認識する文字──力の依い存ぞん的てき性格──そして〝否定〟。

「誰かが注視しているものが、認識として浮かび上がる……？」

　文字が文章を成し、意味が紡つむがれていくうち、虎風は不ぶ気き味みな感覚に陥った。

　オフスプリオリには、こんなことが可能なのか？

　ナノカの方に懐かい疑ぎ的な眼まな差ざしを送ると、彼女はこくりと頷うなずいた。

『要するに、彼女には、人がそのとき認識している文字がわかるということ』

　そして、それを強く認識する。

「これは一種の精神認識だ……」

　虎とら風かぜが、ぽつりと呟つぶやいた瞬間。




　それが異変の前まえ触ぶれだった。

　緊きん張ちようで乾いた舌を潤うるおそうと、飲み物を取ろうとして伸ばした手が空を切る。

　気付いた時にはもう遅い──カラオケボックスに入るとき頼んだジンジャーエールが、テーブルの上に広がってしまっていた。

「あ！　ごめん！」

　最初、虎風は自分がグラスを倒してしまったのだと思った。慌あわてて近くのティッシュを何枚か引き抜き、液体を染み込ませる。

「ほんとごめん。飲み物、かからなかった？」

　虎風は言いながら、きょろきょろとテーブル付近を見渡した。

「あれ、でもグラスはどこ行ったんだろ？」

　テーブルの上にも、下にも、グラスはない。

　おかしいと思いながら、ナノカにちらりと目をやる。

　彼女は虎風を見ていなかった。彼女の意識は、部屋の入口に向けられている。

　何を見て……？

　不審に思いながらナノカの視線を追った虎風の背筋に、ぞくりと悪お寒かんが走った。

　扉の丸いガラス窓から、青い目が二つ部屋を覗のぞき込んでいる。













　　第三章　言語使用　──オフスプリオリの力──
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「関西の人は優しいね。色々訊たずねても、嫌な顔しないし」

　少年は扉を開くと、自然な様よう子すで虎とら風かぜの横に腰を下ろした。

「な、何だ……お前……？」

「僕たちは友達ってことになってる。商店街で、騒ぎを起こしたんだって？　だめだよ、ただでさえ目立つ人を連れてるのに。まあ、こっちはおかげで思ったより早く辿たどりつけたけど」

「何だって言ってんだ！　い、いきなり入ってきやがって！」

「あはは、声が震えてる。それに『誰だ』じゃなくて『何だ』って聞いてる時点で、僕の目的はわかってるんじゃないか。ねえ、虎風君」

　ぎくり、とした。見知らぬ人間が、自分の名前を知っている。

「身の丈たけに合わない服を、はぎとりに来たんだよ。彼女は、君なんかには過ぎた代しろ物ものだ」

　そう言ってから、少年はナノカを熱っぽい目で見る。

「本当にいたとはね……ねえ、ちょっと服を脱いでくれないかな？　いや、やましい気持ちがあるわけじゃないんだ。確かに興こう奮ふんしていることに違いはないんだけど、好こう奇き心しんでそうなっていると思う……いや、どうだろう……僕もいまの自分の気持ちが何なのかわからない……はは、変に饒じよう舌ぜつになってる。初めて女の子に告白したときも、こんな感じだった」

　少年が身を乗り出すと、ナノカが体を固くするのがわかった。

「とにかく……とにかく、体を見せて欲しいんだ。あぁ、おかしいな……何だか、すごく動どう悸きがする。やっぱり、欲情しているのかもしれない。虎風君、ミロのヴィーナスってあるだろ」

　何だ、こいつ。突然現れ、突然ペラペラと話し出し、そして突然話を振られ、虎風は完全に戸惑っていた。少年はお構いなしに続ける。

「欠けているからこそ、傑けつ作さくになった作品だよ。彼女はまさにそれ……生きる芸術だ」

「……人を物みたいに言うなよ」

「芸術が物だなんて考えは、童どう貞ていを捨てればなくなるよ。優しさに包まれた時の興奮は、明らかに芸術的感覚から揺り起こされるものだから」

　少年は元々柔にゆう和わな顔にとびきりの笑顔を張り付けると、突然握り拳こぶしで虎風を殴なぐった。

　これまで誰かに殴られた経験などない虎風は、そのとき何が起こったのかわからなかった。一瞬、視界が明るくなり、気が付いたときには床が目の前にある。

「ナノカ、僕は君に手を上げたくないんだ。だから彼を殴なぐることにする。体を見せてよ。間違った人を連れて帰ったら、大目玉を食っちゃうだろ？」

「……な、何しやがる！」

　怒りは原始的な衝しよう動どうだ。爆発した感情を頼りに、虎とら風かぜは、少年へと躍りかかろうとして──けれども次の行動でバランスを崩し、みっともなく突っ伏してしまった。

　足が言うことを聞かない。これまで自由に支配していた体の不調に、頭がパニックになる。

　わけがわからないまま自分の足を確認した虎風を、さらなる混乱が襲った。

　足がない。

　決して、いまは一部を欠いた大理石の彫ちよう像ぞうを見ているわけではない──にもかかわらず、自分の足首より下が、なくなってしまっている。

「……は？」

　唯ゆい一いつ言えたのはそれだけ。目の前で笑う少年は、虎風の胸倉を摑つかんで上体を起こさせると、もう一度、右拳こぶしを思い切り打ち下ろした。

　鉄の味が広がる。どうやらいまの一撃で、口の中を切ってしまったらしい。

　けれどその単純な傷が虎風に与えた影えい響きようは、あまりにも大きかった。

　血の存在を舌が感じ取った途と端たんに、嘔おう吐と感かんを覚え、そして意思と関係なく体が震え上がった。血は幼いころからの──こればかりはどうしようもできない──虎風のトラウマだった。

「どうしたの？　急に元気がなくなっちゃったみたいだけど」

　少年は青ざめた虎風を見て、小馬鹿にしたような笑みを浮かべている。

　三度目の拳を受け、虎風は口の中に溜まった血を吐き出した。生理的嫌悪感を催す赤い液体が床に広がり、それを目にした途端、いつもの耳鳴りが始まる。昔自分が起こしてしまったことを覚えていなくても、かすかに悲鳴が心にこびりついている。

「情けないなあ。ま、失語症の落ちこぼれじゃ、このぐらいが関の山なのかな」

　悔しくて、視界が歪ゆがんだ。震える虎風は少年を見上げながら、涙がこぼれ落ちないようにするだけで精いっぱいだった。違う、俺はお前が怖いんじゃない。

　空回りする怒りを抱いたまま、虎風は、ついにナノカが、この突然現れた侵略者の要求を満たすのを見ていた。

　彼女は先ほどと同じように、袖そでをまくり上げ、肌を露ろ出しゆつさせる。

　文字が敷き詰められた用紙の中に、意図されぬスペースキーの痕こん跡せきを見つけたときのような違和感が一気に噴出した。

「……すごいね……信じられない」少年は感嘆の声を上げた。

「ねえ、少し……触ってもいいかな？　文字で書かれていない物質が、どんな柔らかさだとか、どれくらい熱いのかとか、まったく感覚が摑つかめないんだ。僕は一週間前に淡あわ路じに行くまで、特区に入ったこともなかったからね。それは退化だと思っていたから。いや、でもこれは……すごく……すごく……うん──怖い──のかな？　こんな表現が正しいのかわからないけれど」

「……てんで的まと外はずれだ、この変へん態たい野郎」

「言葉が届かないってことは、ときにこんなに素晴らしいんだね……」

　少年は床に手をついたままの虎とら風かぜの頭を、前へ突き出すようにして蹴け飛とばした。

「何か言ったかい、童どう貞てい君？」

　イスに勢いよくぶつかり、受け身も取れずに床へと倒れ込んだ虎風の頭を、少年は踏みつける。圧力が自分の頭にかかるのを感じ、虎風は歯を食いしばった。

　しかし異様なことに、痛みは襲って来ない。少年が足に力を込めれば込めるほど、床との板挟みになった頭ず蓋がいが受けるはずの圧力が、どこかに吸収されている。

　こんな屈くつ辱じよく的な扱いを受けてなお、虎風にはぎょっと驚く余よ裕ゆうがあった。

　床が異様に柔らかい！　ずぶずぶと、自分の顔が床にめり込んで行くのがわかる。

「な、何だ、これ！」

「？　えっと……本気で言っているんじゃないよね……さっき同じことをして見せたろ？　君は、さっきも沈んだじゃないか」

　その言葉で虎風はハッとなった。突然失われた体の欠片かけら。しかし足に力を込めてみると、親指がピクリと動くのがわかる。

　足はある。突然消え去ってしまったわけではなく、認識の彼方かなたへ沈み込んでいただけだ。しかしこの状況では、そのことに安あん堵どの息を吐くことさえできない。何と言っても──

「僕は物の硬さがよく見える。溶かして、固める。そんなことは、息をするようにできる。何ならもう一度やって見せようか？」

　虎風の顔は、ほとんどすでに巨大なゴムボールのような感触に捉とらえられていた。いま先ほどと同じことをされたら、自分は一巻の終わりだ。弾力の帰り道を閉ざされては、窒ちつ息そくしてしまうではないか！

　少年は虎風を踏みつけたまま、しゃがみ込んだ。そして虎風によく見えるようにと、指でつまんだ細い糸を眼前で揺らす。

　ゆらゆらと揺れる糸は次第に硬度を増していき、ついには即席の針ができあがる。

　次の瞬間には、それが自分の腕に突き刺さる感触。鋭い痛みに、呻うめき声を上げてしまう。

「あはは、痛いと、生きてるって感じがするだろ」

　少年は笑いながら、頭にさらに重圧をかける。もがこうにも、いまだ震え続ける体に力は伝わらない。虎風は無抵抗のまま、死の淵に沈み込んで行った。

　もうだめだ！

　そう思った途と端たん、頭にかけられていた力がなくなって、虎風は床上に弾はじき出された。

　床が元の硬さを取り戻す。足はまだ動かなかったものの、少年の集中が、たったいままで向けられていた世界言語から、別のものに移ったのは明らかだった。

　何が起こった？　見上げた虎とら風かぜが捉とらえたのは、胡う乱ろん気げな表情を浮かべて立ちすくむ少年が、手を自分の目線の高さまで持って行き、その先にあるものをまじまじと眺ながめている様よう子すだった。

　そこにはいたって普通の指があるだけ……ただ、それがあり得ない方向に曲がってしまっていることを除いて。

「……痛い」と、彼は言った。「君がやったのか？　直接僕の体の文字を書き換えて？」

　彼の言葉はナノカに向けられているらしい。ふざけた態度は消え、先ほどまでとは打って変わった緊張感を感じる。

「……鵬ほう珠じゆだけじゃないのか、そんなことができるのは？　何てことだ、信じられない……まさかその仮面の下に、鵬珠が隠れているなんてことはないよね」

　なぜいま、あの少女の話が出てくる？　虎風は眉まゆをひそめた。

　語かた羅ら部べ鵬珠……富ふ士じ城しろから聞いた名前だ。こいつはあの少女とグルなのか。

　確か富士城は彼女に表立った協力者はいないはずと言っていた気もするが、そこに含まれていた〝狂人ならあり得る〟というニュアンスも、虎風は忘れていなかった。なるほど、この変へん態たいならわかる気がする。

『あなたの狙いは私だろう。彼に手を出すのはやめろ』

　焦りがそうさせるのか、画用紙に書かれたナノカの文字は随ずい分ぶんと汚かった。

『私に触れたければ触れればいい。近くへ』

「……いや、やっぱり遠えん慮りよしておくよ。わけのわからないものを近付けたくないんだ。鵬珠もそうだけど、距離感って大事だろ？」

　ナノカは画用紙にペンを走らせない。反応に困っているのかもしれなかった。

　すると、少年は虎風の頭を足で小突いて言った。

「よかったな、虎風君」人を馬鹿にするような声だ。

「僕は君に価値を見出したよ。君は僕とナノカの距離感なんだ。君を連れていけば、きっと彼女は僕の言うことを聞いてくれる。僕は誰かさんと違って、君の持つ〝箱〟とやらに興味はまったくないから、はっきり言って君には〝出来そこない〟以外の印象は持たなかったんだけどさ、ナノカは君に責任を感じているみたいだね。いや、ひょっとして〝箱〟が欲しいだけかな？　秘密を握る人間に死なれたら困るだけ、とか。ま、いずれにせよ君の命には価値があるわけだ」

　そして、ナノカに向き直る。

「今度勝手に僕の体に触れてみろ。こいつを殺す。できるのはもう見たろ？　後は速さだけど」

　少年は肩を貸すような形で、ぐいっと虎風の体を持ち上げた。

　虎風はよろよろと立ちあがった。よろめくことができるのを知って、またぎょっとする。

　いつのまにか、足が束そく縛ばくから解放されている。

「やろうと思えばいつだってできる。今後は、そのことを念頭に置いて行動してくれ」

　少年はあごをしゃくって扉の方を差した。「僕はそろそろ君を連れて帰ることにするよ。まだゲームの途中だからね。さあ、部屋から出るんだ。そして、僕たちの前を歩け」

　ナノカは警戒した様よう子すのまま、しかし命令に逆らう意思がないことをことさら示すように、手を上げて部屋から出た。

　虎とら風かぜは、少年に体を支えられた情けない状態で、彼女の後ろを歩くことになった。

　三人はカラオケボックスを出て、商店街を進んだ。虎風には、周囲から突き刺さる目が、行きよりも好こう奇きの熱を帯びているように感じられた。ナノカだけでも目立つというのに、加えていまは、顔を腫はらした自分が介かい抱ほうされているような格かつ好こうなので無理もないだろう。

「車を呼ぼう」と、少年は携帯を取り出した。

　しかし折れた人差し指では操作できないらしく、中指を使ってパネルを操作している。

　虎風が「それ、痛くないの？」と言うと、少年は困り顔をつくった。

「実を言うと、滅め茶ちや苦く茶ちや痛い」

「ざまあ見やがれ」

「君が本当に失語症だったらなあ」

　少年は極めて残念そうだった。

「その遠とお吠ぼえも聞かなくて済むのに。ああ、ナノカ、君に話しているんじゃない。目をこっちに向けないでくれ」

「いいのかよ？　あの人に前歩かせて。逃げちまうかもよ」

「足元にぬかるみをつくるくらい簡単さ。そりゃ、空でも飛ばれたらお手上げだけどね」

「お前、あの語かた羅ら部べ鵬ほう珠じゆって奴とはどんな関係なんだ？」

「君、さっきからちょっとうるさいぞ」

　流れと関係ない質問に怒ったのか、三度も質問したのが気に障さわったのかはわからないが、とにかく確かなのは、少年が虎風に不快そうな眼まな差ざしを向けたこと。

「あまりにもしつこい……しつこ過ぎるくらいだ。普通、君のような状況に置かれた人間はそんなにしゃべらない。何で、君はぺらぺらとうるさいんだ。さっきみたいに、ぶるぶる震えときなよ。それがお似合いだから」

「そりゃ、まあ、状況が状況だし」

　ちらりと目を外すと、進行方向に立ち塞がり、こちらを注視する女性と視線がかち合う。

　実は結構前から、彼女の存在に気付いていたりする。まさか彼女を見て安心する日がくるとは思わなかったが。

「ここまで気をそらせれば、後は任せとけば大丈夫かな」

「はあ？　何を言って──」

「随ずい分ぶんと仲の良さそうなところ、恐きよう縮しゆくなのですが」女性の声が、少年の言葉を打ち消した。

「状況を説明して頂けませんか？　私はいま自分の目の前で何が起こっているのか、まるでわかりかねているのです。虎とら風かぜでも、そこのあなたでも構いませんよ」

　富ふ士じ城しろが、歩みを止めたナノカを庇かばうようにして立ち、目に怒りを宿らせている。

　虎風は、もう大丈夫だと思った。思ったが、何だか彼女の怒りの対象に自分も含まれているような気がして、ピンと背筋を伸ばした。




「富士城雪ゆき乃の……？」

　少年は戸惑っているようだった。

「おや？　あなたとは面識がありましたか？」

「……いや、僕が一方的に知っているだけだよ。良識あるオフスプリオリなら敵対すべきでない人間の一いち覧らんなんてのがあってね。あなたはそこに載のってる」

「それは光栄なことです。加えて僥ぎよう倖こうな知らせ。あなたがどなたか存じ上げませんが、私に敵対するつもりはない、とそう解かい釈しやくしてよろしいのですね」

　少年は無言。しかし虎風は、自分の肩に回っていた彼の手が、首に向けてやや力を込め始めていることに気付いた。

「どうしました？　回答をお願いいたします。ただ見たところ、虎風は誰かに暴行を受けたような形跡が見受けられますね。それは誰がやったのです？　まあ、それは万まん歩ぽ譲っていいとしましょう」

「……万歩も譲らなくていい」虎風はぼそりと呟つぶやいた。

「ですが、私がもっとも気になっているのは──」

　言いながら富士城はナノカの後ろに回り、そっと彼女を抱きしめた。ナノカはいづらそうに身をよじったが、富士城はお構いなしといった様よう子すで続ける。

「──この方がなぜこんなに怯おびえているのか、ということです。ね、ナノカ、原因を教えてください。いま私の中では邪じや悪あくな推測が湧き起こっています。それが間違いなら正して欲しい」

　ナノカが首を回すと、ちょうど富士城の耳の近くにマスクが寄る。

　虎風にナノカの声は聞こえなかった。

　しかし、いまの瞬間で大きな情報の伝達があったのは確かだ。

　富士城は何度か頷うなずくとナノカから離れ、

「残念ながら、私の考えとそう変わらないようですね……」

　と薄く笑った。収しゆう束そくした殺意の光が、彼女の瞳から抜け出したがっている。

「殺す」

　言葉とともに、世界が黒こく死し病びように感染する。彼女の足元、アーケードのライト、近くの商品棚など、至る場所に、黒い斑はん点てんが浮かび上がる。

　言語の書き換えが行われた途と端たん、周囲の人がどよめいた。夕食の買い物どきに向け、商店街には多くの人が行き来している。

　突然このような光景を目まの当たりにすれば、いったい何事が起こっているのかわからず、ただ戸惑ってしまうのも無理はない。しかし虎とら風かぜには、この現象の要因が理解できた。

　それらが、少年の〝攻撃〟に対し、富ふ士じ城しろの〝否定〟が行われた結果である、と。

　先ほど読んだ論文にはオフスプリオリが強く認識する文字の違いの話があった。富士城の能力に、他のオフスプリオリのそれとの絶対的な線引きを与えているものは、彼女の得意とする文字だろう。

　オフスプリオリを普通と表現する時点でおかしいが、あえて普通のオフスプリオリという言葉を使うならば、彼らが好意的に捉とらえる文字はフィジカル領りよう域いきからもたらされる。いま虎風の隣となりにいる少年なら〝硬度〟といった具合に、対象の持つ要素を表現する文字が、認識されるのが通常だった。

　しかし富士城は違う。彼女が強く認識する文字とは、まさにいま誰かが書き換えようとしている文字そのものである。彼女がどのように世界を見ているのか確かなことはわからないが、視界にその文字が〝浮かび上がる〟と、論文では表現されていた。

　虎風が彼女の力を知って、ある種の精神認識だと感じたのはここだった。

　彼女は他人が対象として認識している事物がわかる。それは、他人の目を通して物を見ているようなものではないか、と。

「め、滅め茶ちや苦く茶ちやだ、こんなの！　これじゃ、も、文字が使えない……！」

　少年が動揺を表に出した。

　虎風に富士城の目があれば、少年が繰り出す攻撃が把は握あくできていただろう。応おう酬しゆうによる力線の歪ゆがみ。しかし力りき場ばは収しゆう束そくし、残るのは一方的な結果だ。

　虎風が考えている間にも、富士城の〝否定〟は続き、世界に黒い染みが増え──同時に消えていく。黒色が明滅している。

　彼女が認識した文字は、オフスプリオリによって変換が与えられる間際の文字だが、これを先に書き換えてしまうことで、前の書き換えを無効化するのが彼女の真しん骨こつ頂ちようである。

「無む駄だですよ。あなたの世界は私のものです」

　富士城は言った。

　しかし、他者の認識は瞬間の世界──いちいち言葉に変更を加えていては、介かい入にゆうは間に合わない──そこで彼女が利用しているのが、内容変更のために必要になる手続きと比較して、コンパイル処理がより単純で済む方法だ。

　彼女は〝否定〟を行う世界言語の書き換えにおいて、認識している文字を変更することなく、それとまったく同じ文字で書き換えている。

　見えているものに、単に力を与えるだけ。世界を、自分の認識している世界に書き換える。
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　これなら、他者の書き換えよりも遥かに速い。ただ他の人間にも同じものが見えているため、そこに異なった要素を付け加えなければ、認識の齟そ齬ごを引き起こせない。

　オフスプリオリが視覚能力を最大限に活かすために、カラーコンタクトを使用するのはよくあることだった。恐らくだが、富ふ士じ城しろはいま黒いコンタクトをしているのではないか。

　というのも、彼女が認識の齟齬を引き起こすために利用しているのが色素だからだ。

　認識の中に異なった色素の概がい念ねんが滑り込んでくることで、相手は認識していたものが変わってしまったという感覚を覚える。その違和感が、書き換えの空振りを起こし〝否定〟は完了する。否定の結果は彼女の認識として、黒い染みとなって世界に具ぐ現げんする。

　そして同じ対象を〝再否定〟するために、言語変換を打ち消した後、相手の認識が混乱している時間を利用し、今度は言語に変更を加え、対象の色素を黒以外の薄い色に戻しておく。その結果が黒い染みの消失となって現れる。

　これが、いま虎とら風かぜの目の前で起こっていることだ。

　彼女が黒色を選んでいるのは、それがもっとも濃い色だからだろう。見たところ少年は青いコンタクトレンズをしており、視界を一色で統一しているようだった。そのような相手に対して、黒色は事物の色の〝濃さ〟に対する齟齬を引き起こす。

　そのとき、染みの発生が止まった。諦あきらめたのか、と虎風は思った。

　力の差は明らかだ。少年は世界言語を使うことが許されず、富士城は自由に使うことができる。先ほどの彼の言葉を借りれば、いまは〝やろうと思えばいつでもやれる〟状態なのだ。

　そんな虎風の予想は当たった。富士城が銀色のナイフを取り出した段階で、彼は決意を固めたらしい。

「……虎風君、僕は逃げることにする。また出直すよ。あんなヤバいのが護衛に付いてるなんて思わなかった」

「え？」

「武器は装備しないと意味がないってね、思い知ったよ。厄やつ介かい払ばらいができたと思って喜んだけど、本当は連れてくるべきだったんだ。もったいなかったな、せっかく僕は彼女を倒す手段を持ってたってのに──さ！」

　ぐいっと引っ張られ、虎風はバランスを崩した。そのまま放り投げられるような形になり、勢いを殺すこともできず、近くの店の積み荷に頭から突っ込んでしまう。

「──うわあ！」

　失敗したダルマ落としが起こり、下段を失って傾いた大量の荷物が、虎風の体の上になだれを起こそうとする。「わ、わ！」

「じゃあね」

　少年はそのまま荷物の陰に隠れるようにして、細い横町へと身を忍ばせた。

　荷物が影を落とし、虎風は尻しりもちをついた状態で防御姿勢を取ったが、いつまでたっても衝しよう撃げきは落ちてこなかった。

　代わりに、「早くそこをどきなさい！」という富ふ士じ城しろの声が飛んでくる。

　目を開いた虎とら風かぜが、宙で静止した荷物に驚く暇ひまさえ与えられないまま、その場所から飛びのいたのとときを隔へだてず、富士城の力を離れた荷物がズシンと石畳に落ちる。

　それから彼女は少年の後を追った。しかし数秒のラグと、追手としては決して有利と言えない狭くごみごみした地理が災いし、結局少年を取り逃がしてしまったらしい。

「……あいつ、車を呼んでたんだよ」

　戻って来た富士城は、虎風の言葉に、チッと舌した打うちを返した。「役立たずをいまさら強調するつもりはありません。しかし、自分の身くらいは自分で守っていただきたいものですね」

　彼女は、憤ふん懣まんのやる方を虎風に求めた。

　しかしナノカが『彼の傷は私が受けるべきもの』と書くと、彼女はぐっと押し黙り、残り火のような鋭い眼光を虎風に浴びせてから、くるりと踵きびすを返した。




　　　　　２




　通報を受け、その現場に訪れた出雲いずもと都つ筑づきを待っていたのは、衝しよう撃げき的な光景だった。

　外傷が見当たらないまま絶命している成人女性と、首だけになった少女。

　一見しただけで、出雲は〝当たり〟だと直感する。このやり方はオオトリのもので間違いない、と。

　すでに御み渡わたり家けの周りには複数の警察車が到着し、テープが貼られて外部の人間が入り込めないようになっている。鑑かん識しきがあくせく動く様よう子すを、出雲は腕組みして眺ながめていた。警察の名前を冠しているとはいえ、公こう安あん警察の仕事は傷害事件の調査ではない。あくまで、公共に害を成す者を取り締まるのが主だ。

　テーブルに家族で撮った写真が飾ってあって、出雲はずきりと胸の奥に痛みを感じた。

　一家団だん欒らん。少女はまだ三つか四つくらいだろうか。笑顔の両親に挟まれた少女が、彼らに負けない飛びきりの笑顔を浮かべている。

　しかし写真に写る三人をしばらく眺めるうちに、出雲の脳のう裏りにある違和感が生じた。

　おかしいぞ──これは、いったいどうしたものか。

　悩んでも答えは出るはずもなく、都筑に相談しようと、外に出て周りを見回した。

　彼はテープの外で、学生と思しき少女と話している。青ざめた表情から察するに、亡くなった娘の友人か何かかもしれない。

「なるほど、よくわかりました。それで、姫き晴はるさんはどんな子だったか聞いてもいいですか」

「え、えっと……明るくて、誰かに恨まれるとか、そういうのとは無む縁えんだったと思いますけど」

「けど？」

「その、ちょっと変わった趣味というか、そんなことが好きでも、黙ってた方がいいのにって思うようなことをしてて」

「どんな？」

「ゲームをつくってたんです。ゲームを作るチームかサークルか何かに参加してました。あんまり女子でそういうことする人っていないし、何か、男子受けするためにやってるんだってそういう風に捉とらえる子もいて。も、もちろん、殺されるような恨みを抱かれるとか、そんなじゃなかったと思いますけど……」

「ほう──ゲームね」都つ筑づきの目が、突然鋭くなる。

「それは興味深い。彼女が、どんなゲームをつくってたかわかりますか」

「色々です。ほんとにいっぱい。〝フラスコ〟ってサイトにアップして、結構人気もあったみたいです。バグだけは出したくないって、何度も聞きました。製作者の意図に反するシステムを許したくないって、口くち癖ぐせみたいに」

「都筑さん、少しいいですか」

　水を入れるのはどうかと思ったが、事が緊急を要すると判断した出雲いずもは、先せん輩ぱいに話しかけることにした。

　都筑は厳しい顔をしている。「何だ？」

「俺、ちょっと相談したいことがあるんですよ。リビングにあった写真がおかしいんです。そもそも俺達がここに来た理由を考えても、絶対におかしい」

「何だ、そんなことか」と、都筑は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「わかってるよ、お前の言いたいことは……ああ、そうだ、あなた。もう一ついいかな」

「あ、はい、何でしょうか？」

　青ざめた表情の少女に、都筑はもう一度声をかける。

「彼女には、特別仲のいい友人とかいましたか？　先ほどのカウンセラーの方を除いて」

「えっと……他には……やっぱりテニス部だったから、そのクラブの子と一緒にいることが多かったです。あ、あと違う学校にすごく仲のいい男の子がいるって聞いたことあります。そんなことがあったから、さっきみたいな噂うわさが立つようになって」




　　　　　※




　虎とら風かぜは富ふ士じ城しろの案内で、海辺に建つ屋敷に来ていた。

　どうやって手に入れたのかはわからないものの、各月の電力の消費データがどう、と富士城がナノカに向かって説明していた内容によると、どうも空き家で間違いないらしい。

　前科者が、阿あ万ま野の邸ていで行ったセキュリティ・パスを堂々と再現する光景を、虎風は複雑な思いで眺ながめた。

　商店街からの道の途中、父から着信が何度も入った。しかし、富ふ士じ城しろは「問題が解決するまでは連絡を取らないで下さい」と、呼び出しに応えるのを許さなかった。

　留る守す録ろくには何度も病院に戻って来いというメッセージが入っている。通つ夜やも葬そう式しきもこれからだし、虎とら風かぜも祖父を送る儀ぎ式しきに出たかったけれど、敵の狙いはあなたにもある、という富士城の言葉を聞いてしまっては、ごくりと喉のどを鳴らさずにはいられなかった。

　屋敷の部屋からは、海を見ることができた。もう外は夕暮れどきで、赤い光を水面みなもが反射している。そんな情じよう緒ちよを楽しむ余よ裕ゆうがあればよかったのだろうが、再び富士城の尋じん問もんを受けるはめになった虎風は、それどころではなかった。

　必死になって、記き憶おくの糸を手た繰ぐり寄せる。しかし、正解に繫がる糸は見つけられない。

　祖父から貰った、昔の意味での〝魔法つかい〟が登場する本のことを話しているとき、虎風の腹がぐぅと鳴った。思えば、朝から何も食べていなかった。

　富士城は露ろ骨こつに嫌そうな顔をして、近所で買い込んで来ていた食料を取り出し、おにぎりを渡してくる。そして、ナノカに「私たちも夕食にしましょうか」と声をかけた。

　ナノカはそれに頷うなずいてから、虎風に背中を向け、顔の周辺を何やらごそごそし始めた。

　スキー用のマスクを外したらしい。しばらく彼女の方に視線をやっていると、富士城に渡されたパンを咀そ嚼しやくしているのがわかった。

「あまり彼女をじろじろ見ないで下さい」

　富士城が棘とげのある声で言う。

「よくよく考えたら、どうして俺には見せられないんだ？」

「御ご覧らんになれば、きっと驚かれるはずです」

「それってどういう意味？」

「……これは失言でした。忘れて下さい」

「もしかして、俺が見たことある顔なの？」

「早くお食べになったらいかがです？」

　片かた眉まゆを吊り上げ、威圧するかのようにこちらを睨にらむ。

「食事が終わり次第〝龍たつ雲ぐも〟のファイルを見て頂くことにしましょう。それで、何か閃ひらめかれることもあるかもしれません」

　富士城は空腹を感じていないのか、何も食べなかった。ノートパソコンを起動し、キーボードを操作している。

　少しして「こちらに」と呼ばれた虎風は、彼女の傍そばまで行って腰を下ろし、画面を覗のぞき込んだ。そこには、大木に東洋の龍が巻き付いたデザインの鍵が表示されている。

「何かわかりますか？」

「ん？　これって、〝蒼そう龍りゆうの鍵〟じゃないの？」

　間かん髪はつ入いれずに答えた虎とら風かぜを見て、富ふ士じ城しろは目を丸くした。「何です、それは」

「〝四季の花〟ってゲームに出てくる重要なアイテムだよ。ほら、四し天てん王のうって中ボスの設定とかでよくあるじゃん。この鍵は、そのボスの一匹と闘う部屋に入るためのアイテムなんだ」

「それは……特徴的な鍵なのですか」

「これにそっくりだよ。龍りゆうが巻きついてるのは桃の木で、春の花のはず」

「よく覚えていましたね、一ゲームの、それも一アイテムを」

「うん、それにはいわくがあって」

　虎風は頭を搔かいた。「〝四季の花〟ってコアなファンの間じゃ、クソゲーの代表だから」

「クソゲー……？　つまらないゲームということですか？」

「つまらないっていうか、ものすごくつまって、先に進めないっていう」

「私は駄だ洒落じやれを聞きたいわけではありませんよ」

　富士城は冷めた態度で、仔し細さいの説明を促うながした。

〝四季の花〟は六年前にフリーゲームとして〝フラスコ〟にアップされた東洋風ＲＰＧだ。大まかなストーリーとしては、色のない世界に住む主人公が、色を奪って行った悪魔を倒して自分の世界に色を取り戻すため、その悪魔の支配する世界を冒険する、というもの。

　色は悪魔の世界において四季ごとの花に封印されており、主人公の使命は、それぞれの季節を守護する四匹の怪物を倒して花を奪い、悪魔を屈服させて花の封印を解き、自分たちの世界に彩りを取り戻すことだ。

　このゲームがクソゲーと呼ばれるようになった理由は、最後の季節である〝春〟を守護する蒼あおい龍を倒せない、というところにある。いや正しくは『倒せない』のではなく『倒す方法に関するヒントが一切なく、その方法も滅め茶ちや苦く茶ちや』と表現した方がいいかもしれない。

「それまでの中ボスと違って、蒼そう龍りゆうは戦って倒してもダンジョンを出ると復活してるんだよ。で、花も渡してくれないから当然ストーリーも進まない。だからプレイヤーは何度も蒼龍と闘うことになって、部屋に入る前にその鍵を飽きるほど見せられる。俺だって何十回見たことか」

「それで、鍵が頭の中に残っていたということですか」

「多分あそこで苦労したことある人なら、この〝龍たつ雲ぐも〟のデータを見てピンとくるはずだよ」

「なるほど……それでは、これがあなたの言うとおりの物だったとして」

　富士城は画面にちらりと目をやり、また虎風の方に向き直る。

「教授があなたに託した〝箱〟とは何のことだと思いますか」

「昔、じいちゃんから色んなゲームのＲＯＭファイルをもらったことがあるんだ。メモリに入れて。あの中に、〝四季の花〟もあったかもしれない」

「ＲＯＭファイル？」

「そのゲームのプログラムとかデータが記されてる、いわば設計図みたいなものかな」

「……設計図」と、富ふ士じ城しろは呟つぶやく。

「そう。それで、改造されたＲＯＭをハックロムっていうんだけど、じいちゃんが〝四季の花〟のデータをいじって、どこかに秘密を隠したとしたら、あのメモリに入ってたファイルはハックロムってことになる」

「よくわかりませんが、ハックロムでは何か問題が生じるのですか」

「書き換えられたデータに秘密があるんだったら、オリジナルＲＯＭとハックロムを見比べる必要があると思う。でもまあ、オリジナルの方は多分すぐ手に入るから大丈夫」

「すぐ？　どういう意味です？」

「〝四季の花〟のプログラミングを担当したのは、俺の知り合いなんだよ」

　そう言う虎とら風かぜの脳のう裏りには、可愛かわいらしい笑顔を浮かべる少女が浮かんでいる。

　富士城は頷うなずき、そして、聞きたくない宣告を受ける被告のような面持ちで言った。

「それで──そのハックロムの入ったメモリはいまどこに？」

「家に」

　わかっていたことだったが、虎風が言った瞬間、彼女は顔を曇らせることになった。




　　　　　※




　虎風の家に戻って来た鵬ほう珠じゆは、何よりもまず〝ゲームと現実の境きよう界かい〟の作者について調べることにした。あの本の背表紙に記されていた名前が、脳裏にこびりついて離れない。

　語かた羅ら部べ鳳ほう珠じゆ──鵬珠とは一文字違いの名前だったけれど、読みはきっと同じだろう。自分と何か関わりのある人間なのだろうか。

　ひょっとしてママの名前だろうか。鵬珠に強烈な痛みを与え、突然いなくなってしまったママ。鵬珠、あなたは特別なのよ、と言われ続けて育った過去に一切の偽いつわりはない。彼女は愛情を注ぐのが上じよう手ずだったが、ただ鵬珠の他にも、同じ境きよう遇ぐうの少女をたくさん任されていた。

　鵬珠はすでに知りたい物事を調べる術すべを心得ていた。

「もう、わたしにだってできるぞ」

　逸いつ樹きの見よう見まねで、鵬珠はノートパソコンを開いてネットに接続し、目当ての名前を検索にかけた。すると、すぐに結果が画面に表示される。語羅部鳳珠はかなりの有名人らしく、三百万を超えるヒットがあった。鵬珠はドキドキしながら、一つ目の項目を選択した。

　初めのうち、画面には彼女の生まれ育った場所や卒業した大学の名前が並び、いまいちピンとこなかった。地名も大学もよく知らないし、そんなもので彼女を知った気になれなかった。

　ただ、彼女も順風満まん帆ぱんの人生を送っていたわけではないということだけは伝わってくる。

　明石あかしが特区指定を受けた年──三十七年前──から特区内の大学に通い始めたらしいが、二十歳はたちになるまで義務教育を含め、一切学校には出席しなかったらしい。彼女はその理由を聞かれたとき、世界言語になじめなかったため、と答えたとされている。周りから世界言語が消えて、ようやく人並みな生活が送れるようになった、と。

　内容を流し読みし、画面を下にスクロールする鵬ほう珠じゆの手を止めさせたのは、研究項目、と書かれている箇所だった。

　──メタグラムを利用し、世界を縛る言語を新たに作り出す研究──

　──〝魔法〟の提てい唱しよう者しやという地位が、彼女を一いち躍やく有名にした──

　その単語を見つけ、ハッと息を吞のんだ。

「なんと、ここでも魔法！」

　鵬珠は、貪むさぼるように先を読み進めた。しかし内容は難解さを増し、必要かどうか疑いたくなるような数式が羅ら列れつされ始めたところで、戻るボタンを選択してしまう。それから他のページを覗のぞいてみたけれど、どこも同じような内容しか掲けい載さいしていなかった。

　イライラし始めた鵬珠はそのとき、法ほう務む官かんが最初〝魔法つかい〟と名乗ったことを思い出した。あのとき自分は魔法の概がい念ねんをよく知らなかったし、単にゲームの中で登場する不思議な力くらいにしか考えていなかった。

　けれど、いまは違う。魔法が現代社会において新たな意味を与えられているとはっきりわかるし、法務官があのとき、そういった意味で魔法という言葉を使ったのだと理解できる。

　彼（彼女？）なら、語かた羅ら部べ鳳ほう珠じゆについて何か知っているかもしれない！

　そう思った鵬珠は、すぐに携帯を取り出し、法務官へと電話をかけた。電話は繫がらず、留る守すを知らせるアナウンスが聞こえてきてコールを切ったけれど、その十秒ほど後に向こうから電話がかかって来た。

　もしもし、と機械音が言い終わらない内に、鵬珠は興こう奮ふんしてまくしたてていた。

「ねえ、鳳ほう凰おうの鳳に、数珠じゆずの珠たまって書く名前の人のこと何か知らない？　多分、ホウジュって読むと思うんだけど……わたしと同じ名前の人！　すごい有名人らしいんだ！　魔法を考えた人だって、わたし、ちゃんと調べたんだから！」

　しばらくの沈ちん黙もくの後、落ち着いた様よう子すで法務官は訊たずねた。

『……何かあったのかな』

　鵬珠は今日のことを夢中で説明した。逸いつ樹きが法務官には秘密にしておいた方がいい、と言ったことなど、頭から消し飛んでしまっていた。

　ちょっとした冒険をして、ある本を見つけたこと。その本に魔法の存在が書かれていたこと。さらにその著ちよ者しやが自分と似た名前をしていて、魔法と深く関わっているらしいと知ったこと。

「それでね、あなたなら何か知ってるかもって。ね、魔法つかいさん」

　返って来たのは、愉ゆ快かいそうな笑い声。そして、すばらしい、の言葉。『それは、いずれ君に教えなければならないと思っていたものだ。まさか、自ら辿たどり着くなんて』

　そんな法ほう務む官かんの反応は鵬ほう珠じゆを喜ばせた。もちろん褒ほめられて得意になったところもあるし、何より、気になっている事柄を法務官が知っていると確信できたからだ。

「もったい付けちゃダメだからね。知ってるなら、ちゃんと教えて」

　法務官はもう一度笑った。それから唐とう突とつに、魔法についてどこまで知っているかを訊たずねてくる。

　鵬珠は、それが語かた羅ら部べ鳳ほう珠じゆという女性によって考え出されたものであること、そしてメタグラムを利用してできているものであることを話した。

「それにね、火星にはたくさんメタグラムがあるってことだって知ってるよ。どうしてもっと魔法をいっぱい作らないのかなあ？　材料ならたくさんあるのに。まだ一個しか作ってないんでしょ？　あ、法律だから一条か」

　法務官から返って来た言葉は、謎めいていた。

『百個イスがあって、百人の人間が座っている。ここにもう一人の人間を加えてイスに座らせると、いままで座っていた内の一人が立たなければならなくなる』

　言葉の意図がわからない鵬珠は「どういうこと？」と眉まゆをひそめた。

『〝火星のメタグラムを加工して、それに新しい意味を持たせる〟というのはすなわち、既き存そんの文章から文字を取り出し、その文字を使って新しい文章を書き記す、ということを意味するね。しかし、そんなことをしてしまっては、いまあるルールの方が変わってしまうのではないだろうか。つまり例えば〝God has ordained that all men die.（神は人間に死の定めを与えた）〟という文章がいまあったとして、そこからいくつか文字を取り出して他の文章をつくってしまったら、もともとあった文章の意味は失われてしまうのではないか』

　なるほど、一理ある。

「でも、そしたら新しくルールを付け加えるなんて無理じゃん。いま世界を支えてるルールを崩したら、滅め茶ちや苦く茶ちやになっちゃうだろうし」

『火星にある既存のメタグラムを利用して魔法を作ろうとすれば、確かにそうなるかな。それらはこの世界を形作るプログラムなのだから、ここに手を加えるのは危険すぎる。現実世界に関して言えば、オリジナルのバックアップは取れないのだから』

　ただ安心のために言げん及きゆうすると、現在のところ、メタグラムの意味部分に手を加える方法は発見されていない──法務官は続ける。

　形状部分を変換し、文字と文字を空間的に移動させることくらいなら可能だが、一つの意味を形作るものなら、離れていてもその意味を取り続ける。これはつまり〝Human〟という単語があったとして、H、u、m、a、n、がそれぞれ異なる空間にあったとしても、それらは与えられている役割を失わず、意味を失うことはない、ということ。

『よって魔法のために意味を紡つむぐ文字は、既き存そんのメタグラムから得られるのではない──そうではなく、神が言語として記し損なった、いまだ文字とも呼べぬ存在を新たなメタグラムとして固定する必要があるんだ』

「そんなものって、あるの？」

　鵬ほう珠じゆの問いに、法ほう務む官かんは答えを返す。

『神は六日目までに世界を創造し、七なの日か目に休んだとされる。しかし、その七日目に造るはずだった存在が、不完全な形でいまの世界に現れることもある』

　語かた羅ら部べ鳳ほう珠じゆは、そんなメタグラムの種を身に抱いてこの世に生まれ落ちた。これは、特区のメタグラムが他の世界言語に干かん渉しようするのと同じ現象と思われるが、彼女の体を構成する世界言語は、その文字ならぬ文字の影えい響きようを受けて、一切認識することができなかった。

　その特異性によって彼女が迫害を受けるのを恐れた両親は、秘密を隠そうと、特区が成立するまで彼女を外の世界に出さなかった。

　彼女はストレスによって何度も自じ傷しよう行為に及んだ。少なくとも、両親の目にはそう映った。

『しかし、彼女は両親が考えているほど弱い存在ではなかった。膨ぼう大だいな量の情報に、狭い個室からでも簡単に接続できる時代だからね。ちょうどそのころ世間は、火星を離れたメタグラムが他の世界言語を巻き込んで人間の認識から消失する、一種の不良フォント的な側面の利用方法を模も索さくしているところだった』

　世界言語について一定の知識を得ると、彼女は既存のメタグラムから仮説を立てた。それこそが、火星のものとルーツを別にする非物質性の言語が自分の体内に宿っている、というもの。

　彼女の自傷行為は、自じ暴ぼう自じ棄きに責任を押し付けるにはあまりにも理性的だった。

　彼女は、探していたに過ぎなかったのである。自らの体内にあると確信する言語を。

　数年の経過とともに特区が成立することにより、外部の世界に直接出向くことができるようになった彼女の意識は、体内の探求から新たな知識の獲得に向かった。

　手探りの探索はどうしても体を傷付ける。知識人の中には、自分と同じような例を見たことがある者もいるかもしれない。

　彼女は効率的に文字を〝摘てき出しゆつ〟したかったのである。

　ただ、誰かに質問する時には細心の注意を払った。被験者になるのはまっぴらだった。彼女はそのころから、自分が世界に貢こう献けんできるとするなら、研究者としての成功がそれをもたらすべきだと考えていた。

『自分を構成する世界言語が消える理由は？　もしそれが自分の立てた仮説どおりだとすれば、その文字は、どのような形をしているのか？　どのような力があるのか？　また、どのように利用できるか？　なぜ、それが自分に与えられたのか？』

　謎は一向にその堅い門を開けようとしなかったけれども、彼女の興味は尽きず、研究に一層の熱がこもった。

〝火星を故こ郷きようとしないメタグラム〟という彼女の仮説は、ある日突然思わぬ形で証明された。

　特区の恩恵を得てから、経験を凝ぎよう縮しゆくしたような二年の歳月は、すでに彼女を一人の女性へと成長させ、伴はん侶りよと人生を分かち合う覚悟を抱けるほどに熟成させていたのだけれども、ここにきてついに愛の成果──子どもを与えるに至った。

　だが我が子に関して、産むべきか産むべきでないかを彼女は出産の直前まで悩んだ。

『もちろん、悩みの本質は自分の特異体質だよ。研究の題材としてこれ以上興味深いものはないし、我が身が異常なのは大いに結構なことだったが、最愛の子がそれを受け継いでしまうとなると話は別だった』

　出産後、彼女は密かに我が子を連れて特区の外へと出た。呪のろわれた子を産んでしまったのではないかと、戦せん々せん恐きよう々きようとして……。

　しかし幸運なことに、不安は杞き憂ゆうに終わった。

　自分の子がしっかりと言語で構成されていることを確認できたとき、彼女の安あん堵どは言葉では表現できないほど大きかった。安心のあまり涙が止まらなくなり──そのときようやく、胸の奥に巣くっていた罪悪の感情が消え、初めて母として子どもを愛せるようになったのである。

『それまでの彼女は罪人だった。しかし安堵によってその錠じようと枷かせを外すことができた彼女は、母としての自分に気付き──さらに我に返るようにして、研究者としての自分を取り戻した』

　子どもとともに、自分の体外から取り出すことのできた肉片──母と子を繫ぐ器官である臍さい帯たい──は、これまでの自じ傷しよう行為で切り取った部位と比較しても、もっとも大きいものだった。

　ここにメタグラムが潜んでいる可能性はないか？　意識は、すぐそのことに及んだ。

『後に魔法一条へと姿を変える非物質性言語の種プレ・メタグラムは、このような経けい緯いで発見された。彼女が考えた通り、臍帯には、それらの細さい胞ぼう群ぐんを構成するのにまるで貢こう献けんしていない未知の文字が、物質を構成する通常のフィジグラムと重なるようにして、存在していたんだよ』

　この日を境に、彼女の研究者としての地位は爆発的に高まることとなる。

　既き存そんのメタグラムと異なる、未知の言語の発表。それを利用したルールの策定方法の提案。

　その後約二十余年に渡る魔法一条制定までの期間、倫りん理り的な方面は別として、技術的な側面においては、その中心に必ず語かた羅ら部べ鳳ほう珠じゆの名前があった。彼女の頭脳は、ついにプレ・メタグラムにかたちを与え、また意味部分を刺激することで、新たなメタグラムへと〝固定〟することに成功したのである。

　彼女は、魔法の〝母〟だとよく言われる。プレ・メタグラムが人類の手に入った経緯は、特別な階級に属する人々以外には伏せられているため、多くの者が〝母〟という言葉を、提てい唱しよう者しやという意味で捉とらえている。それは仕方のないことだろう。

　ただ、実際はもっと直接的な意味も含んでいる。

『彼女は、魔法の元となる要素を産み落とした。我が子とともに』
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　虎とら風かぜは祖父からもらったメモリがいまどこにあるかを考え、確か自室の机の引き出しにしまったはずだ、と見当を付けた。部屋は二階。屋敷に居座っている侵入者の目に触れずに、そこまで辿たどり着くのは明らかに困難だった。

　虎風があれこれ考えていると、ちょっとした用事と言って外に出ていた富ふ士じ城しろが、帰ってくるや否や、「虎風、興味本位で聞くのですが、少しよろしいですか？」と口を開いた。

「何？」

「その難敵は、どのように倒すのです？」

　そう聞かれて一瞬、語かた羅ら部べのことが頭をよぎったけれども、彼女が〝四季の花〟の話をしているらしい、ということはわかった。

「えっと、専用の武器を作らないといけないんだ。ボスのＨＰが０になった時点で、主人公しか装備できない蒼そう龍りゆう専用の武器の攻撃が決まったら倒せるんだよ」

「？　それが、そこまで困難なことなのですか？」

　虎風は頷うなずき、「はっきり言って無む茶ちや苦く茶ちやだよ」と返す。

〝四季の花〟には、アイテムとアイテムを組み合わせることで、異なったアイテムを生み出すことができるシステム──まあ、ゲームによくある設定──があり、蒼龍を倒すための武器もこのシステムを利用することでしか手に入れることはできない。

　ここまではまだ納得できる。問題は、その材料だ。

　ゲーム中一度しか手に入れることのできない〝龍の血〟というアイテムがある。これと〝永久凍とう石ど〟というアイテムを掛け合わせ、蒼龍を倒すことのできる唯ゆい一いつの武器が完成する。〝永久凍石〟は、確かに入手困難なものの、あるモンスターのレアドロップで手に入れることができるため、幸運が味方するか、根気があれば何とかなる。しかし〝龍の血〟は違う。

「〝龍の血〟は味方キャラを殺すことでしか手に入れられないんだ」

「……は？」

「龍りゆう姫きってキャラがいて、太たい古この龍の末まつ裔えいって設定なんだけど、主人公自身がこのキャラを攻撃して戦闘不能に追い込んで、イベントを発生させることが〝龍の血〟を入手する唯一の方法なんだ」

「み、味方を攻撃できるものなのですか？」

「普通は無理だけど、混乱状態とかになったら話は別。ただ、主人公は中ボスを倒すごとに状態異常に対する耐性を身につけるから、龍姫が仲間になるくらいにはもう混乱呪じゆ文もんなんかにはかからない。だから龍姫が混乱状態になって、主人公を攻撃しつつ、主人公はカウンター技を構えてるっていう状態じゃないと、主人公が龍姫を攻撃できる機会はないんだ」

　それに、と虎とら風かぜは付け加える。

「場所の制限もある。龍りゆう頭とう山さんってダンジョンの、限られたエリアでしかイベントは発生しないし、おまけに、そのエリアで混乱の呪じゆ文もんを使ってくる敵とのエンカウント率も物もの凄すごく低い。これをヒントなしでやらされたら、普通にプレイしてる人は絶対クリアできないよ」

　きっと、わけもわからず蒼そう龍りゆうに挑み続けるだろう。初めて〝四季の花〟をプレイしていたときの、自分のように。

「しかもイベントが発生して〝龍の血〟を手に入れたら、龍りゆう姫きは使用できなくなっちまう。感動的な別れのシーンとかそういうのもなくて、本当に突然だよ。パーティーに加えてるってのは、それなりに強いから加えてるわけで、主要なキャラがいきなりいなくなったら冷めるじゃん。だから、このゲームはユーザーを馬鹿にしてるって叩たたかれたんだ。まあ、フリーゲームだったってのが唯ゆい一いつの救いだったかな」

「そのゲームの製作者は、何を意図してそのようなプログラムを組んだのでしょうね」

「一度聞いてみたことがあったんだけど、何て言ってたかな」

「きっと、崇すう高こうな目的があったのではないですか？　私は面白いと思いますよ。旧来的な世界と近似しています。製作者によって不親切に隠されたルールが、プレイヤーの思考錯さく誤ごによって明確化される。本来、物事というのは、そうあるべきです。いまのように、プログラムを覗のぞき見て世の仕組みを理解するなど、味気ないではありませんか」

　彼女の真ま面じ目めな発言を聞いて、虎風は笑ってしまった。

「何を笑っているのです？」

「いや、何か面白くって。だって、初めて〝龍の血〟を手に入れて、入手方法を攻略サイトに書き込んだ人は、プログラムの解かい析せきから方法を見付け出したんだから」

　富ふ士じ城しろは眉まゆをひそめ、「技術が発展し過ぎるのも、やはり考え物ですね」と言った。

　虎風は姫き晴はると初めて会った日のことを思い出していた。〝四季の花〟の製作者だと名乗る少女と〝フラスコ〟の利用者掲示板で知り合い、もともとそのサイトをよく利用していた祖父に仲ちゆう介かいを頼み、彼女と会えることになった。ある程度チャットで話していると、彼女は自分と同い年だということがわかる。にもかかわらず、もうすごいゲームを作ったりしている。どんな子なんだろう、と当然期待して行ったけれども、実際に現れた少女は期待を上回る可か憐れんさだったので、一目ぼれというか、とにかく胸の奥の方がざわついたのを覚えている。

　姫晴ちゃんは、どうして龍姫をあんなひどい役にしたの？

　……龍姫にはモデルがいるの。

「あ、そう言えば」

　昔の会話を思い出し、虎風はぽつりと呟つぶやいた。

「何です？」富士城が訊たずねてくる。

「いや、最初の構想では、龍姫は突然いなくなるキャラじゃなかったって話。彼女の体から、ゲームクリアに必要なものが得られるって考えはあったらしいんだけど、主人公に攻撃されて死ぬとかは考えてなかったみたいだよ。そうじゃなくって、最初はもっと違う自然な形で龍りゆう姫きの体からアイテムを手に入れる方法を用意してたって」

「ほう」

「龍姫が出産するんだ。当初の設定では、生まれてきた龍姫の子どもが握っていた赤い宝石──不思議な力で結晶化した血を、重要なアイテムにしようとしてたんだって」

「……なるほど」と、富ふ士じ城しろは言った。

　そのとき、ナノカがリモコンを操作して、部屋の隅に置かれているテレビの電源を入れた。

　部屋の中に音声が響き渡った。点ついたチャンネルでは、特区のニュースが流れている。

「姫き晴はるちゃんはどうして、設定を変えようと思ったんだろう？」

「姫晴……？」

「ああ、ごめん。〝四季の花〟のシナリオとプログラミングを担当した一人のことだけど──龍姫にはモデルがいるって、あの子はそう言ってた……そこに何か意味があるのかもしれない」

「……すべてのものに意味を求めるのは、人間の悪い癖くせですよ。あらゆる出来事に、目的があると信じる。筋すじ道みちが立たないときは〝神〟などという言葉を作って、責任を丸投げする。困ったものです」

「現実ではそうかもしれない。でも、これはゲームの話だ。人間が作った、ゲームだよ」

　すると富士城は視線を落とし、自分の長い髪の毛の先を摘つまんでまじまじと眺ながめ出した。まるで、興味を失ったことを、態度で明らかにしようとばかりに。

「虎とら風かぜ、この話はもう止めにしましょう。あまり生産性があるとは思えません」

「？　どうしてさ」

　急に消極的になった富士城に、虎風は違和感を覚えた。いままで人の都つ合ごうなどおかまいなしといった様よう子すで、謎の探求にあたっていた彼女らしくない。

　何が彼女を変えた？　この短時間に……何か、自分は変なことを言っただろうか？

「〝四季の花〟のプログラムに謎が隠されてるかもしれないんだ。龍姫ってのは、そのゲームで鍵となるキャラクターなんだし、役に立つかどうかはわからないけど、話し合えることは話し合っといた方がいいと思う」

　虎風はポケットから携帯を取り出した。

「！　何をしているのです!?」

「姫晴ちゃんに電話しようと思って。よく考えたら聞いた方が早いし、どうせオリジナルのＲＯＭデータも見せてもらえるように、頼まないといけないだろ」

「や、止めなさい！　無む駄だですから！」

　虎風は、富士城の声を無視して、姫晴に電話をかけた。

　すると部屋のどこかで、聞き覚えのある電子音が鳴り始める。和風なＲＰＧで、虎風もプレイしたことのあるゲームの、ボス戦で流れるＢＧＭだった。三しや味み線せんのような音が、耳に小こ気き味みよく入ってくる。このゲームは、確か姫き晴はるが好きだったはずだ。

　虎とら風かぜがおやっと思ったそのとき、携帯が誰かに引っ手た繰くられるように耳元から離れた。携帯は見えない力に引かれ、少し離れて座る富ふ士じ城しろの手の中に収まってしまう。

「あ！　何するんだ！」

「勝手なことをされては困ります」

　富士城が携帯を操作すると、部屋に響き渡っていた電子音もピタリとやんだ。不審に思いながら、その音がどこから聞こえていたのか周りを見渡す。虎風の視線の先には、ぼんやりとした仕草でテレビの方を向くナノカの姿がある。

「いまのって、あんたの携帯が鳴ってたの？」

　虎風はナノカに話しかけた。しかし、彼女は答えない。

　どうやら、テレビに心を奪われているようだった。

　そんな彼女の態度が気になって視線をテレビに移すと、画面が見知った家を映している。

　ニュースが報道する内容は、それまで虎風が考えていたことをすべて吹き飛ばすほどの衝しよう撃げきを持っていた。龍りゆう姫きのモデルや富士城の不可解な行動、そして突然鳴った電子音も、いまはどうでもいい。というのも、そこで初めて、虎風は姫晴の身に襲いかかった不幸を知ることになったからだ。彼女の母親と、彼女と仲の良かった女の子の訃ふ報ほう。

　被害者の名前を見て、虎風は、ポカンと口を開けた。

　──明日、謝りに行ってきます！　ついでにゲームのバグも直してもらってきます──

　ど、どういうことだ、これ？　なんで……

　──被害者の御み渡わたりさんの一人娘である御渡姫晴さんは、現在も行方ゆくえ不明とされ、依い然ぜんとして捜そう索さくが続いています……姫晴さんの友人である宇う佐さ美み由ゆ香かさんは、頭部のみの状態で放置され、身体からだは発見されておりません。宇佐美さんの血けつ痕こんが玄関の外にも付着していたことから、犯行は外で行われ、部屋の中に運び込まれた可能性があるものとして捜査が進められています──

「……う、うーやん……？」虎風はテレビに向かってぽつりと呟つぶやいた。

　そこには日常の破壊があった。過去をすべて否定されたかのような、足場の揺らめきに襲われる。とても信じられない。簡単に信じられる話ではない。

「……姫晴ちゃん……？」

　御渡姫晴さんは、行方不明とされ、依然として捜索が……行方不明……？

　虎風は彼女のことを思った。彼女はいま、どこで何をしているのだろう、と。

　そのとき起こったことはあまりに突然で、理解にしばらくの時間を要した。

　ぼんやりとした様よう子すのナノカが、虎風の声に呼応するように顔をこちらに向け、かすれた声を出したのである。「……トラくん……」
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　上への報告を終えて車に戻って来た都つ筑づきに、出雲いずもは近所で買った煙草たばこを渡した。

「その銘めい柄がらで合ってますよね」

「ああ、サンキュ」

　封を切る都筑を横目に、出雲いずもは「さっきの話ですけど」と切り出した。

「都筑さん、本当にわかってますよね？」

「ん？　何をだ」

「俺達が御み渡わたりの家に来たのは、姫き晴はるって娘こがいなくなったって家族から連絡を受けたからでしょ。それなのに家にその娘の死体の一部があるなんて、おかしいじゃないですか。あの頭部は別人のものですよ。昔の写真を見ても、容姿が全然違う」

「ああ、そのことか」

　都筑に驚いた様よう子すは見られない。煙草をくわえて、火を付ける。

「大丈夫だよ、ちゃんとわかってる。そもそも、姫晴って娘には死なれたら困るんだ」

「どういうことです？」

「お前、今回の捜査が行方ゆくえ不明者の調査だって聞いたとき、何でそんなことって疑問に思わなかったか？」

「そりゃ、思いましたけど、事件の中心にいたのがあの怪物ですからね。念には念を入れてってことだと思いました」

「違う。これはお前たちには想像もつかない話だろうけどな。上は今回のことで、ナノカの正体を把は握あくしたいと思ってる。これまでナノカの情報は、阿あ万ま野の教授とごく限られた人間しか知らなかったらしい」

「え、ナノカって、語かた羅ら部べ女史のことでしょ。体が世界言語で構成されてなかったっていう。そりゃ、一般人は知らないですけど、そんなの俺たちだって知ってるような情報ですよ」

「いや、ナノカは一人の人間を指す言葉じゃないんだ。どうやら語羅部女史の他に、阿万野教授はもう一人のナノカを知っていたということだ」

「……まさか、そのもう一人ってのが」

「そう──といってもまだ、恐らく、という段階だけどな。俺は、御渡姫晴がそうじゃないかと睨にらんでる」

「何で、そう思うようになったんです？」

「お前も、さっきの娘の話聞いてたろ？　もし仮に、この世界に創造主なんてものがいたとしたら、ナノカってのは世界の欠陥バグみたいなものさ。自分の身を重ねて考えてたからこそ『バグだけは出したくない』なんて言葉が口くち癖ぐせになるんだろ」

「ああ、なるほど」

「しかし、何とか他人から御み渡わたり姫き晴はるの情報を聞き出せてよかったよ。母親と死んだ少女には可か哀わいそうだが、タイミングが悪すぎたな」

「……あの娘こ、誰でしょうね。ほら、首だけになった……」

「さっき報告が届いた。宇う佐さ美み由ゆ香かって子だ。落ちてた携帯と、血けつ痕こんの鑑かん定ていで確認が取れたらしい。見たところ学生のようだったし、いまは長期休きゆう暇かのところも多いから、遊びにでも来てたんだろう」

「今回の件、誰の仕業だと思います？」

「そりゃ、オオトリだろ。教授殺しのときと、手口が同じじゃないか。教授と御渡の母親は、一度体を破壊してから構成だけ元に戻しておく。鶴つる野のとさっきの女の子の切断部は、細さい胞ぼうが整列したみたいにスパッといかれてる。何でかは知らんが、オオトリは御渡姫晴に目をつけたらしい」

「くそっ！　そんな奴がまだ野放しになってるなんて！　俺達がもうちょっと早く到着してれば……」

「おいおい、死体が二つ増えただけだぞ、もし出合い頭がしらなんてことになってたら。林はやしと国くに方かたの話は聞いたろ」

「……ええ」二人は公こう安あん警察に所属し、立場はいまの都つ筑づきと出雲いずもと同じだ──いや、だった、と表現するのが正しい。彼らの殉じゆん職しよくを伝える一報を受けたのは、つい先ほどだ。

「……今回の事件、何かヤバいですよ。人って、こんな簡単に死んでいいものじゃない」

「死ぬときは死ぬさ。生きてんだから。いいか、いまは一いつ旦たん、オオトリのことは置いとけ。俺達の仕事は殺人事件の解決じゃないんだ。さっき上には報告してきたけどな、そしたら今後は御渡姫晴の保護に全力を尽くせだと」

「……都筑さん、俺思ったんですけど、ちょっと都つ合ごうがよ過ぎないですか？　特区内の世界言語が復活して、こんなに長時間が経たってるなんて」

　都筑はふう、と煙を吹き出す。「何が言いたい？」

「まるで俺達の捜そう査さが続けられるように、誰かが裏で糸を引いてるみたいだ。ナノカを焙あぶり出してやろうって。特区からまた世界言語が消えれば、もうナノカの正体はわからなくなりますしね。俺達に捜査命令が出たのも、いまから思えば早過ぎるくらいでした。今回の一連の騒動は、誰かが計画してやったんじゃ」

「だとしたらどうする？」

「え？」

「仮にお前の言う通りだとして、まあ、公安警察と公安調ちよう査さ庁ちようがぐるになってるのが一番現実的かな。俺もそれは考えたよ──この二つが裏で糸を引いていたとして、お前はそれを知ってどうする？」

「どうするって……決まってるじゃないですか！　止めさせるんですよ！　俺達が不正に加か担たんしてどうするんですか！」

「無理だよ、そんなことは。お前、社会に出て何年になる？」

「え……五年ですけど」

「じゃあ、そろそろこの社会がどんなところか気付かなきゃいけない。俺達のいる社会ってのはな、既き得とく権けん益えきを守ろうと必死になる奴と、そいつらのために働かされる人間の二種類しかいない。俺達は残念ながら後者だよ」

「そういう達観した物言いはよくないですよ。思考を退屈にする。俺たちだって、意見くらいなら言えるじゃないですか」

「お前、足の先がむず痒がゆいときはどうする？」

「そりゃ、搔かきますけど」

「組織も同じだよ。煩わずらわしい奴がいたら、ちょっと弾はじいて終わりさ」

　出雲いずもが睨にらむように鋭い目を向けると「怒るなよ、俺だって納得できてるわけじゃないんだからさ」と、都つ筑づきは笑った。

「何か事が起こると、すぐにどこどこ陰いん謀ぼう説せつってマスコミが報道するだろ。でも、結局証しよう拠こがないからいつも〝説〟どまりさ。みんな、費用と効果を考えて動く。悪事を黙認して、悪の総本山から既得権益の一部をもらうために働くか、身を削りながら完かん璧ぺきな証拠を揃えて、悪事を叩くか……でも、後者を選んで得られるのは自己満足ぐらいだろ。金だって湧いてくるわけじゃない。自分や家族の生活、社会的な地位、その他もろもろを考えたときに、口をつぐんじまうのが普通だ」

「でも、俺は正義を守りたいから警察に入ったんですよ」

「警察は正義を守るところじゃないぞ。正義を作るところだ。作って、守らせるところだ。いいか、俺達はサラリーマンなんだよ。上が黒を白って言えば、疑問なんて持たずに『ああ、これが白なんだな』って思っとけばいい。そうでなきゃ、しんどいだけだぞ」

　都筑は苦にが笑わらいを浮かべる。

「……要は、言いたいことを言うためには、早く上に上がればいいってことだ。使われる立場から、使う立場になればいいんだ。そうすりゃ、下の人間を愛と平和のために動かすことだってできるさ。まあ、早く出世したいなら、今回の件はうってつけだぞ。特に事案がでかい。正直な話、公こう安あんですら使い走りなんじゃないかと思えるよ。ナノカ、つまり非物質性言語の種プレ・メタグラムってのは、あらゆる願いを可能にする願望器だ。国……いや、世界が欲しがっていてもおかしくない代しろ物ものだからな」

「そうですね」と、出雲は表向き頷うなずいて見せたが、不正のために一人の人間を犠ぎ牲せいにする気はさらさらなかった。まして、それを自分の出世のために利用するなど言ごん語ご道どう断だんだ。

　都筑はいい先せん輩ぱいで人じん徳とく者しやだとは思うが、少し諦てい観かんが前面に出過ぎている。

　俺は違うぞ、と出雲いずもは密かに闘志を燃やした。

「で、これからどうします？　御み渡わたり姫き晴はるが行きそうなところ……聞き込みでもしましょうか」

「実は、二人ほど気になってる人間がいてな」

「誰です？」

「一人は阿あ万ま野の教授の孫まごだ。暗号解かい読どく班はんの情報がさっき入った。どうやら例の〝龍たつ雲ぐも〟のファイルと関係してるのはその孫って話らしくてな。名前は阿万野虎とら風かぜ」

「もう一人ってのは？」

「こっちの方が可能性はある。公こう安あん調ちよう査さ庁ちよう長官の娘だ。大学時代は阿万野湫しゆう市いちの研究室で人間の精神を研究してたそうだ。優秀な成績だったらしいけどな、突然研究室を出て、この辺の中学校の生徒カウンセラーで働き始めた変わり種、とか噂うわさで聞いたことがある。まさかと思って、さっきの娘こに聞いてみた。すると、どうだ。その中学ってのが、御渡姫晴の通ってた学校ってばかりか、そこでテニス部の顧こ問もんをやってて、彼女と特別親交が深かったって話だ」

「偶然……じゃないですよね。ナノカの正体を知ってたって考えた方が理屈に合う。護衛みたいなもんでしょ」

「だろうな。さっきの話を蒸し返すわけじゃないが、今回の件に公安調査庁が嚙かんでる可能性は大いにあり得る」

「その娘の名前は？」

　都つ筑づきは、はっきりとその名前を口にする。「富ふ士じ城しろ雪ゆき乃の」
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　法ほう務む官かんは思う。阿万野湫しゆう市いちは死ななければならなかった、と。

　魔法が諦あきらめさせた研究を、彼が再開しようとしていたからだ。

　オフスプリオリが世界言語を〝使用〟するということはすなわち、事物に付ふ随ずいする情報を書き換えることで、書き換えられた情報の方を現実に具ぐ現げん化かすることを表す。単純な例で表せば〝テーブルの上にあるコップ〟という文章を〝手に収まっているコップ〟という文章に書き換えることで、コップの位置を移動させることができる。

　魔法の一条の意味するところを言語化すると〝すべての生命は、世界言語を書き換える際、その言語内に生命を構成する文字を取り入れることはできない〟と記されている。わかりやすいよう、魔法使いによる呪じゆ文もんの詠えい唱しように置きかえるなら、誰かが呪文を唱となえるに際し、コップなら対象にとれるが、生命を対象にとることはできない、ということだ。

　魔法の一条ができるまで、力のあるオフスプリオリによる犯罪が跡を絶たなかった。

　通常の人間が物を動かすために筋力を必要とするのと同じで、オフスプリオリが世界言語によって事じ象しようを書き換えるのにも力を必要とするが、ここには大きな個人差がある。失語症患者アフエイジツクのようにまるでその才能がない者もいれば、その気になれば大岩まで持ち上げられる者もいる。

　後者がその力を人間に対して奮えばどうなるか？　その答えはいま、明石あかし特区で起こっている。語かた羅ら部べ鵬ほう珠じゆによって行われているような恐怖が、過去に幾度となく繰り返された。

　魔法による規制は、むしろオフスプリオリ側から懇こん願がんされたものだった。

　少しずつ数を増やしてきたとはいえ、彼らはある程度の制度に守られなければ生きていくことができない。やっかみの対象となり、迫害される者もいる。事実、彼らの中には自身の出しゆつ自じを隠すために、五つある特区の一つに逃げ込むようにして居住する者が少なからず存在する。

　ゆえに優位性を捨て、他者と歩幅を少しでも合わせようとする意見が彼らから出てきても、何ら不思議ではなかった。

　阿あ万ま野の湫しゆう市いちは魔法の成立に反対の意向こそ示さなかったが、不満を抱いているのは明らかだった。彼の思想の最終的な到達点は、オフスプリオリの力を抑制するのではなく、他の人間をオフスプリオリのレベルにまで引き上げることで相対的な平等性を得ようとするものであり、それを推おし進めるために、生命を呪文の対象にとれなくなる魔法一条の存在は、障害以外の何物でもなかったからだ。

　結果的に彼は研究を中断し、特区の責任者として隠いん遁とん者しやのような生活に身を置くことになった。

　それが正しい姿だ。

　初めて阿万野湫市の研究内容の一つ──〝ピリオド〟と呼ばれていた理論──を知ったとき、体の奥底から震えが来たのを覚えている。この理論が実じつ践せん段階に移行すれば、必ず世界のバランスが無む茶ちや苦く茶ちやになる。

　なるほど、確かに目的は人類の平等化にあるかもしれない──が、それだけに留まらない危険性がこの理論にはある。理論の実践において、狙った成果を超える成果が出た場合、それは失敗と呼ばれる。

　魔法一条の成立が、その〝失敗〟を防ぐことになった。阿万野湫市は、研究の重点を物質と精神の繫がりではなく、思想学寄りにとるようになった。

　そして隠遁者のようになった彼の動向を、これまでずっと自分は見守ってきたのである。

　魔法という法に仕える、法ほう務む官かんとして。

　阿万野湫市は沈ちん黙もくを守り続けた。特区の中で過ごす内、彼は自然な老いに活力を奪われて行くようだった。もはや昔の熱意は風化し、野心を取り戻すことはないように思われた。

　そんな彼が不ふ穏おんな動きを見せたのは、一月ほど前である。

　監かん禁きん状態にあった語羅部鵬珠と接触を図ろうとしたのだ。彼女は現在確認されているオフスプリオリの中で、ただ一人、魔法一条の鎖におとなしく縛られない怪物であり、それはすなわち、阿万野湫市の理論を実践できる唯ゆい一いつの存在であることを意味した。

　彼の燻くすぶっていた火種を、何が大きくしたのかはわからない。ただ、見過ごすことのできない事態であることに間違いはなかった。

　すぐに手を打たなければならない。

　しかし、彼を消すだけで問題が解決するのだろうか？

　危険を種子の状態で取り除いてしまうと、その危険が花を咲かせたときの対処法も同時に取り除いてしまうことになる。阿あ万ま野の湫しゆう市いちがしていた、人の精神を物質的観点から認識する研究は、その成果としての結果だけを示しているが、その手段は未だ公表されていなかった。当然どこかに保存していることだろう──だが、どこに？　それを得た人間が、第二第三の阿万野湫市にならない保証はなかった。

　そのときの自分に必要だったのは、個人の尊厳さえすり潰つぶせるほど大きな権力だ。一人の人間が歩んだ人生に詰まった情報を収集し、閲えつ覧らんし、完全に消去することさえできる権力。幸いなことに、その途と方ほうもないほど大きな力を動かせるカードを、知識として自分は所有していた。

　願望器──新たなる魔法の種、二人目のナノカの存在だ。

　まず相談するべきと頭に浮かんだのは、阿万野湫市の他に明石あかし特区の傘かさを支えているのは二人の〝対象者〟であり、それはつまり国家に顔の利く人間という意味でもあった。

　国に反逆するつもりはない、と、まず二人に説いた。二人に敵対するつもりもない、とも。

　一人は〝メフィスト〟と呼ばれるシンクタンクの研究者で、魔法一条と生命の関わりに大きな興味を持っていた。彼の関心は次第に魔法に抗う怪物に向き、そしていま、もっぱら語かた羅ら部べ鵬ほう珠じゆを自身の管理下に置きたがっているという話だった。

　彼は現在、少女が置かれている環境を嘆き、彼女に無意味な時間を過ごさせることが人類の損失とさえ考えていた。

　ただ同時に彼の機関は、すぐに怪物を自身の檻おりに入れられない理由も抱えていた。

「もしも、いまの施設であの子を安全に管理できない事態が生じれば」と、彼は手を差し出しながら言った。「次に我々が手を挙げようと思う。そのとき、競合者に阿万野湫市がいなくなっていることを願うよ」

　もう一人の〝対象者〟は前者より厄やつ介かいな性格をしていたものの、欲していることがより明確だったので対処はしやすかった──彼は、かつて魔法一条の内容に反対した一人であり、もっと願望器を有効に活用するべきだと最後まで主張し続けていた。

　彼には、もう一人のナノカの存在──つまりは魔法二条の可能性──を教え、興味を引いた。内容を話すと、彼も了りよう承しようしたものの、やはり念を入れることも忘れなかった。

「君だけでは心もとない」と彼は言った。「枷かせを、語羅部鵬珠にはめろ」

　枷の名前は宮みや本もと逸いつ樹きといった。

　明石特区のメタグラムから対象とされている二人の協力者は、いま現在遠く離れた地でこの混乱を静かに見守っている。特区の傘が閉じたことで、彼らも阿万野湫市の死を悟さとったことだろう。

　舞台を整えたそのときの自分は、神の代理人だった。高く、高く、どこまでも無む分ふん別べつに塔とうを積み上げようとする不届き者に、稲いな妻ずまの一撃を加えるのだ。

　阿あ万ま野の湫しゆう市いちは死んだ。これ以上もなく、自分の狙いどおりに。

　事件はもう少しで終わる。彼が残した全てのものを回収し、この混乱に幕を引く。
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　時刻が午後六時を回った頃。虎とら風かぜは富ふ士じ城しろと一緒に、そっと部屋を抜け出した。

　いま、姫き晴はるは部屋の中で横になり、ピクリとも動かない。目を瞑つむり──ただ、眠っているかどうかはわからなかった。

　母親と友人の少女に起きたことが、彼女の精神の均きん衡こうを破壊したのは明らかだった。

　ニュースが報道されてからしばらくの間彼女は放心していたが、途中でハッと我に返ると、今度はパニック状態に陥った。涙を流し、おう吐し、「どうして、どうして」と、呪じゆ詛そのような言葉を何度も繰り返した。先ほどようやく落ち着いたところだ。

　彼女の気持ちは痛いほど理解できる。自分も最愛の人を亡くしたばかりで、加えて宇う佐さ美み由ゆ香かにしても、仲の良い後こう輩はいだったのだから。

　虎風は庭にあったベンチに腰掛け、富士城からナノカのことを聞いた。

　魔法をつくる文字を体内に抱く存在。富士城はずっと姫晴の秘密を知っていたらしい。そして万が一のとき彼女を救えるように、傍そばにいたのだという。

　万が一の機会は唐とう突とつに訪れた。

　富士城は、それからの経けい緯いを淡々と話す。昨日特区が突然力を失い、姫晴を連れて逃げ出したこと。そのとき家に隠れているように指示することも考えたが、彼女を狙う存在がどこまでを知っているかわからなかったため、自分の傍にいるのが一番安全だと判断したということだ。そして逃走中、教授が自分の孫まごをいざというときの予防策に置いていたことに気付き、その少年に助けを求めようと決定したこと。姫晴のたっての希望で、虎風にはナノカの正体が自分とはわからないようにして欲しいと頼まれていたこと……。

　彼女が自分にも秘密を打ち明けてくれなかったと聞いて、虎風はズキリと胸を痛めた。

「……どうして？　俺たち仲良かったはずなのに……」

「……あなたに嫌われると思ったんでしょう。生まれながらの異常性。加えて、それをずっと隠してきたのですから」

「そんなことで嫌いになるもんか！」

「口では何とでも言えます。指先を失った人が物を書くところを見たことがありますか？　片足を失い、細く冷たい義足を付けた人は？　必ず、欠落部に真っ先に目が行くはずですよ。そんな好奇の目にさらされるのが嫌だと思うのは、至し極ごくまっとうだと思いますけどね」

「そんなこと！」

　と言って、二の矢が継げない。それを決めるのは、自分ではなく、姫き晴はるだ。

　虎とら風かぜは顔を覆おおいながら、「今朝けさ、姫晴ちゃんから電話があった……」と呟つぶやいた。

　車の中で、彼女に遊びに誘われた、あれだ。

「病院で教授の傍そばにいると思ったあなたに、一度何とかして帰ってもらいたいと思ったのです。本当は、もっと小こ芝しば居いめいたことを考えていたのですけどね。あなたが帰宅途中だということがわかって安心しました。ああ、私の指示ですから、姫晴に悪い感情を持たないで下さいね」

　もう、ため息しか出てこない。

　ただ、いつに増して喧けん嘩か腰ごしのように感じる富ふ士じ城しろも、やはり内心では相当動揺しているようだった。

「想像し得る最悪の事態になってしまったようです」

　彼女の口く調ちようからは、物事が思うように進まないことに対する焦しよう燥そうを感じることができる。

　虎風は顔を上げ、話を促うながすように富士城を見つめた。

「ナノカと姫晴を等号で結ばないために、私はもう一度明石あかし特区の力を復活させたかったのです……先ほどの少年の件を考こう慮りよしても、まだ時間はあると思っていたのですが……彼女の家族が目を付けられるということは、十じつ中ちゆう八はつ九く、敵は彼女の正体に気が付いたということでしょう」

　実は虎風は、二人を見ていて、疑問に思うことがあった。日本には明石と同じような特区が他に四つある。そのどれかに逃げ込んだ方が早いのではないか、と。

　しかしいまから思えば、なぜ富士城が姫晴を連れて他の特区に逃げなかったのかがはっきりと理解できる。

　これまで、ナノカが隠いん者じやのような生活を送っていたのならば、他の地域に移り住んでも何ら問題はなかったろう。けれど彼女には、御み渡わたり姫晴という少女としての生活の痕こん跡せきがあった。それを不自然な形で残して行ってしまっては、ナノカを探す者たちにとって大きなヒントを与えてしまうことになる。

　最初から存在しないものには、関心は向かない。向けようがない。

　ただ、厄やつ介かいなことに人間は欠落部に目が行く性質があるのだ。あったものがないとき、それがそこに存在するべきものであるほど、違和感は大きくなる。

　姫晴は元の生活を続けるしかなかった。いるべき場所に、い続ける必要があったのだ。そして、そのためには特区の力がもう一度必要だった。

　富士城は、沈痛な面おも持もちで続けた。

「しかし、なぜ殺す必要があったのでしょうか……抵抗されたのか、それとも口封じでしょうか……」

「警察に連絡した方がいいんじゃないか……？」

「は？」

「だって、じいちゃんも姫き晴はるちゃんのお母さんも殺されたんだ。こんなの普通じゃない。もう俺達だけでどうにかできる段階を超えてるよ」

　彼女は首を振り、「警察は信用できません。今回の件に国が関わっていないという保証はありませんからね」と、虎とら風かぜの訴えを切り捨てた。

「じゃあ、どうすればいいんだ。ひょっとしたら、俺たちだって……」

「殺される？」

　冷たい死の感触。虎風は体内に氷を突っ込まれたように感じ、震え上がった。

「怖いのですか？」

「あ、当たり前だろ」

　すると、こんな状態にもかかわらず富ふ士じ城しろが薄く笑ったので、虎風はまたぞくりと冷気を感じた。「そうでしょう」彼女の目は輝いている。

「ですから私は姫晴に、あなたは信用できないと何度も申し上げたのです。いまのあなたの言葉を姫晴にそのままお伝えしてよろしいですね。彼女はあなたに幻げん滅めつして自分の間違いを悟さとり、私の正しさを悟る……所しよ詮せん、姫晴とあなたの間柄などその程度のものだったのです」

「……こんなときに、何言ってるんだよ」

「こんなときだからこそです。やはり人間、いざというときを迎えると地の色が出るもの。あなたの情けない言動は、きっと姫晴に失望をもって受け入れられるでしょう」

　彼女は勝ち誇った笑みを浮かべ、「私はね、虎風」と続けた。

「姫晴が事あるごとにあなたを庇かばうことが許せずにいるのですよ。あまつさえ、あの子ときたら、あなたのことで一度は私に手を上げたでしょう。こんなことは、これまでなかったことです。私はいつでもあの子の一番でした。それを、あなたが台無しにした。怖いのならば、逃げて下さって結構です。教授から渡されたメモリが屋敷のどこにあるかを教えて頂ければ、あなたにもう用はありませんし、その方が都つ合ごうもいい」

「……メモリって……まさか、まだ特区を元に戻そうとしてるのか？　もう姫晴ちゃんの正体はばれちゃったんだから、意味ないんじゃないか……？」

「敵の正確な狙いが摑つかめない以上、姫晴の安全に繫つながることはすべて考こう慮りよして行動しなければなりません」富士城はぴしゃりと返した。

「降伏したければ一人で勝手にして下さい。まあ、龍たつ雲ぐものファイルの件に関してだけは、礼を言っておきましょう。姫晴がファイルを見ていれば、同じ結論は得られたでしょうが」

「あの鍵のファイル、姫晴ちゃんに見せてなかったのか……？　なんで……？」

「私が、姫晴に助けを求めてどうするのです？」

　富士城はきょとんとしてから、再び笑顔になった。

「本当に、これ以上、あなたの助けを借りるというのも気に入りませんね。あなたがいなくなったとて、大たい勢せいに影えい響きようはないというのに。簡単に絶望できる半はん端ぱ者ものと違って、私はまだ最後の策を残しています」

「最後の策……？」

「姫き晴はるの正体を全世界に発信するのですよ。魔法の力は一条によって実証済みです。それは言わば、この世にあらゆる望みを書き足せる万能の筆。その存在を明らかにし、いまそれを不当に狙う輩やからがいると助けを請こうのです。秘密はその独占者のみに利益をもたらします。しかし一度公開されれば、それのもたらす利益ゆえに、誰もが下手へたに手を出せない状況ができあがる」

　互いによって互いを牽けん制せいさせるというのが、彼女の言う最後の策か。

　乱暴な理屈だ、と虎とら風かぜは思った。手を出せば報復を受けるので、均きん衡こうを望むようになる。それは、兵器によって兵器を抑制するようなものではないか。

「もちろん、私もこのようなことを進んでやりたいとは思いません。ですが姫晴に人道をもって接しようとしない不届き者がいれば、立場をわからせる必要があります」

「あんたは、どうして、姫晴ちゃんにそこまで尽くそうとするんだ」

「単純なこと。姫晴を愛しているからです。と言っても、俗な恋愛感情と同じにしないで下さいね。彼女と出会うまで、自分以上に大切に思える人になど出会ったことがなかった。彼女という存在に心を奪われ、彼女のいない世界が想像できなくなった。それだけです」

　その言葉でいまの姫晴が陥っている境きよう遇ぐうを思い出したのか、富ふ士じ城しろは暗く沈んだ顔をする。

　彼女は「部屋に戻って、あの子の様よう子すを見てきます」と言い残し、屋や敷しきの中に入って行った。




　それからしばらく虎風はベンチから立ち上がれずにいた。気分が滅入り、体に力が入らない。

　勝手のわからない土地で吹かれる海風は肌はだ寒さむく、鳥肌が立った。体を抱き込むようにして腕をさすったけれど、一向に温まらない。血が凍ってしまったかのようだった。

　自分の中をめぐる冷たい血液を想像し、虎風は身震いした。

　トラウマが開くのを、必死に抑える。

　昔から、自分は血が異常に苦にが手てで、友達が体育の授業で怪け我がをしたときに流れ出た赤い液体を見て、気を失ってしまったこともある。幼い頃の経験がその原因らしいが、大昔の出来事に未だに縛られているなど、本当にやるせない気持ちになる。

　自分は出生後まもなく、一人の助産師に大怪我を負わせてしまったことがあるらしい。

　そのときに見た血、聞いた叫び声──人間の心は複雑にできていて、当時のことをまるで覚えていないにもかかわらず、血を見てしまうとそれがスイッチとなって、幼い自分が感じていたものと同じ精神状態になってしまう──精神科医の説明は、確かそんな感じだった。

　息子むすこが生まれつきの失語症ではない、と両親が盲信し、その才能を諦あきらめ切れなかった理由はここにある。助産師が怪我を負うことになった事故は、世界言語の書き換えによって引き起こされたからだ。

　虎とら風かぜの生まれた十五年前といえば、魔法一条の制定される以前であり、言語の中に人間を取り入れることができた。また、オフスプリオリが特区で出生される条例もない時代でもあった。というよりもむしろ、虎風の起こした事件がメディアに大きく取り上げられてしまったことで、オフスプリオリの特区における出生が義務付けられたと言う方が正しい。

　新生児は、生後六か月までに完全な立体視を身につけると言われている。逆に言えば、生まれたての赤ん坊は、すべてを平面で認識している。

　生まれたばかりの虎風が世界言語を通じて、自分の認識する世界を現実に具ぐ現げん化かした結果、ベッドや医療器具、果ては一人の助産師を巻き込んで、分ぶん娩べん室しつの壁に同化してしまったのだった。そこまで異常な力を持って生まれてくるオフスプリオリは、未だ確認されていなかった。

　一瞬の後、彼女の皮ひ膚ふは悲鳴を上げ、亀き裂れつとともに血を吹き出した。

　虎風はすぐに特区内に移送され、物心がつくまでそこで過ごした。

　通常のケースなら特区で生まれ成長したオフスプリオリでも、失語症でない限り世界言語を使えるようになる。現にいまの時代、条例に従って特区で生まれ育った彼らは、そこを出てから両親より授けられた才能を頼りに、それぞれの力量にあった力をきちんと身につける。

　にもかかわらず、虎風の力は、物心がついたときには失われていた。

　原因は不明──ただ、やはり無意識下に存在する傷が能力を制限しているのではないか、と教えられた。両親は様々な手を尽くして虎風を治そうとしたけれど、傷が認識できないため、なかなか有効な手段を見つけられなかった。

　虎風からすれば、自分は至って正常だと思っているのに、小さいころから両親に連れられて、精神科や心しん療りよう内ない科かに何度も足を運ばなければならなかった。

　結局いまにいたるまで、虎風は平凡な少年として育った。しかし、それはお前のあるべき姿じゃない、とずっと聞かされながら。

　悪いことをした覚えもないし、普通の人と同じように生活できるのに、それが間違っているかのように言われ続けた経験は、少年の人格形成に大きな影えい響きようを与えることとなった。虎風の心には、いつのまにか人に対する劣等感が生まれていた。

　それは、ある種の卑ひ屈くつさと言ってよかった。




　ブ、ブブ、ブ、ブブ……

　突然の携帯の振動が、虎風の意識を物思いから引き戻した。

　画面を見てそれが非通知の番号からのものだとわかると、恐怖に息が詰まりそうになる。

　……君がいまどこにいるのか知りたい。またしばらくしてからかけ直すから、今度は出てくれることを願う……。

　この向こうに平然と人を殺す人間がいると思うと動どう悸きがして、ガチガチと歯が鳴り始めた。

　先ほどの、あの少年にしてもそうだ。もしナノカ──いまは姫き晴はるか──彼女が、止めてくれなかったら、自分は彼に殺されていたのではないか。なぜ、自分がこのような恐ろしい目に遭わなければならないのか。

　虎とら風かぜは携帯を放り投げて耳を塞いだ。しかし携帯のバイヴ音は、指を縫ぬって耳に入り込んで来る。災害が通り過ぎるのを待つかのように、虎風は目を閉じ、ただ震えていた。

　降伏したければ一人で勝手にして下さい。

　暗くら闇やみの中で、なぜか虎風は先ほどの富ふ士じ城しろの言葉を思い出した。

　降伏？　降伏すれば、この恐怖から逃れることができるのだろうか？

　姫き晴はるの笑顔がまぶたの裏側に強烈に浮かび上がり──そして、消えていった。




　　　　　※




　鵬ほう珠じゆはイヤホンを耳につけ、浩こう司じの口元に携帯を持って行きながら、向こうから反応が返ってくるのを待った。虎風君、やっぱり出てくれないのかな……。

　法ほう務む官かんに語かた羅ら部べ鳳ほう珠じゆのことを聞いて、通話を終了した後、鵬珠は、しばらくの時を惚ほうけるにまかせ、それから屋敷のリビングに残されていたメモを思い出し、その内容をすべて伝えるために、もう一度法務官へと電話をした。

『申し訳ない。我々の現状を知ってもらい、あなたの協力を請こえればと思って来た』

『教授は、誰よりもあなたを愛していた』

『メールとは何？』

「誰かが筆談してたってことだよね？　内容から考えて、多分虎風君と。逸いつ樹きはね、このメモを見つけたらどっか行っちゃったんだよ。わたしを放り出して、誰かに電話かけてた。ひょっとして、何かわかったのかな？」

　そう言うと、法務官は押し黙ってしまった。

　鵬珠は何かの助けになればと思って、「きっと喋しやべれない人だよ！　病気で生まれつき言葉に障害がある人って、聞いたことあるもん！」と続けた。

　そのとき、法務官の思考がどのように紡がれたのかはわからない。ただ、向こうから楽しそうな笑い声が返って来たので、鵬珠はおやっと眉まゆをひそめることになった。

『その人は病気ではない』と電子音が言う。もっと高貴なものだ、と。

　そして唐とう突とつに阿あ万ま野の教授の孫まごと連絡は取れたかどうかを訊たずね、最後に着信を入れたのは何時頃かを確認するように聞いてくる。

「あ、ごめんね、実は一回しかかけてなくて……昼ごろに一度。そのときは出なかったよ。いまからもう一度かけてみようか」

『もちろん』と、法務官は答えたが、その後に悟りきった言葉も付け加えた。

『まあ、かけるだけ無む駄だかもしれないけれど』

　鵬ほう珠じゆはそんな反応から、法ほう務む官かんがいまの短いやりとりで何かしらのヒントを摑つかんだに違いないと思った。

「逸いつ樹きもあなたと同じこと考えたのかな」

　鵬珠が言うと、法務官はあの少年のことはもう考えるな、と返した。

『私は君の味方だ。しかし逸樹は元々、我々の味方というわけではない。彼の所属する組織を、私は完全に信用することはできない。計画の立ち上げには、お互いの力が必要だった。しかし計画が進むにつれ、彼らがこちらを出し抜こうとしたり、敵対する姿勢を見せれば、排除する必要性もあると考えていた。完全な自由には、枷かせの破壊が必要なのだから』

　ゆえに、自分からいなくなったのなら好こう都つ合ごうというもの。もう考える必要はない。

　眉まゆをひそめる鵬ほう珠じゆに向かって、法務官は続けた。

『逸樹のような人間に、君を任せたことを不満に思うのは仕方がない。しかしいま私に従えばいつかママに会わせてあげるから』




　その言葉に縛られるように、鵬珠は一瞬で逸樹を過去のものと追いやり、もっぱら虎とら風かぜに意識を集中するようになった。

　自分には法務官のやろうとしていることはさっぱりわからないし、いつになったら〝もう少しやってもらいたいこと〟が終わるのかとも思ったけれど、ゴールが近付いてきているような、そんな予感だけはした。

　虎風と連絡が取れれば、きっと法務官と会えるのも早くなるに違いない。

　それに、ママとも！

　鵬珠が、携帯を握る手に自然と力を込めてしまうのは、仕方のないことだった。

　しかし期待する鵬珠とは裏腹に、コールは続く。

　プルルル、という音を十回ほど聞きながら、鵬珠は、またさっきのように留る守す番ばん電話に接続されると思った。そして、法務官の言葉はやはり正しかったと諦あきらめかけた瞬間。

　なんと期待していた待ち人が、通話の向こう側に現れたのである。

『……もしもし……？』と、少年の声が聞こえてきて、鵬珠は思わず「え」と呟つぶやいていた。

『あの、もしもし……？』もう一度、声がする。

　鵬珠は興こう奮ふんを抑え、自分の言葉を浩こう司じに喋しやべらせようと、意識を集中した。

『やあ、虎風君だね。よかった、やっと連絡が取れた』

『今朝けさ、俺の携帯にメールをくれた人……？』

『そのとおりだ。実は教授のことで君に伝えたいことがあって──』

『も、もう、そういうのはいい。あんたらの狙いは何だ……！』

　予想外の言葉を聞き、鵬珠は困惑した。いまこの場で、彼に対してどのような態度を取ればいいのか考えあぐねていると、少年は、

『ナノカか……それとも〝箱〟か……？』と訊たずねてくる。

　ナノカ？　何、それ？　彼の言葉が鵬ほう珠じゆの困惑をより大きくしたものの、〝箱〟という言葉が法ほう務む官かんの指示にあったとすぐに思い出し、自分を落ち着かせる。

『〝箱〟だ。君が知っているなら話は早い』

『そっちなら、渡すよ！　すぐに！』彼は必死な様よう子すで訴えた。

『俺はそれがどんな物か知ってる！　あ、でも、それが何に繫つながる物なのかまではわからない……だから、つまり、その──それを渡したら、俺があんたたちに協力できることは何もないってことなんだけど……』

『何が言いたいのかな』

『い、いや、だから、もう俺に関わらないでくれ。もう放っておいて欲しいんだ……もちろん、知ってることは全部話す！　本当は、もっと早くこうすべきだったって後悔してる……』

　虎とら風かぜの反応から、鵬珠は彼が何らかの形ですでにこの事件に巻き込まれていることを悟った。もしかすると、法務官が別の方面から手を伸ばしていたのかもしれない。

　物事が好転するのを感じ、じわりと気分が浮き立つ。彼の恐怖を利用しない手はない。

『落ち着きなさい、虎風君。実のところを言うと、君はいま非常に厄やつ介かいな立場に置かれている。ただ私たちに協力してくれるなら、君の身の安全は私が保障するよ』

　長い沈ちん黙もく。鵬珠は、悪戯いたずら笑いを浮かべた。『……いまから、会えるね？』




　　　　　５




　姫き晴はるの一番古い記き憶おくは、幼稚園の遠足を欠席して、家でぶーぶーと文句を言っているときのことだった。楽しみにしていたというのに、母親がその日の朝、勝手に欠席する連絡を入れてしまったため、自分は怒ったのだ。母は「ごめんね」と申し訳なさそうに謝り、その日仕事に休みを入れていて、姫晴と一緒に出かけるつもりだったことを明かした。

　姫晴は、何も遠足の日にしなくてもいいのに、とぶー垂れていたが、それからデパートに行って洋服を買ってもらい、何か特別なことがない限り行かないようなレストランへと連れて行ってもらうと、すっかり機き嫌げんを直した。

　いまから思えば、母はその日、特別自分に甘かったように思う。

　それ以降イベント事があると、その都つ度ど母は姫晴を休ませ、一緒に過ごそうとした。

　不思議に思ったけれど、そういう日には母がいつもより優しくなるので、我が慢まんするのは簡単だった。それに何より、父と早くに死別していた姫晴にとって、母は唯ゆい一いつの家族だったし、我わが儘ままを言って彼女を困らせたくなかったというのもあった。「お母さんを困らせてはいけないよ」とは、家によく来る〝先生〟の言葉で、実際姫晴も幼い頃、母親が悲しむようなことをしてしまうことをもっとも恐れていた。

　先生が、いつ頃から姫き晴はるの生活の一部となっていたかを思い出すのは難しいけれど、彼は母親が学生だったときに世話になった教授だという認識が、物心のつく頃にはあった。姫晴が周りの子どもたちと少し違っているということを抵抗なく受け入れることができたのも、彼のおかげだ。自分はどちらかと言えば好こう奇き心しんが旺おう盛せいな方で、様々な質問に答えてくれる相手がいるのは幸運だった。彼と接する内に、姫晴は、母が自分を特区の外に出したくなかった理由に自然と気付いた。そして、先生が自分によく会いに来る理由にも。

　姫晴の成長とともに、いつしか彼は〝先生〟から〝トラくんのおじいさん〟に変わりはしたものの、自分の人生の中で、もっとも尊敬できる人物の一人であることは変わらない。

　先生は姫晴の人生に、数多くのものを与えてくれた。

「君のような存在は、決して初めてというわけではないんだよ」

　と言って、語かた羅ら部べ鳳ほう珠じゆという名の女性について教えてくれたときには、姉妹ができたかのように感動したことを覚えている。彼女の書いた本を朗ろう読どくし、難解な部分は理解できるよう嚙かみ砕いて説明してくれた。

　そうしている内に、いつしか姫晴が彼女に会いたい気持ちを抑えられなくなったときも、可能な限りで場を設定することを決して厭いとわなかった。というのも、直接会うことはできなかったけれど、先生のパソコンで彼女とチャットをすることができたのである。

　それは姫晴にとって夢のような時間だった。同じ境きよう遇ぐうの人が返してくる文字は、まるで自分の分身が書いているように感じられて、内容に関わらず否定できない力強さを持っていた。

　私たちはホムンクルス、と最後に彼女が綴つづったのが印象的だった。存在しない命であり、フラスコの中でしか生きられない、と。そばで見ている先生は血けつ相そうを変え、「特区の中でなら普通に生活できる、という意味だよ」と説明したけれど、姫晴は特に気にしなかった。

　彼女とは、それから何度もチャットでお話しするようになった。

　世界言語のことをもっと知りたいと思ったのも、その頃からだ。世界がプログラムとデータで構成されているという感覚を摑つかむために、先生が教えてくれたのはゲームだった。相応の知識さえあれば、世界を構築することができる、と。

　それは語羅部鳳珠の本にも出てきた表現で、姫晴の好奇心を大いに刺激した。

　特殊な言語に対する知識！　それさえあれば世界を構築でき、人々を招待できるのだ。

　姫晴は少しでも空き時間ができれば、プログラミングの本を貪むさぼり読んだ。

　仮想世界の魅力に取りつかれた姫晴の現実は、希薄化の一いつ途とを辿たどった。スポーツや勉強、あるいは習い事──要するに、その時期の子どもたちが打ち込むものとして模も範はんとされるものとは、ある種一線を画するものに、病的なまでの執しゆう着ちやく心しんを持つ姫晴の姿は、恐らく周りの子どもたちに理解できなかったのだろう。その時期の彼女の周りには友人の姿は一人としてなく、そしてさらに悪いことに、当人もまるでそれを気にしていないことだった。

　孤立と没ぼつ頭とう。その二つが、姫晴の幼年期を言い表すのに最適な言葉だった。

　学校という公共の場が生活の中心になるのが、その年代の子どもにとって普通なことなのだろうが、そこは姫き晴はるが自分の現実として認めるにはあまりにも程度が低過ぎた。周りの少年少女が話す内容は幼稚で、悩みも些さ細さいで聞くに堪たえなかった。教師の授業は要点がまとまっていないように感じたし、教科書を読むこと以上の効果があるとはとても思えなかったため、姫晴は授業中ずっと教科書を一人で読み進めていた。それで、テストはいつも満点だった。

　小学校の高学年になる頃には、姫晴は無償のゲームエンジンをいくつかダウンロードし、数本のゲームを仕上げるほどになっていた。最初は先生にだけプレイしてもらっていたものの、自己の成果を他者に発信したがるのが人間の性さが。もっと多くの人たちに自分の世界を体験してもらいたくなった姫晴が、そうするための方法を求めたのも自然な流れだった。

　姫晴は先生にお願いした。何か、良い手段があれば教えてほしいと。

　すると先生は、次の日には姫晴の為ための場所──その気になれば、全世界の人々が覗のぞくことも可能な入れ物をつくってくれた。

「名前は自分で決めたらいいからね」

　姫晴はそのサイトに〝フラスコ〟と名付けた。いまとなって、そこは色々な人がゲームを投稿する場所になっているものの、最初にできたのはそのような経けい緯いだった。

　つくられて間もなく〝フラスコ〟は姫晴に劇的な化学反応をもたらした──端的に言えば、評価の場は彼女に、個人の力には必ず限界があるということを教えたのである。

　グラフィックはネットに溢あふれる既き存そんの人物モデルや風景モデルを応用して使うこともできたが、ＢＧＭをより美しくしたり、何より製作時間を短くして効率化を図るためには、他人の協力が必要不可欠だった。同じ趣味を持った人たちの集まりに、ネット上とはいえ顔を出し始めたのもこの頃だ。孤立し、自己完結していた姫晴は、少しずつ他人に興味を持ち始めることになった。

　そんな姫晴が、先生の孫まご──虎とら風かぜと会ったのは、十歳さいを迎える日のこと。

　最初は軽い気持ちで先生のお願いを了りよう承しようした。しかし、ネット上の知り合いと現実で会うのは初めてだった。何より問題なのは〝トラ〟が、学校で相手にしていない他の同級生と違って、ネットでの饒じよう舌ぜつな姫晴を知っていることだった。

　姫晴は簡単に約束した過去の自分を責め、誕生日が近付くにつれて何も手に付かなくなってしまった。

　先生の孫にもし嫌われるようなことがあったら、先生も自分のことを嫌いになってしまうかもしれない！

　久しぶりに鏡の中の自分を注意して眺ながめ、ぼさぼさに伸びている髪に気付けば、美容院に連れて行ってもらい──それまでは、母親に切ってもらっていた──よれよれの服に気付けば、可愛かわいらしい服をねだった──母親は「昔はたくさんあったのよ。あなたがいらないっていうから、買わなかったのに」と、呆あきれるように言った。

　決戦の日を迎えるまでに姫き晴はるの変身は何とか完了し、先生に『私が変わってても、虎とら風かぜ君の前では黙ってて！』とメールを打つことで、準備は終わった。後は、彼の前でぼろを出さないように気を付けるだけ……学校でも密かに聞き耳を立て、周りの子たちがどのような会話をしているかをチェックしていたので、きっと普通の子を演じ切れると思った。

　先生に連れられて少年がやってきたときの緊張感は、それまでの人生で味わったことがないほど大きなものだった。事前に用意していた挨あい拶さつの台詞せりふを忘れ、消え入りそうな声で「……こんにちは」と言うのが精せい一いつ杯ぱい。じっと見つめてくる少年の瞳は先生の瞳とそっくりで、すべてを見通すような輝きで満ちていた。

　少年の無言の圧力に耐え切れず、姫晴はうつむき、赤面した。やはり、自分は変なのだろうか？　周りの子がするのと同じような格かつ好こうをしているはずなのに……。しかし、

「……本当に女の子なんだ……」

　と少年が呟つぶやいて、姫晴は顔を上げた。「……え？」

「絶対じいちゃんが噓うそついてるって思ってた！　ハルが俺と同い年だ、なんて……でも、やっぱり本当なの？　君がハル？」

　それは、姫晴がネット上で使っている名前だった。

「……そ、そうだよ？」

「すごい！　信じられない！」虎風は興こう奮ふんした声でそう言うと、指を折りながら、姫晴のつくったゲームの名前を挙げ始めた。「全部、やったことある。じいちゃんが教えてくれたんだ！」

　きらきらと瞳を輝かせ、姫晴と先生の顔を交互に見る。

　そこで先生が少年の頭を小突いてから挨拶を返さないことを叱しかり、姫晴と母親にその非礼を詫わびたりしたけれど、そんなことはどうでもよかった。

　そのときの姫晴の心情は、安あん堵どの一言に尽きた。というのも姫晴はこの瞬間に、今日に至る一週間ずっと抱いていた怖れなど、本当は感じる必要のないものだったと思えたからだ。

　二人はすぐに仲良くなった。姫晴にとって、虎風は初めてできた友達だった。喉のどが嗄かれるまで誰かと話し込むなど未経験の出来事だったし、自分のゲームをプレイしたことがある人が、ネット上ではなく自分の目の前にいるということに不思議な興奮を覚えた。こう言えば大げさに聞こえるかもしれないけれど、その日虎風は姫晴の中で、現実世界と仮想世界をつなげる役割を果たしたのだ。

　以来、姫晴は自分でも驚くほど変わった。

　仮想世界だけに偏へん執しゆうするのをやめ、色々な人と仲良くなりたいと思うようになり、つまりは異なる価値観を理解しようと、努力するようになった。周りの程度が低いと思い込んでいた原因は、自分が自分の価値観を最善のものと信じていたところにある。

　虎風との出会いを通して、姫晴はそれをはっきりと悟さとったのだ。

　もし彼が姫晴に会ってみたいと言い出さなかったら、未だに姫晴は自分の価値観だけに縛られて生きる、浅せん狭きようで排はい他た的てきな人間のままだったかもしれない。




　姫き晴はるはぼんやりと、窓に映った自分の姿を眺ながめた。

「ひどい顔……」

　まるで虎とら風かぜと会う前──人の目を気にしないころの自分に戻ってしまったようだ。もちろん気にしないのではなく、気にしている余よ裕ゆうがない、が正しいのだが。

　語かた羅ら部べ鳳ほう珠じゆが亡くなったという知らせを受けたときも、自分はこんな風だった。彼女の死は大きくメディアに取り上げられた。

　特区の異変が落ち着けば、トラくんのおじいさんの死も同じように取り上げられるのかな。そして、妹のように甘えてきた宇う佐さ美みちゃん。誰よりも大切だったお母さん……。大事な人を失う苦しみは、何度経験しても慣れることはない。

　姫晴の後ろには、彼女を支えるように抱き締める雪ゆき乃のの姿がある。雪乃は姫晴の言葉に返答することなく、ただ腕に少し力を込めた。

　二人は教員と生徒といった関係だったが、雪乃がテニス部の顧こ問もんを務めることになったこともあって、接する機会が多かった。彼女は女優のような容よう貌ぼうで一気に生徒たちの憧しよう憬けいの的になったものの、いま思うと、明らかに女優向きではなかった。というのも、彼女は与えられた役割に対する演技が下手へた過ぎたからだ。明らかに特定の生徒──もちろん、姫晴──だけを、特別扱いしていた。

　不審に思う姫晴が、その理由を知るのはすぐ後のこと。ある日他校との試合の帰りに雪乃の運転する車の中で二人きりになった際、彼女は唐とう突とつに己の役割を告白し、それから「私は〝姫〟を守る〝城〟です」と言った。そして「でも、二人きりのときは、雪乃と名前で呼んでくださいね」とも。

　姫を守る城。その言葉のとおり、昨日突然特区が力を失い、あたふたと混乱するだけだった姫晴の前に現れた雪乃の対応は、目を見張るものがあった。

「ねえ、雪乃……」

「何です？」

　甘えるような声が耳元で響く。

　二人きりのとき、雪乃は普段の彼女からは想像できない態度を取る。最初は困惑して指摘していたけれど、無む駄だだとわかってからは特に気にしないことにしていた。

「トラくんはどこ？　さっきから戻ってきてないみたいだけど」

「知りませんよ、あんな奴。逃げたんじゃないですか？」

「じゃないですかって……さっきまで一緒にいたんでしょ？」

　雪乃は黙ってしまった。業を煮やした姫晴が「ちょっと、雪乃」と肩を揺すると、

「……あんなの、いてもいなくても一緒ですよ……」と、すねるように呟つぶやく。

　何だか、悪い予感がした。「まさか、またトラくんに酷ひどいこと言ったの？」

「わ、私は本当のことを言っただけですよ。あんな子じゃ姫き晴はるを守ることなんて絶対できないし、足手まといになるくらいなら、いっそいない方がいいと思うでしょう……？　だ、大丈夫！　姫晴は私が守ってさしあげます！」

「何言ってるのよ。私が助かったらそれでいいの？　いま一人になったら、トラくんが危ないじゃない」

　姫晴は雪ゆき乃のの腕を振りほどき、立ち上がった。

「あ……」

「トラくんを探さなきゃ」

　屋敷の中を歩き回り、虎とら風かぜの姿を探す。しかし、彼はどこにもいなかった。

　階段を下りていると、先に下の階を探していた雪乃と出くわした。

「外のベンチにもいません……さっきまではそこにいたのに……」

「電話かけてみる」

　姫晴は携帯を取り出し、耳元に持って行った。焦りで、胸がつぶれそうだった。

『……もしもし？』

「あ！　トラくん!?」電話の向こう側に虎風が現れて、姫晴は裏返った声を出してしまった。

「いま、どこにいるの!?　大丈夫!?」

『あ、いや、俺は大丈夫だけど……姫晴ちゃんは……』

　虎風は、随ずい分ぶんと歯切れが悪い。

「トラくん、雪乃が言ったこと気にしてる……？　ごめんね……」

　申し訳なさと、彼が無事だとわかった安あん堵どで声が震えてしまう。虎風は何も言わなかった──しかしずっと低い音が聞こえてくるので、姫晴はおやっと思った。

「あれ、トラくん、車に乗ってるの？」

　電話の向こうからは、車の駆く動どう音おんと思しき音がずっと響いている。今朝けさ、彼に電話したときも同じ音を聞いた。その音で今朝のやりとりを思い出し、姫晴は彼に噓うそをついたことを後ろめたく思った。

「何か、今日二度目だね、この会話。ごめん、トラくん。私……噓……ついちゃった」

『いや、別にいいんだ、もう』

　そのとき、隣となりで静観していた雪乃が姫晴の携帯をひったくった。

「……あなたは何をしているのです？」彼女は低く、脅おどすような声で言った。

「何するの？　返して！」

「自分がいま何をしているか、わかっているのですか？　はあ？　何を……？」

　最初威い圧あつ的な態度を取っていた雪乃だったが、時間の経過とともにみるみる顔を青ざめさせていく。そんな彼女を見て、姫晴は携帯を奪い返すのをためらった。それは、腫はれものに触りたくない感覚に似ていた。いったい、いま二人の間でどんな会話が行われているのか。

「ま、待ちなさい、虎とら風かぜ！　勝手なことを──もしもし？　もしもし!?」

　通話状態が切れたらしい。呆ぼう然ぜんと携帯を見る雪乃の姿を目まの当たりにし、姫き晴はるは事態がさらに悪い方向へ転がったと確信した。
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　毒を持って、毒を制す。鵬ほう珠じゆの元へと向かう逸いつ樹きには、明確なビジョンがあった。

　ナノカを守っている相手は想像し得る最悪の難敵だが、いまだ常識の範はん疇ちゆうにある。こちらの所有する怪物ならば、問題にならない相手だ。

　逸樹は、語かた羅ら部べ鵬珠と呼ばれる怪物の存在と、その力と、生い立ちを知り、人間の認識力のすばらしさを再確認したときのことをよく覚えている。

　メフィストと呼ばれるシンクタンクがある。〝形けい而じ上じようの世界言語（Meta-Physical World Language）〟を名前の由ゆ来らいとし、二十年ほど前に語羅部鳳珠を代表として設立された非特定営利活動法人だ。

　それは過去においてもっとも魔法一条の制定に尽力した機関であり、そしていまでは新たなる魔法の制定を技術的に可能とするために、世間からもっとも期待されている機関でもある。五年前の事故により指導者である語羅部鳳ほう珠じゆを失ったものの、いま活動内容は彼女が実権を握っていたときに比べ、遥かに多た岐きに渡る。

　メフィストの中には、魔法に縛られない怪物の存在を研究の対象とし、なぜ彼女だけが好き放題に、生命を世界言語へと取り入れることができるのかを解き明かそうとするグループがある。彼らは自らをマルガレーテと称している。

　彼らの主張はこうだ。規制は、相対的な弱者と強者を作り出す。二者を分ける基準を知ることで、選択的に強者を生み出すことができるのではないか──と。

　当時彼らが乗り越えるべき難題は、二人のホウジュの遺伝的な繫つながりだった。

　魔法一条は鳳珠の体内より摘てき出しゆつされたメタグラムによって形成されているため、彼女の複製品とも密接に関係していることは疑いようがない。その特別な関係が、脱法行為を許す原因になっているのではないか、というものである。もしもこの仮定が真実ならば、マルガレーテの存在する価値は潰ついえる。遺伝的な要因は、万人に提供できるものではないからだ。

　彼らはその仮定に反論できる材料を探すところから出発した。そして、過去メフィストで行われていた計画の資料から、仮定が誤りだということを導き出し、怪物に与えられた力は遺伝的要因によるものではなく、その成長過程にこそ原因があると結論付けた。通常の人間が学び身につける倫りん理り観かんを、彼女は持つことができなかった、と言うのである。

　願望器の複製を目指した計画──怪物は、その計画の副産物と言える。

　体内に鳳ほう珠じゆと同様の非物質性言語の種プレ・メタグラムを抱いて生まれてくることを期待されて作り出された二十人のクローンのうち、誕生の段階で新たなナノカと認められる者はいなかった。

　十人はその時点で解かい剖ぼうされ、意思と関係なく体中の細さい胞ぼうを提供することになったけれども、やはりプレ・メタグラムが発見されることはなかった。

　後の十人は成長する過程で種子を宿すことを期待され、生存を許された。十人はある程度の分ふん別べつがつくまで成長した後、それぞれ異なった管理を受け、甘やかされる者、擬似的な虐ぎやく待たいを受ける者、オリジナルと似た環境に置かれる者など、十と色いろの成長段階を踏むことになる。

　語かた羅ら部べ鵬ほう珠じゆは、ここで研究対象として生かされる者たちの一人として試験管の中で生まれ、九歳に至るまで研究所の中で孤独な成長を遂げた。

　彼女に与えられた役割は、知識を与えられる者だった。研究の真実も、与えられる知識の例外ではない。彼女は、研究対象として見られるとき、〝知識〟や〝林りん檎ご〟と呼ばれた。

　彼女の人生をどこで切り取って見ても、歪ゆがんだ人格形成に必要な要素が揃っている。異常な環境が、病的な精神構造を養う温おん床しようになった。

　十人のクローンが四歳さいになったとき、魔法の一条は制定された。

　鵬珠が九歳でこの法を破るまでの五年間、魔法一条は絶対法として君くん臨りんした。マルガレーテが脱法行為を可能にする要因を遺伝的なものではないと判断したのは、ここからだ。クローンたちは、魔法制定の日を境に、生命を世界言語に取り入れることができなくなったと当時の資料に残されている。これは、いま魔法を歯し牙がにもかけない鵬珠でさえもそうだった。

　マルガレーテは、鵬珠がいま現在、法を無視して力を行使できるのは、彼女が生物と非生物の区別を付ける能力を持ち得ていないためだと考えている。

　魔法の一条は、生命を世界言語の対象にとれないというもの。

　しかし、その〝生命〟を決めるのは誰か？　物質としての存在──素そ粒りゆう子しレベルにまで分解すれば、すべて同様の元素で構成されていることがわかる集合体──を〝生きている〟あるいは〝生きていない〟と決めるのは、主観をおいて他はない。その二つの間に線を引く力は、人が成長する上で自然と身につけてしまう能力だ。動く車が非生物であり、じっとしている木が生物に属することは常識……もちろん世間一般的な教育を受けた者たちにとっての。

　語羅部鵬珠は、生命という概がい念ねんを理解していない。いや、最初魔法の力に従っていたことを考えると、理解していないというよりも理解を失ったと考えるべきだ。彼女の中で生命という概念はかろうじて固体の体ていを成していたものの、何かきっかけがあり脆もろくなったのだろう。

　思考が一つの容器だとすれば──いまや内部の仕切りは取り払われ、通常混じり得ることのない二つの液体が、彼女の中では混じり合っている。

　そして逸いつ樹きは、この世界に対する歪ゆがんだ認識こそが、富ふ士じ城しろ雪ゆき乃のの〝否定〟を受けない絶対的な聖域として機能すると踏んでいる。

　富士城の能力は、先に言語を書き換え、認識の齟そ齬ごを生み出すことで、他者の書き換えを阻そ止しするというもの。ならば、書き換えられない対象を取ってやれば、彼女は目の前の言語変換を肯定せざるを得なくなる。

　魔法の縛る〝生命〟が、それだ。




　いま逸いつ樹きの前には、大きく歪ゆがんでしまった扉がある。これは、今朝けさこの屋敷に侵入する際に鵬ほう珠じゆが力を行使した結果だった。逸樹は富ふ士じ城しろ雪ゆき乃のの美しい肢し体たいを思い浮かべた。そして、彼女の体が秩ちつ序じよを失い大きく歪んで行く様を想像して、さらなる興こう奮ふんを覚えた。

「鵬珠！　いるかい？」大声で呼びかける。

　いくら世間ずれした少女とは言え、もう帰っていてもおかしくない時間だ。

「鵬珠！　いないのか？」

　言いながらリビングに入った逸樹は、一人の人物を見かけて、ほっと胸を撫で下ろした。怪物を見つけて安心するとは、何ともおかしな話だが。

「鵬珠、聞いてくれ。僕の方で大きな進展があったんだ。君の力を借りたい」

　人物は逸樹に背を向けたまま動かない。そのとき、逸樹はおやっと思った。

　彼女はセーラー服を着ていた。しかし法ほう務む官かんは鵬珠にそんな服を贈っていなかったはずだ。そしてよくよく見れば、その人型は、体に対して頭が少し大きいような気がした。コンタクトのもたらす青い視界がなければ、髪の色の違いにも気付いたはずだった。

「……誰だ、お前は……？」

　いや、違う。そうじゃない。

　違和感が正解を導き出し、身に戦せん慄りつが走ったのと、目の前の人型が力を失って倒れたのは、ほぼ同時だった。体に乗っていた頭部が床に転がる。

　それは、昨日まで鶴つる野の浩こう司じを構成していたパーツだった。

　逸樹は落ち着け、と念じながら状況を確認した。あの体は、自分が留る守すにしていたときの鵬珠の成果に違いない。浩司にふさわしい体を探しに行くと彼女は言っていたではないか。

　歪いびつな人形は完成した──しかし意志を持たない人形は、誰かに支えられないと立っていられない──この人形をいま支えていたのは鵬珠に違いない──なら、なぜいま人形は倒れた？　──なぜ、力を失った？　──人形と鵬珠の間に何かが入って、彼女の視界を遮さえぎったのか？

　逸樹は状況を確認する。その何か、とは何だ？　彼女の視線を邪じや魔まするのは？

　ゆっくりと振り向く。

「おかえり、逸樹」

　逸樹を基点に人形と真ま逆ぎやくの位置……そこに、にっこりと笑う鵬珠がいる。

　彼女と目が合ったとき、逸樹は咄とつ嗟さにその場から飛び退のいていた。

「どうしたの？」

「いや」

　冷や汗をぬぐい、落ち着け、ともう一度自分に言い聞かせる。

「彼があまりにも可愛かわいくなっていたから、少しびっくりしちゃったよ」

「だって、浩こう司じ。よかったね」

　文字が変化する。小さな歯車が回転し、その集合体に大きな力が作用するイメージが、実像を伴って目の前で展開される。膝ひざ立だちになった体が両手で頭を拾い上げ、首の上に置いた。

　人形はゆっくりと立ち上がる。そして、よどんだ空気の排出とともに、一言。

『……なぜ帰って来た』

「え？」

『……鵬ほう珠じゆは、もうお前を必要としない』

「浩こう司じ！　なんてこと言うの？　逸いつ樹きはわたしの友達なんだよ。……ねえ、逸樹？」

　緊張が身を縛りつけるのを、逸樹は感じた。

「ひょっとして浩司ったら、わたしたちが仲よくしてるのを見て嫉しつ妬としちゃったの？」

『……鵬珠、支し度たくをしなければ。法ほう務む官かんの計画が台無しになってしまう。この男を排除して、俺と二人でやり遂げるんだ』

「逸樹、ちょっと待ってね。浩司ったら我わが儘ままなんだもん。説得するから、安心して」

　逸樹は深呼吸をしてから、ゆっくりと言葉を紡ぐ。理解には、言葉が必要だった。

「鵬珠、僕の話を聞いてくれ。君や法務官にとっても、すごくいい話を持って来たんだ。ナノカを見つけた。それに、彼女を守っている人間の情報も」

『……口を閉じろ。鵬珠がいまから俺を説得する。しかし俺は反論する。鵬珠は納得して、お前を始末する。すべて決定したことだ』

　男の顔に張り付いているのは怒りの表情。対照的に、鵬珠は笑顔を崩さない。

　言葉の出どころは二つ。しかし、意志は一つだった。

「せっかちだなあ」と、少女は唇くちびるを尖とがらせた。「もうばらしちゃうの？」

　一瞬の、間があった。それは、鵬珠が言葉を部屋に浸透させるために設けた時間であり、同時に逸樹が断絶を悟さとる時間でもあった。

「……残念だ、鵬珠」と、逸樹は言った。

　自分が不在の間、鵬珠に何があったのかはわからない。しかし法務官が鵬珠を変容させたことだけは確かだと思った。

「僕は君の考えを尊重したかった。でも、こうなってしまったら仕方ない。悪いけど、無理やりにでも君を従わせるよ。僕は君の枷かせなんだからね」

　舐なめるなよ。怪物が相手だろうと、この場所でなら僕の方が有利だ。

　防火設備が整っている阿あ万ま野のの屋敷は、逸樹が最大の力を振るうのにこの上なく適した場所だった。逸樹は鵬珠と会ってから、なるべく液体のある場所を選んで行動していた。そして、どうしても液体が得られないときのために、常にペットボトルに入れた液体を持ち歩いていた。

　天てん井じようについたスプリンクラーに目をやり、邪じや魔まな蓋ふたをどかす。そこに露わになったヒューズを溶かすのは通常の場合熱だが、自分にとって熱は必要ない。

　ヒューズの硬度を書き換える。天井からどろりと少量の液体が垂れた後、リビングに人工の雨が降り注ぎ、認識を歪ゆがませる物質が空間に満ちる。

　しかしこれだけではだめだ。これだけでは怪物を閉じ込める檻おりは完成しない。

　規則的な動きは認識に〝かたち〟を感じさせるからだ。逸いつ樹きは液体に粘り気を与えると、鵬ほう珠じゆと自分の間に、薄い膜まく状じようにして展開した。膜が光を屈折させ、歪ゆがんだ鵬珠が逸樹の目に映り込む。鵬珠には、歪んだ自分が見えていることだろう。

　この膜の創造は、かたちを表す文字を書き換えてできることではない。好みがあれば、当然苦にが手てとするものも出てくる。無色透明、そして無形の液体は、鵬珠と同じようにかたちを表す文字を好んで認識する者たちにとって、もっとも認識しづらい文字だった。

　かたちとは別の文字を好意的に捉とらえる逸樹にしても、色しき素その助けなくしてこの現象を引き起こすことはできない。青い色を支点に据え、光のもたらす一瞬のきらめきを捉えることで、強引にクリアな文字を認識、把は握あくする。そして文字に粘り気を書き込み、反発力を生み出すことで膜を支える。

　この遮蔽物は、彼女の力の及ばぬ無形の檻おり。この膜を展開できることこそが、怪物のパートナーとしての必要条件だった。
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「僕が見えるかい？　鵬ほう珠じゆ」

　逸いつ樹きは鵬珠を挑発した。彼女が収容所を出るときに起こした最も凄せい惨さんな殺し方を、逸樹は知っている。壁に体を埋め込み、同化させる。鵬珠がこの膜まくに突っ込んで来るなら、同じことをしてやろうと思っていた。水の膜を鵬珠ごと、一瞬で固める。

　殺しまではしない……が、恐怖を与えてやる。しつけに一番効くのはそれだ。

「文字がぼやけて不ふ愉ゆ快かいだろ？　こっちへおいでよ」

　膜にはぼんやりと鵬珠が映っていて、彼女を構成する個々の文字は、まるで文字と認識できないほど歪ゆがんでいた。

　視力の落ちたオフスプリオリは、言語の書き換えを行えなくなる。特に乱視は最悪だ。視界がぼやけ、文字を文字と認識できなくなるからだ。自分の中に確固とした文字があり、その文字との差が大きいほど、違和感が生じる。その〝おかしい〟という主観が、変換行為を不能にする。富ふ士じ城しろの能力も、実際のところ、そこに付け込んだ能力だと言えるだろう。

　同じことが、いまの鵬珠にも起こっている……逸樹はそう確信していた。

「来ないなら、こっちから行くよ」逸樹は言い、膜を前進させる。

「綺き麗れいな文字……」

　彼女の返した言葉は、逸樹の感覚からすると、どこかずれていた。何だその認識は、と、そう思った。しかし鵬珠のもたらしたずれは、理解とともに恐怖の亀き裂れつに変わっていく。

「こんなに綺麗な文字、見たことない……」

「ま、待て、鵬珠。僕だ！　僕を構成する言語だ！　初めて見る文字なんかじゃない！」

　気付いたときには、もう遅かった。

　見る見るうちに、自分の体にてかりが浮かんでくる。文字が硬さを失い、液体のそれへと変換される。だが、それは逸樹の認識だ。鵬珠の目には、いったい何が映っているというのか。

「人間は君だって知っているだろ！　散々好きにいじり倒してきたくせに、いまさら知らない顔をするのか！　この──」

　言葉が出ない。喉のどが溶け、それを確認しようと腕を持っていこうとしても、もう自分を表す境きよう界かい線せんがどこかわからない。

　恐怖は感じたが、それがどこから出てくるのかもわからない。鵬珠との距離が近くなる。それが自分の展開した膜のある場所だという直感だけは、まだ生まれてくる。

　薄れ行く恐怖とともに、逸樹は空に静止したボールの話を思い出していた。大人おとなは、それを見てぎょっと驚く。赤ん坊は、それを見て笑う。これは、世界に対する経験の蓄積の差だ。経験を積むにつれ、人の中には固定観念が、常識が、ルールが出来上がる。

　初めてを経験し、解かい釈しやくし、そのずれの修正を繰り返すことで、人はそれを知識として身につける。鵬珠にとって、いま認識している文字が〝初めて〟と感じられているなら、解釈は彼女のものとなってしまう。

　逸いつ樹きはそれ以上考えられなかった。ついには考える頭さえ、とろりと溶けてしまっていた。




　　　　　※




　彼女がおかしかったのか、自分が異常だったのか、そのときの鵬ほう珠じゆには区別がつかなかった。世界には彼女と自分しか存在せず、他に見比べる対象がいなかったからだ。ただ、生まれつきの病気で外の世界に出してあげることができない、とずっと言い聞かせられていたせいもあって、おかしいのはきっと自分だと信じ込んでいた。

　外の世界の知識は、彼女が読んでくれる本や、持って来てくれる実物、部屋に設置されていたテレビに流れる映像によって得た。

　ある日昆こん虫ちゆうの生態についての映像を見ているとき、彼女が入って来た。感想を聞かれた鵬珠は、「生き物って、みんな同じ顔してるんだね」と言った。「この間見た熊さんもそうだった」

　彼女は微笑ほほえみ、異種の生物を見たとき、それらの区別を付けるのが難しいだけであって、同じ生物間ではきちんと区別が付いている、と答えた。

「でも、わたしとママは同じ顔してるじゃない。同じ人間なのに、わたしが大きくなったらきっと区別が付かなくなっちゃうよ」

「私たちはね。でも鵬珠、私たちが似ているだけなのよ。そうだわ。今度のビデオは人間を映したものにしましょう。それを見れば、きっと私の言っていることがわかるわ」

　初めて見た第三者は、鵬珠の目に極めて歪いびつに映った。体の下はほとんどママや鵬珠と同じにもかかわらず、その上に乗る頭部は、それぞれがそれぞれの特徴を備えている。

「どう？　人間はみんな同じ顔している？」一緒に映像を見ながら、彼女は言った。

「ううん、みんな違って見える」

「それが個性よ。同じ人間は自分の他に一人としていないの」

「何でこんなに違うの？　わたしとママは同じなのに」

「いいえ、同じじゃない」

「……あ！　そっか！　ママの体には文字がないけど、わたしの体には文字があるもんね」

「いずれあなたの文字もきっと消えると信じているわ。私はね、鵬珠。私とあなたの間の個性の差が、いったい何によって生まれているのかが知りたいのよ」

「どういうこと？」

「ほら、これを見なさい」

　彼女はテーブルまで歩き、さっとナプキンを取った。その下には、色々な形で焼かれたクッキーの載のった皿が置かれている。鵬珠は目を輝かせた。

「個性っていうのはね、このクッキーの形と同じなのよ。それぞれ異なる型に材料を入れて焼くから、違う形のクッキーができる。これが個性よ」

「うん」

「同じ型を使わない限り、同じクッキーは二つとしてない。逆に言うと、同じ型を使えば同じクッキーが焼ける。わかる？」

「わかる、わかる」鵬ほう珠じゆは深く頷うなずいた。「ねえ、それ食べてもいい？」

「まだダメよ」彼女はそう言うと皿の中に手を入れ、星型のクッキーを二つ取り出した。

「私とあなたが同じ顔をしているのは、同じ型を使って焼かれているから」

「……え？」

　クッキーにやっていた目を、ママに移す。「いま、何て言ったの？」

「あなたは特別だから、真実を知る権利がある。教えてあげるわ。あなたは、私から取った型で焼かれたクッキーなのよ。にもかかわらず、完全に同じ形で出来上がっていない」

「ど、どういうこと……？」

「もうしばらくしたら、すべてを教えてあげる」

　彼女はにっこりと笑った。「さあ、もう食べていいわよ」

　その日を境に、鵬珠の部屋にはたくさんの人が訪問するようになる。一人として同じ顔をしている人はおらず、最初は彼らの存在が不ぶ気き味みだった。というのも、ビデオで半信半疑だった人という種の広がりを、実際に体験してしまったからだ。鵬珠の中で、人間とは単一の顔（ママと鵬珠の目鼻立ち）をしている生き物だった。その範はん疇ちゆうの中に、雑多な他種が入り込んでくるのは、正直に言って、気持ち悪いという感覚以外の何物も感じなかった。

　しかし、ゆっくりと時間をかけて概がい念ねんの転換は行われた。訪問客たちは特にこれといった用はなかったようだったけれど、ただ鵬珠と話すのが幸運なことだと思っていたらしく、様々な話題を部屋に持ち込んだ。色々な人と話すのに最初苦痛しか感じなかった鵬珠も、外の世界の新鮮な知識を持つ存在に好こう奇き心しんを刺激され、少しずつ積極的になっていった。

　そして通常の人間が持つような〝人間〟像を、ようやく鵬珠が抱けるようになったとき、鵬珠は自然と、ママと自分の関係が普通でないことに気付いていた。訪問客の中には、自分の家族のことを話す者もたくさんいたし、必ず両親がいて、自分がいて、パートナーを得て子どもができるのが普通だった。鵬珠に父はいなかった。〝ママ〟はいたが、そう呼ぶように教えられただけで、彼女の本当の名前を聞いたことがなかった。

「わたしはママから生まれてきたの？」九歳になったある日、鵬珠は訊たずねた。

「あら、もうそんなことを教えてもらったのね。偉いわ、鵬珠。そうよ、あなたは私がいなければ生まれて来なかったんだから」

「ね、それじゃ、わたしのパパはどこにいるの？」

「私とあなたの関係はものすごく複雑なの。理解するためには、順序が必要よ」

　鵬珠がせがむと、ママは困った顔をして、「仕方のない子ね。でも、あなたは特別に知る権利があるから……。うん、わかった。まだ少し早いような気もするけど、あなたがきちんと理解できるように、教えてあげる」と言った。

　それからママは部屋の扉を開き、手招きした。

「え？」一度もその空間から出たことがなかったので、鵬ほう珠じゆは戸惑った。

「来るのよ。あなたが望んだことでしょう？」

　恐る恐る彼女の後に付き従うと、そこには、白く細長い空間が延びている。扉が自動で閉まった後、鵬珠は自分が出てきた部屋の方を振り返った。扉の傍そばにモニターが付けられ、誰もいない部屋の中が映っている。ひょっとすると部屋の中にいるとき、モニターに自分が映っていたのだろうか？　その疑問はすぐに解決されることになる。

　視線を廊下に戻すと、等間隔で鵬珠が出てきたのと同じような扉が備え付けられている。ママは少し歩いて、隣となりの扉の前に立った。

「ここでモニターを見ていなさい」

　返事をする間もなく、ママは鵬珠を置いて部屋の中に入って行ってしまう。

　モニターにママの姿が映し出され、もう一人、彼女の他に最初から部屋の中にいた〝それ〟が来客の存在に気付いたようだった。

　それは鵬珠と一部でよく似ていた。赤茶けた髪の色、そして光を浴びると赤みを増す琥こ珀はく色いろの瞳──すなわち、ママの物を複写したかのようなパーツ。

　一方で、それは鵬珠ともママともまるで違う要素を備えている。端的に言えば、自分で部屋の中を動き回ることさえできないほど、肥え太っていたのだ。

「ママ！」と、それは嬉き々きとした声を出した。

「今日は早かったのね！　さ、早くちょうだい！」

「もちろんよ、私の可愛かわいいホウジュ」

　ママはあやす様な声で言ってから、棚の中に入っていた注射器を取り出すと、ベッドに横たわる醜みにくい物体に近付き、丸々と太った腕を愛しげに持ち上げ、そのまま針を突き刺した。そこには、注射の痕がいっぱいあった。

　それは恍こう惚こつとした表情になり、「気持ちいい……」とぽつりと漏らす。

　涎よだれと鼻水でベトベトになった顔面を見て、鵬珠は吐き気を催した。

「今日のご飯は何がいい？」

　しばらくして、モニターの中でママは、汗をかいて湿った頭皮を優しく撫でながら訊たずねた。

「ママの作るものなら何でも……でもお腹いっぱいにならなきゃ嫌だからね」

「わかってるわ。すぐに用意しますからね」

　そう言って彼女はモニターから姿を消し、すぐに鵬珠の目の前に現れた。

　二人は無言のまま見つめ合った。ママはじっと推し量るような眼めで鵬珠を見据え、一方の鵬珠は、いま目の前で起こったことが理解できずに言葉を失っていた。

　結局ママは何も言わずに次の部屋に移動する。

　次の部屋にも〝それ〟はいた。ただし今度はやせ細り、体の至るところに青あざを張り付けた状態で。

　モニターに映るそれはイスに座り、悲壮な表情で一いつ生しよう懸けん命めい折り紙を折っていた。

　前の机には、どうやら折り終わったらしい鶴や兜かぶとが大量に存在するかたわら、未だ着手できていない様よう子すの折り紙が大量に積まれている。

　ママは部屋に入るやいなや、ハッと一瞬自分に驚いた目を向けるそれの頭を、まるで意に介した様よう子すもなく強く叩たたき、次いでイスの足を蹴け飛とばして転倒させた。

「どういうことなの？　ママは昨日ちゃんと言い聞かせたはずよ。仕事をきちんと終わらせるようにって。一日もあって、こんな簡単なこともできないの？」

「ごめんなさい……」

「どうせ、また私がいないと思って怠なまけていたんでしょう」

　もしママの言う仕事が、机の上に大量に置かれている折り紙を全て折り切ることなのだとしたら、それは一人の人間が任される仕事量として限度を超えているように思えた。

　ごめんなさい、ごめんなさい、と謝る少女。ただどこかそれは、怯おびえを感じているというより、物事を諦あきらめ、達観し、苦痛を早く終わらせようとしている態度に見えた。

「罰が必要だわ……そうね、そう言えばそろそろ、どこか生えてきている頃じゃないかしら？」ママは言った。「手を出しなさい」

　次の瞬間、モニターに十本の指が並んで映し出される。ほとんど爪に覆おおわれていない指先のうちで一本だけ、左手の薬指の爪だけが、半分ほど剝むき出しの肉を覆おおっていた。

　ママが金属の工具を取り出したとき、咄とつ嗟さに鵬ほう珠じゆは顔を背けた。自分の部屋と十数メートルも離れていない距離の部屋で、これまでもこんな音が鳴っていたのだろうか？　それは、人の喉のどから出てくるとは到底信じられないような音だった。




　その晩、鵬珠はずっと眠れずにいた。一通り九つの部屋を巡回した後、ママは一言だけ「私はこれから忙しいから、聞きたいことがあったら、今度までにまとめておいてね」と言った。

　彼女に何を聞こう？　聞くことはたくさんあるように思えたけれど、なぜか一つも思いつかなかった。

　九人の中には、鵬珠と瓜うり二つの容姿をしている子もいた。彼女は読書が好きなのか、それとも誰かとコミュニケーションをとるのが怖いのか、ママが入ってもほとんど本から目を離さなかった。同じ型で焼かれているにも関わらず、完全に同じ形で出来上がっていない──器は同じだが、中身はまるで違う。何がそうさせたのだろう？　環境だろうか？　それとも……？

　ベッドで丸くなる内に、鵬珠の思考は回転し始め、映像の巻き戻しを行うように、一人の学者が部屋を訪れたときのことを思い出していた。




「私はいずれ、意志や、自我と表される存在を、物質的観点から自由に認識し、支配できるようになると思っている。世界言語の力を借りてね」

　正直そのとき、彼の話はチンプンカンプンだった。

「いままで認識できなかった概がい念ねんを、いま人間の瞳は認識しているからね。君は心が何によって形成されているか、知っているかな」

　鵬ほう珠じゆは首を振った。

「物質だよ。人間の頭の中には複雑な物質がたくさんあって、それらの働きで心は形成されているんだ。知識、記き憶おくは経験に基づき、物質の中に保存されている。私は、それを直じかにこの目で見たことがある」

「記憶を？」

「正確には、記憶として物質が保存している世界言語を読み解いたことがあるということだ」

「言語？　どんなだったの？　つまり──どんな風に書かれてたの？」

「そこは世界と言ってもいいだろう。空間という概念では説明できないが、自分の認識が世界を前進する度、そこに記述される記憶を追体験している感覚を覚える。記憶の持ち主と一体化し、同じ人生を歩むんだ」

「へえ、すごい！」

「長い旅だよ。もしかしたら本当の君は、語かた羅ら部べ鵬珠という人間の精神世界を追体験しているまったく別の人間かもしれない」

「え……怖いこと言わないでよ」

「冗じよう談だんだよ。君に君の人生以外の記憶がないことが、何よりの証しよう拠こだ」

「なーんだ、よかった。よくわからないけど」そう言って、鵬珠は首をひねった。

「ねえ、どうして記憶とか心って違う呼び方するの？　同じものじゃないの？」

「同じものだよ。ただ、記憶が心の構成要素だというだけだ」

「さっきから、絶対わざと難しく言ってる……」

　すると彼は紙を取り出して二重の円を描き、内側の円の中に〝意志〟と、外側に〝記憶〟と書いた。鵬珠はその絵を見て、この前食べたドーナツを思い出した。

「〝意志〟と〝記憶〟が合わさって、ようやく心が完成する。私がいま話したのは、この〝記憶〟だけということだね」

「ふーん、なるほどね。でも、イシ……意志？　それって、どういうもの？」

「意志とは、君を君自身と認識している存在のことだ。仮に、君とまったく同じ境きよう遇ぐうに生まれ、同じような環境で、同じ時間に、同じ経験をした人間がいるとする。いっそ思い切って、持っている遺伝情報もまったく同じだと仮定しよう」

「イデンジョウホウって何？」

「生まれつき与えられる体それ自体や能力、頭の良さのことだ。誤解を避けるために、いま私がしているのは、双ふた子ごとか、そういう話じゃないと先に言っておく。先に生まれる、後に生まれる、並んで寝ているときに、どちらかの足がどちらかの顔に乗っかった……ちょっとしたことでも、それらはすべてそれぞれにとって、異なる経験として積み重なるからね」

「うん」

「そうではなく、している経験はまったく同じだ。それを受け止め、処理する頭脳もまったく同じ。極端な例えだがこの例えが成り立つとき、つまり、君のコピーのような人間が存在するとき、その者を君だと言える？　言えない？」

　鵬ほう珠じゆは少し考え込み、答えた。「言えないと思う」

「どうして？」

「だって、わたしはその人のこと知らないもん」

「いや、よく知っているはずだよ。理屈上はまったく君と同じ存在なんだ。君が好きなものを好きだと感じ、君が怖い物を同じように怖がる」

「それでも……やっぱり違うと思う。上手うまく言えないけど、わたしはわたしの目を通してしか物を見られないし。わたしが死んで、その人が生きてても、わたしはきっと何も感じなくなっちゃうと思う」

「君は想像していた以上に賢い」彼は、満足するように頷うなずいた。

「君を君だと感じさせるもの。それが意志だ」

　彼は先ほどの紙にドーナツをもう一つ描き加え、外側の〝記き憶おく〟を二つとも同じ色で塗り、内側の〝意志〟を異なる色で塗った。

「外側から見れば、まったく同じ人間にしか見えない二人。それを異なるものとして自己が区別するものこそが意志だよ。意志はいったいどこから来るのか、未だに解明されていない。生まれつきのものとして、自意識が芽め生ばえたときには誰しもが持っている。私の目標はこの意志を物質的に研究し、それがどのようなものか解明することなんだよ」

「変な研究！　そんなことして何になるの？」

「人間には統率者が必要だ」と大おお真ま面じ目めな様よう子すで、彼は言った。

「記憶というのは情報に過ぎない。そして情報とは、正しい過程を踏めば保存できるものだ。実際のところ現在の科学は、一人の人間の記憶を過不足なく保存することが可能なところまで来ている。だが、それらの有効な利用方法はいまだに生み出されていない。それはそうだ。人の一生が、とてつもないほどの情報になることは理解できるだろう。だから、いまだに一部の人間の記憶しか保存されていない。人類の進歩と、倫りん理りや道徳といったものを秤はかりにかけ、前者が勝った場合にのみ、その人の知識が後世に残される。私はそんな現状をとても憂うれえている」

「人って、そんなに多いの？」

「多いね。たくさんの思おも惑わくがうごめいて、まとまらないほどに。世界の人口は増加の一いつ途とを辿たどっていて、これを言うともっと驚かせるかもしれないが、その人口だって、これまで生きた人間の総人口を考えればほんの一部に過ぎない」

　彼は身を乗り出して、鵬ほう珠じゆの興味をぐっと惹ひきつけた。

「つまり、膨ぼう大だいな量の情報を活用できずに放ほう棄きしている。もし──もしだ、これまでのすべての人間の情報を持つ主体がいたとすれば、その主体はあらゆる価値観を理解し、すべての知識を総合化し、どのような場面でも、どの人間が下すよりも有用な判断を下すのではないか。そのような存在がいれば、人間の統率者として相応ふさわしいのではないだろうか」

「……何だか、それって神様みたい」

「いや、そんな大それた存在ではない。人間が人間として世界を捉とらえることをやめない限り、そんな存在にはなれない。バベルの塔とうを一階層登る程度のことだ。しかし、いまの人類にとっては大きな前進となるだろう」

「でも、もういままでたくさんの人が死んじゃってるんでしょ？　すべての知識を集めるなんて無理じゃない？」

「彼らは、体が壊れてしまっているだけだ。物質の集合体としての、体が。彼らの記憶にアクセスすることが非常に難しくなったというだけで、失われたわけではない。物質が記憶を保存していたことは確かなのだから、同じ物質を同じ条件で組み立てれば、記き憶おくの復元は可能だろう。そして世界言語には、その可能性がある。もちろん、それを可能にする技術がいつ頃確立されるかはわからない。しかし、いまの技術のほとんどは、過去に不可能と思われていたものばかりだ。すべて時間と、それに伴って起こる技術進歩が解決した。そして、いま生きている人間の知識を集積し、それを一つの物として扱える存在が現れるだけでも、想像もできないほどの技術の進歩が一瞬で起こるだろう」

　それから彼はバベルの塔の話をした。神は、塔を破壊し人々をばらばらに散らしたと。

「私にはこの話が、人間の受肉に思えて仕方ない。体を与えられたからこそ、人間は個別に物事を考えなければならなくなった。肉体の垣かき根ねを超え、知識を総動員して真理を目指せば、いまの人間が持つあらゆる欲望や悩みは消えてなくなるはずだ。人間が真理に到達するまでの舵かじ取とり役を、私はその統率者に委ゆだねたい。もちろん、知識を束ねた瞬間に解答を導き出すかもしれないが、その頃には〝時間〟という概がい念ねんで物事を捉えるのを止めているかもしれないしね」

　そして彼は〝意志〟の話に戻った。

「〝記憶〟なき〝意志〟は意味を成さない。おそらく、自己を認識する能力すらないだろう。しかし〝意志〟なき〝記憶〟も問題だ。〝意志〟は第一義のもの。それがなければ〝記憶〟は発展することを止めるだろう」

　彼の言葉には、理解できない箇所が多かった。しかし、世せ間けん話ばなしをして部屋を出ていくだけの人たちの言葉とは違う凄すご味みがあった。

「〝意志〟も見たことがあるが、それがどのような仕組みなのか、まだまだ興味は尽きないよ」

　彼の名前は阿あ万ま野の湫しゆう市いちといった。




　──私とあなたの間の個性の差が、いったい何によって生まれているのかが知りたいのよ。

　鵬ほう珠じゆの脳のう裏りに閃ひらめきが走った。答えを導き出し、目の前を覆おおっていた暗雲がすっと晴れる感覚。

　──同じ型で焼かれているにも関わらず、完全に同じ形で出来上がっていない。

　ママの探している答えを、わたしは見付け出した！

　鵬珠は夢中になってベッドから起き出し、机の引き出しを引っかき回した。

「……あった！」

　視線の先にあるのは一枚の紙。そして〝意志〟とそれを抱く〝記き憶おく〟のドーナツ。

　とりわけ、色の異なる部分に目が行く。ママと自分の違う点は、この意志に違いない、と思った。自分を、自分だと認識する部分。もしもママと自分が同じ環境で育ったとしても、ママの体には文字が現れず、自分の体には文字が現れていただろう。あの学者は、意志を生まれつきのものと言っていたからだ。

　鵬珠は同時に、昼間見た九人の少女を思い出していた。

　何てこと、ママは間違いを犯している──いずれあなたの文字もきっと消えると信じているわ──ママは、彼女と同じ型の人間に様々な環境を与え、誰かが彼女と同じ存在になるのを願っているのだろうか。経験は、ドーナツの外側に過ぎないというのに。

「記憶というのは情報に過ぎない」と、学者の言葉を呟つぶやく。それはいわば外観だ。型だ。同じであろうと、異なっていようと、そこはまったく関係ない。

　ママのしていることは徒と労ろうだ。誰も、彼女の望みを満たすことなどできはしない。

　鵬珠は自分の考えが正しいと確信していた。すなわち〝意志〟にこそ、ママが彼ひ我がに求める違いを示すものがある、と。

「ふっふー、教えてあげれば、きっとママは喜ぶぞ」

　鵬珠の瞳には、自分を構成する世界言語が見えていた。記憶が物質に結びついているのはあの学者の言葉で知っている。なら、意志は？　意志も物質に基づいているの？

　馬鹿げた疑問だった。彼は物質から意志に辿たどり着いたのだから、答えは明白ではないか。この膨ぼう大だいな文字群に存在する、一つの文章──あるいはたった一文字かもしれない──それが、意志を表現する元となっているに違いない。

　ならば、違いを見つけなければならない。別の人間同士なら、作業は困難になったかもしれない。しかし幸運にも、自分には同じ型を持つ人間が他に後九人もいるではないか。体の隅すみ々ずみまで探せば、きっと違いが見つかる。

　壊してしまっても、復元は可能だ。あの学者も、そう言っていた。壊したのが型や容れ物なら、いくらでも直せる。

　鵬珠は世界言語を操り、自身の指を捻ねじ曲げてみた。痛みはあったが、文章を戻すと痛みは消え、指も元の形に戻る。ほらね、やっぱり！

　暗くら闇やみの中、すっかりと冴さえてしまった鵬ほう珠じゆの目が捉とらえたのは部屋の白い壁だった。

　その方向は昼間に見た、醜みにくい物体のいる部屋の方向だった。




　　　　　※




　生物という言葉が鵬珠の中でピンと来なくなったのは、この日からだ。

　動くものが生物？　わたしは浩こう司じを動かせる。首と体を完全にくっつければ、浩司は以前よりも魅力的な人間になる。五体を備え、他の者と会話をすることだってできる。

　そして生物と非生物の違いだけではない。鵬珠は、あらゆる物質的概がい念ねんの間に、きちんとした境きよう界かい線せんを見つけることができない。

　鵬珠の瞳に映るのは〝世界〟という集合的統一体ゲシユタルトだった。

　自分も、いま目の前で液化する逸いつ樹きも、その一部でしかない。

　境界線はどこにあるの？　過去の失敗は、そんな鵬珠の思いをより強くした。物質群に現れる違いは、鵬珠の認識に違和感を与えてくれない。目に見える外面的な型は、経験という情報を吸収してしまうため、違っていて当たり前なのだから。鵬珠の認識は常に新しく、常に違っていた。それは自分と同じ型の〝人間〟を認識していたときでさえ、そうだった。

　最初からすべて違うものの間に、境界線を引くことはできない。適当になら引けるかもしれないが、それはあまり意味のある行為ではない。納得も、できない。

　何か確固たるものがあるとき、初めてそこからお互いの違いが生じてくる。鵬珠が捉とらえている唯ゆい一いつの確固たるものは、自分を含む世界という巨大な文字で、それはあまりにも大き過ぎた。

　どうすれば〝違い〟を理解できるの？　鵬珠の頭の中に、二つのドーナツの間で違う色に塗られた〝意志〟が浮かぶ。確固たるものでありながら、違いを抱く存在。違いを生み出す存在。

　あの教授の語った新たなる世界──精神の内なる領りよう域いきになら、境界線はあるだろうか？　知りたい……でも、どうやってそこに辿たどりつけばいいの？

　知識の木の実が、甘い誘ゆう惑わくを放っている。

　違いに到達することで、新たな〝認識〟が──〝理解〟が──自分を変容させる。鵬珠はそう感じている。それまでは、いまの認識を変えることはできないだろう、とも。

　鵬珠は自分の体に力を加えた。自らと隔へだてのない世界に、命令を下す。

「世界ことばよ、わたしに従って」

　そして、世界は鵬珠の見えたままになる。

　目の前にできた水たまりは、肌色に濁っていた。それは、鵬珠にとっての逸樹だった。

　消えてしまった他の情報はどこに行ったのか、わからない。わからないが、きっとそういうルールなのだ、と鵬珠は深く考えないようにしている。

　自分が世界を知るのは、きっと最後になるだろう。正しい認識を身につけたとき、むしろ、理解は向こうからやってくる。

　そのとき世界は鵬ほう珠じゆの認識とともに、永遠に姿を変えるのだ。

　喪そう失しつは、鵬珠に悲しみを与えた。わたしは、早く支し度たくしないといけないのに。

　鵬珠は、すでに虎とら風かぜの降伏を法ほう務む官かんに知らせていた。

　何を着よう？　せっかくのお気に入りの服が、濡れて台無しになってしまっていた。













　　第四章　沈黙の文字　──二つの利用方法について──
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　暗くら闇やみのせいだけではない。見慣れたはずの屋敷が、普段とはかけ離れた圧力を与えてくる。

　虎とら風かぜは阿あ万ま野の邸ていの前に立っていた。玄関を覗のぞき込むと、奥にある頑がん丈じような扉が不自然な形で捻ねじ曲げられているのがわかる。どれほどの力を加えればこのような様になるのか。

　裏口に回り込み、扉をくぐると、明かりもつけずに二階の自分の部屋に急いだ。心臓が破裂しそうなほど脈打っている。なぜ自分がこんな無む謀ぼうな賭かけをしているのか、信じられなかった。

　ひょっとすると、今日で阿万野虎風という人間の人生が終わってしまうかもしれない。祖父と、同じように。それなのに。

　虎風は部屋の前で深呼吸し、扉をゆっくりと開けた。そして、目を凝らして暗闇を観察する。

　部屋には誰もいなかった。

　電話で伝えた待ち合わせ場所は、この屋敷から遠く離れた国際ホテルのロビーだ。一度祖父に連れて行ってもらったことがあり、咄とつ嗟さに思い付いたのがそこだった。

　屋敷の中に少女の気配はなく、虎風は自分の企たくらみがひとまず成功したことを喜んだ。自分がこの屋敷で祖父から渡された〝箱〟を開けるまで、相手方にここにいて欲しくなかったため、遠い場所に誘導したのだ。

　虎風には降伏する気など、さらさらなかった。

　恐怖がなかったわけではない。しかし、虎風の恐怖がピークに達したときに決まって思い出されるのは、姫き晴はるの笑顔と……そして何より、彼女のそんな表情を引き出そうと苦心する自分。

　ナノカが事あるごとに富ふ士じ城しろに強く当たり、虎風の機き嫌げんを損ねないようにしていたということにも、密かに胸を痛めた。姫晴は自分には遠えん慮りよし、富士城には本音をぶつけていたからだ。

　いま、はっきりと自分の気持ちを悟さとる。

　虎風は姫晴が好きだった。彼女のことを考えると、どうしようもないほどに胸が締め付けられた。わけのわからない生まれつきの体質に縛られ、いま大切な母親も友人も失って呆ぼう然ぜん自じ失しつとしている少女──それが姫晴でなければ、自分は視線を逸そらし、逃げ出していただろう。苦しむ存在すべてを守ろうと思うほど、自分は強くはない。しかし苦境に立っているのは、紛れもなく虎風の好きになった少女だった。富士城は姫晴のいない世界が想像できないと言った。

　それは自分も同じだ。姫晴は虎風の中で、失うには大き過ぎる存在になっていた。




　机の一番上の引き出しを開け、中をまさぐると、目当てのメモリを見つけることができた。普段からきちんと整理する癖くせは、こういうときに重ちよう宝ほうする。

　虎とら風かぜはすぐにパソコンを立ち上げ、メモリを差し込んだ。動どう悸きがするのは、祖父が残したものに対する好こう奇き心しんのせいだと思いたかった。

　画面上にずらりとファイルが並ぶ中から〝四季の花〟を探し出す。一度もこのファイルを開いたことがなかったため、クリックをしたときにパスワードの入力を求められたときには一瞬ひやっとしたものの、『tatsugumo』と入力することで事なきを得る。しかしこれで本当に、このファイルは祖父が緊急用に残していたものなのだ、という確信が持てた。

　文字の羅ら列れつを見てもわけがわからないため、虎風は〝四季の花〟をプレイできるエミュレータを起動し、実際に祖父のデータをプレイしてみることにした。

　虎風には、祖父がどこを改編したかおおよその予想があった。龍りゆう姫きの倒れる龍りゆう頭とう山さんか、蒼そう龍りゆうの部屋のどちらかだろう。

　オープニングの後スタート画面が表示されると、最初の町でセーブされたデータが一つ残されており、龍姫が仲間になった状態だと表示されている。虎風は気が重くなった。龍姫がまだいるということは、蒼龍を倒していない状態ということだからだ。

　アイテムを開いてみたところ〝永久凍とう石ど〟を所有している状態であることがわかる。蒼龍打倒用の装備を作るためにあと必要なのは、龍姫を葬ほうむったときに入手できる〝龍の血〟のみ。

　躊ちゆう躇ちよしている時間はない。虎風はキーボードを操作してすぐに龍頭山のダンジョンに向かい、イベントの起こるエリアで混乱呪じゆ文もんをかけてくるモンスターとのエンカウントを待った。

　レベルは随ずい分ぶんと上げられているので、戦闘に苦労することはない。何度目かの戦闘で狙いのモンスターと遭そう遇ぐうし──そして拍ひよう子し抜ぬけするほど簡単に、目的を果たした。

　仲間を失い重要なアイテムを得る。それは、世界を救うため。

　ゲームの目的は当然ゲームをクリアすることであり、クリアに向かって前進しないことはプレイの意義を失う。起きるべきイベントは、起こさなければならない。

　虎風は、〝龍の血〟と〝永久凍石〟を錬れん金きんの窯かまに溶かし込みながら、それでは、この世界のイベントに、祖父の死は含まれているのだろうか、と考えた。世界言語の発展に大きな貢こう献けんを果たし、世界を変え得る存在をずっと守り続けていた祖父。彼の突発的な死は。

　そして、姫き晴はるの運命はもう定められているのだろうか。この世界の、目的のために。

　虎風は首を大きく横に振り、余計なことを考えないように努めた。いまは、このゲームがどのように変えられているかを探すのが先決だ。

　見当をつけていた二つの箇所の内、一つ目の龍頭山は変更がされていなかった。ということは、蒼龍の部屋こそが、祖父の残した〝箱〟の中身を示す何かを秘めているに違いない。

　いったいデータのどこにメタグラムを隠すことができるのかさっぱりだったが、いまの自分は何事においても無知過ぎるという自覚はあった。

　装備を変更し、回復アイテムを買い揃え、すべての準備が整ったと判断した虎とら風かぜは、蒼そう龍りゆうの部屋まで急いだ。このゲームの評判を底にまで貶おとしめたボスが待つ扉の前で、アイテム欄に〝蒼龍の鍵〟があるのを確認する。カーソルを合わせると、今日富ふ士じ城しろに見せられた３Ｄデータと全く同じデザインの鍵が映し出される。

　さあ、何が起こるのか。虎風は〝蒼龍の鍵〟を選択し、扉を開いた。

　自動でキャラが部屋を進む。すると、奥でとぐろを巻く巨大な龍が静かに語りかけてきた。

『……汝なんじ等らか。我等の世界に混じる異物は。ようやく奪だつ還かんした色彩を、再び奪い去ろうとする身の程知らずは。まったく、人間の欲は留まるところを知らぬ』

　発言に異を唱となえる主人公に対し、蒼龍は〝色彩〟は元々この世界から人間が奪い、持ち帰った概がい念ねんであることを説明する。

『……信じずともよい。どの道、汝等の冒険はここで終わりなのだから。我は不死の龍。死してもなお蘇よみがえり、分ふん別べつなき者を滅ぼし続ける秩ちつ序じよの守護者だ』

　戦闘が始まる。ここまで変わった点はなく焦ったが、先ほどのパスワードを思い出して自分を落ち着かせた。必ず、どこかが変わっているはずなのだ。そうでなければおかしい。

　何度も襲ってくる焦しよう燥そうに駆られながら、虎風はコマンドを入力し続けた。

　この後に起こることはしっかりと記き憶おくしている。敵の体力が０になった時点で、主人公の装備が打倒用の武器であった場合、不死の龍を倒すイベントが始まる。もし装備が不完全な場合、龍が復活するイベントが起こり、ダンジョンの外に戻される。

　龍が壮絶な啼なき声とともに崩れ落ち、体力がなくなったことを示した。虎風の手は、じっとりと汗ばんでいた。

　さあ、どちらのイベントが起こる？

　画面が暗転し、唯ゆい一いつの光源を失った部屋の中が真っ暗になる。

　しかし、次にパソコンの画面が映し出したのは、龍のその後ではなかった。

　真っ白な世界に、黒いフォントで表示される文章。虎風は、ハッと息を吞のんだ。

『私は阿あ万ま野の湫しゆう市いち。物質と精神の関わりを研究する学者だ』

　祖父の名前が、そこに表示されている。

『いや、していた、と言った方がいいかもしれない。あなたが何者かは知らないが、この秘密が他者の目に触れるときというのは、私の身に何かが起こったとき以外にあり得ないからだ』

　ついに辿たどり着いた。やはり、ここに祖父は秘密を隠したのだ。これが、彼の残した〝箱〟の中身だ。

「じいちゃん……」虎風は、ぽつりと漏らした。

　画面をスクロールし、彼の入力した文章を貪むさぼるようにして目で追う。

『ここに、私の研究した内容のうち、もっとも重要な箇所を記す。

　私が以下の内容の公表を避けたのは、道徳的観念からこの理論が到底世間に受け入れられないと思ったからだ。言い方を変えれば、これから現在非人間的と考えられる手法をいくつか示すことになる。〝人が、個を尊重し保護する〟という態度が善とされる社会では、日の目を見る理論ではない。故にあなたが望むなら、ここで知った内容を誰にも知らせず、すべてを廃はい棄きしてもらっても構わない。

　しかしどの道これは、いずれ人類が到達する知識だと私は確信している。そこに至るまでの時間が早いか、遅いかだけの違いだろう。

　さて、前置きはこのくらいにさせてもらう。あなたが私の成果をどのように使うかは、まったくの自由だ。私はこれより、以下の三つを示す』




　──生体暗号の具体的復号──

　──生体暗号のアルゴリズムと鍵の選定方法──

　──精神変容法《ピリオド》──




　虎とら風かぜは自分の置かれている状況も忘れ、内容にのめり込んでいた。

　生体暗号とは、精神を認識する手段として祖父が示した概がい念ねんだ。

　精神の認識とは祖父の研究の内、もっとも疑問視されるものだった。

　祖父がその具体的な手段を公開していなかったため、研究が周囲からの信用を得られなかったのは当然ながら、一方で、それまでに残した彼の成果を考こう慮りよすると〝精神認識〟が単なる眉まゆ唾つば物ものと切って捨てられるほど、阿あ万ま野の湫しゆう市いちの評価は低くなかった。

　エネルギー革命を起こした天才。それが彼の受けるべき正しい評価だった。要するに、皆祖父に期待していたのだと思う。あの人なら、と。

　祖父の思想は〝物質のもたらす生命進化は、物質自体の存在意義を認識するところまで続く〟というところに基づいている。物質は生命を生み、生命は自分たちの世界を理解しようと志向する姿勢──精神を得るまでに進化した。しかし、知的思考のできる精神を生み出すために、物質は進化を続けてきたという見方もある。

　物質は精神の土ど壌じよう。生体暗号はこの理念に基づき、精神に至るための方法である。

　一般的な暗号とは、守るべき秘密を隠す箱のようなもので、解き方、つまり〝鍵〟を持っている人間は暗号を解き、その秘密を知ることができる。

　生体暗号も、考え方は同じだ。守られている秘密とは精神。それを守っている箱が肉体。

　人間の肉体を表現している世界言語は暗号である、と祖父は言った。生物として効率的な行動をするのに適した姿は、種の保存における最さい適てき解かいに過ぎない、と。

　人間の体は、個人が秘密を隠し、他者から触れられないようにするために編み出した暗号。祖父は生体暗号をそのように説明し、さらに一度、その暗号を解くことで他者の精神認識を果たしたとも述べた。

　その具体的な方法が、ここに記されている。虎とら風かぜは興こう奮ふんを覚えながらも、自分が求めているのは姫き晴はるを救うための方法ではなかったか、と思い出した。祖父が隠し持っているというメタグラムは、いったいどこにあるというのか。文字に辿たどり着くためには、ここに記される研究成果を理解することが必要なのだろうか。そうなると、おそらくいまの自分には、祖父の残した内容の専門的な知識を理解することは難しいだろう。

　助けが必要だった。三つの項目はファイル形式になっている。虎風はそのすべてをコピーし、すぐに富ふ士じ城しろのような専門家に見てもらえるよう、携帯端たん末まつに落とし込むことにした。

　同期作業が進む中、虎風は再びパソコン上の三つの項目に視線を向けた。

　──生体暗号の具体的復号──

　これは言うまでもなく、祖父が精神認識をしたときに経た手続きだろう。

　──生体暗号のアルゴリズムと鍵の選定方法──

　これは暗号のルールと、その暗号を解くための鍵を示しているのだろう。具体から一般への帰き納のう的な証明でも成されているのではないだろうか。

　──精神変容法《ピリオド》──

　これだけ意味がわからない。ピリオド？

　虎風は三つ目のファイルを開いてみた。文章データだ。




『精神は、その精神の持ち主がその者足り得るよう規定する領りよう域いきと、その者の成したことが蓄積してできる領域に分けられている。

　意志と、記き憶おくがこれに当たる。具体的な例えで説明するならば、プログラム領域とデータ領域のようなものだ。つまり、世界と人間は同じ構造をしている。バベルの図書館が理を決め、あらゆる事じ象しようが世界に情報として散らばる、という具合に。

　昔から世界と人間を、大宇宙マクロコズムと小宇宙マイクロコズムと捉とらえる思想はあった。錬れん金きん術じゆつもその一いつ環かんである。天体と肉体を結び付け、運命を読み取ろうとする姿勢がまさにそれだ。

　文学においても、ダンは自分を小世界と呼び、クラッショウは人間を〝天のすばらしい縮図〟と呼んだ。当世の人々は宇宙を理解するために人体を研究したものだが、天文学が発展するにつれこの思想は主流ではなくなってしまった。しかしこれは人間の感性が、科学の発展していなかった時代から、鋭く世の中の真理を見抜いていたということの証しよう左さに他ならない。

　私の認識した意志と記憶は、どちらも世界言語で記されていた。

　ただ記憶の領域に関しては、それを読むのではなく体験することで情報を得なければならなかった。私の意識がそこを進み、記憶を記す文字群に触れると、私はあたかもその精神の持ち主と同化したかのような感覚を覚えた。〝彼〟の経験を追体験し、それまでの人生すべてを閲えつ覧らんすることになった。

　おそらくだが、しっかりとした自意識を持たないままこの体験をしてしまうと、自分を見失い、精神の持ち主とまったく同じ性格を持つ人間になってしまうだろう。これを応用すれば、有意義かどうかはさておき、異なる空間にまったく同じ人生を生きた人間を生み出すことも可能だろう。

　さて、私の意識が二年ほど〝彼〟の記き憶おくの中で生活したとき、目の前に〝私〟が現れた。

　いや、この表現は正しくない。いままでも何度か〝私〟は現れていたが、今回の登場が特別な意味を持つことを私は知っていた。〝彼〟の生体暗号を解き、精神の持つ領りよう域いきに入り込むのが、まさにそのときだったのだ。つまり、これは私が体験できる〝彼〟の記憶の最後を意味した。

　すべての記憶を閲えつ覧らんし終えた私の意識は、次いで文字に囲まれた領域に存在していた。文字群の中心には石せき柱ちゆう状じようの物体。私はこの光景とよく似た場所を知っていた。

　火星だ。モノリスと、バベルの図書館である。

　私が先に示した〝世界と人間は同じ構造をしている〟という結論は、正にこのとき得られた。直観的に、私はここが意志領域であることを悟さとった。後天的に得られる記憶情報が集う領域などとは違う、存在が始まったとき既に、各おの々おのが持ち合わせている不思議な領域。存在を、存在たらしめる場所。

　人間を構成するルールとして、火星に存在していたものと似た文章を見つけることができたのも追い風になった。火星の図書館には、世界言語を扱える者と扱えない者、つまりオフスプリオリと通常の人間の違いが書かれていたが、ここではその代わりに、より具体的にこの精神の持ち主である〝彼〟が、世界言語を扱える側の人間であることが記されていた。

　私はしばらく呆ぼう然ぜんとしていた。我に返ってから意志領域の存在に驚き、打ち震え……そして〝彼〟の境きよう遇ぐうを思い出して、心を痛めた。

　数ある文章の中からその文章を見つけたのは偶然と言っていい出来事だっただろう。だが、この発見が私を〝ピリオド〟へと導くことになる。

　私は二歳になる〝彼〟が、生まれたときの事故で心に傷を負っていることを知っていた。また、いつもは特区に守られているが、そこを出て世界言語を目にする機会があると、決まって自分の力が暴れ回り、怯おびえてしまっていることも。

　ふと邪じや魔まだと心に浮かぶだけで、障害となる物に多大な影えい響きようを加えてしまう力を想像してもらいたい。通常オフスプリオリが世界言語を扱う力は、程度の差こそあれ二十代から三十代にピークを迎え、後は衰すい退たい傾向にある。問題なのは〝彼〟の異常な力が未だ成長する余地を残していることだった。〝彼〟はわずか二歳の幼児であるにもかかわらず、すでに私の知るどんなオフスプリオリよりも強い力を持っていた。

　当時は、魔法の一条制定に向けて皆の関心が集中している時代だった。私はその技術を応用し、彼を救うことができないかと考えた。つまり、この意志領域に〝彼〟が〝世界言語を扱えない者〟だという新たな一文を加えることができないか模も索さくし始めた。

　語かた羅ら部べ鳳ほう珠じゆという女性が発見した非物質性の文字は、世界にとって〝新しい物〟として受け入れられ、それ故に、既き存そんの物と別の意味を持つ文章として、加工され生まれ変わることができた。

　それでは逆はどうだろうか？

　私の着想はそこだった。現実世界のメタグラムをそのまま人の意志領りよう域いきに持ち込めば、まったく別の意味を取る文字へと改編することができないだろうか？　幸いなことに、そのときの私は、特区の新たなメタグラム対象者となるべき者のリストの中に名を連ねていた。

　メタグラムは発電研究所の中心に据え置かれているため、対象者の交代を行う場所は当然そこでなければならない。私の立場は施設の名誉顧こ問もんであったため、研究所には自由に出入りできたし、交代が行われる日の前に〝彼〟を様々な名目で何度もそこへ連れて行った。

　いよいよ当日となって、私の目には、透明なガラス越しにある二階の部屋で、要人に抱きかかえられる〝彼〟の姿が映っていた。私は一定のメタグラムを現在の対象者から切り離し、物質界へと再びシフトさせる仕事を果たす一方で、最後の一文字を処理する瞬間に、〝彼〟の生体暗号をひも解いた。

　私は再び〝彼〟として、二年間を過ごすことになった。手探りで過ごした一度目とは違い、今度の滞在は、野心と希望に満ちていた。〝彼〟の心に、メタグラムを持ち込むことに成功したという確信があったからだ。そして確かにそれは、意志領域で私を待っていた。

　だが結論から言えば〝ピリオド〟とは、私が当初望んでいたような技術ではない。語羅部女史のそれのように、改変を加えることはどうしてもできなかったのである。

　新たな文章を作ることが不可能だと感じた私は、意志領域に存在する既存の文章、つまり、彼に先天的に与えられたオフスプリオリとしての強力な力を、持ち込んだ文字で変更することはできないかと考えた。

　いや、変更するほどのことでもない。変更とは、文章が別の意味を持つ文章へと変わることを意味する。そうではなく、意味を失わせることならより単純な作業で済むのではないか。

　文章の途中で終止点を打ち込まれた文章は、まったく意味を成さない二つの文字群へと変へん貌ぼうする。

　メタグラムを文字としてではなく、単なる記号として使用する方法。

　実のところ、この考え方はバベルの図書館が発見された当時からあった。ただ、人類は記号となる文字を持たなかっただけだ。

　そして〝彼〟が潜在的にもつ、コンパイル能力を示す文字列の意味部分に、〝彼〟の世界に存在しないはずの文字を打ち込んだとき、大きく歪ゆがむ文章を見て、私は自分の仕事が終わったことを悟さとった。〝彼〟から、世界言語を奪うことに成功した、と。

　これが〝ピリオド〟の全容である。しかし、私の発見した精神変容法はきっかけに過ぎないと固く信じる。人のプログラム領りよう域いきは、世界のそれよりも遥かに柔じゆう軟なんだ。研究が進めば、人間の資質に平等性を与えられることも可能かもしれない。そして、各おの々おのの間に存在する隔へだたりを取り除くことも。内なる世界は、常に開かれている』




　文章のすべてを読み終えた虎とら風かぜは、無意識に自分の胸を手で押さえていた。

　いま、祖父が沈ちん黙もくの文字をどこに隠したのか、はっきりとわかったからだ。




　　　　　２




　呆ぼう然ぜんとする虎風の意識を現実に引き戻したのは、階下で動く何者かの気配だった。

　次いで階段を登ってくる音が聞こえる。虎風はパニック状態になり、部屋の中を右う往おう左さ往おうした。部屋でぼんやり光を放つパソコンを見てハッとなり、それを強制的に終了し、メモリを引っこ抜いてポケットの中に放り込んだ。いったい誰が？　まさか、あの恐ろしい少女が……？

　足音が止まり、無む造ぞう作さに扉が開かれる。相手は警戒心を持ち合わせていないようだった。

　部屋へと入って来た男は、虎風を見ると目を丸くした。そして「……驚いた」と呟つぶやく。

「まさか人がいるなんて。あー、もしかして……君は阿あ万ま野の虎風君かな？」

「な……え……？」

「いや、勝手に上がり込んで済まない。玄関が尋じん常じようではない壊れ方をしていたからね。手遅れになる前に、事態を収拾させるのが我々の役目なものだから」

　そう言って、彼は電子端末上に半透明なディスプレイを表示させた。映っているのは、すぐそこに立つ人間の顔写真と、ものものしい金色の紋もん様よう。

「け、警察の方ですか？」

「そうだ。名前は都つ筑づきという。それで、君は虎風君で間違いないのかな」

　男はディスプレイを消し、コートに端末を直しながら言った。

　ここは自分の家だ。いても何の不思議もない。

「……そうですけど」

「……そうか。君と少しばかり話したいことがあるんだ」

　虎風は、富ふ士じ城しろが警察は信用できないと言っていたことを思い出した。狙いが何なのかによるが、知らないで済む質問は知らないで通すべきだ。しかし──

「不ぶ躾しつけで悪いが、君は語かた羅ら部べ鵬ほう珠じゆに加か担たんしているのか？　それをまず聞いておきたい」

　男の口から意外な言葉が出てきたので、虎風は驚きで一瞬頭が真っ白になった。動揺を悟さとられたのか、すぐさま男の目には疑惑の色が浮かぶ。

「か、語羅部……？　それって、魔法一条の……？」咄とつ嗟さに言い繕つくろったが、無む駄だだった。

「誤ご魔ま化かそうとはしないことだ。何だ、あの玄関は？　リビングの惨状は？　この屋敷は、何者かの侵入を受けたのではないかな？　我々には、この屋敷に用があり、尚なおかつこんな物騒な行動を取る人物の心当たりがある。それが語かた羅ら部べだ。普通の人間なら、こんな危険な屋敷にいたりしない。もう一度確認させてもらうが、君は本当に虎とら風かぜ君なんだね？」

「あ……う……」

「脅おどされて彼女の手伝いをさせられているとか、そんなところかな」

「ち、違う！　俺は犯罪者の味方なんかしない！」

「……犯罪者、ね」

　男の眉まゆがぴくりと動き、虎風は血の気がさっと引いて行く感覚を味わった。しまった。

「やはり君は彼女を知っているんだね。君のおじいさんのことは本当に残念だった。彼の死因は心臓マヒだ。そう公表されている。君も病院でそう聞いたはずだね」

「……」

「語羅部の名前は君にとって知りようのない情報だ。誰に聞いたのかな、真相を？」

　話せば話すほど墓ぼ穴けつを掘ってしまうので、虎風はじっと黙った。

「誤解して欲しくないが、君を困らせに来たのではない。むしろ逆だ。君と、君の友人を守るために来た。御み渡わたり姫き晴はるさんを知っているね？」

　虎風はゆっくりと視線を上げ、都つ筑づきと名乗った男を見つめた。

「彼女の身にも大変な事態が起こっている。実際のところ、我々警察も彼女が狙われる理由に調べが付いている。助けが欲しい。君の知っていることを正直に話してくれないか？」

「……最近は会っていません。違う学校だから」

「富ふ士じ城しろ雪ゆき乃のという名前を聞いたことは？」

　何なのだ、この人は。今度こそ、虎風は驚きよう愕がくを抑え込まなければならなかった。いったい、この人はどこまでを知っているのだろうか。

「いいえ。そんな人は知りません」やっと返せたのは、そんな言葉だけだった。

「そうか」彼は探るような目をしている。

「彼女は君のおじいさんの教え子で、とても優秀な才能に恵まれていた。進路は民間、国営、非営利団体を問わず、それこそ選より取り見み取どりだったらしいが、結局、姫晴さんの通う学校での生徒カウンセラーに納まったという話だ。就しゆう任にんしてからも姫晴さんと特に仲が良く、傍はたから見れば姉妹のようだったらしい」

「そうですか。でも、僕はそんな人のこと……」

「危険な女だ」

　都筑がぴしゃりと言い放ち、虎風の言葉を遮さえぎった。男の雰ふん囲い気きが変わる。

「今回の事件は、御渡姫晴の特別性を知っている者が起こしている可能性が高い。そいつがどこまで手を回しているかは知らないが、ひょっとすると、我々の上部組織も利用されているかもしれない。何せ俺は情報を上から与えられ、ここまで命令どおりに動いてるだけだからな」

「ど、どういうことですか」

「つまりだ、御み渡わたり姫き晴はるの秘密は、君のおじいさんが守っていた。君のおじいさんだけが守っていれば、今回のような悲劇は起こらなかった」

　わけがわからない。男の言わんとすることが吞のみ込めず、虎とら風かぜは混乱した。

「阿あ万ま野の湫しゆう市いちが情報を漏らすか？　裏切り者がいたって考えた方が理屈に合うだろう」

　裏切り者？　誰が、誰を裏切った？　富ふ士じ城しろが、祖父を？

　そんなことはあり得ない。確かに彼女は姫晴の正体を知っていた。しかしその上で、姫晴をずっと守ろうとしていたではないか。

　これは、この都つ筑づきという男の罠わなではないか。こちらが物事を知っている前提で話を進め、ポロッと何かをこぼすのを待っているのかもしれない。自分は、あくまで富士城雪ゆき乃のなどという女性は知らないという立場でいた方がいい。

「富士城は、秘密を公表すべきだと考えたのかもしない。その方が世界は前進すると。しかし自分の師は、頑かたくなに少女の存在を隠そうとする。そこに意見の対立が生まれた」

　──姫晴の正体を全世界に発信するのですよ。魔法の力は一条によって実証済みです。それは言わば、あらゆる望みを書き足せる万能の筆──

　偶然だ。彼女はこの言葉を、万一の策として言ったに過ぎない。もし自分が姫晴を守り切れなかったときの保険として……。

　沈ちん黙もくを守る虎風を見てどう思ったのか、都筑は何やら考え込むように腕を組んだ。

「……本当に富士城を知らないのか？」

「え、ええ」

「あてが外れたな。なら、いまの話は忘れてくれ」

「あの……何で、僕がその人を知ってると思ったんですか」

「君のおじいさんが、君に何か大切なものを託したというメッセージを残していたからだ。企たくらみは、痕こん跡せきをすべて消して初めて完かん遂すいされる。だから富士城がこの事件の首しゆ謀ぼう者しやなら、イの一番に君に近付くと思った」

　都筑の言っているのは、例の〝龍たつ雲ぐも〟のファイルのことだろう。虎風はごくりと唾を飲み込んだ。痕跡を消すため──そういう考え方もあるのか。富士城の行動は、ナノカを守る目的以外に理由はないと思っていた……いや、もちろん彼女は姫晴を思って行動しているはずだが。

「ただ、語かた羅ら部べをここに送り込んでいることを考えると、君程度なら彼女で組みふせることができると思ったのかもしれない。君が富士城を知らないなら、そう考えた方が理屈が通る気もするな」

　そう言うと男は、再び刺すような視線を送ってくる。

「なあ、これだけは答えてもらえるか？　君は語羅部を知っている。それは間違いないな」

　虎風は、都筑が手法を変えたことに気付いた。ボロが出るのを待つのではなく、見つけたひずみを利用して矛む盾じゆんを突き、ボロを出させる気だ。

「……答えられません」

「なぜだ？　語かた羅ら部べが怖いか？」

「いいえ。刑事さんはさっき、自分の上部組織が利用されているかもしれないと言いました。あなたに伝えたことが、姫き晴はるちゃんを狙う人間に伝わるのが嫌なんです」

　きょとんとした後、都つ筑づきは一瞬だけ口の端を上げた。

「なるほど、一理ある。上の連中は大体腐ってるもんだ。特に今回の事件は、俺も慎重に動かなくちゃならなかった。腐敗がどこまで来てるかさっぱりで、誰が敵で、誰が味方かわからなかったからな。ただな、虎とら風かぜ君。少なくとも俺は、今回こんな大事を起こした奴にけじめを付けさせたいと思ってる。それじゃだめか」

「悪いですけど、信用できません」

「なるほど。君の口ぶりじゃ、知らないんじゃなくて、言わないって感じだな。今回のことに少なからず関わってる。それは認めるわけだ」

「それは……その……」

「御み渡わたり姫晴はどうなる？　彼女の身に起こったことは知ってるか？　母親が殺され、家はめちゃくちゃだ。どこにも帰るところはない。今ごろ、どこで何をしてるか気にならないのか？」

　虎風はカッとなった。彼女のことなど何も知らないくせに、勝手なことを言うな。

　この人は情報が欲しいだけだ。姫晴を救うためではなく、事件を解決するために。

「姫晴ちゃんは俺が助ける！　関係ない人間は引っ込んでろって言ってんだ！」

「感情的になるな。あと、敵を履き違えるな。俺なら、君と君の彼女を救う手伝いができる。誓ってもいい」

「だから話せ？」虎風はふん、と鼻を鳴らした。

「そうだ」都筑は粘り強かった。

「刑事さんがしてるのは、姫晴ちゃんじゃなくて、仕事の心配だ」

「警察が嫌いか？」

「好き嫌いじゃありません。信用の問題です」

「よしわかった」と、男は言った。そして突然、信じられないようなことを口にする。

「俺は誰かを守るために、これが最善だと判断して警察組織に所属している。しかし人を救うために、地位が邪じや魔まになるというのなら、そいつを捨てよう」

「……は？」

　都筑は何を思ったか、ポケットから先ほどの端末を取り出し、こちらの方に差し出してくる。

「な、何ですか、これ」

「身分証さ。さっき見たろ？　もう俺には必要ないものだから、好きにするといい」

　虎風が端末を受け取らずにいると、都筑はそれを床に落とし、蹴け飛とばした。

　呆あつ気けに取られた虎とら風かぜは、男の顔をまじまじと見た。

「これでどうだ？　俺が警察にいるのは、それ自体が目的じゃなくて手段に過ぎない。警察にいた方が色々と都つ合ごうのいい場合が多いから所属してる。でも、君は警察は信用できないんだろ？」

「そ、そうですけど」

「なら、辞める。信用してもらいたいからね。矛む盾じゆんはしてないだろ」

「いや、わけがわかりません。何で、そこまでして……」

　たかが一つの事件に。この人にとって今回のことは、数ある事件の内の一つに過ぎないはずだろう。いったい、何を考えている……？

「少し驚かせたかな、すまない。でも、いま姫き晴はるさんに起きていることは、俺にとって実のところ、他人ひと事ごとで済ませていい問題じゃないんだ」と、都つ筑づきは言った。

「説明をさせてくれ。君たちの力になりたい。俺達は、もっとお互いを知りあうべきだ。今回のことが始まってから、俺はまだ見ぬナノカのことをずっと考えてきた。御み渡わたり姫晴の境きよう遇ぐうは、誰よりもよく理解できる。身近にそういう人がいたからね。その人の苦しみも知ってたし、呪のろいから救ってやりたいとも思った。彼女は、それを呪いとは思ってなかったみたいだが」

　都筑は、虎風をじっと見つめていた。虎風も、彼から視線を外さなかった。

「俺は父方の姓を名乗ってる。親父おやじは名の知れた研究者だから、ネットで検索でもかければすぐに出てくるだろう。都筑亘わたる、と。でも、お袋はもっと有名人でね。一時期は世界一名の知れた科学者だったかもしれない。姓は難しい字を書いて、語かた羅ら部べなんて言うんだ」

　そう言う男の瞳には憂うれいが浮かんでいる。

「要するに、いま特区を抜け出して暴れている怪物は、遺伝的には俺の母親にあたるんだよ」




　それから虎風は、語羅部鵬ほう珠じゆのことを知った。

　魔法研究のため、遺伝子複製技術によって生み出されたこと。魔法一条を無視して力を行使できるのは、生命という言葉の意味を理解できていないからだということ。そして彼女が初めて力を使って壊した命が、自分と同じ境きよう遇ぐうにいる九人のクローンだということ。

「褒ほめられた研究じゃなかった。中止になってよかったとも思ってる。でもお袋にとってはそれがすべてだった。彼女は事故で死んだなんて言われてるし、確かに事故が要因になったのは確かだろうけど、直接の死因は自殺さ。夢中になって死体をいじくり回す自分のコピーに一発ぶち込んで、次に自分の頭を撃ち抜いた」

　責任逃れの意味もあったんだろう、と自じ嘲ちよう気味に都筑は言った。

「お袋は生まれてから死ぬまで、世界言語に縛られていたよ。普通の人間が歩むような人生は周りが許さなかった。唯ゆい一いつの救いは、彼女には顕けん示じ欲よくも知識欲もあったから、そんな人生にもあまり苦痛を感じなかっただろうってことくらいだな。もちろん、本当はどう感じていたかなんて、もう知りようがないけどね」

　科学者として生きた語かた羅ら部べ鳳ほう珠じゆの人生は、輝きに満ちていた。みなの羨せん望ぼうの対象だった。だが今日ナノカの存在と境きよう遇ぐうを知ったことで、虎とら風かぜは、常に欲望の渦か中ちゆうにあった彼女の人生は、輝いていたのではなく、照らされていたに過ぎないのではないかと思うようになった。

「俺はいつか、今日のような日が来るかもしれないと思っていた。十三年前、特区が十数分ほど力を失ったとき──つまり、君のおじいさんを含む現在のメタグラム対象者へと交代が行われたとき、お袋のような存在が別にいるとすれば、きっと不安な思いをしているに違いないと思った。そしてその人にはどうあっても母のような呪のろわれた人生を送って欲しくないと願った」

「それが、あなたが姫き晴はるちゃんを救いたいと思う理由ですか……？」

「そうだ」

　それから長い沈ちん黙もくがあった。その間、都つ筑づきの視線は絶え間なく虎風に向けられていた。

　こんな突とつ拍ぴよう子しもない話を鵜う吞のみにするなんて馬鹿げている……はずだ。しかし、彼の言葉には不思議な力強さがあった。いったい、どうすればいいのだろう？

　虎風の心は揺れていた。いつの間にか富ふ士じ城しろを信用していたのは、ナノカという存在に度ど肝ぎもを抜かれ、彼女の言葉を信じる他なかったからだ。だが噓うそだけをつく人は噓つきと言わない、という言葉をどこかで聞いたことがある。本当の噓つきは、多くの真実の中に少量の噓を溶け込ませる、と。富士城の言葉を、すべて無条件に信用していいという理由はない。ひょっとすると、姫晴すら利用されている可能性もゼロではない。

　しかしそれは、この都筑にも当てはまることだ。誰が本当に姫晴の身を案じて行動しているのか。そして、自分はどのように動けば一番姫晴のためになるのか。

　判断を決めかねる虎風を前にして、都筑はずっと無言を貫いた。

　沈黙は、予想外のところから破られた。都筑よりも一回りほど若い青年が、青い顔をして部屋に入って来たのである。

「都筑さん、ここにいましたか」彼の視線が虎風へと向く。「……あれ、その子は？」

「阿あ万ま野の教授のお孫まごさんだ」

「……ああ、虎風君ですね。よろしく……僕は出雲いずもといいます」

「俺の部下だよ。馬鹿だが、他の奴よりは信用──て、どうした？　顔色が悪いぞ」

「いえ……一階を調べてるとき、すごいもん見ちまって」

　そう言うや否や、出雲と名乗った青年は口元を押さえた。

「おいおい、大丈夫か。何があった？」

　出雲は虎風の方をちらりと見てから、都筑の耳元に顔を寄せた。

　ぼそぼそと何かが囁ささやかれると、一瞬で都筑の表情が変わる。「……何だと？」

　嫌な予感がした。今日はこんなことの連続だ。

「虎とら風かぜ君。君はここにいろ」都つ筑づきはそう言って、大おお股またで部屋を出て行く。

　いったい何があったというのか。少しばかり留る守すにしていたこの屋敷で、あの少女は何をしていたのだ。

　虎風は足音を立てずに、二人の刑事の後を追った。階段を降り切ったとき、風ふ呂ろ場ばの方から話し声が聞こえてくる。

「こりゃ、酷ひどい……」

「これって、あれですよね？　御み渡わたり姫き晴はるの家にあった女の子の……」

「多分な。でも、随ずい分ぶんと寒そうだな」

「こんなときに冗じよう談だんはやめて下さいよ……」

「どうしたんです……？」

　虎風は恐る恐る二人に声をかけた。風呂場は死角になっていて、ここからは見えない。

「部屋にいろと言ったはずだろ」

　ゆっくりと振り向いた都筑が、答えた。

「こ、ここは僕の家です。何があったんですか……？」

「知らない方がいい。君には刺激が強すぎる」

「女の子って、何なんですか。だ、誰かそこで死んでるんですか？」

「もっと酷い」そう言って首を振る彼の顔色は、出雲いずもほどでないにせよ悪かった。

「残念だが、ゆっくり話している時間はなくなった。ここは危険だ。すぐ離れた方がいい。出雲、虎風君を連れて本部に戻れ」

「わかりました──て、都筑さんはどうするんです？」

「俺は応援を呼んで、連中が来るまでここで待っとく。現場検証もしたいしな」

「はあ？　危険ですよ！　オオトリが来たらどうするんですか」

「あいつが世界言語で物事をどうにかできるのは、せいぜい周囲五メートルぐらいの範囲だ。それに家は遮しや蔽へい物ぶつも多いから、オオトリに睨まれるよりも早く無力化できる自信がある。きちんとした準備と心づもりがあれば、大した脅きよう威いじゃない」

　都筑が腰のホルダーに触れる。見たことはないが、そこに本物の銃があるのだろう。

「そりゃ、そうでしょうけど……」

　それでも出雲は心配そうだった。「何も好き好んで危ないところにいなくても……」

　すると、都筑は呆あきれたような表情を浮かべる。

「お前、馬鹿か。虎風君を送り届けたら、お前もここに戻ってくるんだよ。二人して現場を離れる必要はないって、そう言ってるだけだ。事件は続いてるんだぞ」

「あ、そうか。すいません」

「わかったら、さっさと行ってこい。ここの引き継ぎを終えたら、また御渡姫晴を探しに行く。彼女の身が心配だ。一刻も早く居場所を突き止めないとな」

　都つ筑づきはそう言って、虎とら風かぜの方を一いち瞥べつする。

「君とはもう少し話したかったが残念だ。今度はもっと、お互い腹を割って話そう」

「ま、待って下さい。僕は警察になんて行きませんよ」

「連れて行け」

「わかりました。ほら、虎風君来るんだ」

　手を引く出雲いずもの力は強かった。大人おとなと子どもでも筋力差はあるが、それに加え、相手は日頃から鍛えている警察官だ。力比べで勝てるはずもない。

　虎風は焦った。もしいま自分が自由を奪われてしまったらどうなる？　せっかく開いた〝箱〟の中身を、姫き晴はるを救える〝誰か〟に伝えることができなくなってしまう。それが富ふ士じ城しろなのか都筑なのかはわからない。しかし自分が祖父の残した研究データのすべてを理解できない存在である以上、その誰かに頼らなければならないのだ。その機会が、奪われてしまう。

　このまま連れて行かれれば、姫晴の安全がまた一歩遠のいてしまう。

「さあ、早く」

「待って下さい。もう少しだけ……」

「君のためだ。家を離れたくないのはわかるが、いまここはどこよりも危ない」

　あの少女は遠くのホテルにいると言ってやろうか。ひょっとしたら、彼女はいまごろ勘づいているかもしれないが、それでもまだここは安全なはずだ。

　捻ねじ曲げられた玄関扉の隙すき間まをくぐるようにして、二人は外に出た。

「さ、さっきの刑事さんに聞かれていたことで、思い出したことがあります。あの、伝えとかないと……」

　苦し紛れの一言だった。ただその言葉が終わるのを待たずに、突然出雲が腕の力を抜いたので、後ろに体重をかけていた虎風は、そのまま尻しりもちをついてしまった。「いてっ！」

　彼は上司に確認を取ろうと思ったのかもしれない。そう思って出雲を見上げた虎風は、不思議な感覚に陥った。

　足りない、と。漠ばく然ぜんと、そんな印象だった。

　なくなっている。

　数分前に知り合ったばかりの青年の、首が欠けている。

「……え？」一瞬の後、虎風に発することができたのはそれだけだった。

　目の前にそびえる体が力を失い、膝ひざから崩れ落ちるようにして倒れる。

　ドサリ、と大きな音。

　次いで、宙に舞っていたらしい首が地面に落下し、また大きな音を立てた。

　？　何が起こって──

　目の前の出来事が理解できずにいる虎風の視界が、暗くら闇やみに立つ人型を捉とらえた。

　虚うつろな目をした男の顔。そして長く、太い首。しかし体つきは華きや奢しやで、真っ白な肌の上にセーラー服をまとっている。

　その姿はあまりにも不ぶ格かつ好こうで、人間のとる均きん衡こうからかけ離れていた。

　不ぶ気き味みな人型は、なぜか手に丸い手て鏡かがみを握っている。鏡がきらりと光を反射したとき──

　男の口がぴくぴくと痙けい攣れんし、絞り出すように声を発した。

『虎とら風かぜ君……やっと、会えた……』

　その声が昼間電話越しに聞こえてきたものと同じ声だとわかり、虎風はぞっと寒気を覚えた。




『〝箱〟を渡せ』

　彼──と呼んでいいかもわからない、そのおぞましい姿の人型は、どんより濁った瞳とは打って変わって、明めい朗ろうな口く調ちようで話した。

『阿あ万ま野の湫しゆう市いちが君に託した〝箱〟だ。持っているだろう』

「何……で……え？　顔……？」

　あまりにもめまぐるしく変わる展開に、虎風はついていけなかった。傍そばには、切り離された出雲いずもの頭と体が転がっている。そしてそれぞれの切り口から、思い出したかのように血が溢あふれ出す。血だ。トラウマにさえなっている、赤い液体。しかし不思議と恐怖はわかなかった。実感がないのだ。何かがおかしい。いまのいままで、彼は生きて──

　ぼんやりと意識が焦点を結び始め、彼がたったいま絶命したという事実に辿たどり着いた。

「は──は、はっ」

　真ま綿わたで首を絞められるような、ゆっくりとした恐怖感に正常な呼吸を奪われ、体の外と中がひっくり返りそうなほどの嘔おう吐と感かんに襲われる。悲鳴を上げることすらできなかった。

　死んだ──死んだ？　人が？　目の前で……？

　出雲の首は虎風の方を向いている。目があった。

『〝箱〟を、渡すんだよ』と、突然、警察官のものだった首が喋しやべり出す。

　生きているかのように。先ほど虎風と話していたときと同じように。

　自分は、悪い夢でも見ているのか。金かな縛しばりにあったかのように、体が動かない。

　否定したくても、理性が語かた羅ら部べ鵬ほう珠じゆは自分の作戦を看かん破ぱしたらしい、と伝えてくる。あの人型の頭部にある、どう見ても死人のものと思われる男の顔や、胴体と離れた出雲の顔が動いている時点で、彼女がここにいるのは明らかだった。虎風は、声などいくらでも変えられる、という富ふ士じ城しろの言葉を思い出した。しかしまさか他人の喉のどを使っているなどと、誰が想像できただろう。

　人型がゆらゆらと頭を揺らしながら近付いてくる。

　出雲が殺され、虎風はもう彼女の力の及ぶ範囲に入ってしまっている。語羅部がどこに隠れているのかはわからないが、死神はもう虎風の影を踏むところまで来ていた。
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　自動車が坂道を登る。電子音が、入力された住所まであと数分であることを告げた。

　トラくん……お願いだから無事でいて……。

　姫き晴はるは自動車の室内で、虎とら風かぜの身を案じながら、同時に彼の無茶を呪のろった。虎風がメモリを取りに一人で自分の屋敷に戻ったと雪ゆき乃のから聞いたとき、姫晴は卒そつ倒とうしそうになった。

「わ、私たちもすぐ追いかけなくちゃ……！」

「もちろんです。敵がそんな簡単な誘導に乗るとも考えにくいですし、何よりまず、あの少年に教授の考えが理解できるとは到底思えません。浅せん慮りよを通り越した愚おろか者。姫晴の命運を、くだらない騎き士し道どう精神や自己満足で決めて欲しくはありませんね」

　雪乃は辛しん辣らつだった。いまも隣となりの彼女は冷たい表情で座り、一言もしゃべらない。虎風の行動を怒っているように見えた。これまでもそうだったが、彼女の行動は常に姫晴を中心とした指針によって導かれ、それはいまのこの危機的な状況においても、一切揺らがないようだった。

　しかし姫晴の考えは違っていた。自分の安全のために、周囲の大事な人たちが殺されたり、傷付いていくのはもう嫌だった。そんなことになるくらいなら、いっそのこと……。

　姫晴は隣の雪乃にちらりと目をやった。

　三年もの間一緒にいて、彼女が才能に溢あふれていることは知っている。もっとそれを別のところで活かした方が、彼女にとっても、周りにとってもよかったのではないか。

　私がいなければ、きっと雪乃はいまよりも幸せになれた。私のせいで踏み外した輝かしい道を、本来なら進んでいたはず……。雪乃にしかできないことは一杯あるのに、誰にでもできることをさせているのは他ならぬ姫晴だった。

　そしてお母さんや宇う佐さ美みちゃん、トラくんのおじいさんは、私がいなければ狙われることはなかった。彼らには、それぞれの人生があったし、誰かに無理やり終了を告げられるような、そんな扱いを受けていいわけがない。

　神は、なぜ私を書き忘れたのか。なぜ、六日で満足してしまったのか。

　おかげでこの出来そこないは、周りに不幸を撒き散らすはめになっている。

　自動車のドアが開き、凍いてつく闇やみ夜よに飛び込んだ姫晴の胸には、雪乃には言えない密かな決心が固まっていた。これ以上、犠ぎ牲せい者しやを出すわけにはいかない。そのために敵が自分を求めるなら、与えてやるまで。

「手をつなぎましょう。はぐれないように」

　言いながら雪乃が差し出した手を、姫晴は強く握り返した。

　いままで、ありがとう。ごめんね──そう、思いながら。

「雪乃」

「何です？」

「大好き。会えて本当によかった」

　こんなときに言うべきことではないと思う。頭のいい雪ゆき乃ののことだから、ひょっとすると言葉の真意に気付いたかもしれない。ただこれは本来彼女が得るべきだった正当な地位を奪い、不要だったはずの苦労をかけ続けた、姫き晴はるなりのけじめだった。もうこの先、二人で話す機会など得られないかもしれないのだから。

「話しておかないといけないことがあるの。雪乃には秘密にしときたくないから。ひょっとしたら雪乃は私のこと嫌いになるかもしれない。でも、知っておいて欲しい」

　このことを話せば、いままでの関係ではいられなくなる。彼女にも自分のことを好きでいて欲しい、というのが本音だった。しかしそれは自分の我わが儘ままだ。

　いまや姫晴は、雪乃に対して、最低限の説明さえできればそれでよかった。

　ただ、その望みすら叶わなかった。

　事態が二人から会話を続ける時間を奪うほど、差し迫ったものに変わってしまったのである。ここはもはや、世界的な学者が別荘を構えるに値するほど、優雅で閑静な土地ではない。精神に大きな欠陥を抱えた殺人鬼が徘はい徊かいする、危険な界かい隈わいなのだ。

　澄んだ空気の静かな夜だったので、よく聞き取れた。パン、と乾いた音。そして、誰かが大きな声で叫んでいる。ちょうど、虎とら風かぜの屋敷の方向からだった。

　一瞬で血けつ相そうを変えた雪乃は、姫晴の腕を引いて走った。

　二人で門もん扉ぴからこっそりと中を覗のぞき込んでみると、庭に倒れていたらしい人影が、むくりと起き上がり、ふらふらと頭を揺らしながら屋敷の中へ入って行くところだった。

「あれは……？」雪乃は怪け訝げんそうに呟つぶやく。

「雪乃はここで待ってて。私が行ってくるから」

「何を馬鹿なことを──」と言った彼女は、驚きよう愕がくに顔を強張らせた。「か、体が……？」

　こんな形で、説明をしなければならなくなるなんて。姫晴は、雪乃の体を構成する世界言語を支配しながら、そう思った。

　雪乃に最後話したかったこと。それは、すべての生命を縛るはずの魔法一条の縄が、姫晴を縛ってはくれないということだった。

　姫晴は、動けずにいる雪乃の後ろ手を門扉にくくり付けた。

「軽けい蔑べつしていいよ……でもね、私も今日知ったことなの。ずっと特区で暮らしてたから、世界言語を使う機会もなかったでしょ。知ったのは、カラオケボックスで襲われたとき」

　あのときは、虎風を助けたい一心だった。湧き上がる力とともに初めて世界言語を書き換え、少年の指に変容を加えた後、姫晴は自分のしてしまったことに気付いたのだ。

「魔法一条って、命が、命を言語で書き換えられないってルールだよね。でも、私には効かないみたい。知ったときは本当に嫌だった。ああ、やっぱり私は神さまに認められた命じゃないんだって」

「縄をほどいて！　何を考えてるんです！」

「これから先も、私はずっと雪ゆき乃ののこと大好き」

　姫き晴はるは雪乃をきつく抱きしめた。

「さよなら」
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「……何だ、さっきのは？」

「わ、わかりません。わかりません！　突然現れて、も、もももう一人の刑事さんが……」

「落ち着け、と言っても無理そうだな。とにかく、深呼吸しなさい」

　都つ筑づきは胸に手を当て、体を上下に動かすジェスチャーをした。

　いま二人は二階まで駆け上がり、バルコニー状となっている廊下から、木製の手すり越しに階下の玄関へと意識を向けていた。

　大きく息を吸い込もうとした虎とら風かぜは、手を伸ばせば触れられるほど迫った人型の顔を思い出して嘔おう吐としてしまった。蒼そう白はくな顔は不ぶ気き味みで、うっすらと死臭がした。

　都筑が駆けつけなければ、おそらく虎風も、遅かれ早かれあの頭部の本来の持ち主のようになっていただろう。

　都筑は虎風の背中をさすり、逆の手にはまだ拳けん銃じゆうを持っている。先ほど虎風を救った銃だ。

　じっと虎風がそれを見ているのに気付いたのか、都筑は軽く銃を動かして見せた。

「麻ま痺ひ銃じゆうだ。死人を出さずに、目標を鎮圧できる」

　そんなことは流石さすがに知っている。現在の警察官が実弾の銃をほとんど保持していないことすら知らないほど、見けん聞ぶんは狭くないつもりだ。虎風の懸け念ねんは、もっと別のところにあった。

「……問題は、目標が生きていないときは、ほとんど威力を発揮しないってことだな」

　都筑が虎風の不安を言い当てたのと、玄関に例の人型が姿を現したのは、ほぼ同時だった。

　都筑は虎風を先導して奥の廊下へと進みながら、訊たずねた。

「あの人形の近くに、語かた羅ら部べはいたか？」

「いえ、見ませんでした……」

「そうか」

　都筑は短く答えてから突然振り向き、虎風に銃口を向けた。ハッと息を吞のむ。

「なら、他にあれを動かしてる奴がいるってことだ。彼女には協力者がいる」

　彼が不要とも思える銃の説明をした理由を、虎風はいまになって理解した。あれは、威い嚇かくだったのだ。

「きちんとした説明を聞きたいね。君は語羅部に本当に加か担たんしていないのか」

「い、いまはこんなことをしてる場合じゃない……」

「俺にとっては死活問題さ。部下が殺されたんだぞ。それに風ふ呂ろ場ばには──もう言っても構わないだろう──皮だけ剝はぎ取られた、首なし女性の遺体が置かれていた。君はそんな屋敷に平然といた。疑うなという方が難しい」

「知らなかったんです！　刑事さんと会う少し前に帰って来たばかりだったから！」

「なら、語かた羅ら部べを知っていたのはなぜだ？」

　前ぜん門もんの虎とら、後こう門もんの狼おおかみとは、このようなことを言うのだろうか。

「あと五秒以内に答えなければ、撃つ」

　都つ筑づきの目は本気だった。「安心しろ、死にはしない。ただ、体の動かなくなった人間を運んでやれるほど、いまの俺には余裕がない」

　背筋に、ぞくぞくとおぞましい気配が這はい寄って来る。あの人型が、もうこの廊下の入り口に、到達するかもしれない！　恐怖は真実の潤じゆん滑かつ油ゆだ。逼ひつ迫ぱくした虎とら風かぜに選択できたのは、事の次第をありのままに説明することだった。

「……富ふ士じ城しろさんに、教えてもらいました」

「富士城？　富士城雪ゆき乃ののことか」

「……はい」

「なるほど、やはり知っていたのか。それで？」

「刑事さんがさっき言ったとおりです。祖父の残したメッセージを頼りに、富士城さんは僕のところに来ました。でも僕は、あの人が何を言っているのかさっぱりわからなかった。つまり、その、僕自身が祖父に何を託されたのかわかっていなかったので、そのときにパッとそれを見つけることができなかったんです。そのとき、語羅部が屋敷にやって来た」

　これまでの人生で、こんなに早口になったことは初めてだった。

「富士城さんが、語羅部は危険な人間だと知っていたので、僕たちは逃げ出しました。それで、逃亡先でやっと祖父が託したものの正体がわかったから、屋敷に帰って来ました。これが、ついさっきです。語羅部が僕の留る守す中ちゆうに何をしていたのかは知りませんし、彼女に味方した覚えもありません。僕があの子を知ってるのは、こういう理由です」

　懇こん願がんするように言った。「本当のことです……！」

　都筑は品定めをするような視線を送った後、「……なるほど、一応筋は通ってる」と、銃を握る手の力を緩めた。それを見て、若じやつ干かん虎風の緊張も緩む。本当は最初から彼には撃つ気などなかったのかもしれない、とも思った──が、それを認めたくはなかった。自分が、まんまと喋しやべらされただけになってしまうからだ。

「では、あの人形は何だろう？　誰が動かしていると思う？」

「そんなことまで知りま──」

「ん？」

「──あ、いえ、その……」突然、気付いたことがあり、虎とら風かぜは言い淀んでしまう。

「刑事さん……さっき、あの人形のどこを撃ちました？」

「頭だ」

　やっぱり。そして男の顔の下にあった華きや奢しやな体。あれは女性のものと考えていいだろう。

「さっき風ふ呂ろ場ばに、女の人の体があったと言いましたよね……？」

「言った。皮を剝はがれた状態、とも」

「もしあの人形の体が、その人のものだったとしたら中身は空っぽのはずですよね……？」

　都つ筑づきの表情が険しくなる。「……そうだな」

　もう、彼にも虎風の言わんとすることが吞のみ込めたらしい。もしあのとき都筑が体を撃っていれば、こんな恐怖は感じなくてよかったかもしれない。それで終わっていた可能性がある。

「誰かが入ってるんじゃないですか……？　人形を世界言語ではなく、直接動かしてる」
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　彼はおそらくホテルには現れないだろう、と法ほう務む官かんは言った。君をその屋敷から引き離すための口実だ、と。

　そのとおりだった。法務官は念を入れて、ホテルには別の人員を向かわせると言い、鵬ほう珠じゆには屋敷の外で隠れて待つように指示を出した。虎風が帰って来るとしたら〝箱〟を取りに来るのだ。探す時間を与えるためにも、屋敷を空だと思わせた方がいい。

　そして法務官が自ら〝箱〟を貰い受けるために、彼に直接接触するという。

　ゆえに何者かが屋敷に入ったとしても焦って手出しをしないこと。法務官から何の連絡もない状態で、少年が屋敷から出てきたときは、彼から無理やりにでも〝箱〟を奪い取ること。これは法務官が、虎風の屋敷滞在中に間に合わなかった場合も同様である。また、邪じや魔まをする人間がいれば、虎風以外は全て壊してしまって構わない。これが、指示のすべてだ。

　間違って法務官自身を攻撃してしまう場合を考え、鵬珠はそのように言ってみたが、君の前に私は不用意に現れない、と念を押された。

「いよいよ、あなたに会えるってわけだね」

　その質問には〝すべてが終われば〟と短く返って来る。

　鵬珠はすぐに外に出て、隠れられそうな場所を探した。すると庭にある垣かき根ねがちょうどよさそうだった。しゃがんだり立ったりしてみて、これはよさそうだぞ、と一いつ旦たんそこに決めてみたものの、ここで一人待ち続けるのは怖いのではないか、と思い直してみる。もう日は落ちている。待たされる時間がどれくらいになるのか、見当もつかない。どうしよう。

　部屋の中に戻り、浩こう司じをぎゅっと抱きしめ、彼のために用意した新しい体をちらりと見たときに、天才的な閃ひらめきが訪れた。

　その閃ひらめきは、彼とずっと一緒にいる方法。失ったお気に入りの服の代わりを手に入れる方法。

　浩こう司じと一緒に着られる服を、作ればいいのだ。材料はすでに手に入れている。

　鵬ほう珠じゆは夢中になって作業に没ぼつ頭とうした。服というくらいだから、自分が入るために薄くなければならない。必要のない中身は、風呂場に置いておいた。

　中身をくりぬくために裂いた皮ひ膚ふを自分の上で再びつなぎ合わせたとき、鵬珠は自分という存在が薄まっていくのを感じた。それは、えも言われぬ興こう奮ふんを伴っていた。すべての行為が自分の手の内にあり、その一方で責任はないような、身勝手な支配感覚だった。まるで、他人の人生をその者の視点から傍ぼう観かんしているかのようだ。

　そして浩司を自分の頭の上に乗せ、首の皮膚の継ぎ目を消し去ったとき、鵬珠は自分がまったく別の存在に生まれ変わったように感じた。




　虎とら風かぜともう一人の男を探して、鵬珠は屋敷の一階を動きまわった。その一室、大きな姿見のある部屋で、はたと動きを止め、自分の姿を確認する。というよりも、浩司の頭を。

　さっきの男が使った筒つつは、かつてママが自分に向けたものとは違っているようだった。少し衝しよう撃げきは感じたものの、浩司に傷は付いていない。

　顔から首に手を滑らせ、ゴム手袋同士がすり合わされるような触覚を楽しんだ。

　首筋に二つの穴が開き、赤い色が覗のぞいている。それが吸血鬼に嚙まれた人間の血けつ痕こんのように見えた鵬珠は子ども心にぞくぞくとした歪いびつな快感を得た。格かつ好こ良い、と惚ほれ惚ぼれする。

　実際のところ、それは鵬珠の瞳に過ぎないのだが、何事も気分が大切。被ひ虐ぎやく欲よくと加か虐ぎやく欲が同時に満たされたかのような、そんな感覚だった。

　セーラー服も、よく似合っている。浩司はいま、どこに出しても恥ずかしくないほどの女の子だ。事が終わったら、鵬珠は白しら川かわに会いに行こうと思っていた。気持ち悪い、と彼は浩司を罵ののしった。いまはどう？　これでもまだ浩司を馬鹿にできる？

　鵬珠は部屋を出て、きょろきょろと周りを見回しながら廊下を進んだ。大きな屋敷だったので、調べなければならない部屋がたくさんある。

　一つの部屋に入ろうとしたそのとき、ふと、この屋敷から出ることのできる場所が開きっぱなしであることは、あまりよろしくないのではないか、と気付いた。

　鵬珠は玄関に戻り、扉を綺き麗れいに元どおりにした後、皮膚の継ぎ目を消したときと同じように、周囲の壁と玄関扉の境目を完全に消し去った。これだけのことをしていれば、誰かが無理に出ようとしたとき、すぐに察知することができるだろう。

　この屋敷には裏口もある。そっちも、同じような処理をしておいた方がいい。

　リビングを横切り、裏口に向かうとき、奥の通路で気配がしたような気がした。

『そこにいるのか』

　と、浩司に喋しやべらせる。浩司のくれた手て鏡かがみが、彼自身の顔を映している。

　返事はなかったものの、床が軋むギッという音が返って来た。誰かがいる。

　捕らえたと感じ、思わず心が高揚した。

　足音を立てないように近付き、通路を覗のぞき込む。

　そして次の瞬間、いきなり降って来たバットをその場に固定した。

『危ないじゃないか』

　鵬ほう珠じゆを殴おう打だしようとしたバットの持ち主は、小さく悲鳴を上げた。

　そこにいたのは虎とら風かぜでも、もう一人の男でもなく、鵬珠とそう変わらない年齢の少女。

　誰？　と思ったが、彼女の持つ異質な雰ふん囲い気きに、一瞬で鵬珠は釘付けになった。

　少女の顔から首に視線を這はわせ、次に手を見る。肌の露ろ出しゆつしたところを何度も見返す。

　文字がない！　体を構成すべき、世界言語が……！

　見間違いではない。加えて、ここは昨日まで生活していた特区の中でもない。

　頭が真っ白になり、鵬珠はぽかんとしたまま少女を見つめた。どういうこと？

　しかし鵬珠は、たった一つだけ、答えを知っていた。

　たった一人だけ、そのような存在を知っていた。

　懐かしい記憶と、おなかに受けた強烈な痛みの記き憶おくが蘇よみがえって来る。

　姿すがた形かたちは確かに違う。でも、彼女の持つ本質は何も変わっていない。

「……ママ？」

　浩司を動かすことを忘れ去り、自分の口で呟つぶやいていた。「ママなの……？」

「トラくんはどこ？」少女は険しい表情で訊たずねた。

「ママ！　わたしのママ！　ええ、どうして!?　どうしてここにいるの!?」

「ママ……？　何を言ってるの……？」

「わたしがわからない!?　ああ、そうか！　こんな格かつ好こうしてるから！　ほら、鵬珠だよ！」

　首の皮ひ膚ふを裂き、べろりと顔を出す。フードのように、浩司の頭が後ろに垂れ下がった。

「すごく大きくなったでしょ？　会いたかった、ママ！」

　少女はおぞましいものでも見たかのように、表情を歪ゆがめた。

　この顔は見たことがある。ママが、鵬珠に痛い筒つつを向けたときに浮かべていたものとまったく同じだ。あの日、鵬珠は答えを見つけることができなかった。九つも調べて、違いを発見することができなかったのだ。ママは、きっと鵬珠にがっかりしたのだと思った。

　ママのそんな顔を、もう見たくなかった。慌あわてて言い繕つくろう。

「か、体だけじゃないよ！　わたし、五年前よりも賢くなったの。いまなら、きっとママの願いも叶えてあげられる！」

　あの日鵬珠は、ごめんなさい、と震える声で言った。失望しないで、と。ママからの返答はなく、ただ痛みが返って来た。そして、それは今日も同じだった。

　少女の再度振ったバットが、今度は鵬珠の膝ひざを直撃する。

　痛みに悶もだえ、うずくまり、かけて行く少女の背中を目で追いかけることしかできなかった。世界言語で記されていないママは、鵬ほう珠じゆにとって唯ゆい一いつ自分の好きにできない存在だった。

「待って！」

　ついに少女は通路の角を曲がり、視界から消えた。

　ポケットで、携帯の着信が鳴っている。法ほう務む官かんからだった。鵬珠は絶望的な気分になりながら、それが唯ゆい一いつの救いになると信じて電話を取った。

『いまどこにいる？』と、法務官は言った。

「虎とら風かぜ君の家だよ……」ぐずつきながら、鵬珠は答える。涙と鼻水で顔がべとべとだった。

「あなたの言うとおりにしたの……知らない男の人に邪じや魔まされたけど」

『事情が変わった。いますぐそこを出てもらいたい』

「ママがいたの」

『……何？』

「わたしのママ！　でも、まだすごく怒ってる……どうすればいいの？」

　法務官はしばらくしてから、口を開いた。

『……私が何とかする。とにかく、言われたとおりにするんだ』

　一方的に通話は切られる。鵬珠は呆ぼう然ぜんと携帯を見た。せっかく再会できたママがいる場所から、法務官は撤退しろと言う。なぜ、そんなことをしなければならない。ママに会わせてくれると、そう言ったではないか！

　二人が一緒にいるのに、何か不味まずいことでもあるのだろうか？　ひょっとして、鵬珠がママを傷付けるとでも思っているのだろうか？　そんなことはあり得ない！　壊していい物と、そうでない物の分ふん別べつくらい付いている。

「探さなきゃ」鵬珠は膝ひざ上うえの皮ひ膚ふを裂き、自分の足を露ろ出しゆつさせた。関節が外れてしまったのか、普段では曲がらないような方向に曲がっている。しかし正常な形に言語を戻してやると、足はすっかりと良くなり、痛みも消え去った。

「探して、謝らなきゃ」

　そう言って立ち上がった鵬珠の瞳が、通路を大おお慌あわての様よう子すで横切る若い女性の姿を捉とらえた。




　　　　　※




「もうすぐ救援が駆けつけるはずだ」と、都つ筑づきは言った。

　虎風は都筑と二人、あの人型の襲撃に対応するために、屋上へ上がった。入口以外に遮しや蔽へい物ぶつはないものの、その方がいい、という都筑の判断だ。

　生死は初しよ手てで決まる。こちらの射程の方が長く、また一度失敗して武器をさらしている以上、敵に咄とつ嗟さに隠れられる場所を提供しない方が利口だ、と彼は説明した。そして何より、屋敷の一番上は、もっとも時間を稼ぐことのできる場所でもある。

　先ほどから都つ筑づきは、ひっきりなしに電話をかけている。警察にいた方が都つ合ごうがいい、と言っていた彼の言葉を思い出した。中にはよくわからないものもあったが、おおよそ事件を収束させるための連絡のように思えた。いまはもう彼を信用するしかなかった。横で電話の内容を聞いていると、富ふ士じ城しろという単語が何度も出てきて、虎とら風かぜはまた複雑な気持ちになった。

「富士城さんを捕まえるんですか？」

「無実なら捕まえない。事情を聴くだけだよ。君にしたように」

「もし、僕が彼女に〝箱〟を渡していたらどうなっていたでしょうか？」

「そこだ」と、彼は言った。

「君はその〝箱〟が何なのか、わかったのか？　──いや、待て」

　都筑が口元に指を持って行く。黙れ、という合図だ。耳を澄ませれば、階段を登って来る足音が聞こえる。

　無言で都筑は銃を構える。引き金に指をかけ、力を込めているのがわかる。

　しかし次の瞬間、暗くら闇やみに出てきた少女を見て、虎風は思わず都筑の腕を押しのけていた。

「待って下さい！　あの子は語かた羅ら部べじゃない！」

　その声で二人に気付いた少女は、顔をくしゃくしゃにしながらこちらに歩み寄ると、虎風の腕に飛び込んだ。「トラくん……！　よかった……無事で……！」

「ど、どど、どうして姫き晴はるちゃんが……？」

「馬鹿……！　何で一人で行っちゃうの？　心配したんだから！」

　姫晴が顔を上げる。彼女の潤うるんだ瞳が、虎風を見つめている。

　こんなに近くで姫晴の顔を見るのは初めてだったので、虎風は真まっ赤かになってあたふたしてしまった。すると姫晴の方もハッとした表情になり、こちらが悪いことをしていると思うくらいの早さで顔を赤らめた。しかし、なぜか彼女はぎゅっと虎風の服の袖そでを摑つかんだまま、離れようとしない。

「この子が御み渡わたり姫晴か……」と、都筑が口を開いた。「本当に文字がないな。母と同じだ」

　姫晴はそのとき初めて都筑を意識したのか、彼に警戒した眼まな差ざしを送る。

「姫晴ちゃん、この人は都筑さん。警察の人だよ」

「警察……？」

　姫晴は不安そうだった。おそらく彼女も虎風と同じ懸け念ねんを抱いたのだろう。

「俺を助けてくれた。この人がいなかったら、俺は殺されてたと思う」

「殺されてたって……」姫晴は信じられない、とばかりの顔をしたが、すぐに「そう言えば、さっき語羅部を見た……」と続けた。

「語羅部を？　見て、語羅部だとわかったのか？　つまり──ああ──少しばかり、おかしな格かつ好こをしていなかったかな」

「していました。人の中に入っていました」

　虎とら風かぜは都つ筑づきと目を合わせた。やっぱり、と。

「私のことをママとか呼んで、中から出てきたんです」

「……なるほど」

「言葉は悪いですけど、彼女は気が狂っていると思いました……。会話が成立しないと思って、急に怖くなったんです。私は、もう捕まってもいい、と覚悟して来たのに」

　虎風は驚いた。「何言ってるんだよ！　捕まってもいいだなんて、そんなの絶対ダメだ！」

「もう決めたことだから」そう言って、都筑に向き直る。

「刑事さん」

「何だい？」

「もし、あなたが誰かの命令でナノカを探していて、ナノカを手に入れることでこの騒ぎを収めることができるんだったら、私をどこにでも連れて行ってもらっても構いませんから、トラくんと、下にいる女性だけは助けてあげて下さい」

「下にいる女性……？　ひょっとして、富ふ士じ城しろのことかな？」都筑は言った。

　姫き晴はるは少し驚いたようだったが、すぐに「そうです」と返す。

「ちょっと待ってよ！　何でそんなこと言うんだよ！　ほら〝箱〟なら手に入れたんだ！」

　虎風はメモリをポケットから出して示した。

「じいちゃんの隠したメタグラムの在あり処かだってわかってる。そりゃ、確かにすぐ取り出すのは難しいかもしれないけど、望みがないわけじゃない」

　姫晴は首を振る。「いまさら特区を戻しても、遅いよ」

「遅いもんか！」

　理屈ではなかった。確かに、敵に姫晴の存在が知れ渡っていたとしたら、周りから世界言語を消したところでもう意味はない。それくらいは虎風にだってわかる。ただ、どうしても諦あきらめるのは嫌だった。そしてそれ以上に、姫晴に諦めて欲しくなかった。

「もういいの」

「よくない！」

「いいって言ってるでしょ！　私は出来そこないなんだから、誰かに守られる価値なんてない！　そんな私のせいで、大事な人が傷付くのはもう嫌なの！　放っておいて！」

　彼女の言葉が、ぐさりと虎風の心を突き刺す。

「出来そこない……？」何だ、それ？

「そうよ」姫晴は目に涙を浮かべ、虎風を睨にらみ付ける。

「見ればわかるでしょ？　みんなにあるものがない。そんなの、ただの欠けつ陥かん品ひんじゃない」

「で、出来そこないとか、欠陥品とか、そんなこと自分で言うの、やめなよ」

「……トラくんには、私の気持ちなんてわかりっこない」

　姫き晴はるは目を伏せた。そして意を決したように口を開き、また閉じた。その様は、何か言いたいことがある一方で、それを言っていいものか、決めあぐねている態度に見える。

　やめてくれ、と虎とら風かぜは思った。それ以上何も言わないでくれ、と。致命的な一言が二人の関係を破壊してしまう気がしたのだ。

　しかし結局、姫晴ははっきりとした声で続ける。

「──トラくんなんて、所しよ詮せんは他人じゃない」

　自分は器用な方ではない。それはわかっている。しかし虎風は、少しずつではあるものの、姫晴と仲良くなれたと思っていた。彼女との距離が縮まっていると実感できたとき、嬉うれしくて仕方なかった。

　でも彼女はそうではなかったのだろうか。恋の対象として見て欲しい、とまでは言わない。ただ一緒に遊びに行って、近くにいて、笑って、そういう過去を共有していても、彼女の中では結局、虎風は他人なのだろうか。

　姫晴が体を離そうと力を込める。

　しかし、虎風はそれを良しとしなかった。そんなはずはない、と思ったからだ。

「放して」

「嫌だ」

　いま彼女を離せば、もう近くに引き寄せることはできないかもしれない。虎風には、いま言わなければならないことが、彼女が近くにいる内に伝えなければならないことがあった。

「……他人を助けろなんて、言うもんか」一語一語を、かみしめるように言う。

「え？」

「おかしいじゃないか！　さっき、俺と富ふ士じ城しろさんのこと助けろって言ったろ！　他人だったら、そんなことするかよ！　富士城さんのこと大切に思ってるんだろ！　俺とは友達じゃないか！　何で自分のときだけ、他人顔するんだ！」

「そ、それは……」

　虎風は、姫晴の前でこんなに怒ど鳴なり散らすこともなかった。いまの自分が、どれだけみっともないことをしているかもわかっている。しかし心の奥底から溢あふれる、このうねりのような感情を押し留めておくことはどうしてもできなかった。

「そりゃ、俺には姫晴ちゃんの気持ちはわからないよ！　でも、姫晴ちゃんだって、俺の気持ちなんてわからないだろ！　俺がどういう思いで君の傍そばにいたか、知ってるか！　一緒にいられるだけで嬉しくて、笑顔を見られただけでドキドキして、君も俺と一緒にいてそういう風に考えてたらいいなって思って！　出来そこないに、こんな気持ち抱くもんか！　欠けつ陥かん品ひんなんか、好きになるか！」

　どうとでもなれ、と思った。人に好きだと伝えるのは初めてだったけれど、難しいことだとは、まったく感じなかった。

「一緒にいたい、姫き晴はるちゃんと。もう会えなくなるなんて嫌だ」

　驚きで固まった姫晴の瞳から、次の瞬間、大粒の涙がぽろぽろと溢あふれ出す。

「私だって……私だって、トラくんと一緒にいたいよ。でも……」

「姫晴ちゃんがここに来たのは、俺を助けたかったからだ。違う？」

「そ、そうだけど……」

「俺がここに来たのも、姫晴ちゃんを助けたいと思ったからだよ。その……上手うまく言えないけど、どっちかだけが助かって、どっちかが傷付く方法なんて、そんなのダメだ。俺は諦あきらめないから、姫晴ちゃんも諦めないでよ」

「虎とら風かぜ君の言う通りだ。俺は姫晴さんを、わけのわからない連中に渡す気はない」

　それまで沈ちん黙もくを守っていた都つ筑づきが、ここにきて、ようやく口を開いた。

「いまは方法を考えなければならない。虎風君、君はおじいさんに何を託された？」

　言いながら、彼は虎風の手を指差す。メモリを握っている方の手だ。それはいま、虎風の手と姫晴の腕にはさまり、すっかりと存在を潜めてしまっている。

　ゆっくりと自分の手を見る。そして、手に意識が行く。柔らかい、女の子の感触がそこにあった。そのときになって初めて、虎風は自分のしていることに気付いた。姫晴を、強く抱き寄せていることに。

　血の気が引いて行く。無む我が夢む中ちゆうだったとはいえ、自分は何をやらかしているのだ。パッと手を離し、数歩後ずさった。彼女は涙を流しながら、ほんのりと頰ほおを染めていた。
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「トラくん……」

「な、何？」

「私、トラくんに言われたようにする」

「え？」

「諦あきらめずに、一緒にいられる方法を考える……」

　姫き晴はるは怒っているという感じではなく、どこか惚ほうけているようだった。

　虎とら風かぜは、まともに彼女の顔を見ることができなかった。

　結局小さな声で「……うん」とだけ答え、誤ご魔ま化かすように都つ筑づきの方を一いち瞥べつする。

　彼はニヤリと意味深に笑って応え、虎風の手の平に収まる〝箱〟を顎あごでしゃくって示した。

「それはパソコンのメモリか何かかな？」

「そうです」

　虎風は、すでに都筑を信じることにしていた。確かに誰を信用していいかわからない状況には違いないものの、一緒に生きるか死ぬかの場所に留まっていることが、彼の身の潔白を証明しているように思えた。下手へたをすれば、彼だって死んでいた可能性もあるのだ。

「何だか、ありきたり過ぎるな。それを阿あ万ま野の教授の残した伝言の示すものだと判断した理由は？」

　虎風は都筑に〝蒼そう龍りゆうの鍵〟のこと、それが示すゲーム、そしてハックロムが入ったメモリを過去に祖父から渡されていたことを説明した。

「よくわからないが、秘密は暗号化されていたということかな？」

「いいえ。そんなに複雑なものじゃありません。解かい析せきすればすぐに秘密に辿たどり着けると思います。でも、そんな知識のない人間が秘密に辿り着くには、ゲームをプレイするしかありません。祖父が改造したゲームを」

「なるほど。万人に辿り着ける可能性があるということだね。それで、君は？　君は秘密に辿り着いたのか？　〝箱〟を手に入れるだけでなく？」

　こくり、と首を縦に振る。

「秘密は生体暗号についての研究内容でした」

　具体的に解かれた暗号。

　そしてメタグラムを使って改変された、自身の意志領りよう域いき。

　説明を聞いて、姫晴が心配そうな声を出す。「……トラくんの中に文字が？」

「そう。みんなは、じいちゃんの精神認識を信じちゃいないけど、じいちゃんは噓うそなんて言ってない。俺がその証拠だ。昔使えてた世界言語が、使えなくなってるんだから」

「阿万野教授ほどの人間が、適当なことを言うはずがない」

　都筑が言うと、説得力が増す。何せ、彼の母親も祖父と似た場所に立ち続けていたのだから。

　虎とら風かぜは頷うなずいてから、続けた。

「……じいちゃんの研究を見たときに、思い付いたことがあるんだ。ああ、だからじいちゃんは、語かた羅ら部べを迎えようとしたのかって。普通に考えれば、危ないじゃないか。わざわざ危険な人間をそばに置こうとするなんて」

　現に祖父は、語羅部の力で目を永久に開くことのできない存在に変えられてしまった。

「……俺のせいだったんだ。俺は、ずっといじけてた。失語症だからって、自分に自信が持てずにいたんだ。この間、もし世界言語が使えるようになったらどう感じるかって、じいちゃんに聞かれたとき、俺はよく考えもせずに、いまよりは幸せになれるって返した」

　意志領りよう域いきを元に戻すためには生体暗号を解く必要がある。そのためには、世界言語に生命を取り込まなければならないが、いまは魔法一条によって、その行為は禁止されている。

　ただ、たった一人だけ、魔法一条に縛られない者がいる。

「……あの子は、俺の中から文字を取り出せる唯ゆい一いつの存在だったんだ。歪ゆがんだ意志領域を元に戻せる、たった一人の」

　虎風は伏し目がちに言った。「それに、生体暗号を解くことは語羅部のためにもなる。じいちゃんはきっと、そうも考えたんだと思う」

「ためになる？　そいつはいったい、どういうことだ」都つ筑づきが訊たずねる。

「意志領域に辿たどり着くまでに、その人の持つすべての記き憶おくを閲えつ覧らんすることになるそうです。つまり、その人になって、人生を一から現在まで体験する。語羅部が、偏かたよった経験から〝生命〟を正しく認識できていないのなら、命の意味をちゃんと理解した人間の人生を辿れば、あの子だってまっとうな道に戻れるって、じいちゃんはそう考えたんだと思います」

　その言葉に、都筑は意表を突かれたようだった。

「それは、つまり……語羅部を……」

「更生できると思っていたんだと思います。自分なら救える、と」虎風は言った。

「可か哀わいそうじゃないですか。何も教えられないまま、周りからは怪物扱いされて。もし違った環境に生まれていたら、普通の女の子として生きられたかもしれないのに」

　姫き晴はるの表情が凍る。当然だ。誰が彼女の母親の命を奪ったのかはわからない。しかしそうなった事件の、中心にいる人物であることに変わりはないのだから。

「俺だって、あの子は怖いし、憎い。やったのは許されることじゃない。でも、あの子の話を聞いてみて、罪を償つぐなうべきはもっと別の人間じゃないかって、そう思う」

「例えば、いまの語羅部を作り上げた俺の母親とか、現在進行形で語羅部を利用している奴とか、そういう奴らのことを言っているんだね？」

「それは……」

「いや、俺を気にすることはない。俺も、あの研究は間違っていたと思っているから」

「……すいません」

「なぜ謝るんだ。君の言っていることは正しい」

　都つ筑づきは飄ひよう々ひようとしている。「それで、結論として俺達はどうする？」

「メタグラムを取り出します。彼女を説得して、俺の生体暗号を解かせる。特区が元に戻れば、敵の計画にも狂いが生じるはずです。そこには必ず好機が生まれる。交渉の余地も」

「説得など、語かた羅ら部べが応じるかな。よほどの餌がなければ、難しいと思うが」

　そのとき、おずおずとした様よう子すで姫き晴はるが口を挟んだ。

「……あの子、私のことママって呼んでた。すごく嬉うれしそうで……でも逆に、だからこそ気持ち悪くて。きっと私の体に文字がないから、勘違いしたんだと思う。いまなら、ママの願いを叶えてあげられるって、そう言ってた……」

「つまり、姫晴さんの言うことなら彼女は耳を貸す？」

「わ、わかりません。私、さっきあの子のこと殴なぐっちゃったから。それに私は、トラくんのおじいさんを殺した相手と口を利くなんて、絶対嫌です……」

　それが人情というものだろう。理屈ではどうにもできないのが、人の心だ。

「問題はまだある」と、都筑が言う。

「虎とら風かぜ君、君の生体暗号の解かいは、まだデータとして残っているのか？」

「それなら大丈夫です。ロムデータで閲えつ覧らんした三つのファイルの中に、生体暗号の具体的復号というものがありました。じいちゃんが解いた生体暗号はきっと俺のものだけだから、これが解に違いありません。三つとも端末に移しましたから、いつでもそれを開けます」

「……まさか、閲覧できる状態にしたのか？」

　都筑が、怪け訝げんそうな顔をする。

「そうですよ？　何か問題がありますか？」

「いや、そんなことはない。それで、三つとも、すべてコピーしたのか？」

「はい」

「……阿あ万ま野の教授が残したデータファイルは三つで、そのすべてを君の端末で閲覧できる状態にあるということだね？」

　虎風が頷うなずくと、都筑は「なるほど」と言ってから、何かを考え込むように腕を組んだ。

「……ちょっと、一つここで開いてみてくれないか」

「別にいいですけど」

　虎風はファイルの一つ目を開いた。携帯の上に半透明なディスプレイが浮かび上がり、その上に人体の形を構成する文字群のホログラムが表示される。

　暗号は上半身、特に頭部に集中しているようだった。これが秘密に至るための〝解〟だ。既き存そんの文字を並べ替える性質上、生体暗号は転置式暗号の一種だと考えて問題ない。

「すばらしい。これが君の生体暗号を復号したもの、というわけだね」

　都筑は感嘆した。

「ああ、虎とら風かぜ君……、もう少し質問に付き合ってもらいたいんだが、君がそのメモリを開いたのは家のパソコンかな？」

　もう少し？　彼の言葉の意図は図り切れないものの、虎風は「そうです」と返す。

「パソコン、メモリ、携帯端末。データが残っているのはこの三つだけか。たったそれだけか、阿あ万ま野の教授の残した知識を入れている器は」

「あの、都つ筑づきさん、何の話をしてるんですか？」

　都筑は答える代わりに大きく息を吐き、薄く笑った。そしておもむろに煙草たばこを取り出し、火を付ける。どういうつもりだろう。虎風は、彼が急に緊張感を失ってしまったように感じた。

　何だか、今日何度目になるかわからない悪い予感がむくむくと湧き起こってくる。

「……いや、すまない。思っていたよりも事が簡単に済みそうで、肩すかしをくらっていたところだ。もっと、手こずると思っていたからね。俺の中では、メモリからデータを引っ張るまで、もう少しかかる計算だったんだ。そのメモリも、ひょっとすると君がいまだに俺を疑っていて、偽にせ物ものを握りしめているんじゃないかと、そう思っていた。だけど、ファイルを見る限り本物だな。まさか閲えつ覧らんできる状態にしていてくれてるなんてね」

　都筑は肩をすくめた。

「俺は無理やり口を割らすのは好きじゃない。昔から、北風を馬鹿にしてたクチでね。太陽は、目的を果たすために周りを暖めただけだろう。虎風君、君は俺が最初に考えていたよりもずっと賢い少年だった。君から情報を聞き出すのは本当に苦労した。恐怖や甘かん言げんを利用しても、中々俺を信用しなかったからね。君の勇気は、称しよう賛さんできる。真剣になって誰かのために動ける人間は、実はそう多くない。誇っていいことだ」

　急に口数の増えた都筑に、虎風は胡う乱ろんな視線を送った。

「……どういうことです？」

「こういうことさ」

　都筑は何気ない仕草で拳けん銃じゆうを取り出すと、銃口を姫き晴はるに向け、そのまま引き金を引いた。

　小さな悲鳴を上げ、姫晴が崩れ落ちる。かろうじて虎風にできた反応は、地面と衝しよう突とつしそうになっている彼女の体を抱き止めることくらいだった。

「……ト……ラ……くん……？」

　姫晴は突とつ如じよ自分を襲った感覚に、意識が付いて行っていないようだった。

「その子の視線をこっちに向けないでくれ。オフスプリオリの視線は危険だ」

「そ、そんな……あんた、俺達を……」

「騙だました？」

　虎風の形にならない思いを、男が先にくみ取る。

「過程としてはそうなるかもしれない。だが、結果としては君たちに貢こう献けんできると思っている。俺は姫晴さんをわけのわからない連中に渡す気はない。これは本当のことだ。彼女の中に眠っているであろうプレ・メタグラムを解かい析せきするのも、魔法の制定も、時間をかけてじっくりとなされること。その間、信用のおける機関の保護を受けられることは、姫き晴はるさんにとって大きなプラスだろう」

「魔法……？　魔法なんて……」勝手な物言いに、虎とら風かぜは怒りを覚えた。「……そんなもの……！」

「それを必要と思う人もいるということだ。だが勘かん違ちがいして欲しくないのは、俺の望みはナノカじゃない。その子は巨大な力を引き寄せ、利用するための、いい広告になった。俺が本当に目指していたものはね、虎風君、君の持つデータだ。阿あ万ま野の湫しゆう市いちの残した研究成果。俺は、彼を尊敬していた。彼の言葉が事実だと確信していたからね。少しことを大きくしてでも、手に入れる価値のあるものだと判断した。手に入れ、人類のために葬ほうむり去らなければならない研究だと」

「葬り去る？」

「そうとも」都つ筑づきは答えた。

「人の本質を変え得る研究だぞ。世界言語の使用だけに飽き足らず、さらに高次の存在へと人為的に成り変わろうとしている。好きに決めた力を持った存在が、好きに決めたルールの中で動く。ゲームの世界では、こういうのをチートというんじゃないかな？」

「……俺は世界言語を使えなくなった」

「？　君はもっと賢い少年のはずだ。いま問題にしているのは、言語使用の有無ではなく、君が本来の性質を変異させられているという事実だ。だが、やはりいいところを突く。俺は世界言語すら人間には過ぎたものだと思っている。俺自身はオフスプリオリだが、力を行使したことは一度もない。どうせ本質を変えるのならば、全員が君のようになればいい、とさえ考える。君は世界言語を使えなくなったことを残念に思っているかもしれないが、こんな力はない方がいいんだ。元々人間には備わっていなかった力だからね。俺は君のことが気に入ったよ。境きよう遇ぐうも、似ていると言えば似ている。ひょっとすると、いい友人になれるかもしれないな」

　銃口が、虎風を捉とらえる。

「手荒な真似まねはしたくない。君は鵬ほう珠じゆに対しても許容の心を示した。そこにいる姫晴さんとは違ってね。君がさっき言ったように、彼女の罪は俺が背負うべきものだ。彼女と接触したとき、俺の今後の半生は、あの哀れな怪物のためにあると思った。最初からいまの地位を捨て、母の遺伝子を持つあの子に、この身を捧げる気でいたんだ。データを回収すれば、すべてが終わる。特区を戻すように指示し、俺は鵬珠を迎えに行ける」

　とても疲れた、と、都筑は小さく呟つぶやいた。

「メモリと、携帯をそこに置くんだ」

「ママをやったのは、どっち？」

　突然、声がした。二人はハッと、声の方向に意識を向けた。

　暗くら闇やみに少女が立ち、赤い瞳で、じっと二人の方を見つめている。

　なぜ、出現に気が付かなかったのか。虎とら風かぜが、直じかに彼女を見たのはこれが初めてだ。いままではモニター越しだったり、人間越しにしか彼女を認識する機会に恵まれなかった。

　語かた羅ら部べ鵬ほう珠じゆが、そこにいた。
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「この屋や敷しきから出ろと言ったはずだぞ」

　都つ筑づきは少女に向かって言った。

「お前は十分に仕事を果たした。虎風君の忍耐力をへし折ったのは、お前の恐怖だ。後は俺に任せていればいい。俺は法ほう務む官かん、とお前に名乗っていた者だよ」

　少女には都筑の声が聞こえていないようだった。

　赤い瞳が小刻みに動いているのは、現状を正しく見定めようとしているからだろうか。

　彼女は都筑のところで瞳を止め、「あなたがやったの？」と訊たずねた。

「それ、痛い奴だよね？」

「御み渡わたり姫き晴はるはお前の〝ママ〟じゃない。彼女はもういない。語羅部鳳珠は、お前のママは死んだんだ。しかし、彼女の残した存在はいまだにこの世界に抱ほう擁ようされている」

　言葉を選ぶように、都筑は言う。「魔法と、お前と、俺だ」

　だが、彼の持つ拳けん銃じゆうが突然見えない力に奪われ、屋敷の屋上から下へと放り投げられる。

　都筑の表情が一瞬で凍りつく。「な、何をする……？」

「あなたがやったんでしょ」少女の瞳は、いまや怒りで輝いていた。

「鵬珠……！」

　そのとき、都筑は窮きゆう地ちを悟さとったようだった。

「俺はお前を不自由な場所に閉じ込めていたくない。お前を施設から出すときに、自由を与えると言ったはずだ。俺がいなければ、この世界でお前を守ってくれる者は誰もいなくなるぞ」

　彼がコートから携帯を取り出し、何やら画面を操作すると、少女の方から電話の着信音が鳴り始める。

「携帯を確認しろ。お前に指示を与えていたのは俺だ。服を買い与えたのも、この俺だ。お気に入りの服は見つかったんだろう？」

「ママと、同じ目にあわせてやる！」

　少女が爆発する。彼女の怒声とともに、都筑の体が吹き飛び、転落防止用の格こう子しに当たって大きく跳ねた。都筑はくぐもった呻うめき声を出した。

「話を聞け……！　俺は、何よりもお前の幸福を優先する。それが、お前という存在に対する責任であり、義務だ。俺の死は、お前のためにならない」

　どうすればいい？　虎とら風かぜは、目の前でこれから行われようとしていることを、傍ぼう観かんすることしかできなかった。少女はもう止まらない。怒りで、周りがまったく見えなくなっている。

「トラくん……？」

　腕の中で、姫き晴はるがつらそうな声を出した。

「私に……さっきの生体暗号を見せて……」

「え？」

「私が文字を取って来る……トラくんの中から……だから……」

　彼女が何を言っているのか、虎風にはわからなかった。取って来る？　何を？　メタグラムを？　虎風は首を振った。「無理だよ。姫晴ちゃんにはできない」

「大丈夫……私には魔法は効かないから」

「効かないって」

　それはつまり、世界言語に生命を取り入れることができると彼女は言いたいのだろうか？　語かた羅ら部べと同じだと？

「……そんな馬鹿なこと、あるはずないよ」

「信じて……できるの……見たでしょ……？　私が人の文字を触ったとこ……？」

　その言葉で、虎風はハッとなった。そうだ、どうして思い付かなかった。もう一人、生体暗号を解読できる者がいるではないか。

　襲撃者の指を捻ねじ曲げたナノカ──その中には、姫晴が入っていたのだ。

「雪ゆき乃のも驚いてた……でも……できるの、私……きっと、生体暗号を復号できる……」

　虎風は言葉を失い、姫晴の顔をじっと見つめた。

「急いで……あの子、また人を殺すよ……もうそんなことさせたくないんでしょ……」

　迷っている時間はなかった。いまは、姫晴を信じるしかない。しかし……。

「どうしたの……？」

　姫晴が、虎風の迷いを言い当てる。「やっぱり、私に心を開くのは……嫌……？」

　虎風は姫晴が好きだった。どうしようもなく彼女に恋い焦がれ、これまでも無む駄だに見み栄えを張る場面が多々あった。できることなら、自分の醜みにくい部分を晒さらさないようにしてきたつもりだったし、知られれば、幻げん滅めつされるような秘密もたくさんある。

「トラくん……私じゃダメ……？」

　姫晴は言った。

「本当のこと言うとね……さっき、私……焼きもち焼いてたんだよ……？」

「え……？」

「トラくんがあの女の子に、心を見せるって言うから……何だか、トラくんを取られちゃうみたいで、すごく嫌だった……私、我わが儘ままだし、ずるいもん……トラくんが私のこと好きって言ってくれて、誰にも渡したくないって思ったの……」

　潤うるんだ瞳から、涙がこぼれる。

「ねえ、ダメ……？　あの子は良くても、私はダメなの……？」

「違う！　そんなことない！」

　姫き晴はると語かた羅ら部べの圧倒的な違いは、きっと、これまでの関係の蓄積だろう。仲良くなり、距離が近付けば近付くほど、胸きよう襟きんを開きにくくなるなんて皮肉な話だ。

「きっと、君は俺のこと嫌いになるから」

　涙が出そうだった。声が震える。

「弱くて、卑ひ怯きようで……だからきっと、軽けい蔑べつするようになるから」

「私もおんなじだよ……？　トラくんに言えないようなことたくさんしてる。多分、トラくん以上に……。そんなことで、嫌いになんてならないよ……十五年もあるんだもん。変わらないなんて無理だと思う……でも、トラくんのこと大好きな私だけは、絶対変えずに帰って来る」

「だ、大好き……？」

　声が裏返ってしまった。

「……馬鹿……わざわざ言わなくてもいいのに……」

　姫晴は顔を真まっ赤かに染めた。「でも、ほら……ずるいでしょ、私……？　好きって言われてからじゃないと、相手に好きって言葉も伝えられないんだから……」

　その瞬間、虎とら風かぜは姫晴を強く抱きしめていた。彼女が愛しくて、胸がつぶれそうなほど苦しい。

　背後で、また鈍い音がする。怒り狂った語羅部が、また都つ筑づきを格こう子しに叩たたきつけたらしい。

　いよいよをもって、時間がない。虎風は、ついに覚悟を決めた。

　端末のディスプレイを姫晴に見えるように置き、必要な箇所の肌を露ろ出しゆつさせる。顔から火が出そうだったが、いまはそんなことを言っているときではない。

　しばらくすると、復号に必要なすべての文字が露わになった。これこそが、阿あ万ま野の虎風という人間の、精神に至るために解く暗号なのだ。

　姫晴はこれから虎風となり、虎風の記き憶おくを追体験する。心を旅する。彼女の苦痛を思うと胸が張り裂けそうだったが、その感情の源に彼女は行くのだ。

「……行ってらっしゃい」

　虎風にとってそれは一瞬だろう。しかし姫晴のためにかける言葉は、これが最善だと思った。

　そして願わくば、俺を好きなまま帰って来て欲しい。

　姫晴は頷うなずくと、ディスプレイと虎風の体を交互に見た。

　最後に、二人の視線が交差する。姫晴は「行って来るね」と、にっこり笑った。




　　　　　※




　そのとき、鵬ほう珠じゆは大気の震えのようなものを感じ取った。巨大な〝何か〟が動かされ、そこに風が一気に収束されていく感覚だった。

　直感的に、これは不味まずい、と悟さとる。何が、まではわからない。しかしこの体を戦せん慄りつさせ、これまで抱いていたはずの激情を、一瞬で消し飛ばすほどの威い力りよくを持つ〝何か〟が収しゆう束そくを終え、いまにも解き放たれようとしていることを確かに感じた。

　振り向いた鵬珠が捉とらえたものは、ぐったりと横たわる少女と、彼女の傍そばに立つ少年。そして二人の間で輝く、美しい文字だった。

「その人を殺しちゃダメだ」

　少年が言った。鵬珠には、その言葉が絶対的なルールのように聞こえた。

　体が動かない。体の底から、震えが込み上がって来る。感じたことのない種類の恐怖に、鵬珠は縛られていた。畏い怖ふとは、このようなときに使う言葉なのだろうか。

　少年の視線が未知の文字を捉えたとき、鵬珠は世界の崩ほう壊かいを感じ取った。

　世界言語が消えていた。













　　エピローグ　知識の木の実　──経験と記憶の成果──







　災害は、人の記き憶おくに強くはびこる。世間では、いまだにメタグラムの点滅周期説、政府の陰いん謀ぼう説せつ、各エネルギー権利団体からのテロ説などが囁ささやかれているが、それは人間が記憶の風化を少しでも抑えようとする性質のためだろう。

　特区が元の姿に戻って、七日が過ぎた。政府の発表では、メタグラムを対象とするコンパイラ銀の過か剰じよう投入が原因、と曖あい昧まいな言げん及きゆうがなされている。

　よくわからないものを、利便性のみを考こう慮りよして採用するのが昔からの人間の姿だ。人は、進歩をしても、その本質をまるで変えてはいない──いまは原因追求よりも、政府の見解を認めた上で、そういった主張を展開するのが世論のお気に入りのようだった。

　文字が出現し、発電所が止まったこと以外に、今回の災害の大きな特徴として挙げられるのは、一人の殺人鬼が騒ぎに便びん乗じようする形で一般人と警察官の合計十数人を殺害したこと。

　そして阿あ万ま野の湫しゆう市いちの死も、大きな波は紋もんを呼んだ。

　世界言語に影えい響きようを与える特殊な金属の発見者は、いまのところ生前に、自己の記憶保存を認めたという事実は発見されていない。死後に人権すら認められる記憶を、人類への貢こう献けんと秤はかりにかけていいものかどうかは、いまだ議論がわかれる。

　ただ彼の死から七日経たち、その記憶の器であり続けた彼の肉体は、すでに火か葬そうされている。




「流ながれ」

　と呼ばれて、都つ筑づきは顔を上げた。体の節ふし々ぶしがまだ痛む。

　少女の暴走に吞のみ込まれた結果は、二日の昏こん睡すい状態と、顔面、右腕、肋ろつ骨こつの骨折──そしてもっとも大きいものとして、下半身に残る麻ま痺ひだった。今後は車いすが足代わりになるが、腕の骨折が治るまで、当分は寝た切りの生活になるという。

　ベッドの上で、都筑は来客を出迎えた。誰かと思えば、父の亘わたるだった。

　亘は包ほう帯たいだらけの息子むすこを前に、痛々しい表情を浮かべた。

「よかった。目が覚めたのか」

「実は五日も前に起きてたんだ、親父おやじ。忙しかったみたいだね」

「ああ。しかしひどいな……」

「命があっただけ、よかった。あの子がその気になれば、俺はいつでもバラバラになってたろうから。そんなことより、どうなった？」

「うん、いいニュースだ」

　亘わたるは、ようやく笑みと呼べるものを息子むすこに見せる。

「鵬ほう珠じゆは私のところに戻って来る」

　その言葉を聞いた途と端たん、都つ筑づきの胸に安あん堵どが広がる。「よかった……」

「お前の働きが評価されたんだ」

「いや、最後に下手へたをこいたから、どうなることかと不安だった」

「連中の目はナノカにしか向いていない。お前はその存在を明らかにして、特定までした。何も失敗などしていない」

　都筑がナノカの存在を知ったのは、母の死後、彼女の遺品を預けられたときだった。

　服や小物に興味はなかったものの、パソコンには心が動いた。それは彼女の頭脳の結晶であり、特に時間をかけて閲えつ覧らんしたところ、そこで彼女が何者かとしていたチャットのログを発見したのだ。

　それはあまりにも具体的過ぎた。相手方の居場所は明石あかし特区周辺だとはわかったが、警察の力を利用せず調べるのでは、そこが限界だった。権力を利用するのは必要なことが生じたときだと、そのときから肝きもに銘めいじていたのである。

「そう言えば、ナノカはどうなるのかな」

　都筑は、ふと気になって訊たずねた。

「ああ、調ちよう査さ庁ちようがごね出した」亘は言った。

「富ふ士じ城しろって長官はタヌキだよ。それとも、あそこの娘の入れ知恵かな。昔研究に協力してくれていた優しい少女が、あんな権けん略りやくを使うなんてことは想像もしたくないが。向こうさんは、今回のことは、魔法二条を見据えての行動ではない、と言い出した。あくまで協力関係にあったのは、ナノカの存在を知るところまでだと。多分、ナノカの実質的な保護を娘がやっていたなんて知ってしまったものだから、現状維持がベストだと判断したんだろう。今回は調査庁の協力がなければできなかったこと。音おん頭どを取って、不可侵に進めようとしている。ガチョウを捌さばけば、金の卵を産まなくなるぞ、と。そう言いながらな」

「待つのか？」

「御み渡わたり姫き晴はるが母さんと同じケースになるとは限らない。だが、様よう子す見みが最善だと周りも納得しかかっている。実を言えば、私もその方がいいと思う」

「他の局長はそれでいいのか？　親父おやじの意向がメフィストの総意になるとは思えないけど」

「いまのところ半々だ。ただ積極派の中には富士城の娘を迎えようと動いている者もいるから、別の形の管理を考えているのかもしれないな」

　それから、亘の顔が、組織人のものから父親のそれに変わる。

「警察は辞めるのか」

「こんな体では、どの道続けられない。これからは鵬珠の傍そばにいる。親父、あの子は実験対象じゃない。家族として扱うんだ」

「正気か？　母さんを殺して、お前をそんな成りにしたんだぞ」

「俺が正しい知識を与えてやる」

「知識は汚れだ。知恵の木の実をかじったから、人類は楽園を追い出されたじゃないか。結果、我々は重く苦しいルールに縛られて生きなければならなくなった」

「鵬ほう珠じゆが正しい倫りん理りを見につけたとき、彼女が魔法一条に縛られれば、マルガレーテの説の正しさが証明される」

　都つ筑づきは言った。「屁へ理り屈くつこねて感情論を正当化するなんて、科学者のすることじゃないぞ」

　亘わたるは降参とばかりに、肩をすくめた。

「家族ごっこがしたければ、勝手にすればいい。いい成果を期待しているよ」

　父親が退室した後、都筑は誰もいなくなった部屋で、唯ゆい一いつの心残りを思って胸を痛めた。手に入れることのできなかったデータは、今後どのような形で世間に姿を現すのだろうか。

　阿あ万ま野の湫しゆう市いちの記き憶おくは、間違いなく抹まつ消しようされる。それほど人間が生前に下した判断は重く、敬意を払われる。彼が死んだときの対応策として、旧来方式でのデータで研究成果を残していたことを考えても、自分の記憶保存を拒否していた可能性は極めて高い。

　ゆえに、あの研究内容に関する限り〝自白〟はあり得ない。

　つまり、あのデータを手にした者が公表しようと考えなければ、彼の研究内容はまず広まることはないということだ。だからこそ、どうしても手に入れておきたかった。

　都筑は自分の敗北を呪のろい、身体の自由を奪った運命を憎んだ。しかし、鵬珠に憎しみを向けることはできなかった。ある意味、彼女を怪物にしたのは自分だった。

　今回鵬珠が殺害したとされている人間には、彼女に責任のないものもいる。任務に疑問を抱き、調査の対象を外ではなく、内に取ろうとした公こう安あんの職員たちがそうだ。

　おかしい、と声を上げ、それが影えい響きよう力りよくを持ち始めたときに、彼らは都つ合ごうよく怪物の餌え食じきになった。周囲の人間を巻き込み、彼らの死すら利用したというのに、最後の最後で詰めを誤ったのは自分だ。

　これは神の代行者を気取った、罰かもしれない。それとも、これは、あらかじめ決められているイベントなのだろうか？　反逆者として排除されたのは、自分の方だったのだろうか？

　都筑は窓から外を見た。特区の中では、煩わずらわしい世界言語を見なくてすんだ。

　体が落ち着けば、都筑は鵬珠に会いに行くつもりでいる。

　彼女の誤解を解かなければならない。お前のママは御み渡わたり姫き晴はるではなく、語かた羅ら部べ鳳ほう珠じゆだ、と。

　母に会わせてやれば──もちろん吹き飛んだ頭部から救い出せたのはごく少量だが──母の記憶を閲えつ覧らんすれば、鵬珠もきっと納得してくれるだろう。都筑は、そう信じている。




　　　　　※




　初しよ七なの日かの法要を終え、虎とら風かぜは実家の縁えん側がわでぼっと日に当たっていた。

　時間が濃のう縮しゆくされたかのように様々なことが起きたあの日の反動か、それからの時間はゆったりと流れている。

　この数日間でひっきりなしに訪れる弔ちよう問もん客きやくの対応に追われ、両親とは碌ろくに会話する暇ひまもなかったけれど、彼らは富ふ士じ城しろの説明を受けて「よく頑張った」と虎風の労をねぎらった。

　富士城がどこまでを話したのかはわからないし、ひょっとすると彼らは息子むすこがすでに特区の外でなら世界言語を操る力を取り戻したことを知って、喜んでいるだけの可能性も否定できないものの、両親に褒ほめられる経験の少なかった虎風には、それは大きな出来事だった。

　富士城とも話をした。というよりも、この数日は彼女と話す時間ばかりだったような気がする。事件のその後の流れは、ほとんど富士城によって伝えられたからだ。

　富士城は姫き晴はるに関して、当面のところは心配ないと言う。

　メディアが報道しているものとは異なるため、真しん偽ぎのほどは定かではないが、今回のことは、世界言語の政治的領りよう域いきに力を伸ばしてきたあるシンクタンクに対する、一部の公こう安あん職員の威い嚇かく行為だと説明を受けた。直接犯行に関わった者たちは、例の少女の扱い方を間違ったため事件中にほとんど死亡したが、不透明な部分が晴れるにつれ、他の関係者にも徹底的な処分を下して行くという話だ。

　虎風は語かた羅ら部べに殺された出雲いずもや、殺されかけた都つ筑づきを思い出し、加えてそれ以前にニュースで今回亡くなった人たちの約半数が警察官だと見ていたため、ぞっとすることになった。

　ゆえに警察全体や、国家が今回の件に乗り出していたわけではない、と富士城は念を押した。

　それを聞いても虎風の不安はぬぐい切れなかったものの、だからと言って自分に何かができるわけでもない。〝大人おとなの事情〟という、例の不可解な言葉に切り込むには、虎風はまだ知識も精神的な熟成も足りなかった。ただ、そんな一部の人間の身勝手な都つ合ごうに巻き込まれて命を落とすことになった祖父の境きよう遇ぐうを思い、やり場のない怒りだけが残った。

　説明をする際、彼女は虎風に対して、随ずい分ぶんと風あたりを弱めた。何しろ不ぶ気き味みだったので、それとなく聞いてみたところ、「私の態度は、姫晴の友人に対するものとして相応ふさわしくありませんでした」と返す。

　彼女は何だか、友人という言葉を妙に強調しているように思えた。

「あなたたちの関係を邪じや推すいしたことをお詫わびしましょう。姫晴にも、あなたにも本当に悪いことをしました」

　よくわからないが、彼女が勝ち誇った顔を浮かべていたような気がしてならない。

　姫晴はこの春から、富士城の援助を受けながら生活をおくる予定らしい。彼女にはもちろん親族がいたが、特区の中で生活している親しん戚せきは一人もいなかった。

　虎とら風かぜは姫き晴はると会いたくてたまらなかった。

　あの夜の一件以来、彼女とはほとんど口を利いていない。避けられているような気がして、胸がざわついた。やはり、軽けい蔑べつされてしまったのだろうか。それでなくても、十五年という期間は、一人の人間が心変わりするのに十分過ぎるほどの時間だと思えた。

　そして最近の虎風の頭には、さらに悪いシナリオが浮かび上がって来ている。その考えは、何度否定しても脳のう裏りにこびりついたまま離れなかった。きっかけが訪れたのは、虎風が興味本位で、再び祖父の残したデータを開いたときだった。

　──おそらくだが、しっかりとした自意識を持たないままこの体験をしてしまうと、自分を見失い、精神の持ち主とまったく同じ性格を持つ人間になってしまうだろう。これを応用すれば、有意義かどうかはさておき、異なる空間にまったく同じ人生を生きた人間を生み出すことも可能だろう──文章を目でなぞったとき、とてつもない不安に襲われた。

　ひょっとすると、姫晴はかつての自分を忘れてしまったのだろうか。

　虎風の中で、姫晴は「行ってくるね」と言ったまま、まだ帰って来ていなかった。あの姫晴はもういないのだろうか。




　一時間ほど前に連絡が来て、いまから富ふ士じ城しろが祖父の弔ちよう問もんに来るという話だった。

　そう、と気のない返事を返した虎風に、彼女は弔問の傍かたわら、虎風に伝えなければならない話もあると伝えた。

　何かと聞くと、虎風の中から取り出したメタグラムの処しよ遇ぐうが決まったという。

　あの夜、物質世界に姿を現した沈黙の文字は、虎風によって、身近にあった煉れん瓦がの構造文に組み込まれたが、いまは発電所の中心にその煉瓦ごと移動されている。

　そしていまだに虎風を基準点と認識し、不良フォントの傘を広げているものの、メタグラムは然るべき管理者によって然るべき管理を受けるのが正しい姿だ。

　外の道に車の止まる音が聞こえ、虎風は縁えん側がわを離れて表の道に顔を出した。車から、富士城が降りてくる。黒のスーツを着込んだ彼女は、学校で働くカウンセラーというよりはむしろ、どこかの要人のように見える。そして実際、ここ数日のことを考えると、この表現はあながち間違っているとも言い切れなかった。

　富士城が祖父の家で弔問を済ましている間、虎風は奥の部屋のパソコンをいじっていた。

　しばらくしてから虎風のところへやってきた富士城にイスを勧めると、彼女はパソコン画面に目を向けて「何をしているんです？」と訊たずねた。

「じいちゃんが改造した〝四季の花〟だよ」

「研究データが隠されていたという、あの？」

　首を縦に振る。「何回もやってるんだけど、研究データが表示されると、もうゲームに戻ることはできないんだ。でも、じいちゃんはクリアできないＲＰＧは嫌いだったし、何か方法はないかなって思って。まあ、ほとんど暇ひまつぶしかな」

「そうですか」

　虎とら風かぜはブラウザを落とし、富ふ士じ城しろに向き直った。

「それで、さっき電話で言ってた俺のメタグラムの件はどうなるの？」

「次にあなたが長期休きゆう暇かを迎える時期を目め途どに、対象者の変更が計画されています。一番早くて五月の連休、遅くとも夏季休暇には、あなたが特区の傘を支える必要はなくなります。その際、数日ほど特区から離れて頂くことになりますが、先方は、あなたに不ふ便べんはかけないと言っていますね」

「いますぐじゃないんだ」

「次の対象者の決定がまだなのです。教授の管理下にあったメタグラムも同時に引き継ぎが行われるので、責任もそれだけ重大になりますから」

「次の人が決まるまで、俺は特区の外に出ちゃダメなの？」

「いえ、他の対象者が帰って来ていますから、あなたの行動を縛ることはしないという話です。しかし、これは私の意見と思っていただきたいのですが──あなたはもう、なるべく特区の外に出ない方がいいと思いますよ。教授があなたを失語症にしたのは、世界言語を扱えるままでは、私生活に影えい響きようが出ると判断されたからでしょう？」

「でもじいちゃんは、俺を元に戻そうとしてたよ」

「ですから、なるべく、と言ったのです。きちんと段階を踏んで、まずは世界言語の正しい使い方を学ばなくては。何なら、私が教えて差し上げても構いませんよ」

　虎風はたじろいだ。そんなことは絶対に御ご免めんだった。

「……まあ別に特区の外に行きたいことなんて滅多にないし。学校だって特区の中にあるし、新しいアパートだって……」

「そう言えば、学校はいまのまま進学されるのですか？」

「……そうだけど」

「確か、姫き晴はると同じ学校でしたね。私もそこに勤めることになりましたから、改めてよろしくお願いしますね」

「……は？」そこに勤める？　どういうこと？

「悩み多き年頃だと思います。いつでも相談に来て下さい」

　そう言ってにっこりと笑う彼女には、妙な凄すご味みがあった。

　物事をようやく吞のみ込めたとき、この人は徹底している、と虎風は思った。姫晴を守ることに身を捧げている。虎風は、彼女が障害になりませんように、と祈らずにはいられなかった。

「姫晴ちゃんは、元気？」

　虎風は何でもない風を装って、訊たずねた。訊ねてから「元気？」はなかったな、と後悔した。

　姫き晴はるも虎とら風かぜとほぼ同じ日程で、母親を送る儀式を重ねているのだから。するとやはり富ふ士じ城しろはいい顔をせず、「普通の生活を送る程度なら」と、たしなめるように言った。

「姫晴ちゃんに、会えない？」

　富士城は眉まゆを上げた。「会いたいのですか？」

「……まあ、うん」

「あなたのことをすべて知る人間と、会いたいのですか？　どんな人間でも、やましい部分はあります。それを各おの々おのが隠しているからこそ、それぞれの関係は成り立つと、私はそう思います。あなたは、言わば不利な立場に置かれているんですよ」

「それでも、一度会って話がしたいんだ」

　富士城はじっと虎風を見つめた後、ようやく口を開いた。

「……わかりました。あの子を呼びましょう」

「わざわざ来させなくても、俺が行くよ」

「いえ、表の車に乗っているんですよ。家の中の方が落ち着くでしょう」

　これには驚いた。「ここまで来てるのか？」

「ええ。最近はずっと付いて来ていましたよ」

「何で、言わなかったんだ！　近くにいたのに！」

「あの子にそうしてくれと頼まれたからです。あなたが会いたいと言えば、呼んで欲しいと」

　富士城が携帯を取り出すよりも早く、虎風は駆け出していた。

「あ、虎風！」

　表に車が停まっている。黒いガラスが開かれ、そこに姫晴の顔が現れたとき、虎風は大声で叫んでいた。「姫晴ちゃん！」

　車内で着信音が鳴っている。しかし、そんなものは虎風の耳には届いていない。

　この一週間は、ただひたすら彼女のことを考え続けていた。

　あの事件の夜に、確かに自分の望みは叶った。大好きだった少女が、自分に好意を抱いていたのだ。しかしその恩恵を受けることなく、彼女は変容を受け入れることとなった。長い期間堆たい積せきし、ようやく形になった宝石の原石が、磨く間もなく手の平をすり抜けていく感覚。

　汚れを、傷を、付け得るのが自分の経験だと思ったとき、虎風の心はどうしようもなく荒れた。過去の汚点はいまさら消すことはできず、受け入れるしかなかった。しかし、他の人がそれを見たらどうだろう？　他者の過去など、別段受け入れる必要のないものではないか。

　自分のことを好きだと言ってくれた姫晴──彼女は虎風の一部しか見ていなかった。しかしいまや、彼女は虎風のすべてを知ってしまっている。最大の敵が自分だなんて、と虎風は情けなくなった。いつの間にか、視界が曇っている。

　姫晴は無言で虎風を見つめていた。

「俺だよ、姫晴ちゃん」

　ついに涙をこらえることができず、二つの水滴が筋となって落ちた。何だか最近は泣いてばかりだった。

　苦しく、悲しいとき、心の絞り出す悲鳴が、涙だ。祖父を失って流し、今度は姫き晴はるを失って流さなければならないのか。

　君は約束をして旅立った。一生のお願いだから、ただいまと言ってくれ。

　祈ったこともない神に、虎とら風かぜは祈った。いや、怒ったと言った方がいいかもしれない。きちんと書くのを忘れたくせに、いまさら彼女を奪おうとするんじゃない、と。

　ごしごしと目を擦こすり、涙を拭ふきとって視界をクリアにしたとき、虎風の心臓は飛び跳ねることになった。

　そこには、悩み、悶もだえたこの一週間分の不安が、杞き憂ゆうに終わったことを伝えるものが映っていたからだ。

　ここは特区の中で、世界言語は存在しない。そればかりか、彼女の体には文字が存在しない。それでも、はっきりと彼女の示す態度の意味を、虎風は読み取ることができた。

　少女は顔を真まっ赤かにし、うつむいていた。

「……ただいま、トラくん」

　消え入りそうな声で、姫晴はぽつりと、そう呟つぶやいた。




　姫晴は人の心を覗のぞき見るという行為に、卑ひ劣れつさを感じていたらしい。他者の秘密を暴き、弱みを知る。しかも、それは自分自身が望んだから起こったこと。虎風の苦しい経験を追体験する度、姫晴は強い罪悪感にかられ、そしていつしか、虎風が自分を決して許さないだろうと思ったということだ。

　彼女も虎風同様、怯おびえていたのだ。

　二人は部屋の中に入り、富ふ士じ城しろに席を外してもらって話をした。

　虎風のもっとも心配していた〝性格の上塗り〟を、姫晴は最初に否定した。

　彼女は、虎風の記き憶おくを見るとき、やはりその場の出来事を自分の頭で解かい釈しやくしてしまった、と話した。特に世間をよくわかっていない幼少の出来事は、人物形成に大きな意味を持つはずだが、追体験の場合は、自分の記憶を持ち込んだ上でその出来事を解釈するため、早い段階ですでに二人の感じ方がまったく異なっていたということだ。

　それから姫晴は、記憶を傍ぼう観かんしながら、そのときどきに虎風が何を感じていたかが、ものすごく気になり出したと話した。虎風の中にいるにもかかわらず、姫晴は虎風の感情の動きがわからないときがあったが、時間が進み、虎風の経験が積もるにつれて、その傾向は顕けん著ちよになった。

　姫晴はあるとき虎風の友人の物言いに腹を立てたが、次の日、虎風はまったく気にした素振りもなく彼に話しかけたという。また、姫晴が駄だ作さくと思ったゲームを、虎風は一ヶ月以上やり込んだこともあったらしい。

　ここまでくれば、もはや体を共有しているだけで、別の人間だ。姫き晴はるは未来の自分が口にする約束を守ろうと、次々と積み重なって来る経験の中でも、虎とら風かぜへの思いを持ち続けた。

「だから私は、いまでもトラくんのことが好きだよ。トラくんの目線で、好きとかいう私を見たときは引ひっ叩ぱたきたくなったけど……」

　姫晴は頰ほおを染め、唇くちびるを尖とがらせる。愛くるしさに胸が締め付けられたが、もし他人がこの風景を虎風の目から見ても、このように感じないこともあると思うと不思議だ。

　情報としての出来事は認識できても、何を感じ、何を考えていたかまでは認識することはできない。

　祖父は、著ちよ書しよでこのように書いた。経験の根を張り、記き憶おくの幹を育て、知識の木の実を付けるのが人間の精神だと。

　では、感情は？　人の思いは、どこにあるのだろう？

　祖父は精神を認識したと言ったが、本当にそうだろうか？　人の中にある情報を認識しただけではないだろうか？

　疑問は尽きず、強い探究心が湯水のように湧いてくる。これこそ祖父から受け継いだものだと、虎風は信じたかった。

　姫晴が取り戻してくれた世界言語の力は、虎風に二つの道を示していた。かつて、祖父の前にもあった道だ。

　ひょっとすると、祖父は自分に道を選ばせたかったのかもしれない。虎風が進路を決めたとき、彼はそんな道もいいんじゃないか、と言った。だが消去法で選んだ道が、虎風のためになるとは思えなかったのだろう。

「聞いてる？　トラくん？」

　姫晴が覗のぞき込んでくる。物想いをしていることが、気になったようだった。

　虎風は笑って答えた。「うん。聞いてたよ」

「噓うそ。だったら、私が何て言ってたか、言ってみて」

「姫晴ちゃんは、俺の考えてることがわからないから、気になるってこと」

　きょとんとしてから、姫晴もしてやられたとばかりに笑顔になる。

「じゃあ、トラくんがいま何考えてたか、教えてくれる？」

「いいよ」

　自分がこの先どのような道を進もうとも、姫晴と一緒にいたい──いま虎風が考えているのは、ただそれだけだった。虎風はパソコンの電源を点つけ、イスをもう一つ傍そばに引き寄せた。

「実は、クリアできないゲームがあるんだ」

　そう言って示す画面には、四つの花が美しく咲き誇っていた。




　　　　　※





　文字が見えないので、違う言葉で気持ちを整理します。こんなことするのは初めてだから、上手うまくできないかもしれないけど、いまの気持ちを忘れたくないから。

　わたしは、この世界が嫌いになりました。わたしから、すぐ隠れようとするからです。

　見えない世界なんて、もう知りません。

　だって、わたしは主人公なのです。ママもわたしは特別だって言ってたし、いつきもそう言ってました。こんな仕打ちを受けるなんて、あんまりです。

　ここにいる子どもたちは、みんなわたしをのけ者にします。わたしができることを話すと、噓うそつきって言って、どこかへ行っちゃいます。

　コージもどこかへ連れていかれて、わたしは一人ぼっちです。

　世界が見えていたときは、みんながわたしでした。世界はわたしの体で、みんなを動かせました。

　嫌いな人とか難しいことをいう人は、おできみたいなもので、望んでないのに、わたしの世界に勝手に出てきます。自分で書いてて、この例えはすごく上じよう手ずだと思います。文字が見えてたら、治すこともできるけど、いまみたいに文字が見えないときは、いらいらして、むずむずして、気持ち悪くてたまりません。

　あ、世界は嫌いになったけど、ママは好きです。

　だって、ママは世界から切り取られてるから。

　ママが世界で動くところは、すごく不思議……。まわりの文字が食べられているみたい。

　久しぶりに会えて、嬉うれしかった！

　でも、最後は変な人に痛いことをされて、ぐったりしてました。心配……。

　ママが元気になったら、またちゃんとお話がしたい。

　まだわたしのこと怒ってるみたいだったけど、仲直りできるかな……？

　いっしょにくらしてるとき、ママはわたしに、いろんなことを知りなさいって言いました。わたしが何か質問すると、嬉しそうに笑って、答えてくれました。

　笑ったママの顔は好き。ママは好きだけど、怒ったママの顔はいや。

　だから、もっともっと勉強して、ママを喜ばせないといけないんだと思います。

　ここの一番偉い人は、ママをよく知ってるそうです。でも、わたしがママに会いたいって言うと、ダメだって言います。

　こういうの、怒り心しん頭とうっていうらしいです。

　わたしがわがままを言ってるんじゃありません。

　ママが知りたがってることを、わたしが知ってるからです。教えてあげれば、きっとママはわたしを褒ほめてくれるはずだって思います。あの人は、それを邪じや魔まする！

　ママに会いたいなあ。

　ママのことを考えると、なんだかお腹が痛くなります。五年前、ママにお腹をぶたれたときから、ずっとこうです。

　でも最近は、ママのことを考えてなくても、ときどきこうなります。

　わたしの体は、変になっちゃったんでしょうか？　文字が見えないので、よくわかりません。
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　　あとがき




　はじめまして、旭あさひ蓑みの雄おと申します。

　この度は『レターズ／ヴァニシング　書き忘れられた存在』を手にとっていただき、誠にありがとうございます。

　本作には、第二十回電でん撃げき大たい賞しようの途と中ちゆう選せん考こうでもれたにもかかわらず、改かい稿こうを重ね、幸運にも電撃文庫の仲間入りを果たすことができたという経けい緯いがあります。

　過去に『ブギーポップは笑わない』『キノの旅』など、電撃文庫より発刊された名作の数々を読み、物語の世せ界かい観かんに憧あこがれ、夢む想そうし、少年期の価値観を形けい成せいした身としましては、ここから物語を発表できるということへの幸運をいまかみしめるのと同時に、身の引き締まる思いでいっぱいです。

　私は幸運を拠より所にし過ぎたせいもあって、他の作家様と比し、随ずい分ぶんと未み熟じゆくな状態で発表の場を設けていただいた方だとは思いますが、いまは作品の作り手と受け手が非常に近くなっている時代ですし、皆様の意見を私が耳にする機会も多くなると思いますので、手て厳きびしい意見は真しん摯しに受け止め、お褒ほめの言葉は励はげみとし、今後の成長に活いかしていきたいと思っております。

　もし今後どこかで皆様と交流する機会がございましたら、本作への忌き憚たんのない御ご意い見けんをぶつけていただければ幸いです。




　さて本作が書しよ籍せきと相あい成なるまで、たくさんの方のお世せ話わになりました。

　私わたくし事ごとで恐きよう縮しゆくですが、この場をお借りして謝しや辞じを述べさせていただきます。

　まず本作に目をかけていただいただけでなく、熱ねつ心しんなご指導で出版まで導いていただきました編集部の阿あ南なん様、清きよ瀬せ様。

　魅み力りよく的なイラストで作品に彩いろどりを与えていただきました、おぐち様。

　貴き重ちような紙面を割さき、本作を紹しよう介かいしていただきました電撃文庫MAGAZINE編集部の皆様。

　そしてアスキー・メディアワークス御ご一いち同どう様をはじめとする、この本の出版に関わっていただきましたすべての方々。本当に、ありがとうございました。




　最後に、いまこの本をお読みいただいている読者の皆様に最さい大だい級きゆうの感謝を。

　文や表現に至らない点も多かったとは思いますが、皆様がこの本を読み、一いつ瞬しゆんでも楽しいと感じるところをお見つけになれたのなら、これほど嬉うれしいことはございません。





二〇一四年　六月　　旭　蓑雄
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旭あさひ 蓑みの雄お

ずっと標準語を話していたつもりだったが、初の打ち合わせでそのプライドをずたずたにされてしまったコテコテの関西人。第20回電撃小説大賞に応募した『書き忘れ』を改稿した本作でデビュー。夏の能勢に出没する無類の甲虫好き。
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イラスト／おぐち

最近暑い日が続きます。こんな時は「デヴィット・レターマン」を聞きながらSamuel T.Harringのダンスで乗り切ろう！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「旭 蓑雄先生」係

「おぐち先生」係











本書は第20回電撃小説大賞応募作品『書き忘れ』に加筆・修正したものです。
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